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- TOKYO CITY DATA BANK ACCESS ENABLED -- 


日 本 有数 の 都市 で あり 、 世 界 で も トッ プク ラス の 大 消費 地帯 ・ 東 京 へ よう こそ 。 当 市 
は 日 本 の 他 の 都市 と は 異な り 、 企 業 の 制約 を 受け な い 独 自 運営 を 行なっ て いま す 。 
観光 答 の みな さま を お 迎え する 歓迎 施設 の 充実 度 は 日 本 有数 。 ま た 、 開放 的 な 自由 
市 場 の お か げ で 、 世 界 の あら ゆる 品物 が この 街 に 集まっ て きま す 。 シ ョ ッ ピ ング に 、 
観光 に 、 皆様 の 東京 訪問 が 充実 し た も の に な り ま す よ うに ! 


この デー タバ ンク に は 、 次 の よう な 情報 が お さめ られ て いま す 。 
東京 へ の アク セス 手段 


人 @ 東 京 主要 地域 の 懇 説 
食事 場所 、 宿 泊 施設 、 治 安 組 織 、 そ の 他 観 光 名 所 の 紹介 


人 @ 巨 大 企業 

有力 都市 に 関す る 情報 

信 日 本 の 法 体制 (ECP デ ー タ バン ク ) 

僅 日 本 独自 の 覚醒 現象 に つい て (上 野 魔法 科学 大 学 デ ー タ バン ク ) 


お 気に入り の 項目 か ら 、 ア クセ ス を どう ぞ ! 東京 行政 局 、 観 光 推 進 間 


>>>>> [よっ し ゃ 、 そ し た ら 邪 魔 さ ば て も ら う ぜ 。 金 に な る デー タ は どこ だ ? ] 
に も る や ー 
ーー グラ ン パ パ (20:48:05/12- 15 - 49 ) 
ー TOKYO CITY DATA BANK ACCESS ENABLED -- 


よう こそ 、 東京 へ 。 ここ は 日 本 の 中 心 、 世界 で も トッ プレ 
ベル の 商業 & 観光 都市 で す 。 東京 の 主要 部 分 を 占め る 中 
央 地区 は 、 地域 ご と に 治安 が 異な り ま す 。 その 地域 の デ 
ー タ バン ク を 検索 し た 後に 訪問 する よう お 願い いた し ま 
す 。 また 街 の 治安 に 関し て は 、 東都 警備 (ECP ) が 24 時 
間 体 制 で パト ロー ル し て お り ま す 。 皆さん の 訪問 を 歓迎 
いた し ます 。 
>>>>>[ 八 ハル 、 オ レ た ち シ ャ ドウ ラン ナー も 歓 迎 す る ぜ 。 人 
捜し か ら 誘拐 、 機密 奪取 な ど 、 ど ん な 依頼 も 引き 受け る ぜ 。 た だ 
し 、 それ 相 応 の 報酬 が 必要 だ が な ] く くく くく 

ーー グリ ムロ ッ ク ( ら 2:55:03 プ 1 ら -10-49) 


A Chronological Table 


コン ピュ ー タ ・ テ ロ が 横行 する 
メガ ・ コ ー ポ レー ショ ン が 誕生 する 


謎 の 集団 死 現 象 が お こり 、 深 刻 な 労働 者 不 
邊 と な る 


太陽 電力 衛星 が 打ち 上 げ ら れ 、 日 本 の エネ 
ルギー 問題 が 解決 され る 


VITAS が 発生 、 世 界 人 口 の 259%% が 失わ れる 。 
日 本 で は 数 ?% の 死者 に 留まる 


エル フ 、 ド ワー フ と いっ た 取り 替え 子 た ち 
が 生ま れる 

魔法 現象 が 頻度 に 報告 され る よう に な る 
富士 山 よ り リグ レー ト ・ ド ラゴン が 現れ る 


巨大 企業 に よる 合同 評議 会 が 結成 され る 


超人 的 な テロ リス ト “ 宮 童 "” に よる 連続 テ 
口 事件 が 発生 する 


治安 の 低下 に 対抗 する た め 、 民 間 で も 銃器 
の 携帯 を 許可 する “人 良 定 武装 ”" が 認め られ 
る 


ゴブ リン 化 が 発生 
メタ ヒュ ー マ ン 狩り が 横行 する 


コン ピュ ー タ ・ ク ラッ シュ が 発生 。 世 界 中 
の コン ピュ ー タ ・ シ ステ ム が 謎 の ウイ ルス 
に よっ て 大 ダメ ー ジ を 受け る 


カリ フォ ルニア が 日 本 企業 の 支援 の も と ア 
メリ ア よ り 独 立 

東京 を 巡っ て 朝倉 電子 技術 社 と 滴 桂 に よる 
“東京 紛争 "が 勃発 。 三 日 に お よぶ 市 街 戦 
の の ち 演 杜 が 勝利 する 


日 本 の 行政 機能 が 東京 か ら 京都 へ と 移行 さ 
れる 


世界 規模 の 種族 間 暴 動 “激怒 の 夜 (ナイ 

ト ・ オ ブ ・ レ イジ )"” が お きる 。 日 本 で は 
メタ ヒュ ー マ ン 保護 を 目的 と し た 収容 命令 
が 出さ れ 、 メ タ ヒ ュ ー マ ン が 隔離 され る 


メタ ヒュ ー マ ン の 収容 命令 が 解 際 さ れる 


東京 治安 状況 マッ プ 


ドク e [Doc Wagon] 


ドク ・ ワ ゴン は “どん な 場所 " で も 契約 者 を 救出 し 、 緊 女医 療 を お こ 
な うこ と を 売り に し て いる 企業 だ 。24 時 間 い つ で も 最高 の 医療 を 提供 
し 、10 分 以内 に 現場 に 到着 で き な け れ は 応 女 処 置 が 無料 に な る サー ビ 
ス を お こ な っ て いる 。 契約 者 の 生命 と プラ イバシー を 最 優先 に あつ か 
う ド ク ・ ワ ゴン は 、 あ ら ゆ る 階層 の 人 々 に 利用 され て いる 
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ュー グ 1m [東都 警備 :Eastern Capital Palice] 


い ECP は 東京 の 市 民 " を 守る こと を 主 な 業務 と し て いる 民間 の 警備 
企業 だ 。 そ の た め の 手 段 と し て ECP は 、 犯 人 逮捕 な どの た め に 手間 
の か か る 捜査 を お こ な う より も 、 犯 罪 を 防止 する た め の パ トロ ー ル を 
お こ な う こと に 重点 を お いて いる 。 特 に 、 巨 大 企業 の 社員 が 通う 地域 
は 重点 8 的 に パト ロー ル が お こ な わ れ 、 犯 罪 防止 に か な り の 効果 を 上 げ 
て いる 
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治安 評価 
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東 新宿 は 東京 で も 有数 の 繁華 街 を 抱え て お り 、 歌 舞 伎 町 を 中 心 と し て 酒場 な ど が 集まっ た 場所 だ 。 夜 に 
な る と 娯楽 と 快楽 、 そ し て 危険 を 求め て 人 々 が 集まっ て くる 。 こ こ は ラ ン ナ ー た ちの 拠点 だ 
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渋谷 は あら ゆる 若者 た ち 集まる 場所 だ 。 明 日 の スタ ー を 夢見 る アー ティ スト も いれ ば 、 自 由 と 力 を 求め 
て スト リー ト ・ ギ ャ ング に な る 者 た ち も い る 。 良 くも 悪く も 若者 た ち が 活 躍 す る 街 な の だ 


ーー 
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魔法 の 〈 覚 醒 > に より 上 野 周辺 は 木々 の 生い茂る 自然 の 豊か な 場所 に 変貌 し た 。 それ に と も な い ゆい 魔法 使 
いた ち が こ の 場所 に 住み つく よう に な り 、 上 野 は 魔法 使い た ちか が 管理 する 街 と な っ た 
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本 書 は 、FASA 社 の ロー ルプ レイ ング ・ 
ゲー ム 『 シ ャ ドウ ラン 」 の 舞台 設定 資料 で 、 
日 本 独自 の オリ ジ ナ ル サ プ リ メ ン ト で す 。 

観光 ガイ ド の か た ち で さま ざま な 内 容 が 解 
説 さ れ て いき ます が 、 そ こ に は あく まで 建て 
前 上 の 情報 し か 含ま れ て いな いかが も し れ ま せ 


Aa ぞ ngk と 大 層 、 と の デー タリ (ング に 寺 信 
アク セス し て いっ た デッカ ー た ちの 書き 込み 
義史 て く 定 さい ( ララ テラ テテ [| どい うう 刀 
写 で は じ ま り ます )。 か れ ら が 、 い ろ い ろ な 
本 音 や 裏 の 情報 を 聞か せ て くれ る で し ょ っ う 。 
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【 シー スン 


日 本 は 四季 の 移り 変わ り が は っ きり と し 
て お り 、 比較 的 穏やか で 温暖 な 気候 で す 。 
し か し 、 平 均 気温 は 、20 世 紀 と 比べ て 、 や 
や 上 昇 し て いま す . 

東京 で 最も 平均 気温 の 高い 月 は 8 月 で 、 
平均 気温 は 30 て に 達し ます 。 ま た 、 最 も 寒 
准 な 月 は 1 月 で 、 平 均 気温 は 11 で で す 。 平 
均 湿度 は 56% 程 度 で 、 真 夏 や 真冬 を 除け ば 
過ごし や すい 地域 と 言え ます 。 し か し 、 日 
本 の 国土 自体 は 南北 に 長く 、 北 の 北海 道 と 
南 の 九州 や 沖縄 で は 、 気 候 が まっ た く 異 な 
り ま す 。 北海 道 と 沖縄 で は 、 年 間 の 平均 気 
温 の 差 は 実に 10 数 て に の ぼる の で す 

東京 を 訪れ る の に 最適 の 時 期 は 、4 一 5 
月 に か け て で す 。 こ の 時 期 は 1 年 の な か で 
も 最も 晴天 の 日 が 多く 、 気 候 も 温暖 で 過 ご 
し や すい の で す 。 

また 、 注 目 すべ き 気 象 現象 と し て 、 8 月 
か ら 9 月 を 中 心 に 台風 が 上 陸 す る こと が あ 
り ま す 。 和 観測 技術 の 向上 に よっ て 、 か な り 
正確 な 進路 の 予知 が 可能 に な っ て お り 、 実 
際 の 生活 へ の 影響 は それ ほど 大 きく あり ま 
せん 。 


>>>> ッ > [奇妙 な こと に 、 人 台風 の 直撃 を 
“絶対 に "受け な い 街 が ある 。 最近 の 進路 の 予 
知 は 完璧 に な っ て いる に も 拘ら ず だ 。 ま ゆ つ 
ば も の の 話 だ が 、 シ ャ ー マ ン が 精霊 を 操っ て 
台風 の 箸 加 を 変え て る っ で 噂 も ある ] くく ぐ ぐ く ぐ 
影 法師 (20:48:05 プ 12-15-49) 


海外 か ら の 
M に 
渡航 手段 
日 本 は 島国 で ある た め 、 海 外 か ら の 渡航 


手段 は 空路 と 海路 し か あり ませ ん 。 現在 で 
は 海路 は 上 流 階級 向け の 客船 が 中 心 で 、 渡 


航 手 段 と し て 占め る 比率 は ご くわ ず か に 過 
ぎません 


人 @ 空 路 

空路 の 表玄関 は 、 東 京 湾 に 浮か ぶ 幕 張 海 
- 冠 洪 で す 。 ビ ジネス の 新た な 中 心地 と な 
っ て いる 幕張 へ 直接 連絡 し て いる うえ に 、 
千葉 、 横 浜 と いっ た 重要 な 都市 へ の 接続 点 
に な っ て いま す 。 こ の た め 海 上 空港 の 発着 
量 は 膨大 で 、 拡 張 工事 の 完成 が 待た れる と 
と ろ で す 

お も な 発 都市 か ら の 航空 料金 は 次 の よう 
に な っ て いま す 

>>>> ッ > [ 亜 軌道 っ て いう の は 、“ 飛 ぶ "” と 


航空 料金 
シア トル ( 亜 軌道 ) 
『 プ ミ 
) 


いう より 『 柚 ち 出す "っ て 感じ の 移動 方 法 で 
す 。 ち ょ うど 、 石 を 放り 投げ ける みた いな 感じ 
で す 。 機体 に 細 は つい て ます けど 、 軌 道 の 一 
番 高 いと ころ は 大 気 圏 の は る か 上 に な り ま す 
か ら 、 再 突入 と 着陸 の と き し か 使わ な いん で 
すね 。 こ いつ は 時 間 の 短 さ が 売り 物 で 、 シ ア 
トル ー 東 京 問 を 1 時 間 足 ら ず で 移動 で きる ん 
で すま よ 1 基 世 る 

ーー シル フィ ー ド (02:43:1101-27-50) 


人 @ 海 路 

海路 は 、 ア ジア を 中 心 に 港 を 持つ さま ざ 
まな 都市 で 利用 され て いま す 。 貨物 輸送 が 
中 心 で 、 旅 客 朋 は 上 流 階級 以上 を 対象 と し 
た 喪 華 和 客船 が 何 讐 か 就航 し て いる 程度 で 
す 。 海外 か ら の 旅客 輸送 は 空路 が 中 心 に な 
っ て いま す , 


| 午 I2 


の 
の 
に 3 ( ゃ 


2 


愛 華 客船 の な か で は 、 横 浜 を ホー ム ・ タ 
ウン と する プル ー ス ・ ク ラン の " 鳳 増 、 
* 半 鳳 "の 2 讐 が 有名 で す 。 ど ちら も か な 
り の 大 型 客船 で す が 、 乗 客数 は 乗員 も 含 
て 700 一 800 人 程度 に 制限 され て いま す 
“ 鳳 瑞 "、“ 翔 鳳 " の どちら も 世界 一 周 の 航 
路 が 設定 され て いて 、 東 京 に 寄港 する の は 
半年 に 1 度 で す 。 こ うし た 豪華 客船 に 乗る 
に は 、 企 業 の 下級 社員 な ら 2 年 分 の 年 収 に 
相当 する くら い の 料 金 と 、 す で に 顧客 に な 
っ て いる メン バー の 推薦 が 必要 で す 


>>>>> [メガ ・ コ ー ポ の 御 偉 方 の な か に 
は 、 ず っ と 鳳 瑞 に 乗っ た まん まで 、 衛 星 通 信 
で 仕事 を や っ て る っ て 大 物 ま で いる そう だ 。 
羨まし い 御 身分 だ ね え ] こく くく ぐ 

ー ラ ンド ・ ブ リー ズ (15:13:27 ブ 02-08-50) 


K 入国 に 際 し て 』 


東京 で は 海外 か ら の 渡航 者 に 対す る 対応 
が 厳しく 、 許 可 が な けれ ば 出入 り で き な い 
施設 も 数 多く あり ます 。 ま た 、 基 本 的 に 東 
京 以外 の 都市 に 自由 に 出入 りす る こと も で 
きま せん 。 

また 、 日 本 で は 、 そ れ ぞ れ の 都市 が な か 
ば 独立 し た よう な か た ち に な っ て お り 、 渡 
航 者 へ の 対応 も 都市 に よっ て 異な り ま す 。 
国際 空港 や 港 を 持つ 都市 で は 入国 の 審査 も 
非常 に 厳し く 、 入 国 後 も その 都市 か ら 出 る 
こと が で き な い の が 普通 で す 

海外 か ら 東 京 へ 入国 する 場合 、 数 十 の 項 
目 に わた る 厳密 な 医療 検査 証明 が 必要 で 
す 。 こ れ は 、 海 外 の 風土 病 や 覚醒 > 後に 
登場 し た 新型 ウイ ルス の 流入 を 防ぐ た め と 
され て いま す 。2010 年 の VITAS 宰 以来 の 措 
置 で 、 入 国 時 の 審査 で 最も 重点 が 置か れ て 
いま す 。 こ うし た 証 盟 が な けれ ば 、 入 国 を 
拒否 され る の が 普通 で す 

“個人 で の " サイ バー・ プ ログ ラム の 持ち 
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こみ も 禁止 され て いま す 。 持 ちこ み が 発 覚 
し た 場合 は 、 没 収 に 同意 すれ ば 入国 が 認め 
られ ます が 、 拒 否 し た 場合 は 強制 送還 の 指 
置 が と られ ます 。 ま た 、 魔法 の 能力 を 持つ 
者 は 、 あ ら か じ め 申 告 し て 登録 し て お か な 
けれ ば な り ま せん 。 


>>>> ッ > [あの 検査 証明 っ て の は 、 な ん と 
か な ら な いも ん か ね 。 1 項目 で も 欠け て る と 、 
へ た すり ゃ それ だ け で 入国 拒否 さ 。 わ ざわ ざ 
金 と 時 間 を か け て や っ て 来る 奴 の こと も 考え 
て ほし いも ん だ 。 そ の うえ 、 年 ご と に どん ど 
ん 項目 が 増え て いき や が る 。 た まっ た も ん じ 
ゃ な い ] くく くく ぐ 

ー 一 小龍 (22:32:1212-02-49) 
>>>>> [で か い 企 業 の 後ろ 盾 で も あれ ば 
別 だ が 、 メ タ ヒ ュ ー マ ン は 、 入 国 審査 で いろ 
いろ と 難癖 を つけ られ る と 思っ と いた ほう が 
ぃ い w)。 それ は ほ は 、 あん た も た が オ ー ク で も 、 ド ロー 
ル で も 、 エ ルフ で も 、 ド ワー フ で も 関係 な 
し 交 家 で で る 

ー 一 神 の 手 (03:10:45/12-11-49) 


『【 還 内 の 交通 投 


日 本 で は 、 そ れ ぞ れ の 都市 へ の 出入 り は 
厳重 に 管理 され て いま す 。 特 に 、 都 市 に 入 
る 場合 は 厳し く チ ェ ッ ク さ れる の が 普通 で 
す 。 こ うし た チェ ッ ク は "審査 と 呼ば れ 
ます 。 審査 の 手段 は 、 ク レッ ドス ティ ッ ク 
照会 や 、 声 紋 、 指 紋 、 網 膜 、 細 胞 の 照合 な 
ど 、 都市 に よっ て 異な り ま す 。 し か し 、 管 
理 企業 に つなが り の ある 系 列 都市 間 の 移動 
で は 、 都 市 に 入る 場合 の チェ ッ ク も ゆる や 
か で す (68 ペ ー ジ を 参照)。 

し か し 、“ 中 立 都市 " 東京 ( 呆 23 区 か ら 
西 を 中 心 と し た 一 帯 で 、 現 在 で は 西 地区 、 
中 央 地区 と 呼ば れる 地域 ) へ の 出入 り に 関 


し て は 、 ほ と ん ど 制 限 が あり ませ ん 。 一 方 、 


同じ “中立 都市 "で も 、 京 都市 街 へ の 出入 
り は 上 厳し く 制 了 良さ れ て いま す 。 
@ 国 内 航空 


空港 を 有する 都市 の あい だ で は 、 国 内 線 
の 航路 が 整備 され て いま す 。 し か し 、 企 業 
の 専用 便 や 輸送 便 が 主力 を 占め て いて 、 
般 向け の 便 は わずか し か あり ませ ん 。 総 じ 


て 料金 も る 高く 、 都 市 に 到着 し た と き の “ 審 
人 査 に も か な り の 時 間 を と られ る の で 、 
般 の 旅客 有朋 と し て は 鉄道 に 人 気 が 集中 し て 
いま す . 

東京 、 和 二葉 へ の 中 継 点 と し て は 、 成 田 空 
港 が 用 いら れ て いま す 。 


@ 人 道路 交通 

高速 道路 網 の 整備 は 、 国 内 交通 の 効率 化 
を 目指 し て 、 最 も 力 の そそ が れ た 分 野 の 一 
つ で す 。 特 に 主要 都市 を 結ぶ 幹線 高速 道路 
は 、 早 く か ら 整 備 が 進め られ まし た 。 し か 
し 、 そ の あい だ に 都市 の 独立 化 が 進み 、 他 
の 交通 網 と 同じ く 各 都市 の 出入 り は 大 し く 
チェ ッ ク さ れる よう に な り ま し た 。 幹線 高 
速 道 は 速度 無 制 良 に な っ て お り 、 ま た 自動 
操縦 機能 を 備え た 車 が 登場 し た こと も あっ 
て 、 現 在 で は 高速 道路 で 渋滞 が 引き 起こ さ 
れる こと は 珍し く な り ま し た 。 し か し 、 都 
市 の 近く で は 、 乗 り 入 れ の さい の 上 厳し い 審 
査 に よっ て 、" 審 査 渋滞 '′ が 引き 起こ され 
る こと が あり ます 。 


>>>> ッ > 審査 渋滞 * っ て の は 、 何 か ヤバ 
い タ レコ ミ や ら 通 報 が あっ た と き に よく 起こ 
る 。 た と えば 、 企 業 爆破 の 凶悪 犯 が 逃亡 中 っ 
て 通報 で も 入れ ば 、 途 端 に 審査 が 厳し く な る 
っ て わけ さ ] こく くく ぐ 

ーー 瑞雲 (18:26:4003-15-50) 


人 @ 鉄 道 

E 要 都市 内 で の 移動 手段 と し て は 、 建 物 
の 高層 化 に と も な い 、 何 層 か に 分 か れ た モ 
ノレ ー ル 鉄道 が 主流 に な っ て いま す 。 特 に 
東京 で は 、 建 物 の 過密 化 と 高層 化 が 著しい 
た め 、 モ ノレ ー ル が 地上 交通 の 主力 に な っ 
て いま す 。 ま た 、 地 上 の 運行 機関 と し て バ 
ス を 使う 地域 も あり ます 。 こ れ は 、 道 路 に 
設置 され た 送電 グリ ッ ド を 運行 する 自動 運 
行 バ ス が 主流 で す 。 

部 市 間 の 移動 手段 と し て は 、 諸 都市 を 結 
ぶ 高 速 鉄道 が 整備 され て いま す 。 こ の 高速 


鉄道 に は 2 種類 の 切符 が あり ます 。 一 つ は 、 


都市 へ の 出入 り で わずらわし い チ ェ ッ ク を 
受け ず に 済む "優先 切符 (フリ ー パ ス )“ 
で す 。 一 般 で 優先 切符 を 手 に 入れ る の は な 
か な か 困 区 で 、 優 先 切 符 を 利用 する の は 企 
業 の 上 級 社員 が 中 心 に な っ て いま す 。 優先 
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切符 は それ 自体 が 非常 に 高価 な うえ 、 購 入 
する と き に は 資格 審査 まで あり ます 。 メ 
ガ ・ コ ー ポ レー ショ ン の 社員 で も 、 そ れ な 
り に 高い ポス ト に つい て いな けれ ば な か な 
か 手 が 出せ な い 代物 で す 。 

高速 鉄道 の も う 一 つの 切符 が 一 般 切 符 
(ジェ ネ ラ ル ) "です 。 一般 切符 は 、 優 先 切 
符 と 比べ れ ば 非常 に 安価 で す が 、 優 先 切符 
用 の 客車 に 入る こと は で きず 、 都 市 到着 時 
の チェ ッ ク も る 通常 通り 厳重 に 行なわ れ ま 
す 。 
高速 鉄道 は 、 現 在 で は 都市 と 都市 を 結ぶ 
交通 手段 と し て は 最も 頻繁 に 用 いら れ て お 
り 、 駅 構内 の 管理 ちい き と ど いて いま す 。 
特に 優先 切符 客 の 乗降 口 は 非常 に 清潔 に 保 
た れ て いま す 。 自 動 清掃 機 が 頻繁 に 動き 回 
り 、 床 に は ほこ り 一 つ 落 ち て いま せん 。 ま 
た 、 警 備 も 厳重 で 、 構 内 の あちこち に 警備 
員 の 姿 が 見 受け られ ます 。 こ れ は 企業 の 上 
級 社 員 に よる 利用 が 多い た めで 、 優 先 切符 
客 の 乗降 口 付 近 で は 、 不 法 居 住 者 (スク ワ 
ッ タ ー) の 排除 も 徹底 し て いま す 。 

幹線 鉄道 を 独占 する 企業 は 各 都 市 を つ な 
ぐ と いう 性 格 上 、 国 有 に な っ て いま す が 、 
“日 本 高速 軌道 " と いう 企業 が 実際 の 管理 
を 行なっ て いま す 。 


>>> ッ > ッ > [日 本 国内 で の 移動 は 、 ち ょ うど 
外国 へ 行く よう な も ん だ と 思っ と け ば いい 。 
都市 の ー つ ー つ が ちっ ちゃ な 国 み た いな も ん 
だ 。 ど こ か の 街 に 入ろう と する た び 、 あ れ や 、 
これ や と 審査 され る ] こく くく ぐ 
ーー ネイ ル ・ マ ー ク (19:18:24 プ 11-30-49) 
>>>> ッ > [都市 へ 入る だ け に も 厳重 な 審査 
を 受け な きゃ な ら な い ご 時 世 じ ゃ 、 昔 な が ら 
の "観光 "旅行 っ て の は 、 ひ どく 難し いも ん 
に な っ ちまっ た 。 い き お い 、" 和 観光 "” 客 は 東京 
に 集まる わけ さ 。 東京 は 、 何 者 も 拒 ま な い 街 
だ か ら な ] そそぐ そく そ 
ー 一 白狐 (04:52:31 プ 12-01-49) 
>>>> ッ > ドド" 何者 も 拒 ま な い 街 "、 ね え 。 そ 
れ よ り 、 “何者 も 喰らい つく す 街 " っ て ほう が 
正しい ん じゃ な い の ] こく くく ぐ 
小龍 (12:01:50 プ 12-21-49) 
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日 本 の 法律 と 
壮 宗 組織 


日 本 国内 の 法律 体系 や 治安 の 維持 は 、 都 
市 の 独立 性 が 高まる に つれ て 、 独 特 の 展開 
を 見 せま し た 。 そ の 最も 典型 的 な 例 が “ 都 
市 規約 "です 。 

国内 共通 の 法律 は 整備 され て いま す が 、 
そう し た 法律 より 、“ 都 市 規約 "と 呼ば れ 
る 各自 治 者 市 で の 取り 決め が 優先 され る の 

す (都市 規約 に 対し て 、 国 内 一 般 の 法律 
ょ “共通 法 ′ と 呼ば れ ま す )。 都 市 規約 の 
内 容 は さま ざま で 、 犯 罪 の 処罰 な ど は 各 都 
市 で 異な り ま す 。 し か し 、 企 業 に 対す る 犯 
罪 行 為 へ の 罰則 が 厳し く な っ て いる こと 
は 、 ど の 都市 で も 共通 し て いま す 。 民 間 で 
の 犯罪 (た と えば 、 個 人 を 対象 に し た 鶴 盗 ) 
半生 

、 実 際 に は 都市 規約 で 定め られ た 罰則 が 
人 NH ot 
で は 犯罪 で は な いよ うな こと も 、 他 の 都市 
に 行け ば 立派 な 犯罪 に な る 場合 が あり ま 
す 。 こ の た め 、 一 般 の 旅行 者 で も る 、 地 方 都 
市 を 訪れ る こと に な っ た 場合 は 充分 な 下 江 
べ が 必要 で し ょ う 。 

民間 で の 犯罪 は 、 そ れ ぞ れ の 都市 の “ 警 
察 " が 取り 締まり ます 。 こ の 警察 組織 は 
その 都市 を 管理 する 企業 が 運営 し て いま 
す 。 そ の た め 、 警 察 の 能力 は 都市 に よっ て 
大 きく 異な り ま す 。 都市 全域 の 治安 を 完全 
に 維持 し て いる 都市 も あれ ば 、 重 要 地 域 の 
治安 維持 に だ け 重 点 を 買い て いる 都市 も あ 
り ま す 。 


>>>>> [た と えば 、 普 通 な ら 、 通 り で 歌 
を 歌っ た と ころ で 犯罪 に な ん か な る わけ あり 
ませ ん 。 こ れ が 常識 で す 。 と ころ が 、 で す 。 
ある 街 で は 、 た っ た それ だ け の こと が 犯罪 に 
な っ て し まう 。 ま さ に 、 常 識 は ずれ と は この 
こと で し ょ う 。 そ の 街 は 商品 の 宣伝 放送 に カ 
を 入れ て る も の だ か ら 、 往 来 で 歌 を 歌う と そ 
れ を 邪魔 し た こと に な る らし い の で す 。 実際 、 
どこ まで 厳し く 取り 締まっ て る か は 知り ませ 
ん が 、 都 市 規約 の な か に は その くら い バ カバ 
カ し いも の が ある っ て こと で す ] < こく < 

べべ 


- ミ ンス トレ ル (07:54:37 グ 4-17-50) 


企業 犯罪 や 企業 同士 の 争い (た と えば 都 
市 間 の 紛争 ) に 対す る 罰則 は 、 都 市 規約 で 
は な く 共 通 法 で 規定 され て いま す 。 こ の た 

企業 の 犯罪 を 専門 に 取り 締まる 機関 が 
存在 し ます 。 そ れ が “企業 活動 管理 局 " 
(Administration Department of Corporate- 
activites、“ 企 管 ""ADC" な ど と 呼ば れ 
て いま す ) で す 。 企業 活動 管理 局 は 、 企 業 
の 関係 する 問題 な ら 、 特 許 問題 か ら 企 業 同 

の 物理 的 な "衝突 まで 非常 に 幅広 い 範 
囲 の 問題 を 扱い ます 。 

避 題 の 処理 に 用 いら れる 手法 も さま ざま 
で 、 事 務 的 な 調停 や 提訴 の 審議 を 行なっ た 
り 、 場 合 に よっ て は 武力 に よる 介入 を 行 な 
うこ と も あり ます 。 ま た 、 企 業 犯罪 の 捜査 
を 行なう こと も あり 、 専 門 の 捜査 官 が 置か 
れ て いま す 。 


>>>>> [ラン ナー に と っ ちゃ 、 企業 の セ 
キュ リティ だ け で な く 、ADC も 厄介 な 相手 
だ 。 な に せ 連 中 は 、" 企 業 犯罪 " を 暴く こと が 
生き が いと き て る 。 そ し て 、 企 業 犯罪 を 証明 
する に は 、 ま ず 手 足 に な っ て 動い て る 奴 を 捕 
まえ る こと だ 。 だ が 、 企 業 は え ぬ き の 工 作 上 員 
を 捕まえ た と ころ で 、 そ いつ ら は 忠 誠 心 も 一 
流 と き て る か ら 口 を 割ら せる の は 難し い 。 そ 
こ で 、 連 中 は “ 雇 わ れ た だ け の "” ラン ナー に 
目 を つけ る こと に な る 。 金 で 雇 わ れ た だ け の 
ラン ナー な ら 、 品 を 割ら せる に も それ ほど 苦 
労 は いら な いっ て わけ だ ] くく くく < 
ー 一 正宗 (11:23:5409-11-49) 

>>> ッ > [確か に 、 連中 の し つこ さと きた 
ら ト レー ス 1C ど ころ じゃ な い ぜ 。 俺 た ち を 
捕まえ る た め に 銃 ま で 持ち 出し て 、 ス クワ ッ 
ター た ち を 大 勢 巻き 添え に し や が っ た こと が 
ある 。 あ ん と き 逃 げ お お せら れ た の は 、 奇跡 
に 近い ] くく くく < 

ーー ブラ イト エッ ジ (02:27:0709-12-49) 
>>>>> [ADC が 血眼 に な っ て ラン ナー 
を 追っ か け て る の は 、 本 当 の こと だ 。 し か し 
諸君 、ADC の エリ ー ト 捜査 官 と いえ ど 人 の 
子 だ 。 ど こ か の メガ ・ コ ー ポ と “仲よく "し 
て る 奴 だ っ て 少な く な い 。 “スポ ン サ ー” が 雇 
っ た ラン ナー を 見 逃す こと も ある し 、 う まく 
コネ を つけ られ りゃ 捜査 の 情報 を 流し て も く 
れる 。 そ うい う 奴 を うま く 利 用 で きる よう に 
な っ て こそ 、 一 流 の ラン ナー と いう も の だ ] 
に ーー と を 


| | 寺 I4 


き 回 


ー 一 雅 黒 (03:03:03/09-15-49) 
>>>>> "ADC の 捜査 官 と いえ ど 人 の 子 " 
NN 。 確か に 、 オ ー ク や トロ ー ル の 捜査 官 は 
見 た こと あり ませ ん ね ] くく くく < 

ーー ロン グ ・ フ ァ ン グ (21:42:27 ノ 11-05-49) 
> ッ >>> ッ > ド " 緊 力 で 介入 する "と 言っ て も 、 
彼ら は 銃 の 力 だ け じ ゃ な く 、 大 義 名 分 っ て 奴 
まで 武器 に し て る 。ADC と 戦う の は 立派 な 
"反逆 行為 だから 、 う か つ に ADC を 攻撃 し 
よう も ん な ら 、 静 観 を 決め こん で る メガ ・ コ 
ー ボ が 乗り 出し て くる か も し れ な いっ て こと 
ね ]. くく くく < 

ー 一 涼風 (02:44:027-15-50) 


京 で も 、 企 業 に よる 犯罪 は ADC が 扱 
いま す が 、 民 間 で 起こ っ た 事件 は "東都 警 
備 (= Eastem Capital Police、 略 称 ECP)" 
と いう 組織 が 処理 し ます 。 東 都 警備 は 複数 

企業 が 合同 で 設立 し た 警察 企業 で 、 犯 罪 
者 を 逮捕 する 権限 を 持っ て いま す 。 し か し 、 
ECP が 積極 的 に 犯罪 を 捜査 する こと は ま 
れ で 、 現 行 犯 速 捕 が 主流 で す 。 こ れ は 、E 
CP が 犯罪 の 捜査 より 防止 に 重点 を 置い て 


いる た めで 、 パ トロ ー ル や 警備 を 熱心 に 行 
な っ て いま す 。 最 も 警戒 が 厳重 な 地域 で は 


30 分 に 1 度 程度 の 割り 合い で パト ロー ル が 
巡回 し て いる こと に な り 、 犯 罪 の 防止 に 大 
き な 効 果 を あげ て いま す 。 ま た 、 他 に も 、 
"個人 的 な ” 入 備 を 請け 負う 企業 も あり 、 
東京 で は 犯罪 防止 の 意識 が 根強く 広がっ て 
いま す 。 


>>> ッ > 「 犯 罪 の 捜査 より 防止 に 重点 を 置 
いて いる "っ て の は 、 結 構 な 言い 分 だ 。 だ が 、 
これ は 、 捜 査 に 大 量 の 人 手 や 時 間 を 費やす よ 
り 、 普 段 か ら 適当 に その へ ん を 流し て 働い て 
る こと を アピ ー ル する ほう が 安上がり っ て だ 
け の こと だ 。 つ まる と ころ 、ECP は 警察 じ 
ゃ な く て 、 あ くま で 企業 な の さ ] こく くく ぐ 

ーー ネイ ル ・ マ ー ク (10:23:4302-13-50) 
>>> ッ > [もう 一 つ 言 っ と く こ と が あっ た 。 
警備 や パト ロー ル に 力 を 入れ て いる と は 言っ 
て も 、ECP が 地区 ご と に 警備 体制 に 強弱 を 
つけ て いる の も 有名 な 話 だ 。 表向き は そん な 
こと は な いっ て こと に な っ て る か ら 、 こ れ は 、 
まぁ 公然 の 秘密 っ て や つ だ 。 警備 が 厳重 な 地 
域 じ ゃ 、30 分 に 1 度 の パト ロー ル も 、 治 安 の 
悪い 一 帯 じ ゃ ーー 日 中 待っ て も や っ て 来 な い 。 


LAW (NEDXI(K&UD MONEEMAGK MMEMNTER 人 EOON 


要する に 、ECP も 企業 の 要 人 な ん か は 全力 


で 守り 、 善 良 な 一 般 庶民 に は 冷た いっ て こと 
だ 。 か くし て 、 善 良 な る 市 民 の 我々 は 、 自 分 


で 自分 の 身 を 守ら ね ば な らん ] くく くく ぐ く 
ー ネ イ ル ・ マ ー ク (10:25:52 グ 02-13-50) 


K 炒 急 体制 


日 本 で は 、 MM が 
っ て いま す (“ 公 的 " と は 言っ て も 、 実 質 的 に 
管理 企業 が 運営 し て いる わけ で す が )。 こう し 
た 救急 機関 は 、21 世 紀 初 頭 の 災害 多発 期 を 
きっ か け に 整備 が 進め られ る よう に な り 、2010 
年 の VITAS 袖 の 時 期 に は 、 現 在 と ほぼ 変わ 
ら な い 体 制 が 整え られ まし た 。 救急 体制 の 充 
実 ざ ぶり は 世界 で も 有数 で す 。 昔ながら の 119 
番 で 救急 出動 を 要請 する こと が で き 、 こ れ は 
国内 各 都 市 で 共通 の 番号 に な っ て いま す 。 救 
急 車 両 が 到着 する まで の 時 間 は 都市 に よっ 
て 異な り ま す が 、5 一 10 分 が 平均 で す 

東京 の 救急 機関 と し て 、2035 年 の 東京 紛 
当 か ら の 復興 事業 で 設立 され た 東都 病院 が 
有名 で す 。 た た だ し 、 MM で 、 
公 的 な 救急 機関 の 他 に も る 一般 の 救急 医療 会 
社 が 活躍 し て いま す 


救急 医療 会 社 は 、 公 共 の 救急 機関 で 
けら れ な いさ ま ざ ま な サー PV が 0 
で お り (た と えば 、 登 録 制 で 臓 貫 培 養 を 行 
な うな ど )、 こ こ 数 年 の あい だ に 急速 に 

ア を 伸ばし て いま す そう し た 一 般 の 救 
2 アメ 
リカ に 本 拠 を 持つ “ドク ・ ワ ゴン ” で す 
ドク ・ ワ ゴン は 数 ある 救急 医療 会 社 の な か 
で も 最も 高い 実力 を 持っ て いる と 0 
いま す が 、 公 共 救 急 機関 の 整っ た 日 本 に 
な か な か 進出 が 果たせ な いで いま し た N 
在 で も 、 ド ク ・ ワ ゴン が カバ ー し て いる の 
は 、 私 有 地 を を 除く 、 東 京 の 各地 区 (東京 の 
区 分 ! - つ いて は 後 好 だ け で 、 そ れ 以 外 の 
地域 へ の 出動 は 認め られ て いま せん 


>>>>> [ドク ・ ワ ゴン は 、 ヤ バ い 橋 を 渡 
る ラン ナー に と っ ちゃ あり が た い 会 社 だ 。 な 
ん と いっ て も 、 客 が 銃 で 撃た れ て よう が 、 刀 
で 斬ら れ て よう が 、 お まわ りや ADC の くそ 
人 yk こん な ふう 
、 契約 者 の 秘密 を 厳守 し て くれ る 救急 会 社 
は 、 選 ご ぐら い だ か ら な 。 お まけ に 、 実力 の 
ほう も 一 級 品 と き て る 。 契約 料 の 高 さ が た ま 
に 傷 だ が ] こく くく く 
ーー 正宗 (19:06:18 プ 10-21-49) 


> ラテ > [そう 言え ば 、 日 本 じゃ 、 ド ク ・ 
ワゴン の 契約 者 の 多く は シャ ドウ ラン ナー じ 
ゃ な いか っ て 話 も あり ます ね 。 あ と は 、 東 京 
の 支社 で 働く メガ ・ コ ー ポ の 御 偉 方 も 多い と 
か | ぐ く ぐ ぐ ぐ 

ーー ロン グ ・ フ ァ ン グ (20:04:03 プ 10-22-49) 


1 物価 


それ ぞ れ の 都市 の 物価 は 、 管 理 企業 の 手 
に ゆだね られ て お り 、 都 市 に に っ て まち ま 
る な すず 般 に 管理 企業 が 得意 と する 製品 
は 安く 、 他 都市 か ら 持 ち 込ま ね ば な ら な い 
製品 は 高く な る 傾向 が あり ます 

東京 の 物価 は 、 企 業 の 自由 競争 と いう 背 
京 が ある の で か な り 流 動 的 で す が 、 総 じ て 
安定 し て いま す (世界 的 な 水準 か ら 見 れ ば 
物価 は や や 高め で す ) 。 し か し 殿 列 な 経 
済 戦争 の 舞台 と な っ て 、 物 価 が 混乱 する こ 
と も あり ます 。 た と えば 、 あ る 巨大 企業 が 
新 製品 を 発表 し た 場合 、 競 合 す る 企業 が 突 
如 と し て 価格 競争 を 仕掛 け 、 物 価 の 安定 が 
月 れる こと が ある の で す 
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【 1990 年 代 未 ~ 
2000 年 代 初 表 


20 世 紀 後 半 の 日 本 は 、 社 会 の 情報 化 が 沼 
激 な 進展 を 見 せま し た 。 電 磁気 的 な 干渉 を 
受け な い 光 学 チッ プ の 開発 に より 、 コ ン ピ 
ュー タ 同 士 を 結び つけ た ネッ トワ ー ク 作り 
が 積極 的 に 進め られ た の で す 。 し か し 、 ま 
ず ネ ットワーク の 拡張 や 機能 の 充実 が 重視 
され 、 シ ステ ム を 守る 保安 手段 の 確立 は そ 
の 必要 性 が 叫ば れ て いた も の の 、 二 の 次 に 
追い や られ て いま し た 。 ネ ットワーク が 発 
展 す る に つれ て 、 社 会 の さま ざま な 分 野 で 
飛躍 的 な 能率 化 が は か られ まし た が 、 同 時 
に 社会 全体 が コン ピュ ー タ へ の 依存 を 一 段 
と 強め る こと に な っ た の で す 。 こ うし た ネ 
ットワーク 化 の 波 は 一 般 家 庭 に も 押し 寄 
せ 、 手軽 に いろ いろ な 情報 を た 手 に 入れ た り 、 
自宅 に いな が ら 学 校 の 授業 を 受け た りす る 
と と が で きる よう に な り ま し た 。 し か し 、 
実体 の な い デ ー タ の や り と り だ け で さま ざ 
まな 事柄 が 処理 され る と いう こと は 、 も し 
ネッ トワ ー ク が 機能 を 停止 し て し まう と 、 
大 き な 混 乱 を 巻き 起こ す 危 うさ を 秘め て い 
まし た 。 一 部 で は そう し た 危険 性 を 危 眉 す 
る 声 も ささ や か れ ま し た が 、 ネ ットワーク 
化 の 波 に さら され る な か で は 、 な か な か 省 
み ら れ る こと は あり ませ ん で し た 。 

ネッ トワ ー ク 整備 の 濾 は 、 そ れ に うま く 
対応 で きた 企業 と 波 に 乗り 遅れ た 企業 の あ 
いた だ の 格差 を 広げ る こと に な り ま し た 。 コ 
ンピュータ ・ ネ ットワーク 整備 に 早い 時 期 
か ら 名 乗り を あげ た 企業 は 、 巨 大 化し た ネ 
ットワーク を 管理 する こと で 、 募 大 な 利益 
を 手 に し まし た 。 競争 に 出遅れ た 企業 は 、 
こう し た 企業 が 用 意 し た ネッ トワ ー ク に 頼 
る か た ち に な り 、 持 て る 企業 と 持た ざる 企 
業 が は っ きり と わか れ て し まっ た の で す 。 

し か し 、 こ うし た コン ピュ ー タ 万 能 の 社 
会 は 、 思 わ ぬ か た ち で つま ず き を 見 せる こ 
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と に な り ま し た 。 ネ ットワーク の 支配 企業 
に 対す る “コン ピュ ー タ ・ テ ロ ”" が 横行 す 
る よう に な っ た の で ず 。 日 本 の コン ピュ ー 
タ ・ ネ ットワーク は 、 現 代 (2050 年 ) まで 
2 度 の 危機 に さら され て いま す が 、 こ れ は 
その 最初 の 事件 と し て 知ら れ て いま す 。 

は じ め の 頃 は 、 ネ ットワーク を 通じ て 企 
業 の コン ピュ ー タ ・ シ ステ ム に 侵入 し 、 デ 
ー タ や プロ グラ ム を 破壊 する と いう いわ ゆめ 
る ハッ カー 犯罪 が 多く 見 られ まし た が 、 や 
が て シス テム を 完全 に 乗っ 取る と いう 大 が 
か りな 犯罪 へ と エス カレ ー ト し て いき まし 
た 。 い ずれ も 大 企業 を 狙い 撃ち に し て 、 シ 
ステ ム を 支え る プロ グラ ム や デー タ が 破壊 
され まし た 。 さ ら に 波紋 を 投げ か けた 事件 
と し て 、 ミ サキ 電子 本 社 の 封鎖 事件 が あり 
ます 。 

- 般 家庭 用 の 回 線 か ら ミ サキ 電子 社 の コ 
ンピュータ に 侵入 し た 犯人 は 、 ま ず 通 信 手 
段 を 遮断 し て 外部 に “臨時 休業 " と いう 偽 
の 情報 を 流し まし た 。 さ ら に 、 コ ン ピ ュ ー 
タ に 管理 され た 電子 式 の 扉 を 完全 に 閉ざさ し 
て し まい 、 数 時 間 の あい だ 本 社 ビ ル を 外部 
か ら 封 鎖 し て し まっ た の で す 。 こ の 事件 そ 
の も の に よる 被害 は 微々 を た る も の で し た 
が 、 一 般 の 回 線 か ら シ ステ ム に 侵入 し て 建 
物 を 完全 に 乗っ 取る こと が で きた と いう 事 
実は 、 非 常に 大 き な 衝 撃 を 与え を まし た 。 

これ 以後 、 コ イ ビ ュ ー タ ・ テ ロビ は 激 し さ 
を 増し 、 航 空 機 の 航路 管理 を し て いた シス 
テム を 停止 させ て 空港 で の 衝突 事故 を 引き 
起こ し た り 、 人 金融 関係 の シス テム を 破壊 し 
て 個人 や 集団 の 資産 情報 を 失わ せる と いう 
事件 が 続発 し まし た 。 

コン ピュ ー タ ・ ネ ットワーク の 麻痺 は 同 
時 に 都市 機能 の 麻痺 を 引き 起こ し 、 交 通 事 


故 の 多発 や 犯罪 の 増加 を 招き まし た 。 ま た 、 


コン ピュ ー タ へ の 依存 を 強め て いた 大 規模 
な 企業 ほど 、 活 動 に 深刻 な 影響 を 受け て い 
まま 

いずれ の 場合 に も る 、 ネ ットワーク の 貧弱 
な 保安 手段 を 嗣 笑 う よ う な 巧妙 な 手口 が 駆 
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使 さ れ 、 社 会 全体 を カバ ー す る コン ピュ ー 
タ ・ ネ ットワーク の 確立 は 暗礁 に 乗り 上 げ 
て し まい ます 。 こ うし た 犯罪 の 背景 に は 、 
社会 の 中 心 と なり つつ あ っ た コン ピュ ー 
タ ・ ネ ットワーク を 企業 が 支配 する と いう 
こと に 対す る 不安 感 が あっ た と 言わ れ て い 
ます 。 ま た 、 こ うし た 一 連 の 犯罪 は 、 コ ン 
ピュ ー タ を 狙っ た 新た な テロ リズ ム の 登場 
と し て 受け 止め られ る こと に な り ま し た 
コン ピュ ー タ ・ テ ロ が 企業 の 活動 に 与え 
た 影響 は 大 き な も の で し た 。 高 度 な 専門 知 
識 を 駆使 し た コン ピュ ー タ 犯罪 に 対す る 脆 
さ を さ ら け だ すこ と に な っ た の で す 。 コ ン 
ピュ ー タ ・ ネ ットワーク に 依存 し た 活動 の 
多く は 暗礁 に 乗り 上 げ る こと に な り ま し 
た 。 ま た 一 般 家庭 へ の 影響 も 大 きく 、 日 本 
中 の すべ て の コン ピュ ー タ を ネッ トワ ー ク 
に まとめ あげ る と いう 動き は 一 時 的 に 頓挫 
し て し まい ます 

企業 は 、 ネ ットワーク の 拡張 だ け を 重視 
し た こと に 対す る 報い を 受け る こと に な り 
まし た 。 こ の 教訓 を 基 に 、 企 業 は コン ピュ 
ー タ の 保安 手段 の 開発 に 力 を 入れ は じ め ま 
す 。 一 時 的 に 頓挫 し た と は いえ 、 コ ン ピ ュ 
ー タ ・ ネ ットワーク に よる 能率 化 を 捨て 去 
る こと は で き な い 状態 に な っ て いた の で 
す 。 コ ンピュータ ・ テ ロ は 巨大 な 力 を つけ 
つつ あっ た 企業 へ の 抵抗 と いう 背景 を 持っ 
て いた の で す が 、 逆 に それ が コン ピュ ー タ 
技術 の 熱心 な 開発 に つなが り 、 の ち に 企業 
の 勢力 強化 を 招い て し まう 結果 に な り ま 
す 。 数 年 後に は 、 コ ンピュータ ・ ネ ッ ト ワ 
ー ク は テロ の 打撃 か ら 完 全 に 立ち 直り ます 
が 、 汎 用 性 を 備え た 高度 な 保安 手段 が 開発 
され る の は 2020 年 代 の ころ で す 。 こ の ころ 
に は 現在 の サイ バー テク ノロ ジー の 基礎 と 
な る 技術 が 確立 され 、 日 本 の 電子 関連 メー 
カー は 優れ た 技術 力 を 誇る よう に な っ て い 
まし た 。2020 年 代 に は 、 侵 入 者 の 居場所 を 
探 和 する と いう 現在 の I C の 原型 に あたる 
プロ グラ ム も 開発 され 、 ソ フト 、 ハ ー ド の 
両面 で コン ピュ ー タ 技術 は さら に 飛 躍 的 な 
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進歩 を 遂げ る の で す が 、 そ れ ま で の あい だ 
は 、 技 術 的 な いた ちご っ この 連続 で 、 コ ン 
ピュ ー タ ・ テ ロリ スト と の 戦い は 泥沼 化 の 
様相 を 星 し た の で す 。 

テロ リス ト た ちの あい だ で 、。 こ の コッ ピ 
ュー タ ・ テ ロ で 最後 の 爆弾 "と 呼ば れる 
ウイ ルス が ネッ トワ ー ク の どこ か に 仕掛 け 
られ た と いう 噂 も 流れ まし た 。 何 年 か 後に 
"爆発" し て ネッ トワ ー ク 全体 を 破壊 する 
と まで ささ や か れ ま し た が 、 本 当 に それ ほ 
どの 効果 を 持っ て いる の か 、 あ る い は 爆 
弾 " が 仕掛 けら れ た こと 自体 が 事実 な の か 
どう か は わか っ て いま せん 。 

コン ピュ ー タ ・ テ ロ に よっ て 企業 の 活動 
が 縮小 し た の は 事実 で す が 、 そ れ は 一 時 的 
な も の に 過ぎ ませ ん で し た 。 し か し 、2004 
年 に は 、 コ ンピュータ ・ テ ロ 以 上 に 深刻 な 
影響 を 及ぼ す 事 件 が 発生 し ます 。 同 じ 地 域 
で 同じ 年 齢 層 の 人 々 が 、 数 十 人 か ら 多 いと 
き は 数 百人 単位 で 倒れ て いく と いう 、 謎 め 
いた 集団 死 現 象 が 報告 され る よう に な っ た 
の で す 。 こ の 前 後に は 、 そ れ ま で 世界 各国 
が 抱え て いた 問題 が 、 そ れ ぞ れ さ まさ ざ まな 
か た ち で 噴出 し て いま す 。 こ の 集団 死 現象 
も 、 何 か 日 本 特有 の 問題 を 含ん た 現象 と と 
ら え られ て いま す 。 

この 謎 の 現象 は 主要 な 労働 層 を 直撃 し 、 
働き 盛り の 人 口 の 減少 を 招く こと に な り ま 
し た 。 死 者 の 数 は 労働 人 口 の 数 パー セン ト 
に の ぼり 、 深 刻 な 人 手 不 足 や 購買 力 の 低下 
を 引き 起こ し た の で す 。 コ ンピュータ ・ デ 
ロ の 収拾 で 疲労 し て いた 企業 は 、 さ ら に 打 
撃 を 受け る こと に な り ま し た 。 集団 死 現象 
は 、 頻 度 こ そ 少 な く な っ た も の の 、2050 年 
代 に 入っ て も 各地 で 報告 され て いま す 。 原 
因 に つい て は まだ 明らか に され て いな いこ 
と が 多い の で す が 、 最 近 に な っ て ご く 往 量 
の 特殊 な 汚染 物質 に よっ て 引き 起こ され る 
と いう 説 が 注目 を 集め て いま す 。 

また 、 こ の 時 期 は 、 さ ま ざ ま な 災厄 が 各 
地 で 頻発 する と いう こと が 起こ っ て いま 
す 。 地震 や 火山 噴火 、 連 続 的 な 台風 の 襲 来 
な ど に 見 舞 わ れ た この 時 期 は 、“ 災 害 多 発 
期 " と 呼ば れ て いま す 。 立 て 続け の 災害 は 
慕 大 な 被害 を も た らし まし た が 、 そ の 災害 
か ら の 復興 で 大 き な 役 割 を 果たし た の が 地 
方 に 進出 を は じ め て いた 企業 で す 。 こ うし 
た 企業 は 災害 復興 を 進め な が ら 、 そ れ ぞ れ 
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の 都市 に 基盤 を 置く よう に な っ て いき まし 
た (こう し た 活躍 も る 、 企 業 の 都市 支配 を 強 
め る 原因 の 一 つ で す )。 そ の 一 方 で 、 企 業 
の 手 が 入 ら な か っ た 地域 は 、 現 在 に な っ て 
も 災害 多発 期 の 爪痕 が 色濃く 残っ て いま 
す 。 
21 世 紀 初 頭 は 各地 が さま ざま な 天災 に 見 
舞 わ れ ま し た が 、 東 京 は 、 災 害 多発 期 の た 
だ な か で さえ 、 そ うし た 災害 と は 縁 が あり 
ませ ん で し た 。 こ れ は 災害 多発 期 の な か で 


も 特異 的 な 現象 と 言わ れ て いま す 。 東 京 で 、 
21 世 紀 初 頭 か ら 現在 まで に 起こ っ た 災害 " 


と 言え ば 、2010 年 の VITAS 褐 が ある くら い 
で す (2035 年 の “東京 紛 争 "で 人 為 的 な 破 
壊 は な され まし た が )。 


>>> ッ > ッ > [東京 以外 の 街 じ ゃ 、 あ ちこ ち が 
火山 の 噴火 に 巻き を こ まれ た り 、 地 震 で 大 き な 
ダメ ー ジ を 受け た り し て た 。 東京 で も 、 そ の 
うち 大 地震 が 起こ っ て めちゃ くち ゃ に な る っ 
て 噂 が 流れ た し 、 学 者 連中 も それ を 否定 し な 
か っ た 。 お か け で 、 東 京 を 捨て て 出 て いく 奴 
は いる わ 、 ひ どい 暴動 が 起き る わ で 大 変 な 騒 
ぎ に な っ た 。 だ が 、 い ま に な っ て も 大 地震 と 
や ら は 起こ っ て な い 。 あ の 騒ぎ は いっ た いな 
ん だ っ た の か ? ひょっと し て 、 越 れる べき 
は 、 天 災 じ ゃ な く 、 我 々 自身 な の か も し れ な 
いな ] くく くく ぐ 

ー 一 白狐 (02:54:21 プ 11-30-49) 
>>>> ッ > [多発 期 に 地震 が 起こ ら な か っ た 
こと に つい て は 諸説 紛 々 、 ま さ に 百 家 争 鳴 の 
有 様 だ っ た 。 だ が 、 何 か 魔法 的 な 作用 で 地震 
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を 逃れ た の だ ろう と いう 点 で は 、 み ん な 意見 
が 一 致し て いる 。 実際 、“ 科 学 的 な ” 観 則 で は 、 
いつ 地震 が 起き て も 不思議 じゃ な いよ うな 状 
態 だ っ た らし い 。 魔法 で 地震 を 止め た っ て い 
う 在 ら 、 いっ た い 、。 ど て の 、 誰が 、 ど う や っ て 、 
そん な 芸当 を や っ て の けた の か ……] くく く 
くく 


影 法師 (09:11:34 プ 12-05-49) 
>>>>> [どい つも 、 こ いつ も 、 大 事 な こ 
と を 忘れ て る ん じゃ な いか 。 “科学 的 な "” 観測 
じゃ 、 い まだ に 地震 の 危険 が 去っ た わけ じゃ 
な いん だ ぜ 。 魔法 で 地震 を 抑え こん だ っ て の 
は 確か に ロマ ンチ ッ ク な 話 だ が 、 そ ん な も の 
を 過信 し な いこ と だ 。 さ も な きゃ 、 忘 れ た 頃 に 
ドカ ン と で か い の が 来る か も し れ な い ぜ ] ぐ 
SS 

ーー ラン ド ・ ブ リー ズ (11:35:47 グ 01-28-50) 


コン ピュ ー タ ・ テ ロ と 炎 害 多発 期 に 起こ 
っ た さま ざま な 災厄 は 、 経 済 を 激しく 揺り 
動か し 、 先 行き の 見 えな い 深 刻 な 不況 を 進 
行 さ せる こと に な り ま し た 。 こ の 影響 の た 
め 、 も は や それ まで の 単位 で は 対応 で き な 
い ほ ど 通 貨 の 価値 が 下がっ て し まい ます 。 
そこ で 、 通 貨 単位 を 変更 し て 応急 処置 的 な 
対応 が 行なわ れ ま し た 。 こ うし て 生ま れ た 
新た な 通貨 単位 が “ 新 円 "で す 。 急 場 し の 
ぎ で 産み 出さ れ た 新 円 は 、 や が て 巨大 企業 
の 経済 力 に よっ て 世界 的 な 通貨 と し て 成長 
を 遂げ る こと に な り ま す 。 

立て 続け の 大 打撃 か ら 立 ち 直 る た め に 、 
や が て 企業 の 再編 成 が 活発 に 行なわ れる よ 
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うに な り ま し た 。 生き残り を 賭け た 各 企 業 
は 、 一 つ に 集まる こと で この 人 危機 を 乗り 越 
えよ うと 、 積 極 的 に 合併 を 繰り 返し た の で 
す 。 企業 の 再編 成 は 数 年 か ら 十 年 の 長期 的 
な 見 通し で 進め られ 、 強 い 勢 力 を 誇る 巨大 
企業 、 メ ガ ・ コ ー ポ レー ショ ン が 誕生 し ま 
し た 。 災害 多発 期 以 来 、 東 京 に 支社 を 残し 
て 本 社 を 地方 都市 へ 移転 させ る と いう 動き 
が 活発 で 、 企 業 の 活動 拠点 は 徐々 に 東京 か 
ら 地方 へ と 移っ て いき ます 。 日 本 の 巨大 企 
業 は 世界 的 に 見 て も 早い 時 期 に 成立 し て お 
り 、 そ れ が 競争 力 を 強め る 原因 の 一 つ に な 
り ま し た 。 さ ま ざ ま な 企業 を 取り 込ん で 成 
立 し た 巨大 企業 は 高い 資金 力 を 持ち 、 や が 
て 政治 と の 結び つき が あら わ に な っ て いき 


ます 。 す な わ ち 、 巨 大 企業 が 政府 に 対す る 
“スポ ン サ ー"” と し て の 役割 を 果たす よう 


に な っ た の で す 。 東京 へ の 集中 を 避け た 巨 


大 企業 は 、 地 方 に 基盤 と な る 都市 を 定め て 、 


独自 の “城下町” と し て 整備 を 進め て いき 
まし た 。 こ の こと は 、 の ちの 企業 に よる 都 
市 管理 の さき が け に な り ま し た 。 ま た 、 こ 
の ころ 、 東 京 に 本 社 を 構え る 巨大 企業 は 渕 
工業 電子 (フチ ・ イ ンダ スト リア ル ・ エ レ 
クト ロニ クス ) と 朝倉 電子 技術 (の ち に 濡 
社 に 吸収 ) の 2 社 の み に な っ て いま す 。 
地方 都市 に 進出 し た 各 企 業 は 、 資 金 的 な 
援助 と いう か た ち で 行政 的 な 面 に まで 影響 
を 及ぼ す よ うに な り ま す 。 や が て 、 さ ま ざ 
まな 行政 機能 を 肩代わり する よう に な っ た 
巨大 企業 は 、 そ の 都市 を いわ ば 支配" す 
る よう な か た ち に まで 発展 を 遂げ ます 。 し 
し 、 こ れ は 同時 に 、 企 業 の 管理 を 嫌う 一 
種 の "難民" を 数 多く 産み 出す よう に な り 
まし た 。 そ うし た "難民" た ち は 、 独 立 し 
た 企業 が ひし めき あう 東京 へ と 流れ 込ん で 
いま す 。 


>>>> ッ > [巨大 企業 の 系 列 に 組み こま れる 
の を 嫌っ た 企業 は 、 会 社 ご と 東京 に 越し て き 
て 独立 企業 と し て の 立場 を 守 ろ うと し た わけ 
だ 。 い まで も 、 こ うし た 独立 企業 の 吸収 合 人 
は 珍し く な い ] こく くく ぐ 
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日 本 の 企業 が 統合 に よる 巨大 化 に よっ て 
いま まで 以上 に 強大 な 経済 力 を 持つ よう に 
な っ た こと は 海外 に も 濾 紋 を 投げ か け 、 た 


び た び 抗議 デモ な ど が 繰り 広げ られ る よう 
に な り ま し た 。 こ の ころ か ら 、 海 外 で は 、 
日 本 を 巨大 企業 に 支配 され た "帝国" と 呼 
ぶよ うに な っ て お り 、 自 分 の 国 や 都市 が や 
が て 日 本 の 企業 に 支配 され て し まう の で は 
な いか と いう 不安 感 が 広がっ て いっ た の で 
す 。 こ うし た 悪 感情 の 広がり は 、 世 界 的 な 
社会 不安 と も 重なっ て 、 や が て 企業 に 対す 
る テロ の 横行 を 招く こと に な り ま た 。 

渕 、 レ ン ラ ク 、 三 浜 の 巨大 企業 三 社 の 本 
社 同 時 爆破 事件 や 、 要 人 誘拐 事件 と いっ た 
巨大 企業 を 標的 に し た テロ 、 さ ら に は 企業 
と は 無関係 の 市 民 を 狙っ た 無 差別 テロ が 各 
地 で 頻発 し まし た 。 コ ンピュータ ・ ネ ッ ト 
ワー ク の 破壊 や 集団 死 現 象 に よる 社会 不安 
も 手伝っ て 、 そ れ ま で 高い 治安 を 誇っ て い 
た 日 本 の 都市 は 大 き な 治 安 の 低下 を 招い た 
の で す 。 一 部 の 大 都市 で は 、 一 般 市 民 が 安 
心して 外 を 出 歩 け な いと いう 状況 に まで 発 
展 し て いま す 。 

し か し 、 自 衛 に 乗り 出し た 企業 が 独自 の 
警備 部 隊 を 成立 させ る よう に な っ て 、 よ う 
や く 最 悪 の 時 期 を 脱し ます 。 こ うし た 警備 
部 隊 が 、 そ の 企業 が 管理 する 都市 の 治安 維 
持 に 力 を 貸す よう に な っ て いっ た の で す 。 

2006 年 に 打ち 上 げ ら れ た 大 陽 電 力 衛星 に 
よっ て 、 日 本 は 、 石 油 資源 の 海外 へ の 依存 
か ら 抜 け 出 し まし た 。 衛星 が 集め た 電力 は 
マイ クロ 濾 に よっ て 地上 に 送り 届け られ ま 
す 。 こ の 衛星 は 、 主 要 な 巨大 企業 が 共同 し 
て 打ち 上 げた も の で 、 打 ち 上 げに 参加 し た 
企業 は 衛星 か ら 送 られ た エネ ルギー の 配分 
を 決定 する 権利 を 握る こと に な り ま し た 。 
打ち 上 げに 加わ れ な か っ た 企業 が 管理 する 
都市 は 、 他 の 都市 か ら 電 力 を 買い 入れ ね ば 
な ら ず (それ で も 、 海 外 か ら 石 油 な ど を 輸 
入 す る より は 安上がり で す )、 都 市 の あい 
だ に 次 第 に 格差 が 見 られ る よう に な っ て い 
きま す 。 

都市 が 拡大 を 続け る 一 方 、 都 市 区 域 を 離 
れ た 地域 で は 急速 に 原野 化 が 進み まし た 。 
平野 部 や 山地 に は 森林 が 生 い 茂 り 、 都 市 を 
結ぶ 地上 交通 網 に 大 き な 影 響 を 与え まし 
た 。 現在 で も 、 地 上 交通 の 維持 に は 慕 大 な 
費用 が 必要 に な っ て いま す 。 


【 one 』 


2011 年 は 、 世 界 が 一 つの 転機 を 迎え た 年 
で す 。VITAS の 大 流行 に 続い て エル フ 、 ド 
ワー フ と いっ た 取り 替え 子 ” が 誕生 し ま 
し た 。 こ の 年 は 混 問 の 年 " と 呼ば れ 、 日 
本 で も さま ざま な 混乱 が 起こ っ て いま す 。 

企業 の 地方 へ の 進出 は 盛ん を に な っ て いま 

し た が 、 そ れ で も 東京 が ビジ ネス の 中 心地 
で ある と いう 状態 は 変わ ら ず 、 東 京 で は 企 
業 に よる 都市 の 管理 も 成立 する 余地 は あり 
ませ ん で し た 。 東京 は 、 災 害 多発 期 を 奇跡 
的 に 無傷 で 乗り きり まし た が 、 こ うし た 人 
口 の 流入 に よっ て 大 き な 問 題 を 把 を る こと 
に な り ま し た 。 そ れ が 、2010 年 の VITAS 褐 
で す 。 企業 の 管理 に よっ て 独立 性 を 強め て 
いた 地方 都市 は 、VITAS の 流行 が 大 きく 取 
りあ げ ら れる ころ に は 、 都 市 へ の 人 の 出入 
MS eg 
NO 多発 期 に 
き な 被 害 に あっ た 都市 で は 1 
制 が 牧 え られ て お り 、 比 較 人 的 早い 時 期 か ら 
VITAS の 猛威 に 対処 する こと が で きた の で 


衝 
その 一 方 で 、 東 京 の 状態 は か な り 深 刻 で 
し た 。 人口 の 流入 に より 、 か つて な い ほ ど 


の 過密 状態 に な っ て いた 東京 で は 、VITAS 
は 大 い に 猛 威 を ふる いま し た 。 医療 機関 は 
どこ も 満杯 に な り 、 何 の 処置 も 受け られ な 
いま ま 死 ん で いく 愚者 も 少な く あ り ま せん 
で し た 。 こ の 伝染 病 の 猛威 に よっ て 、 東 京 
で は 実に 人 口 の 3 割 以 上 が 失わ れ た と 言わ 
れ て いま す 。 

日 本 に お ける VITAS の 猛威 は 、 海 外 と 比 
べ れ は ば 比較 的 小さ く 収 まっ た と 言え る か も 
し れ ま せん 。 海外 で は 人 口 の 30 パ ー セ ント 
近く が 死亡 し た 例 が あり ます が 、 日 本 の 死 
亡者 は 人 口 の 数 パー セン ト 程 度 に 留まり ま 
し た (それ で も 、 犠 牲 者 の 数 は 慕 大 で す が )。 
この 要因 の 一 つ に 、 海 外 か ら の 流入 者 を 閉 
め 出 し た こと が あり ます 。 譜 し い 入国 制限 
を 行ない 、 ヒ ステ リッ ク な まで に VITAS 感 
染 者 (ある い は 少し で も 感染 の 疑い が ある 
者 ) の 流入 を 防い だ の で す 。 た と え ぇ 日 本 人 
で あっ て も 、 海 外 旅行 者 や 外国 へ の 駐留 社 
員 の 帰国 が 認め られ な か っ た こと さえ あり 
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ます 。 

また 、 こ の 年 に は 、 い わ め る 魔法 現象 が 
MSN 
“エル フ ” や “ドワーフ” と 呼ば れる 子供 


た ち が 生 まれ た 以外 に も 、 ご く 普 通 の 思春 
期 の 子供 た ち を 中 心 に 、“ 見 えな い 友 達 " 
を 操っ て 物 を 動か し た り 、 何 も な いと ころ 
か ら 火 を 放っ た り と いっ た 能力 を ふる う 者 
が 数 多く 現れ る よう に な っ た の で す 。 こ う 
し た “特異 な 能力 "は 数 年 前 か ら 少 し ずつ 
報告 きれ る よう に な っ て いま し た が 、 こ の 
年 に な っ て 報告 


部 の 研究 機関 や 巨大 企業 は 、 い ちはや く 
そう し た 能力 の 研究 に 乗り 出し まし た . 


それ で も 魔法 現象 は 一 般 に は な か な か 認 
め ら れ ま せん で し た が 、 こ の 年 の 終わ り に 
は 決定 的 な 事件 が 起こ り ま す 。 グ レー ト ・ 
ドラ ゴン " 棚 選 ( り ュ みみ ミ ョ ウ ) お が 、 長 
い 眠 りか ら 目 を 覚まし 、 姿 を 現 わ し た の で 
す 。 こ の 事件 は 、 そ れ ま で 魔法 現象 を 信じ 
な か っ た 人 々 の 考え か た さえ 一変 さ せる ほ 
どの 衝撃 を 持っ て いま し た 。 

20 世 紀 末 か ら 続 いた 異様 な 事件 の 衝撃 
は 、 年 が 変わ っ た 2012 年 に な っ て も さめ る 
気配 を 見 せま せん で し た 。 や が て 、 社 会 全 
体 が 激しい 不安 感 に 包ま れ 、 そ れ は 各地 で 
大 き な 凌 動 に つなが り ま し た 。 こ うし た 暴 
人 WM 人 MK 

、 優 れ た 装備 と 高い 士気 を 誇る 企業 の 警 
0 し だ 。 


i 例 が 急増 し て いま す 。 ま た 、 


禁 動 や テロ に 対し て 有効 な 対策 を と る こ 
と が で き な か っ た 政府 に 絶望 し た 有力 な 巨 
大 企業 は 、2012 年 に “合同 評議 会 "を 結成 
し ます 。 評 議会 の 発言 力 は 絶大 で 、 そ れ ま 

で 背後 に 隠れ が ち だ っ た 巨大 企業 の 影響 力 
が 、 一 般 に も は っ きり と 認め られ る よう に 
な っ て いき ます 。 と うり し て 。 人 金 だ に よる 補 
配 が 徐々 に 確立 し て いっ た の で す 

評議 会 に 権力 が 集中 する よう に な る と 、 
それ まで 影 を 潜め て いた 巨大 企業 同士 の 争 
い が 表 面 化し まし た 。 
= 浜 コ ンピュータ 技術 (ミツ ハマ ・ コ ン ピ 
ノロ ジー。 通称 、MCT) と 
2 工業 電 子 の 欠い で す 

浜 は 京都 に 本 拠 を 置く コン ピュ ー タ 企 
業 で 、 渕 と 激しい シェ ア 和 争い を 繰り 広げ て 
いま し た 。 こ の 時 期 の コン ピュ ー タ 企業 の 
な か で は 、 渕 社 の 技術 力 が わずか に 優れ て 
お り 、 政 治 や 経済 の 中 心地 で ある 東京 を 中 
心 に 最大 の シェ ア を 誇っ て いま し た 。 三 浜 
は 、 渕 社 の 追い 落と し を 図る た め に 、 競 争 
で は な く 、 東 京 と いう 市 場 の 価値 に 注目 し 
まし た 。 つ まり 、 東 京 以外 に も 政治 や 経済 
の 拠点 と な る 街 を 整備 し よう と し た の で 
す 。 三 浜 は 、 西 倉 や シア ワ セ な ど 地 方 都市 
CS な Ce 


一 交 * デ タダ 


WW 比 罪 の 力 を 後 
力 を 持つ よう に な っ た と 


に 評議 会 内 で 強い 勢 
『 きわ れ で て い * ま す 。 


大 量 治 療 を 導入 し た 当 院 は 、 
待ち 時 間 は 0 ! その 上 治療 
費 は 超 低 価格 。 安心 で きる ス 


タッ フ プ が 貴方 を 完全 に サポ ー 
ト い た し ます 。 健康 で 快適 な 
毎日 を 望む 貴方 を ライ フ ・ ラ 


イン は お 待ち し て お り ま す 。 


半 E い < サー ビス を 抽 9 す る 
LTG111(465-29) 
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それ を 旬 徴 する 例 が 、 


【 zoose 』 


日 本 で の テロ リズ ム の 横行 は 、 2013 年 、 
" 鬼 童 ′ と 呼ば れる 超人 的 な テロ リス ト の 
暗躍 で 頂点 を 迎え ます 。 こ の 年 、 有 力 企 業 
や 政府 の 要 人 が 相次い で 不可 和解 な 死 を 遂げ 
率 し た , 
詳細 は 明らか に され て いな いも の の 、 あ 
る 有名 議員 が 国会 で 演説 中 に 括 上 し た 事件 
ck 入 ん MMS 
て あま り に も 有名 で す 。 条 害 方 法 は 、 被 害 
MARS 
と 説明 され て いま す が 、 魔法 研究 家 た ち は 、 
の ち に 、 こ れ が 魔 法 現象 で ある と 主張 し て 
いま す 。 

この 事件 以外 に も 被害 者 の 死因 に は 不明 
な 点 が 多く 、 は じ め の ころ は 原因 不明 の 変 
死 と ささ や か れ ま し た 。 し か し 、 あ る 放送 
局 の アナ ウン サー が 、 放 送 中 に 突然 “ 鬼 童 " 
と 名 乗る テロ リス ト の 犯行 声明 と 予告 テロ 
を 宣言 し 、 そ の 場 で 自殺 する と いう 事件 が 
起こ り ま し た 。 こ の アナ ウン サー と 上 鬼 童 の 
関係 は 謎 に 包ま れ て いま す が 、 魔 法研 究 家 
た ちの あい だ で は 、 魔法 を 使っ て アナ ウン 
サー を 操っ た の だ と 解釈 され て いま す 。 

この 予告 で は 巨大 企業 の 一 つ 渕 社 の 重役 
が 名 指し され 、 直 後 か ら 厳 重 な 警 戒 態 勢 が 
敷 か れ ま し た 。 渕 社 は 、 数 十 名 の 護 衛 を 張 
りつ か せる と いう も の も の し い 和 警備 ぶり 
で 、 鬼 童 の 襲来 に 備え た の で す 。 叔 童 は そ 
れ を あざ わら う よ う に 、 謀 衛 を 一 人 ずつ 始 
示し て いく と いう 念 の 入れ か た で 標的 の 命 
を 奪っ て いま す 。 鬼 童 は 、 そ れ ま で の 警護 
方 法 が 通用 し な い 相手 だ っ た の で す 。 

鬼 章 は 、 そ の 後 も 、 わ か っ て いる だ け で 
九 名 の 重要 人 物 の 殺害 に 関わ っ て お り 、 そ 
の うち の 四 名 が 洋 社 関係 の 人 物 で し た 。 繰 
り 返 し 標的 に 選ば れ た 洋 社 で す が 、 渕 社 の 
保安 部 は 一 度 だ け 鬼 童 を 追い 詰め る こと に 
成功 し て いま す 。 し か し 、 朱 童 は 保安 隊 の 
激しい 銃撃 を 全身 に 浴び 、 一 度 は 倒れ な が 
ら も 、 平 然 と 起き 上 が っ て その まま 逃亡 し 
て いま す (これ は 、 そ の 当時 の 保安 員 が の 
ち に 語っ た こと 。 公式 に は 、 た だ “犯人 は 
逃亡 し た ”" と し か 発表 され て いな い )。 

その 後 、 鬼 童 は 活動 を 中 断 し て 潜伏 を は 
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じ め ま し た 
紋 は 大 きく 、 


し か し 、 一 連 の 事件 に よる 波 
PWRie で ある 
と いう 声 が 企業 を 中 心 に わき 起こ っ て いま 
し た 。 そ こ で 、 集 中 的 ! PA され た 渕 社 
を 中 心 に 、 鬼 章 に 対抗 する た め の チ ー ム 
"GH が 編成 され ます 。 総勢 十 所 名 か ら 


な る GH は 、 そ れ ま で に わか っ て いた 晃 童 
に 関す る デー タ を 人 徹底 的 に 検証 し 、 考 えら 
れる か ぎ 


り の 対策 を 講じ まし た 。 さ ら に 、 
潜伏 中 の 鬼 童 を 引っ 張り 出す た め に 、 人 徹底 
的 な 宣伝 活動 で 童 を 挑発 する 作戦 に 出 ま 
し た 
鬼 童 を ター ゲッ ト に し た 宣伝 活動 で ! 

万 全 を 期し た 要 人 の 警護 ぶり を ニュ ー ス で 
取り 上 げ る こと か ら は じ ま り まし た 。 警備 
に あたる 責任 者 が 画面 に 登場 し 、“ こ れ で 
頻 発 する テロ は 確実 に 防ぐ こと が で きる “ 
な ど と コメ ント し 、 過 去 の テロ の 失敗 例 を 
いく つも と りあ げた り 、 鬼 童 の 手口 を 適当 
な 理屈 を こじ つけ て 解説 し た り と いっ た 宣 
伝 を 行ない まし た 。 


満 伏し て いた 鬼 章 は 再び 予告 テロ を 宣言 
し 、 精 鋭 の 特殊 部 隊 と 衝突 し ます 。GH は 


マー 


つま は コ 


鬼 童 と の 戦い で 実に メン バー の 八 割 を 失っ 
た も の の 、 抄 童 に な ん と か と ど め を 刺す こ 
に 成功 し ます 。 現在 で は 、 鬼 章 は 強力 な 
魔法 を 身 に つけ て いた と 考え られ て いま す 
が 、 解 剖 の た め に 輸送 中 の 道 体 が 何者 か に 
強奪 され て お り 、 詳 し いこ と は わか っ て い 
ませ ん 。" 叔 童 「' は アジ ア 人 らし いと いう 
点 を 除い て 、 本 名 や 経歴 な ど 一 切 謎 に 包ま 
困 た まま な の で す 。 企業 間 の 勢力 争い の 道 
こさ れ て いた と いう 意見 も あり ます が 、 
yh と つなが り が あっ た と 思わ れる い 
くつ か の 企業 は 、 そ ろ っ て 関係 
いま す 


を 否定 し て 


>>>> ッ > [結局 、 鬼 童 の 正体 は わか ら す 仕 
苑 だ っ た 。 だ が 、 魔 法人 重い た ちの あい だ じゃ 、 
あい つ は そもそも 人 間 じ ゃ な く 、 強 力 な 魔法 


生物 だ っ て 噂 が あっ た 。 い ま と な っ ちゃ 確か 
め よ う も な い が ね ] こく くく くく 
一 影 法師 (01:52:48/01-06-50) 


【 aoze 』 


鬼 章 を は じ め と する 大 が か りな テロ 事件 が 
続い た 東京 で は 、 そ れ ま で の 警察 で は も は や 
対応 で きず 、 民 間 レ ベル で の 自衛 が 真 語 に 論 
議 さ れる よう に な り ま し た 。 実際 、 企 業 の 警備 
部 隊 の 手 を 借り る こと が 多く な っ て いた の で す 

こう し た 治安 の 低下 に 対抗 する た め 、 民 
間 で も 簡単 な 銃 連 の 携帯 MM "限定 
武装 " が 認め られ 、 同 時 に に 対す る 刑 
PO 地 
方 都市 で は 、 そ の 街 に 本 拠 を 置く 企業 に 応 
じ て 対 応 は さま ざま で し た が 、 東 京 で は 市 
民 の 自衛 を 基本 に する と いう 考え が 受け 入 
れ ら れ て いき まし た 。 ま た 、 そ うし た 動き 
を 起こ すこ と で 、 企 業 自 身 も 社員 や 資産 を 
自衛 する と いう 名 目 で 警備 部 隊 の 強化 を 進 


め ま し た 。 こ うし た 市 民 自 衛 の 考え か た を 
拡張 し て 、 企 業 の 警備 部 隊 は 高度 に 武装 し 
生生 


地方 都市 の 動き は さま ざま で す が 、 
企業 が 安全 を 保証 する こと で Me 
装 が 認め 二 いな い 都 市 も 数 多く あり ま 
す 。 企業 に よる 管理 が 進ん だ 都市 ほど 、 そ 
財 放 MHR 


作 eole 年 


この 年 に は 、 ア メリ カ や イギリス を は じ め と す 
る 4 か 国 の 首脳 が 相次い で 暗殺 され る と いう 事 
件 が 起き て いま す 

2000 年 代 の 初頭 か ら 、 自 衛 隊 は 各 企 業 の 警 
備 部 隊 に 再編 成 さ れる か た ち で 縮小 が 凶 ら れ 
まし た 。 この 年 に は 、 自 衛 隊 は 実質 的 に 解体 き 
れ 、 各 企業 の 私 設 軍 に 振り 分 けら れ ま し た 
た だ 、 企 業 が 軍 を 投入 する 場合 は 、 国 会 と 合 
同 評議 会 の 承認 が 必要 と され まし た 。 この 時 
の 首相 、 啓 介 は 、“ 日 本 を 動か し て いる の は 、 
政府 で は な く 企 業 で ある "と いう 言葉 を 残し て 
いま す 

自衛 隊 を 吸収 し た の は 、 あ る 程度 の 軍事 
力 を まかなえる くら い の 実 力 を 持つ 企業 ば 
か り で す が 、 一 部 で は 装備 だ け を 吸収 し て 
人 員 を 削減 し た と いう 事件 が 問題 に な り ま 
し だ な 
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2021 年 に ゴブ リン 化 が 発生 する と 、' 混 
波 の 年 " の よう な 混乱 が 再発 し ます 。 ゴ プ ブ 
リン 化 に よる 最初 の 衝撃 が 収まる と 、 
て 姿 形 が 変容 し て し まっ た 者 を 狩り 出 
と けさ GBR し 、 My を し は 

。 企 業 に よる 鎮圧 も な か な か 効果 を 見 せ 
上 それ どこ ろか 極端 な 場合 で は メタ ヒュ 
ー マ ン 狩り に 加わ っ た 部 隊 も ある ほど で し 
た 。 ゴ ブリ ン 化 を 引き 起こ し た 人 間 が 収容 
され た 病院 な ど が 襲撃 の 目標 に な り 、 さ ら 

に は “取り 替え 子 ” と し て 産ま れ た ま が 幼 
い エ ルフ や ドワーフ た ちる 巻き 込ま れ ま し 
た 。 こ うし た “メタ ビュ ー マ ン " Ne 
が て 大 都市 を 離れ 、 原 野 と 化し た 一 帯 に = 
ら す よう に な り ま す 。 現在 で も 、 の 
原野 に は メタ ヒュ ー マ ン た ちの 共同 集落 が 
点 在 し て いま す 。 


【 eoee 】 


2029 年 に は 、 世 界 規模 で 、 
ー タ ・ ウ イル ス に よる コン ピュ ー タ 崩壊 と 
いう 事件 が 起こ っ て いま す 。 日 本 も コン ピ 
ュー タ 有 崩壊 に 巻き 込ま れ た 国 の 一 つ で す 
が 、 状 況 は 海外 と いさ さか 異な り ま し た 。 

日 本 で は 、2000 年 代 初頭 の コン ピュ ー 
タ ・ テ ロ 以 来 、 ソ フト 、 ハ ー ド 両面 の 技術 
が 進歩 し て いま し た 。 コ ンピュータ 関連 の 
企業 は それ ぞ れ 独自 の チー ム を 編成 し 、 
ミラ ー ジ ュ ” の 登場 を 待つ まで 
も な く 、 ウ イル ス の 駆逐 が 試み られ る よう 
に な り ま す 。 ウ イル ス に 対抗 する た め に 渕 
社 が 開発 し た “ 冥 護 "プログ ラム は 、 大 き 
な 効果 を あげ まし た 。 日 本 国内 で は コン ビ ピ 

ー タ 崩壊 に よる 影響 は 、 ご くわ ず か に 収 
まり まし た 。 ま た 、 江 社 を は じ め と する 日 
本 企業 は 海外 の シス テム 再建 に 加わ っ て 、 
"マトリックス" の 成立 に 大 き な を 役割 を 果 
た し て いま す 。 日 本 の コン ピュ ー タ 企業 が 
世界 的 に 強い 競争 力 を 持っ て いる の は この 
完 め で す 。 

コン ピュ ー タ 有 崩壊 の 影響 か ら 立 ち 直 る に 
つれ 、 新 た な ネッ トワ ー ク “マト リッ クス "“ 


計 の コン ピュ 


0 キー ミニ 


の 安全 性 を 詩 う 大 々 的 な 宣伝 活動 が 繰り 広 
げ ら れる こと に な り ま し た 。 マ トリ ックス 
の 成立 に に っ て 、 コ ンピュータ ・ ネ ッ ト ワ 

ク の 確立 が 進め られ た 2000 年 代 初頭 の 活 
を 取 2 と に な っ た の で す . 


この 頃 に は 、 企 業 に よる 痢 市 の 管理 が 進 
お 一下 で 、 MESKSSR228 


ロジ ー と いっ た ハイ テク が 注目 を 集め て い 


まし た 。 コ ンピュータ 月 壊 か ら の 痛 手 か ら 
\ ち 直る に は 、 や は り ハ イ テ ク が 必要 だ っ 


た わけ で す 。 し か し 、 そ うし た 風潮 を 嫌い 、 


部 市 を 離れ て 暮らす 自然 回 帰 の 考え か た が 
若者 た ち を 中 心 に 受け 入れ られ る よう に な 
り ま し た 。 ち ょ うど 、 ア メリ カ な どか ら 流 
れ 込 ん で きた 西洋 流 の シャ ー マ ニ ズム に 後 
PR た ち で 、 こ の 動き は 急 

東 に 広まっ て いき まし た 

魔法 の 登場 以来 、 科 学 の 一 つと し て 体系 
づけ られ た “錬金術 魔法 ′ は 、 企 業 に よる 
独占 が 進ん で いま す (能力 者 や 研究 者 を 積 
極 的 に 確保 し て いま す )。 ま た 、 海 外 か ら 
は 、 西 洋 流 の 小 術 魔法 が 流れ 込ん で きま し 
た 。 こ れ ら は 、 最 初 こそ 見 せ 物 的 な 感じ で 
迎え られ まし た が 、 や が て 熱狂 的 な 支持 を 
集め る よう に な り ま す (上 野 が 東京 で の 魔 
法 の 中 心地 に な っ て いる の は 、 魔法 が 見 せ 
RNN 
ます )。 こ うし た 西洋 型 の 魔法 の 隆盛 と 
MD 二 WP 
浴び て いま せん 。 ぐ 覚醒 > の 当初 こそ さ 取 
り 上 げ ら れ て いま し た が 、 こ の 時 期 か ら 研 
究 の 中 心 は 西洋 型 の 魔法 に 移っ て いま す 
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2035 年 、 カ リフ ォ ル ニア が アメ リカ か ら 
独立 を 宣言 し まし た 。 日 本 企業 は 、 海 外 の 
拠点 を 防衛 する と いう 名 目 で カリ フォ ル ニ 
ア に 私 設 軍 を 送り 、 独 立 を 支援 し まし た 。 
日 本 の 企業 軍 は 2030 年 に は じ ま っ た ユー ロ 
戦争 で すでに 本 格 的 な 戦闘 を 経験 し て お 
り 、 充 分 な 戦闘 力 を 持っ て いた の で す 。 こ 
の 後 、 日 本 企業 は 一 斉 に カリ フォ ルニア へ 
の 進出 を 図り ます 。 

また 、 東 京 で は 、 企 業 軍 同士 の 衝突 が 起 
こっ て いま す 。 東京 に 本 拠 を 置い て いた 汁 
と 朝倉 電子 技術 社 の 争い で す 。 人 衝突 の 原因 


回 を 3! 中 較 


に つい て は 、 渕 社 は 朝倉 社 が 一 方 的 に 攻撃 
を 加え た た め と 主張 し て いま す が 、 朝 倉 社 
は 渕 社 が 攻撃 を 加え た た め と 主張 し て いま 
す 。 ど ちら の 言い 分 が 正しい に し て も 、 こ 
れ は 表向き の 原因 に 過ぎ ませ ん 。 背 後に は 
東京 の 支配 権 を めぐ る 両社 の 争い や 、 二 浜 
を は じ め と する 反 渕 勢力 の 動き が あっ た と 
言わ れ て いま す 。 衝突 か ら 三 日 後に は 両社 
は 全面 的 な 戦闘 状態 に 突入 し 、 短 期間 な が 
ら 激 し い 戦闘 が 繰り 広げ られ まし た 。 民 半 
人 の 犠牲 者 も 多く 、 東 京 の 市 街 は 、 あ ちこ 


ち が 破 壊さ れ て いま す 。 東京 に は 、 い ま も 
この 戦い の 爪痕 が 残る 場所 が ある ほど で 
す 。 こ の 戦い は 、" 東 京 紛争 " と 呼ば れ て 
いま す 。 


東京 は 、 災 害 多発 期 か ら 現在 まで を 、 決 
し て 無事 に 乗り きっ た わけ で は あり ませ 
ん 。 東 京 紛争 は 東京 の 市 街 に 大 き な 和 被害 を 
及ぼ し て いま す 。 紛争 の 初期 は 、 渕 社 や 朝 
倉 社 の 施設 た け に 攻撃 が 集中 し て いた の で 


す が 、 や が て 系 列 企業 に も 攻撃 の 手 が 及ぶ 
よう に な り 、 最 終 的 に は 公 的 な 施設 まで が 


攻撃 に さら され て いま す 。 特 に 、 東 京 の 地 
ト に は り め ぐら され た 地下 鉄 は 、" 足 元 " 
か ら の 攻撃 を 嫌っ た 両社 の 手 に よっ て 大 き 
く 破 壊さ れる こと に な り ま し た 。 

戦い は 、 終 始 渕 社 の 軍 が 優勢 で 、 劣 勢 に 
追い 込ま れ た 朝倉 は 、 戦 闘 の 終結 が 宣言 さ 
れる より 早く 解体 に 追い 込ま れ て し まい ま 
す 。 し か し 、 渕 社 の 受け た 痛 手 も 大 きく 、 
部 内 の 施設 の 多く と 市 民 の 支持 を 失っ て し 
まい まし た 。 こ の 戦い で 渕 社 は 東京 都 区 か 
ら 搬 退 し 、 郊 外 に 本 拠 を 移す こと に な る の 
で す 

合同 評議 会 は 、 最 初 この 衝突 を 静観 し て 
いま し た が 、 戦 い の 超 勢 が 見 えた 段階 で 介 
入 し 、 戦 闘 を 終結 させ て いま す 。 評議 会 に 
は 、 戦 い を 長 引 か せ て 渕 と 朝倉 を 消耗 させ 
る 狙い が あっ た と 言わ れ て いま す 。 
"東京 紛争 "の 終結 後 、 東 京 の 都 区 は どの 

企業 に も 属さ な い 中 立 都 市 と 定め られ まし 
内 この 時 の 首相 (も っ と も すでに 名 目 だ 
け の 存在 に な っ て いま し た が )、 宮 田 武彦 
は 、 0 


画 を 明 ら か に 、 国 会 と 名 合同 評 議会 の 承認 
を 受け る こと ! の 
行政 機能 の 中 心 を 京都 に 移す こと が 取り 決 


め ら れ た こと か ら 、 こ うし た 動き の 背後 に 
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は 、 当 然 、 三 浜 を は じ め と する 有力 企業 の 
働き か けが あっ た と 言わ れ て いま す 。 
東京 が 中 立 都市 と 定め られ た こと で 、 企 
業 の 管理 を 逃れ よう と いう 他 都 市 か ら の 
"難民 " が 東京 に 流れ 込み まし た 。 こ の た 


め 、 東 京 は 、 日 本 有数 の 人 口 密集 地 と な り 、 


地方 に 分 散 し た それ ぞ れ の 企業 に と っ て 


は 、 東 京 は 巨大 な 製品 市 場 と な っ て いま す 。 


東京 の 市 街 域 は 、 東 が 幕張 周辺 、 西 が 府中 
あたり まで 拡大 し て いき まし た , 

こう し た 人 口 の 流入 に よっ て 、 紛 争 後 の 
治安 の 悪化 に 拍車 が か か る こと に な り ま し 
た 。 し か し 、 東 京 の 中 立 化 と 時 を 同じ くし 
て 、 有 力 企業 の 共同 出資 で 、 東 京 に 東都 警 
備 (ECP) と いう 警察 企業 が 設立 され て 
いま す 。 東都 警備 は 、 そ れ ま で の 渕 や 朝倉 
の 和 警 備 部 隊 に 代わ っ て 、 東 京 の 治 女 を あず 
か る 警察 と し て の 役割 を 果たし 、 東 京 の 混 
各 は 少し ずつ 鎮静 化し て いき まし た 。 
2036 年 に は 、 紛 争 か ら の 復旧 策 を 定め た 
" 新 都市 整備 法 " が 制定 され まし た 。 こ れ 
に よっ て 、 現 在 の 東京 の 青 写 真 が ひか れる 


こと に な っ た の で す 。 整備 法 の 内 容 自 体 は 、 


紛争 の “勝利 者 "で ある 渕 社 に と っ て 有利 
な 条件 に な っ て いま す 。 一 方 、" 敗 者 "で 
ある 朝倉 社 は 、 東 京 紛争 の 責任 を 負わ され 
て 、 新 た な 都市 整備 に 必要 な 募 大 な 供出 金 
を 負担 する こと に な り ま し た 。 渕 社 も 供出 
金 を 負担 し て いま す が 、 こ れ は 逆 に 渕 社 の 
東京 へ の 影響 力 を 強め る 結果 に な っ て いま 
す 。 つ まり 、 東 京 西部 に 広大 な 私 有 区 を 獲 
得 し 、 中 央 地区 に た くさ ん の 系 列 企業 を 置 
く 結果 に な っ た の で す 。 ま た 、 海 外 の 巨大 
企業 を 、 中 央 か ら 外 れ た 幕張 に “封じ こめ 
る "こと に も 成功 し て いま す 。 
紛争 後 の 2039 年 に は 、" 激 篤 の 夜 ” と 呼 
ば れる 種族 間 暴 動 が 発生 し まし た 。 日 本 で 
は 、 オ ー ク や トロ ー ル に よる 種族 差別 反対 
の デモ が きっ か け に な っ て いま す 。 過去 の 
暴動 の 経験 か ら 、 メ タ ヒ ュ ー マ ン 保護 を 目 
的 に し た 収容 命令 が 出さ れ 、 都 内 に メタ ヒ 
ュー マン の 収容 区 域 (の ち に "封鎖 区 "と 
呼ば れる ) が 成立 し ます 。 し か し 、 収 容 区 
域 に 割り 当て られ た の は 東京 紛争 の 戦災 地 


区 で 、 メ タ ヒ ュ ー マ ン 問題 の 活動 家 か ら は 、 


これ が 種族 隔離 を 目的 に し た 処置 で ある と 
激しい 非 難 が 浴び せら れ ま し た 。 そ の た め 
収容 命令 は 、2045 年 に 解除 され て いま す 。 


東京 の 市 街 は 、 幕 張 地 区 まで 拡大 し て い 
ます 。 幕張 地区 は 沖合 に 新 空港 が 設け られ 、 
海外 や 日 本 企業 の 新た な 拠点 と し て 注目 を 
集め て いま す 


> テラ >> ッ > [現在 の 日 本 で は 、 ヒ ュー マニ 
ス ・ ポ リク ラブ が 人 台頭 し つつ あり ます 。 ヨ ー 
ロッ パ や アメ リカ か ら 流 入 し た ポリ クラ ブ の 
ほとん ど は 日 本 の 状況 や 風土 に あい ませ ん で 
し た が 、 ヒ ュー マニ ス ・ ポ リク ラブ は 完全 に 
根 を お ろ し 、 厳然 た る 勢力 を ふる う よ う に な 
っ だ の で ず 。 公 半 と ヒュ ー マ ニ ス の メシ バー 
で ある と 名 乗る 場合 こそ 少な い の で す が 、 社 


は ず で す ] くく くく ぐ 
ーー ロン グ ・ フ ァ ン グ (20:21:30/09-21-49) 
>>>> ッ > [日 本 で は 、 企 業 の 系 列 化 が 目覚 
まし い 。 中小 規模 の 企業 は 、 た いて い ど こ か 
の メガ ・ コ ー ポ の 傘下 に ある と 思っ て いい 。 
メガ ・ コ ー ポ の 中 で 特に 有力 と 言わ れ て いる 
の は 、 渕 、 三 浜 、 レ ン ラ ク 、 西 倉 、 石 動 、 神 
明 院 だ 。 ほ と ん どの 企業 は 、 こ の 六 つ の 系 列 
の うち の いずれ か に 含ま れる は ず だ ] くく く 
で で 
ー 一 白狐 (14:23:5409-29-49) 
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@ 呈 本 数 値 
人 口 (中 央 地区 、 西 地区 合計 ) : 10.045.000 人 
(中 央 地区 に 七 割 ) 


人 間 ・68% エル フ  : 4% 
ドワーフ : 2% 
オー 少 , 事 約 トロ ー ル : 2% 
その 他 :1% 


住民 一 人 あたり の 年 収 
中 央 地区 : 52.000 新 円 / 西 地区 : 100.000 
新 円 
貧困 層 (不法 居住 以下 ) の 割り 合い 
中 央 地区 : 31% プ 西 地 区 : 2% 
企業 社員 の 割り 合い 
中 央 地区 : 51%/ 西 地区 : 84% 
教育 
中 央 地区 
義務 教育 以下 : 78% ノ 高校 相当 : 
20% プ 大 学 相当 : 2 % ノ 大 学院 以上 : 
1 % 未 満 
西 地 区 
義務 教育 以下 : 3 % ノ 高校 相当 : 
79% ノ 大学 相当 : 16% 大 学院 以上 : 
2 % 


@ 束 京 市 街 

現在 の 東京 は 二 〇 世紀 末 か ら 連 続 し て 起 
こっ た さま ざま な 変化 に よっ て 、 大 きく そ 
の 姿 を 変え て いま す 。 か つて の 行政 区 分 は 
消え 、 現 在 で は 四 つ の 地域 に わか れ ま す 。 
すなわち 、 朋 23 区 に あたり いま も 中 心 的 な 
役割 を 持つ 「 中 央 地区 ]、 そ の すぐ 西側 で 
学術 施設 な ど を 抱え る 「 西 地区 ] (三鷹 、 
武蔵 野 、 調 布 周 辺 ) 、 そ の さら に 西側 を 占 
め る 「 渕 社 私 有 地 区 」]、 巨 大 企業 間 ビ ジ ネ 
ス の 中 心 と な っ て いる 「 幕 張 了 臨海 地区 」 の 
四 つ で す 。 

中 央 地区 は 都市 機能 と し て の 比重 は 小さ 
く な りつ つ あ り ま す が 、 い まる も 東京 の 人 口 
の 七 割 近く を 抱え て いま す 。 西 地区 は 文教 
地域 と し て 指定 され て お り 、 か つて の 東京 
市 街 に あっ た 教育 機関 や 重要 施設 の 多く が 


TOKYO 


こち ら に 移転 し て いま す 。 新 た な 情報 拠点 
と し て 、 ビ ジネス や 学術 面 で 注目 を 集め る 
地域 で す 。 

さら に その 西側 、[ 旧 八王子 市 を 含む 広大 


な 地域 が 渕 社 私 有 区 で す 。 こ こ は 巨 大 企業 、 


渕 社 の 本 拠 に な っ て いて 、 数 多く の 社員 を 
抱え る 企業 城下 町 に な っ て いま す 。 

中 央 地区 の 東側 に あたる 幕張 臨海 区 は 千 
葉 か ら 新 た に 東京 市 街 に 組み 入れ られ た 地 
域 で す 。 東 京 の 新た な 表玄関 で ある 海上 空 
港 に 近く 、 海 外 の メガ ・ コ ー ポ レー ショ ン 
の 支社 が 集まっ て いま す 。 面積 的 に は ご く 
狭い 地域 で す が 、 中 央 地区 に 代わ る ビジ ネ 
ス の 拠点 に な っ て いま す 。 

この 四 つ の 区 分 は 、2035 年 に 起こ っ た 濡 
社 と 朝倉 電子 技術 社 の 衝突 、 い わ ゆ る 東 
京 紛争 "を きっ か け と し て 定め られ まし た 。 
紛争 か ら の 再建 策 と し て 現在 の よう な 区 分 
が 設け られ た わけ で す 。 渕 社 と 朝倉 社 が 衝 
突 し た 原因 に は いま も 明らか に され て いな 
い 点 が 多い の で す が 、 企 業 の 地方 都市 へ の 
移動 が 進ん で いた 時 期 に 、 東 京 と いう 巨大 
都市 の 利権 を めぐ っ て 繰り 広げ られ た 衝突 
と 位置 づけ る こと が で きる で し ょ う 。 と の 
紛争 は 東京 市 街 の 一 部 地域 に 大 き な 打 撃 を 
与え て で おり 、 そ の 後 の 東 京 の 姿 に 大 き な 影 
響 を 及ぼ し て いる わけ で す 。 

紛争 は 短期 間 で 終結 し まし た が 、 か な り 
深刻 な 打撃 を 東京 に 残し まし た 。 そ の 再建 
の た め 、 紛 争 終結 後に 定め られ た の が “ 新 
都市 整備 法 " で す 。 現 在 の 東京 の 皿 つの 区 
分 は この と き に 決め られ 、 東 京 紛争 の 当 事 
者 で あっ た 渕 社 と 朝倉 社 が 英 大 な 供出 金 を 
負担 し て いま す 一 - 朝倉 社 は この 負担 の た 
め に 、 現 在 で は 渕 社 に 吸収 され て いま す 。 

新 都市 整備 法 は 、 渕 社 や 京都 の 二 浜 な ど 
いく つか の 企業 の 思惑 が か らん だ 交 協 の 産 
物 と も 言わ れ て いま す 。 そ の 一 例 が 洋 社 私 
有 区 の 成立 で す 。 紛 争 の 勝利 者 "で ある 
渕 社 は 広大 な 私 有 地 区 を 獲得 し まし た が 、 
I 旧 23 区 の 地域 と は 切り 離さ れ 、 し か も 海外 
と の アク セス で 不利 に な る (海上 空港 か ら 


回 で = js 国 


離れ た ) 西側 の 地域 が 割り 当て られ て いま 
す 。 


中 央 地区 (IH23 区 ) は か つて は 産業 や 政 
治 の 面 で 中 心 的 な 役割 を 果たし て いま し た 
が 、 西 地区 や 幕張 臨海 区 の 発展 に と も な っ 
て いま で は その 機能 を 少し ずつ 他 の 地域 に 
譲り つつ あり ます 。 そ うし た 機能 の 流出 に 
歯止め を か ける た め に 、 西 新宿 な ど で は 建 
物 の 積極 的 な 高層 化 が 進め られ て いま す 。 
こう し た 動き は “多層 都市 構想 " と 呼ば れ 、 
高層 建築 の “ 層 " ご と に 連絡 路 な ど を 設け 、 
“" 層 に よっ て 異な っ た 機能 を 果たす と い 
う も の で す 。 


>>>> ッ > 異な る 機能 を 果たす "””" と は ずい 
ぶん も っ て まわ っ た 言い 方 だ 。 あ り て い に 言 
えば 、 金 持ち 連中 に 快適 な 上 の 階層 を 割り 当 
て て 、 下 に 住ん で る 奴 と は 一 線 を 画 し た が っ 
て る っ て こと だ 。 そ うな れ ば 奴ら は めった に 
下 に 降り な いし 、 下 世話 な 下 の 出来 事 に も 関 
心 を 示さ な く な る だ ろう 。 こ の 話 が 実現 すれ 
ば 、 い ずれ は 一 度 も 地面 を 踏ん だ こと が な い 
子供 だ っ て 出 て くる だ ろう 。 地べた で 生ま れ 
た 奴 が 、 子供 の 頃 か ら “上 "” ば か り 見 て 大 き 
く な る の と は 、 対照 的 な 話さ ] くく くく く 
ーー ラン ド ・ ブ リー ズ (23:41:1001-05-50) 


機能 流出 に よる 都市 の 空洞 化 以外 に 、 中 
央 地区 で 高層 化 が 計画 され て いる も う 一 つ 
の 要因 が あり ます 。 そ れ が “ 横 "” へ の 拡大 
2 ひき なくなっ た と いう 点 で す 。 

東京 の 人 口 は VTTAS 補 以後 の 人 口 流入 に 
よっ て 脱 張 を 続け て いま す が 、 紛 争 後 に 決 
まっ た 整備 案 に よっ て 区 分 けが 明確 に な 
り 、 市 街 の 拡大 は 無理 に な っ て いま す 。 ま 
た 、 千葉 に は 日 本 を 代表 する 巨大 企業 の 一 
つ 「 レ ン ラ ク 社 | が 、 横 浜 に は 西 ア ジ ア 系 
の 財閥 | ブル ー ス ・ ク ラン | が 基盤 を 置い 
て いる た め 、 い ずれ に せよ 東京 の 市 街 は 
“ 横 "” に は 拡大 で き な い 状態 で す 。 そ れ で 
も な お 膨れ あがり つつ ある 人 口 を 吸収 せ ね 
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ば な ら な いた め 上 "へ の 拡大 が 考え られ 
で いる わけ で す 。 こ と の プラ シン に は 、 東京 に 


基盤 を 持た な いい くつ か の 企業 が 興味 を 抱 
いて いる と 言わ れ て いま す 。 将 来 の 高層 都 
市 化 に 備え て 、 鉄 道 な どの 陸上 交通 も 高層 
化 ・ 多 層 化 が 進め られ て お り 、 上 層 同 士 の 
交通 手段 と し て 短 距 離 へ ヘリ が 用 いら れる よ 
うに な っ て いま す 。, 


>>>> ッ > [過密 な 建築 物 の 高層 化 に は 絶対 
反対 で ある ! 高層 建築 の 最 下 層 で は 日 の 光 
も 届か ず 、 昼 夜 の 区 別 も あい まい に な る ほど 
だ 。 こ れ を 下層 に 住む 者 へ の 冒 流 と 言わ ず し 
て な ん と 言 お う !] ここ くく く 

ーー エコ ・ ク ラン (04:34:53 プ 10-16-49) 


【 東京 で の 生活 』 


念 経 済 状態 

巨大 企業 や その 系 列 企業 が 支配 する 地方 
郡市 は 、 経 済 面 も 完全 に 企業 に よっ て " 管 
理 " され て いま す 。 管理 企業 が 生活 の あら 
ゆる 面 を 独占 し て お り 、 他 の 企業 が 介入 す 
る 余地 は あり ませ ん 。 物 価 や 市 民 の 生活 レ 
ベル は 、 管 理 企業 の 思惑 や 経営 の 状態 に よ 
っ て 決ま る こと に な り ま す 。 

し か し 、 中 立 都市 で ある 東京 は 、 多 く の 企 
業 が いま も 市 場 を 争っ て いま す 。 その た め 物 
価 を は じ め と する 経済 状態 も 企業 競争 の 影 
讐 を 受け 、 大 きく 変化 する こと が あり ます 。 巨 
大 企業 か ら 新 製品 が 発表 され る と き に は 、 激 
し い 価 格 競 争 が 行なわ れる こと も あり ます 。 
その 一 方 で 、 価格 が 大 きく 跳ね あがる 場合 も 
あり ます 。 た と えば 、 東京 で は 食料 は 地方 都 
市 で 生産 され た も の に 大 きく 頼っ て いま す 
が 、 こ うし た 食料 は まず 管理 都市 へ の 供給 が 
優先 され る の が 普通 で す 。 その た め 、 な に か 
の 影響 で 生産 量 が 落ち こん だ 場合 は 東京 へ 
の 供給 が まっ さき に 減ら され る こと に な り 、 価 
格 も それ に し た が っ て 跳ね ある が る こと に な り 
ます 。 これ は 、 食 料 以 外 に も 、 コ ンピュータ の 
メモ リ な ど 現 代 で は 不可 欠 な 工業 製品 で 
MGM 
に も つなが っ て いま す 。 


人 @ 政 治 機能 


東京 の 政治 中 枢 と な っ て いる の が 、 西 


新宿 に ある 東京 行政 局 と 行政 局 評議 会 で 
す 。 

京 に お ける 都市 政策 は 、 行 政局 評議 会 
に よっ て 決定 され ます 。 評 議会 は 八 十 名 の 
評議 員 で 構成 され て お り 、 行 政局 の 予算 、 
基本 政策 、ECP の 活動 方 針 の 審議 を 行 な 
いま す 。 

行政 局 は 評議 会 が 決定 し た 予算 に 基づい 
て 都市 計画 を 遂行 し た り 、 税 金 面 の 管理 な 
ど を 担当 し ます 。 

行政 局 評議 員 と 行政 局長 官 は に 四 年 ご と に 
改選 され ます 。 登 録 市 民 (シス テム 照合 番 
与 を 持つ 市 民 ) は 、 二 十 歳 に な る と 行政 局 
長官 と 行政 局 評議 会 の 選挙 権 を 、 二 十 五 歳 
に な る と 被 選挙 権 を 得る こと が で きま す 。 
評議 員 は 企業 や ポリ クラ ブ な どの 圧力 団体 
の 代表 者 が 中 心 で す が 、 も ちろ ん 一 般 市 民 
で も 立候補 は 可能 で す (た だ し 、 同 一 企業 
の 出身 者 は 一 度 に 十 五 名 まで し か 立候補 で 
きま せん )。 


ッッ >>> [S IN さえ あれ は ば 議員 に な れる 
っ て いう の は 、 も ちろ ん 建て 前 に し か すぎ な 
い 。 現在 の 評議 会 議員 は 有力 企業 の 出身 者 が 
ほとん ど だ 。 東京 を 動か し て いる の も 、 つ ま 
り は 巨大 企業 の 意志 っ て わけ だ ] こく くく く 
ーー ラン ド ・ ブ リー ズ (19:32:10 プ 10-11-49) 
ッッ >> ッ > [議員 の うち わけ は 、 渕 系 が 十 五 
人 、 レ ン ラ ク 系 と 三 浜 系 が 十 三 人 ず つ 、 シ ア 
ワ セ 系 が 十 人 、 山 徹 系 が 大人 。 あ と は それ 以 
外 の 企業 か ら 二 、 三 人 ず つっ て と こ だ 。 巨大 
企業 の 意志 が 東京 を 動か し て る と 言っ て も 、 
この 企業 も 単独 で は 過半 数 を 占め る こと は 
で き な い 。 こ こら へ ん を 取り まとめ る の に そ 
れ ぞ れ の 企業 の 駆け 引き が 重要 に な っ て くる 
わけ だ 。 ち な み に 、 行 政局 の 長官 は 各 企業 の 
まわ り も ちっ て こと に な っ て る らし い が 、 ま 
あこ れ は 噂 の 域 を で な い ] こく くく ぐ < 
ーー 一 五 月 (01:46:35 プ 10-12-49) 


人 @ 教 育 


地方 都市 で の 教育 体制 は 企業 主導 に 変わ 


っ て いま す が 、 東 京 に は 公立 の 教育 機関 が 
残さ きれ て いま す 。 い わ め ゆめ る “義務 教育 "は 


通信 に よる 在宅 授業 に 切り 換え られ 、 一 般 
の 登録 市 民 は すべ て この 在宅 教育 を 受け る 
義務 が ある と 定め られ て いま す 。 公立 の 教 


回 で z% 回 


育 機関 は 、 東 京 で 増え つつ ある " 非 登録 市 
民 ” の 子供 た ち に も 義務 教育 を 受け させ る 
と いう 使命 を 持っ て いま す が 、 施 設 面 な ど 
の 問題 で 、 こ れ に は また 充分 に は 対応 で き 
て いま せん (まれ に 非 登録 の 浮浪 児 が 巨大 
企業 の 学校 に "スカ ウト ” され る ケー ス も 
あり ます 。 こ れ は 、 魔法 の 素質 を 持つ 子供 
た ち が 中 心 で す )。 

一 方 、 巨 大 企業 は 個別 に 独自 の 教育 機関 
を 持っ て お り (寄宿 制 が 普通 )、 有 力 社員 
の 子弟 た ち は そ うし た 一 種 の “社員 養成 校 " 
を 利用 する 割り 合い が 高く な っ て いま す 。 

大 学 な どの 高等 教育 機関 は 西 地 区 に 集中 
し て いま す 。 中央 地区 か ら 大 学 へ 進学 する 
の は も っ ぱら 上 流 階級 の 子弟 が 多く 、 下 層 
以下 の 市 民 層 に な る と 高等 教育 を 受け る 割 
り 合い は 著しく 小さ く な っ て いま す 。 


>>>> ッ > [企業 に スカ ウト され れ ば 、 と に 
か く 食 べ る こと に は 困ら な く な り ま す 。 し か 
し 、 そ れ は 必ず し も 幸せ な こと と は か ぎら な 
い の か も し れ ま せん 。 企業 の 一 員 に な る こと 
は 、 あ る 種 の “自由” を 捨て る こと な の で 
す ] くく くく < 

ミン スト レル (05:22:32/09-12-49) 


台 安 維持 

渕 社 私 有 区 を 除い て 、 東 京 全 域 の 治安 維 
持 は 、 独立 稀 備 会 社 で ある 東都 警備 
(Eastern Capital Police、 通 称 : ECP) 
が 担当 し て いま す 。 母体 は 複数 の 企業 が 合 
同 で 設立 し た 企業" で 個人 向け 警備 を 担 
当 す る こと も あり ます が 、 東 京 で の 治安 維 
持 の 必要 性 が 高まる に つれ 営利 を 目指 す 企 
業 で は な く 公 共 機 関 と し て の 性 格 が 強く な 
っ て いま す (現在 、 個 人 警備 部 門 は 縮小 さ 
れつ つ あ り ま す )。 現在 で は 、 東 都 警備 の 
隊員 を 指し て “警官 "と 呼ぶ よう に な っ て 
いる ほど で す 。 

ECP の 活動 は 犯罪 捜査 よ た り も る 、 む し ろ 
パト ロー ル や 街路 監 視 と いっ た 犯罪 押 止 が 
中 心 に な っ て いま す 。 こ の 方 針 は 、 企 業 が 
集中 する 芝浦 な どの 重点 警備 地域 や 西新 宿 
で は 一 定 の 成果 を 挙げ て お り 、 治 安 低下 に 
悩ま され る 東京 市 街 の な か で も 、 武 器 を 携 
帯 せ ず に 安心 し て 街 を 歩け る 環境 が 実現 さ 
れ て いま す 。 逆 に 、 お か し な ふる まい を す 


[FACT 


れ ば 、 武装 警官 や 企業 の 警備 部 隊 か ら 無 用 
の 注意 を 受け る こと に も な りか ね ませ ん 。 
し か し 、 ス トリ ー ト ・ ギ ャ ング や ヤク ザ 
が 多い 渋谷 西域 や 池袋 は まだ また だ 治安 状態 
も 悪く 、ECP 隊 員 の 増員 や 警備 計画 の 見 
直し が 進め られ て いま す 。 こ うし た 地域 を 
丸腰 の 市 民 が 歩く に は 、 あ る 程度 の 危険 を 
覚悟 し な けれ ば な ら な いで し ょ う 。 


>>>> ッ > [東都 警備 の お まわ り た ち に は 、 
確か に 仕事 に 燃え て る 奴ら が 多い 。 だ が 、 あ 
ん まり 熱心 な の も 困り も ん だ 。 ス トリ ー ト に 
住ん で る 連中 を 眼 の か た き に する ね わ 、 "疑わ し 
き は 罰する "” わ で 、 ま 、 ぎ くし ゃ くす る こと 
も ある ] くく くく < 

ーー ラン ド ・ ブ リー ズ (04:35:00 プ 11-02-49) 


治安 状態 よ は “AAA" か ら “Z” まで 八 
授 階 に 分 類 さ れ ま す (詳し く は 467 ペ ー ジ 
を 見 て くだ さい )。 各 地区 の 具体 的 な 評価 
は 、 そ れ ぞ れ の 地域 の 解説 を 見 て くだ さい 。 


人 @ 生 活 レ ベル 

住民 の 生活 レベ ル は 、 地 域 に よっ て 色 分 
け す る こと が で きま す 。 一 般 に 、 幕 張 臨 海 
区 や 西 地 区 で は 生活 レベ ル が 高く な っ て い 
ます 。 中 央 地区 の 住民 の 生活 レベ ル は さま 
ざま で 、 建 物 の 高層 化 が 進ん た 場所 で は 同 
じ 地 域 で も 階層 に よっ て 生活 レベ ル が 異な 
る 場合 が あり ます 。 


>>>> ッ > [ 渕 の 私 有 区 や 幕張 は で か い 企 業 
の お 膝元 だ け に 、 住 ん で る 連中 は それ な り に 
いい 暮らし を し て る 。 だ が 、 全 体 的 な 生活 レ 
ベル の 高 さ じゃ 西 地区 が 最高 だ ろう 。 な に せ 
ここ は 、 " 宇 住 制限 ” と か で 金持ち ば っ か り を 
集め て る か ら な ] くく くく ぐ 

小龍 (01:02:57 プ 10-21-49) 


下層 以上 に な る と 、 生 活 レ ベル の 差 が 歴 
然 と し て きま す 。 明 確 な 住み 分 けが な され 
る よう に な り 、 経 済 的 な 格差 が 治安 状態 に 
も 大 きく 影響 する と いう 弊害 が 生ま れ て い 
ます 。 以 下 は 、 簡 単 な 現 状 分 析 で す 。 


路上 (渋谷 、 池 袋 、 上 野 な ど ) 
決ま っ た 住居 を 持た ず 、 街 路 で 暮らす 者 
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の 割合 は 、 徐 々 に 増え つつ あり ます 。 池 袋 
な どの 低 治安 地域 が 中 心 で す が 、 治 安 の 高 
い 地 域 に も 路上 生活 者 が 見 られ る よう に な 
っ て いま す 。 彼 ら の 流入 に よる 治安 低下 は 
将来 的 に 大 き な 問題 し な る た め 、 食 料 配布 . 
な どの 福祉 対策 が 進め られ る 一 方 で 、 路 上 
生活 者 の “排除 " を 目的 と し た 活動 も 行わ 
れ て いま す 。 
不法 居住 (渋谷 、 池袋 、 上 野 な ど ) : 
開発 が 見 送ら れ た 建物 や 放棄 され た 建物 
に 住み つく と いう ケー ス で す 。 こ れ も 、 池 
袋 を 中 心 と し た 治安 状態 の よく な い 地 域 で 
は よく 見 られ ます 。 

不法 居住 者 の 生活 は 、 路 上 レベ ル と 大 差 
あり ませ ん 。 た だ 、 再 開発 で 住み 慣れ た 場 
所 か ら "排除" され 、 結 果 的 に 路上 生活 者 
が 増え る と いう 問題 が 指摘 され て いま す 。 
下層 (渋谷 、 池 袋 、 東 新宿 、 洋 社 
私 有 区 な ど ) : 

一 般 的 な 市 民 の レベ ル で す 。 中 央 地区 の 
住人 の 多く は 、 こ の 生活 レベ ル に 分 類 さ れ 
ます 。 住居 は 多層 共同 住宅 や アパ ー ト が 中 
心 で 、 治 安 的 に も 安心 で きる 範囲 に な っ て 
いま す 。 

住宅 に は 、 電 話 や 公共 デー タネ ッ ト 用 の 
端末 が そろ っ て お り 、 基 本 的 に 不 自由 の な 
い 生 活 を 送る こと が で きま す 。 ま た 、 さ ま 
ざま な 娯楽 を 利用 で きる の は この レベ ル か 
ら で す 。 

中 流 (品川 芝浦 渕 社 私 有 区 な ど ): 

企業 の 上 級 社員 や 独立 企業 の オー ナー の 
生活 レベ ル で 、 治 安 的 に も ほとん ど 問 題 の 
な い 地 域 で す 。 

住宅 は 一 戸建て や マン ショ ン が 中 心 で 
す 。 こ の レベ ル で は 、 天 然 食 の 愛好 者 が 多 
く 、 そ れ が 一 種 の び ス テー タス ・ シ ン ボ ル と 
と ら え られ て いま す 。 

上 流 (西新 宿 、 品 川 、 渕 社 私 有 区 、 
幕張 臨海 区 、 西 地区 ) : 

企業 の 重役 クラ ス の 生活 レベ ル で 、 治 安 
的 に も まっ た く 間 題 の な い 地 域 で す 。 

住居 は 保安 設備 の 整っ た 高層 住宅 の フラ 

ッ ト が 多く な り ま す 。 移動 手段 も 、 コ ミュ 
ー タ ー・ へ リ ( 短 距 離 の 連絡 用 へ ヘリ) や 自 
家用 機 を 使う こと が 多く 、 他 の 一 般 的 な 交 
通 手 段 と は 切り 離さ れ て いま す 
最上 流 (西新 宿 最 上 部 、 洋 社 私 有 
区 、 幕 張 臨海 区 、 西 地区 ) : 
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他 の 生活 レベ ル と は 、 完 全 に 切り 離さ れ 
て いま す 。 上 流 の な か で も ご く 一 提 り の レ 
ベル で す 。 


信 東 京 で の 移動 手段 

紛争 後 は 高架 路線 と 高速 道路 、 グ リッ 
ド ・ バ ス な ど 、 地 上 交通 の 再建 と 整備 に カ 
が 注 が れ ま し た 。 

建築 物 高 層 化 が 進む に つれ て 、 鉄 道 を 主 
体 と する 交通 機関 も それ に 対応 する よう に 
な っ て いま す 。 立ち 並ぶ 高層 建築 を 縫う よ 
うに 張り めぐ ら さ れ た 鉄道 の 軌道 や 高速 道 
路 は 、 将 来 の “層状 化 " に 備え て 、 す で に 
いく つか の 層 に 分 化し て いま す 。 


また 、 交 通 機関 の 最も 大 き な 変化 と し て 、 


一 部 を 除い て 地下 鉄道 が 廃止 され て いる こ 
と が あげ られ る で し ょ う 。 こ れ は 2035 年 の 
東京 紛争 で 、 一 種 の 戦略 目標 と し て 破壊 さ 
れ た の が 直接 の 原因 に な っ て いま す 。 も っ 
と も 、 紛 争 以前 か ら 地 下 鉄 道 は 治安 状態 が 
悪く な っ て お り 、 何 度 か 廃止 が 検討 され て 
いま し た 。 紛争 に よる 打撃 に 加え て 地上 交 


通 の 多層 化 計画 が 決ま っ た こと に より 、 地 
下 路線 の 再建 は 見 送ら れ て いま す 。 

か つて の 地下 鉄 網 に 区 散 する ほど の 交通 
機関 は いま も 確保 され て いま せん が 、 高 架 
鉄道 と 短 距 離 へ ヘリ が それ に 代わ る 役割 を 果 
た し つつ あり ます 。 


地下 鉄 : 

東京 の 地下 鉄 網 は 、 紛 争 で 大 き な 被 害 を 
受け て 以来 、 一 部 を 除い て すべ て 放棄 され 
て いま す 。 現在 も 生き 残っ て いる の は 、 千 
代田 線 と 丸の内 線 の 二 線 だ け で す (この 二 
線 は 貴重 な 輸送 機関 と し て 、24 時 間 体 制 で 
運行 し て いま す )。 

地上 交通 の 多層 化 が 提案 され る 以前 は 何 
度 か 再建 計画 が 持ち 上 が り ま し た が 、 費 用 
な どの 問題 も あっ て 結局 実行 に は 移さ れ 
ず 、 地 下 鉄路 線 跡 は 現在 で は 人 の 手 が 入ら 
な い 長 大 な 洞窟 と 化し て いま す 。 
高 朱 鉄道 : 

地下 鉄 が 放棄 され た 一 方 で 地上 鉄道 は 整 
備 が 進め られ 、 モ ノレ ー ル 型 の 高架 鉄道 が 
地上 交通 の 主力 に な っ て いま す 。 旧 山 手 線 


に あたる 高架 鉄道 は 三 層 に 分 か れ て お り 、 
上 層 ほ ど “ 足 の 速い " 列車 が 運行 し て いま 
す 。 ま た 、 上 層 ほ ど 運 行 時間 が 厳密 で す 。 
現在 、 東 京 市 街 で は 最大 の 輸送 機関 で す 。 
24 時 間 体 制 で 運行 され て いま す 。 


>>>>> [じゃ まく せ え 。 大事 な "仕事" 
に いく の に 、 電 車 な ん か 使っ て られ る か 。 オ 
レ た ち は も っ ぱら 車 を 使う 。 さ も な きゃ 、 自 
分 の 足 で 移動 だ |] こぐ くく < くく 

ーー ガー サン ト (01:42:37 プ 09-21-49) 


= ご は ーー ダー wl) ! 

主要 ビル の 屋上 に は ヘリ ボー ト が 備え ら 
れ て お り 、 都 市 の “最上 層 " に あたる 部 分 
で は 、 鉄 道 に 代わ っ て へ ヘリ が 主要 な 交通 手 
段 に な りつ つ あ り ま す 。 利 用 者 の ほとん ど 
は 上 流 階級 に 属す る た め 、 コ ミュ ー タ ー・ 
へ リ に よる 移動 は 一 種 の ステ ー タ ス ・ シ ン 
ボル に な っ て いる ほど で す 。 
道路 交通 : 

東京 紛争 後 、 東 都 高速 (| 日 首 都 高速 ) を 
は じ め と する 主要 な 幹線 道路 の 再建 は 最も 
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力 が 注 が れ た 分 野 の 一 つ で 、 現 在 で は コン 
ピュ ー タ に よる 交通 量 の コン トロ ー ル が 人 行 
な われ て いま す 。 ま た 、 地 上 輸送 の 主力 が 
鉄道 に 移っ た こと も あっ て 、 昔 の よう な 慢 
性 的 な 交通 渋滞 は 少な く な っ て いま す 。 
グリ ッ ド ・ バ パス: 

送電 軌道 上 を 走る 自動 運行 バス で す 。 高 
架 鉄道 で カバ ー し きれ な い 地 域 の 交通 を ま 
か な っ て いま す が 、 一 般 の 自動 車 と 事故 を 
起こ すこ と も 少な く あ り ま せん 。 


人 医療 

東京 は 、 ア メリ カ の 救急 医療 会 社 ドク ・ 
ワゴン が 進出 し て いる 日 本 で 唯一 の 都市 で 
す 。 ド ク ・ ワ ゴン ・ チ ー ム は に 定評 ある 武装 
救急 会 社 で 、 あ ら か じ め 加 入 し て 契約 を 結 
ん で お け ば 、 た と え ぇ 激しい 銃撃 が 行なわ れ 
て いる さなか へ も 駆け つけ ます 。 自営 意識 
の 高まり も あり 、 中 流 層 を 中 心 に 順調 に 加 
入 者 数 を 伸ばし て いま す 。 

また 、 西 新宿 や 芝浦 と いっ た 治安 レベ ル 
の 高い 地区 は 、 ド ク ・ ワ ゴン 以外 の 医療 機 
関 も 整っ て いま す 。 し か し 、 東 新宿 な ど 治 
安 が 悪い 地域 で は 、 ド ク ・ ワ ゴン と の 契約 
が な けれ ば 非 合 法 の 闇 医者 を 頼ら ね ば な ら 
な く な る こと も ある で し ょ う 。 


ドク ・ ワ ゴン 支局 : 

渕 社 私 有 地 区 を 除い て 東京 の 各地 に 支局 
を 持っ て いま す 。 日 本 唯一 の ドク ・ ワ ゴン 
で す 。 日 本 は 、 早 い 時 期 か ら 地 震 や 火山 の 
噴火 な どの 災害 に 見 銀 わ れ た た め 、 公 的 な 
救急 機関 の 整備 が 進ん で いま す 。 こ れ は 、 
0 ば ら ば ら に な っ て し まっ た 現代 で 

受け 継が れ て いま す 。 東京 は そう し た 災 
RNN 
紛争 "の 余波 で 了 医療 体制 の 充実 が 叫ば れる 
よう に な り ま し た 。 そ の と き に 設立 され た 
の が 東都 病院 (47 ページ) で す が 、 ア メリ 
カ で 大 き な 成 功 を 収め て いた ドク ・ ワ ゴン 
も 同時 に 日 本 に 上 陸 し た の で す 。 


食 妨 楽 と メデ ィ ア 

最 先端 の 召 楽 施設 は 魔法 を 取り 入れ た り 
し て どん どん と 先鋭 化し て いま す が 、 そ う 
し た 最 先 端 の 施設 を 利用 で きる の は 裕福 な 


上 流 階級 に か ぎら れ て いま す 。 中流 以下 の 
人 々 は シム セン ス を 中 心 と し た ご く 一 般 
な 娯楽 に 頼る し か あり ませ ん 。 

下層 以上 の 生活 レベ ル で は 、 ト リ デ オ 
(立体 ) 放送 と 契約 する こと が で きま す 
(多く の 局 が あり ます が 、 基 本 的 に 有料 な 
の で 個々 の 放送 企業 と 契約 せ ね ば な り ま せ 
ん )。 報道 メデ ィ ア は 、 巨 大 企業 の 系 列 に 
属し て いる 場合 が ほとん ど で 、 対 立 する 企 
業 の 傘下 に ある メデ ィ ア で は 、 ま っ た く 反 
対 の ニュ ー ス が 流さ れる こと が あり ます 。 
も っ と も 、 ご くわ ず か で す が 、 企 業 の 圧力 
を 受け な い 報 道 メ ディ ア も 存在 し ます 。 


CIRCUBS (ザー カス ) 

トリ デオ 放送 。 ニ ュー ス を 中 心 に 24 時 間 
放送 を 行なう 有力 メデ ィ ア で 、 渋 谷 に 本 拠 
を 置い て いま す 。 最近 で は セン セー ショ ナ 
ル な 話題 に 傾き が ち で す が 、 ど の 企業 に も 
片 寄 ら な い 中 立 的 な 立場 で の 報道 が 売り 物 
で 、 東 京 で 最も 信頼 で きる 報道 機関 と 言わ 
れ て いま す 。 
ET es 

娯楽 番組 を 中 心 と し た トリ デオ 放送 局 で 
す 。 と に か く 、 視 聴 者 の 娯楽 が 最 優先 で 、 
と も すれ ば “俗悪” と いう 評価 を 受け が ち 
で す 。 し か し 、 下 層 レ ベル を 中 心 に 高い 人 
気 を 集め て いま す 。 


さま ざま な 情報 ネッ ト も 市 民 の 生活 に 密 
着 し て いま す 。 こ れ は 、 家 庭 の 端末 を 使っ 
て いろ いろ な 情報 を 引き 出せ る と いう サー 
ビス で す 。 ニ ュー ス 専 門 や 娯楽 情報 専門 な 
ど さ ま さま を な 情報 ネッ ト が あり 、 加 入 費用 
や 料金 を まち まち で す 。 ま た 、 ト 下層 向け の 


情報 ネッ ト は 低 料 金 で す が 企 業 の CM が 多 
く な っ て いま す 。 


公共 デー タネ ッ ト : 

有力 な 巨大 企業 の 一 つ 、 レ ン ラ ク 社 が 管 
理 する 情報 サー ビス で す 。 比 較 的 安価 に さ 
まさ ざま な 情報 を 引き 出す こと が で き 、 一 般 
の 市 民 に と っ て は 欠か すこ と が で きま せ 
ん 。 下層 以上 の 生活 レベ ル に な れ ば 、 住宅 
で 利用 する こと が で きま す 。 ま た 。、 9 
いい 地域 で は 路上 に も 公衆 端末 が 備え ら 

て いま す 。 

公共 デー タネ ッ ト か ら 引 き 出 せる 情報 に 
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は 、 一 般 的 な ニュ ー ス の 他 に 、 道 路 情報 や 
物価 情報 と いっ た 生活 に 密着 し た 情報 や 、 
企業 の 製品 情報 な ど が あり ます 。 
CTIRCUS ニ ュー ス ・ サ ービス : 

ニュ ー ス 専門 の 放送 企業 、 サ ー カ ス が 運 
営 し て いる 情報 ネッ ト で す 。 料金 は 高い の 
で す が 、 過 去 の 放送 映像 を すべ て 検索 する 
こと が で きま す (詳し く は 36 ペ ー ジ )。 


また 、 東 京 で は 、 次 の よう な 娯楽 イベ ン 
ト も 行なわ れ て いま す 。 


隅田 川 花火 大 会 : 

東京 で 最も 人 気 の あ る イベ ント の 一 つ 
が 、 こ の 古式 ゆか し い 花 火 大 会 で す 。 一 般 
市 民 の 関心 も 高く 、 現 在 で は 企業 の 宮 伝 を 
兼ね た 大 が か りな イベ ント へ と 成長 し て い 
ます 。 毎年 人 月 に 開催 され ます 。 
東京 湾岸 レー ス : 

公道 を 利用 し た 二輪 と 四 輪 の レー ス で 、 
毎年 十 月 に 開催 され ます 。 大 メー カー か ら 
個人 まで 、 さ ま ざ ま な レベ ル の 参加 者 が 集 
まり 、 予 選 か ら 決 勝 まで 一 週間 に わた っ て 
激しい レー ス が 繰り 広げ られ ます 。 

自動 車 を 扱う メー カー に と っ て は 、 成 信 
を か けた 非常 に 重要 な イベ ント で す 。 こ の 
レー ス で の 勝ち 負け が 新 モ デル の 売れ 行き 
に 影響 する と まで 言わ れ て いま す 。 
Pe バー・ ジ ュ エ ル : 

いく つか の 会 場 に 分 か れ 、 七 月 の 五 日 間 
を ぶっ と お し で 行なわ れる 東京 最大 の ライ 
プ ・ イ ベン ト で す 。 スー パー・ ジ ュ エ ル で 
は 、 そ れ ま で まっ た く 無 名 の 新人 が デビ ュ 
ー し 、 一 躍 脚 光 を 浴び る こと が あり ます 。 
芸能 関係 の プロ モー ター に と っ て は 、 最 大 
の 腕 の みせ どこ ろ に な っ て いま す 。 
アス テカ 博 : 

現在 計画 中 の 最新 の イベ ント は 、 羽 田 跡 
地 の 一 部 を 利用 し た アス テカ 博 で す 。 こ れ 
は アズ テク ノロ ジー と いう 海外 企業 が 中 心 
に な っ て 企画 し た も の で 、 日 本 市 場 へ の 喰 
いこ み を 狙っ た 野心 的 な イベ ント と 言わ れ 
て いま す 。 開幕 は 2055 年 に 予定 され て いま 
ま 。 


人 @ 東 京 を めぐ る いく つか の 問題 


中 立 都市 で ある 東京 は 、 社 会 的 に いく つ 
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か 特有 の 問題 を 抱 を て いま す 


非 登録 者 問題 

東京 に 住む 市 民 は シス テム 照合 番号 を 持 
ち 、 税 金 の 納入 な どい くつ か の 義務 を 果 た 
さ ね ば な り ま せん 。 し か し 、20 世 紀 末 か ら 
の 人 口 流入 や 東京 で 起こ っ た いく つか の 混 
知 の 影響 に よっ て 、 公 式 の 記録 に 記載 され 
な い 非 登録 市 民 の 数 が 現在 も 増え 続け て い 
が 

こう し た 非 登 録 市 民 は 記録 上 公 に は 存在 
せ ず 、 そ の た め さ ま ざま な 問題 を は らむ こ 


と に な っ て いま す 。 一 つ は 税金 納入 な ど 行 
政 面 に か らむ 問題 で 、 行 政局 税務 査察 部 の 


調査 で は 最大 数 億 新 円 の 税収 損失 に 繋が っ 
て いる と 指摘 され て いま す 

も う 一 つの 問題 が 、 非 登録 市 民 の 匿名 性 
を 悪用 し た 犯罪 へ の 関 2 られ. ます 。 
ECP が 処理 し た な か で も 、 こ こ 
し で 起き た 較 悪 旬 罪 の 多く に こ 。 科 うし だ 
非 登録 市 民 が 関わ っ て いる こと が わか っ て 
いま す 。 企 業 が 独自 に 処理 し 、 公 に な っ て 
いな い 事 件 を 含め れ ば 、 こ うし た 事例 は さ 
ら に 増え る こと に な り ま す 

行政 局 は こう し た 非 登録 市 民 の 捕捉 ・ 追 
跡 を 行なっ て いま す が 、 な か な か 成果 が 挙 
が っ て いな い の が 実情 で す 


組織 犯罪 

東京 の 暗部 で は 、 企 業 で も スト リー ト ・ 
ギャ ング で も な く 、 ヤ ク ザ 組織 が 幅 を 利 か 
せ て いる と 言わ れ て いま す 。 最 大 の 勢力 を 
肝 ぷ すい 全量 姉川 絆 で す 。 姉 川 組 は 
ここ 十 年 の あい だ に 数 多く の 犯罪 組織 を 取 
りこ ん で 、 急 成長 を 遂げ まし た 。 彼 ら が 表 
立っ て 犯罪 に 関与 する 例 は あま り 見 られ ま 
せん が 、 非 登録 者 た ち を 実行 犯 に 仕立 て て 
電 妙 な カバ ー を 施し 、 対 立 組織 と の 抗争 や 
マト リッ クス を 悪用 し た 経済 犯罪 な ど に 関 
わっ て いる と 言わ れ て いま す 。 ま た 、 ヤ ク 
ザ 組 織 は いく つか の 有力 な 巨大 企業 と の つ 
な が り が 噂 され て いま す 

東京 で は 、2049 年 の 後半 か ら 新た な 偽造 
クレ ッ ド ステ ィ ッ ク ガ が 出回る よう に な っ て 
いま す 。 い ずれ を も 支払 い 保証 済み の クレ ッ 
ドス ティ ッ ク で 、 現 在 出 所 が 調査 され て い 
ます が 、 め ぼ し い 成 果 は あがっ て いま せん 。 


年 以上 、 


>>>>> [か つて は 企業 が ヤク ザ に 乗っ 取 
られ る と いう こと が あっ た 。 悪名 高い 三 浜 が 
そう だ 。 い まじ ゃ そん な こと は な く な っ た が 、 
メガ ・ コ ー ポ 系 列 の 中 小 企業 が ヤク ザ た ち に 
買収 され る こと は 珍し く な い ] こく くく 

- 神 の 手 (08:45:21 プ 02-04-50) 


最近 、 新 手 の 犯罪 組織 と し て メデ ィ ア を 
に ぎわ せ て いる の が 、"“ 相 梗 衆 " と 呼ば れ 
る 弓 織 で す 。 大 勢 の 魔法 使い が 加わ っ て い 
る らし く 、 法 外 な 報酬 で ライ バル や 競争 相 
手 の 調伏 " を 引き 受け る と 言わ れ て いま 
す 


>>>>> [こい つら に 関し て は 、 裏 の 世界 
で も わか ら な いこ と が 多い 。 正体 を 探 ろ うう に 
も な か な か 尻尾 を つか ませ な い の だ 。 噂 通り 
強力 な 魔法 使い ども が そろ っ て る な ら 、 な か 
な か 上 厄介 な 連中 が 現れ た こと に な る ] くく ぐ < 
る 

ー 一 神 の 手 (10:10:13/03-10-50) 


メタ ヒュ ー マ ン 問題 


2039 年 の "激怒 の 夜 ′ で は 、 メ タ ヒ ュ ー 
マン の 安全 を 確保 する と いう 理由 で 、 メ タ 
ヒュ ー マ ン の 収容 命令 が 出さ れ ま し た 。 し 
か し 、 収 容 地 区 に 指定 され た の は 、 東 京 紛 
者 に よる 被害 が 激しかっ た 荒川 、 隅 田川 、 
北 十 間 川 に 半 ま れ た 一 帯 で し た 。 こ の 措置 
は メタ ヒュ ー マ ン た ち を 戦災 地区 へ 押し こ 
め る と いう 色合い が 強く 、 さ まさ ざま な 層 か 
し い 非 難 が 浴び せら れ ま し た 。2045 年 

に は 収容 命令 は 解除 され て いま す が 、 収 容 
地区 に は 現在 も 数 多く の メタ ヒュ ー マ ン が 
住ん を で いま す 
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企業 が さま ざま な 都市 に 分 散 す る よ 
BMM 
つつ あり ます が 、 
や は り 東 京 は 独特 な 重要 な 位置 を 占め て い 
ます 。 膨 大 な 人 口 を 抱え 、 大 き な 市 場 と し 
て の 機能 と 価値 を 持っ て いる の で す 

大 きく 四 つ に 区 分 され る 東京 の な か で 
も 、 経 済 拠点 と し て の 比重 は 幕張 臨海 区 や 
渕 社 の 私 有 区 な ど に 移り つつ あり ます が 、 
中 央 地区 は 依然 と し て 中 心 的 な 消費 地帯 の 
役割 を 果たし て いま す 。 

旧 23 区 を 統合 し た 中 央 地区 は 多数 の 独立 
企業 が 集まる 特殊 な 商業 地帯 と 位置 づけ る 
こと が で きる で し ょ う 。 東 の 幕張 臨海 区 が 
さま ざま な 巨大 企業 の 拠点 と な っ て いる の 

と は 対照 的 に 、 中 央 地区 に は 巨大 企業 の 傘 
下 に 加わ っ て いる 小 企 業 や 、 ど の 巨大 企業 
の 系 列 に も 属さ な い 独 立 企業 が 集まっ て い 
る わけ で す 。 

中 央 地区 は 、 東 京 紛 省 で の 打撃 が 大 きか 
っ た 地域 で 、 新 都市 整備 法 の 中 心地 域 に 定 
め ら れ て いま す 。 

全体 と し て 過密 な 街 で 、 西 新宿 を 中心 に 
都市 の 高層 化 が 成立 し て いま す が 、 整 備 の 
遅れ て いる 上 野 や 池袋 な ど は 高層 建築 の 空 
白地 域 に な っ て いま す 。 

行政 ・ 経 済 の 拠点 と な る 場所 (た と えば 
西新 宿 や 芝浦 ) の 開発 が 優先 され 、 池 袋 な 
ど は 整備 が 後回し に され て いる た め 、 市 街 
整備 に 差 が 出 て いる の が 現状 で す 。 


>>>> ッ > [ 金 を つぎ こん だ 場所 と そう で な 
い 場所 の 差 は は な は だ し い 。 西新 宿 に は 人 も 
金 も 集 まる が 、 池 袋 は “死ん だ "な ん て 言わ 
れる くら いり 閑散 と し て いる 。 紛争 で 壊さ れ た 
ビル や 前 世紀 の 建物 が まだ 残っ て いる ほど 
| る 

ー 一 L S (09:00:21 プ 12-18-49) 


そう し た 状況 の な か で も 、 


地方 都市 で は 企業 に よる 独占 管理 が 進む 
IRMR 
つ に な っ て いま す 。 も と も と は 、 東 京 を 離 
れ た 企業 が 地方 都市 を 本 拠 地 と し て 整備 し 
た こと が きっ か け に な っ て いる の で す が 、 
2035 年 の 東京 紛争 以来 、 東 京 か ら ほ と ん ど 
の 巨大 企業 が 撤退 し 、 一 種 の 中 立地 帯 と な 
っ て いま す 。 現在 で は 日 本 政府 が 直接 和 理 
する 数 少な い 都市 の 一 つ で 、 旧 都庁 舎 が 東 
京 行政 局 と し て 使用 され て いま す 。 

企業 の 管理 都市 の 行政 は それ ぞ れ の 都市 
の 事情 に 応じ た か た ち で 行なわ れ て いま す 
が 、 中 立 都市 で ある 東京 は 前 世紀 か ら の 手 
法 が まだ 生き 残っ て いま す 。 行政 局 は 登録 
市 民 か ら 都 市 税 な どの 各種 の 税金 を 徴収 
し 、 街 の 整備 や 住民 の 福利 厚生 を 行ない ま 
す 。 

行政 が 担当 する 機能 の 一 部 は 、 一 般 企業 
の 請け 負い と いう か た ち に な っ て いま す 
が 、 そ れ に 必要 な 費用 は 登録 市 民 か ら の 税 
金 で まかなわ れる わけ で す 。 
特に 治安 の 維持 を は じ め と する 警 
は 、 主 要 企 業 が 合同 で 設立 し た 東都 警備 
(ECP)” と いう 入 備 会 社 が 行なっ て いま 
す 。 東 都 警 備 は 充分 な 資金 力 に 支え られ て 
お り 、 企 業 の 保安 部 隊 ク ラス の 実力 を 備え 
て いる と 言わ れ て いま す 。 


宗 機能 


>>>>> [で っ か く な っ た 東京 の 台所 は 、 
登録 市 民 の 税金 だ け で まかなえる も ん じゃ な 
いら しい 。 そ れ が 証拠 に 、 主 だ っ た 企業 は ど 
こも 補助 金 っ て 名 目 で あれ これ と 金 を 出し て 
る 。 結局 、 東 京 の 市 民 も 企業 に 生か し て も ら 
っ て る っ て こと に な る の か ね ] くく くく ぐ 

ー 一 黒 眉 (10:28:3109-30-49) 
>>>> ッ > [企業 に と っ て 補助 金 は 投資 みた 
いな も の と 考え れ ば いい 。 彼ら は 、『 最 終 的 に " 
出し た 補助 金 以上 の 利益 を 得 ら れれ ば いい 。 


年 >9 2 旨 


だ か ら 、 い ま の と ころ は 人 金 を 使っ て マー ケッ 
ト を 整え て いる と いう わけ だ ] くく くく ぐ く 

ーー ブラ イト ・ エ ッ ジ (19:23:33 プ 12-03-49) 
>>> ッ > ッ [行政 局 の や りか た が 気 に く わな 
い 人 々 も 多い で し ょ う 。 特に 種族 間 の 問題 は 
いろ いろ な 間 題 を は らん で いま す 。 そ うし た 
こと を めぐ っ て 西新 宿 で 抗議 デモ が 計画 され 
る こと も ある ん で す が 、 た いて い は 実行 前 に 
頓挫 し て し まい ます 。 治安 を あず か る ECP 
の 中 に は 、 そ れ だ け 鼻 の 利く 方 々 が いる と い 
うと だ で し よう] で る 

ーー ロン グ ・ フ ァ ン グ (03:21:2103-21-50) 


現在 、 行 政局 が 推進 し て いる 政策 に ( 
次 の よう な も の が あり ます 。 

カリ フォ ルニア 移民 奨励 策 : 

アメ リカ の カリ フォ ルニア 地域 の 独立 に 
伴い 、 そ れ を 後押し する 企業 の 手 に よっ て 
カリ フォ ルニア へ の 移民 が 奨励 され て いま 
ず 。 


>>>> ッ > 過密 の 東京 を 脱出 し て 、 限 りな 
い 可 能 性 の 広がる 新天地 へ ! ” これ を 歌い 文 
名 に し て いま す 。 で す が 、 初 期 の 移民 団 と し 
て ピッ クア ッ プ され た の は 、 オ ー ク を 中 心 と 
する メタ ヒュ ー マ ン ば か り で し た 。 門 進 的 な 
メタ ヒュ ー マ ン 擁護 派 か ら は 、 メ タ ヒ ュ ー マ 
ン の 棄 民 政策 で ある と いう 非難 も あっ た の で 
す ] ぐ ぐ ぐ ぐ ぐ 

ーー ロン グ ・ フ ァ ン グ (04:10:1109-22-49) 


西 地区 整備 事業 : 

西 地 区 は 渕 社 私 有 区 と 中 央 地区 を 区 分 す 
る た め に 設定 され た 地域 で す が 、 旧 23 区 に 
LN PP 

DVM Wh 行政 

企業 の 研究 施設 や 大 学 な どの 学術 機関 
MHR 
きも 手伝っ て 西 地区 の 重要 性 は どん どん 大 
きく な っ て いま す 。 
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価 経 済 状態 

地方 都市 の 多く は 巨大 企業 に 管理 され て 
お り 、 商品 の 市 場 と し て は 非常 に 閉鎖 的 に 
な っ て いま す 。 そ うし た な か で 、 東 京 は 膨 
大 な 人 口 を 背景 に し た 大 量 消費 地帯 に な っ 
て いま す 。 自 由 競 争 が 確保 され た 巨大 な 市 
場 と し て の 役割 を 担っ て いる わけ で す 
巨大 企業 が それ ぞ れ の 拠点 都市 で 作り だ 
し た 品物 の 何 割 か は 東京 で 消費 され 、" 経 
済 帝国 "を 支え る 屋台 骨 と も 言わ れ て いま 
す 。 そ の た め 、 合 法 非 合 法 を 問わ ず 、 東 京 


で 手 に 入ら な い 物 は まず あり ませ ん 。 ま た 、 


こう し た 自由 競 汗 の 育 景 が ある た め 、 各 企 
業 の 思惑 が か ら み あっ た 複雑 な 経済 状態 に 
な っ て いま す が 、 流 通 や 物価 に 関し て は 安 
定 が 保 た れ て いま す 。 


>>> ッ > [物価 は 安定 し て る な ん て 書い て 
あり ます が 、 コ ンピュータ や 家電 製品 な ん か 
の シェ ア 争 い の 激 し い 品 物 は 価格 競争 が 起こ 
る こと が あり ます 。 特に 大 手 が 新 し い モ デル 
を 発表 する と 、 ラ イ バ ル 会 社 も タイ ミン グ を 
あわ せ て 新 製品 を 登場 させ た り 、 突 然 そ れ ま 
で の 機種 の 値下り を し た りな ん て こと が 起こ 
る わけ で す 。 こ うい う の は 、 巨大 企業 に 管理 
され た 地方 の 都市 な ん か で は お 目 に か か れ な 
いで し ょ う 。 経済 戦争 っ て いう の を 最も 間近 
で 見 る こと が で きる 街 で すね ] こく くく ぐ < 

ーー シル フィ ー ド (22:10:45 プ 10-10-49) 
>>>>> [1% の シェ ア の 差 が 、 何 百 万 新 
円 の 利益 の 差 に な っ て くる 。 最 先 端 の 技術 情 
報 も も ちろ ん 重要 だ が 、 ラ イ バ ル 企業 が どの 
時 期 に 新 製品 を 発表 する か な ん て 一 見 地味 な 
情報 も 企業 に と っ て は 大 事 な こ と らし い … 
| < で ぐ ぐ ぐ 


影 法師 (23:18:32 プ 09-10-49) 


【 WE 


区 始 INFORMAT 10ON 広 尋 
新宿 ・ 渋 谷 の 2 か 所 に 関し て は 、 東 西 に 区 
分 し て 他 よ り 詳 し い デ ー タ が 用 意 さ れ て い 
ます 。 


久 新 窒 

昼間 人 口 : 30 万 人 (推定 。 東 部 に 非 登 録 
多数 ) 

夜間 人 口 : 27 万 人 (推定 
多数 ) 

治安 執行 状況 

ECP 西 新宿 分 百 (警備 人 員 800 名 ) 
警備 班 : 12 個 、 禁 徒 鎮圧 班 : 10 個 、 機 械 

化 犯罪 処理 班 : 7 個 、 特 殊 犯 罪 処 理 班 ( 対 

魔術 犯罪 ) : 5 個 、 そ の 他 : 3 個 


HIN 


東部 に 非 登 録 者 


な 所 在 官庁 : 東京 行政 局 、 中 央 通信 網 監 
視 局 、 企 業 活動 管理 局 


新宿 は 紛争 後 ま も な く 整 備 が 進め られ た 
地域 で す が 、 新 宿駅 を 境界 と し て 東西 で 異 
な る 色合い を 持っ て いま す 。 行政 の 中 心 と 
娯楽 の 中 心 が 同 居 す る と いう 奇妙 な 状態 に 
な っ て いる の で す 

駅 の 東側 ・ 東 新宿 は 東京 で も 有数 の 繁華 
街 で 治安 状態 も や や 低い レベ ル で す 。 逆 に 、 
西新 宿 は 行政 区 に な っ て お り 、 東 京 で も 最 
高 の 治安 を 誇っ て いま す 。 都 市 計画 の 徹底 
に よっ て 東西 は 明確 に 区 分 され て お り 、 新 
宿 を 南北 に 横切る 高架 鉄道 が 両者 を 隔て る 
壁 の 働き を し て いま す 

高 染 路線 の 還 側 、 西 新宿 は 中 央 地区 で 最 


る 重要 な 地域 と 言え を る で し ょ う 。 中央 地区 
の 特別 区 域 に 指定 され て お り 、 行 政 関係 の 


庁舎 だ け で な く 、 
ます 

経済 の 中 心 は 東 の 幕張 付近 に シフ ト し つ 
つ あ り ま す が 、 行 政 に 関し て は 東京 行政 局 
と 中 央 通信 綱 監 視 局 を 抱え る 西新 宿 が いま 


有力 企業 の 支社 も 見 られ 


も 東京 の 中 心 で す 。 行 政局 職員 、 評 議会 議 


se NNANYG 
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員 な ど 東 京 を 動か す 人 々 が 集中 し て お り 、 
模範 地域 と し て 重点 的 な 整備 が 行なわ れ て 
いま す 。 最 近 で は 2049 年 に 採択 され た 特別 
区 整備 計画 に 従っ て 、 多 層 都 市 構想 の 展開 
に 必要 な 高層 連絡 路 の 建設 が 計画 され て い 
ます 。 ま た 、 治 安 面 の 強化 に は 特に 力 が 入 
れ ら れ て お り 、 街 路 監視 レス テム や 上 緊 急 通 
報 端 末 の 充実 が 図ら れ て いま す 。 

西新 宿 で は デー タベース や マト リッ クス 
の 運用 も 活発 で 、 人 口 あ た り の アク セス 端 
末 の 設置 数 は 東京 で も 最大 で す 。 ビ ジネス 
タイ ム に お ける 回 線 使用 率 は 七 割 を 超え ま 
す が 、 個 人 使用 の 割り 合い は ご く 小 さく 、 
その 大 半 が 行政 庁 や 企業 支社 で 使用 され て 
いま す 。 

治安 維持 は ECP が 専従 で 担当 し て いま 
す 。 新 宿 西部 は 経済 ・ 行 政 の 特別 地域 で あ 
る た め 、 東 京 で も 最大 の 人 員 が 配置 され て 
お り 、 犯 罪 押 止 に 大 き な 効果 を あげ て いま 
す 。ECP は 通報 後 3 分 以内 で 現場 に 駆け 
つけ る 態勢 を 敷い て お り 、 文 字 通り 東京 
で 最も 安全 な 街 " が 実現 され て いる わけ で 
す 。 

その 一 方 、 東 新宿 は 東京 で も 最大 規模 の 
繁華 街 に な っ て いま す 。 東 側 一 一 特に 歌舞 
伎町 は 風俗 関係 の 店 や 酒場 、 非 合法 商 ( 開 
医者 、 武 器 や サイ バー ウェ ア の 違法 販売 ) 
が 多く 、 住 人 の 正確 な 把握 や 管理 も 行き 届 
いて いな いた め 、 東 西 で 治安 状態 の 不 均 衡 
を も た らし て いま す 。 正 確 な 数 値 は わか り 
ませ ん が 、 東 新宿 は 東京 で も 最大 規模 の 非 
登録 市 民 を 抱え て お り 、 こ うし た 住人 が 起 
こす 凶悪 犯罪 一 一 西側 に ある マト リッ クス 
の 違法 利用 や デー タ 奪取 、 さ ま ざ ま な 破壊 
活動 が 問題 に た っ て いま す 。 
西新 宿 の 地域 人 口 の ほとん ど は 外部 か ら 
の 通勤 者 で 、 定 住人 は わずか し か あり ま 
せん 。 行政 局 職員 や 企業 社員 の ほとん ど が 
帰宅 し た あと 、 西 新宿 の 夜間 人 口 は 激減 し 
て し まい ます (新宿 全域 で は 二 割 程度 の 減 
少 で す が 、 西 部 に 限っ て いえ ば 九 割 近く 減 
少 す る と いう 統計 が あり ます ) 。 そ の た め 
人 口 の 減っ た 夜間 に 東部 か ら 西 新宿 に 入り 
こみ 、 施 設 へ の 侵入 や 破壊 を 行なっ た 事件 
の 報告 例 が 増え て いま す (2049 年 の ECP 
年 次 報告 で 23 件 。 た だ し これ は ECP に 通 
報 さ れ た 場合 の み で 、 企 業 な ど が 独自 に 処 
理 し た 場合 を 加え る と 事件 数 は さら に 増え 


る で し ょ う )。 ECP の 調べ で は 、 そ うし 
た 侵入 者 の 大 半 は 東 新宿 の 非 登 録 住人 で 、 
いずれ も コン ピュ ー タ ・ シ ステ ム に 収め ら 
れ た 重要 デー タ の 奪取 や 建物 の 破壊 活動 に 
関わ っ て いま し た 。 こ うし た 犯罪 に 関わ る 
非 登録 市 民 に は 違法 サイ バー ウェ ア で 強度 
の 身体 改造 を 受け た 者 や 魔法 能力 者 も お 
り 、ECP も そう し た 脅威 に 対抗 で きる だ 
け の 能力 が 求め られ て いま す 。 
西新 宿 同 様 、 東 新宿 で も マト リッ クス へ 
の アク セス は 活発 で す (夜間 の 回 線 使用 率 
は 六 割 を 超え ます ) 。 し か し 、 東 新宿 か ら 


_ の アク セス は 不法 設置 され た 端 本 や 登録 を 


受け て いな い サ イ バ ー デ ッ キ を 使う 場合 が 
多く 、 デ ー タ 破壊 や 奪取 と いっ た 情報 犯罪 
と の つなが り が 大 き な 問 題 に な っ て いま 
す 。 中央 通信 網 監視 局 は ECP と 連携 し て 、 
こう し た 違法 アク セス に 対処 する 態勢 を 強 
化し て いま す 。 違法 アク セス 者 排除 用 の 保 
安 プ ログ ラム の 強化 、 侵 入 点 へ の 貴 急 出動 
チー ム の 編成 な ど 、 こ れ ま で 対応 が 追い つ 
か な か っ た 部 分 の 見 直し が は か られ て いま 
す 。 し か し 、 企 業 な どの 私 有 グ リッ ド は 企 
業 秘密 に 触れ る 部 分 も ある た め 、 監 視 局 の 
管轄 外 に あたり ます 。 こ うし た シス テム へ 
の 違法 アク セス に 対し て は 各 企 業 が 独自 に 
対処 し て いる の が 現状 で す 。 

こう し た 治安 の 不 均衡 か ら 、 特 別 区 整備 
計画 で は “東西 分 離 の 徹底 "が 強調 され て 
いま す 。 都市 整備 の 面 か ら は 、 東 側 の 区 画 
整理 と 非 登録 者 を 中 心 と し た 大 々 的 な 住民 
調査 が 、 治 安 維 持 の 面 か ら は 、 東 西 を 行き 
来 す る 交通 の 監視 一 一 駅 の 乗降 和 客 や 地下 道 
の 通行 者 の チェ ッ ク ー 一 や 、 夜 間 パ トロ ー 
ル の 回 数 増加 が 盛り こま れ て いま す 。 
新宿 に か ぎら ず 、 渋 谷 ・ 池 袋 と いっ た 低 
治安 地域 で は 非 登録 住民 の 問題 が 深刻 に な 
っ て いま す 。 正確 な 統計 は あり ませ ん が 、 
一 説 に は シス テム 昌 合 番号 (SIN) を 持た 
な い 非 登録 市 民 の 数 は 数 万 人 以上 と も 言わ 
れ て いま す 。 非 登録 市 民 に 関す る デー タ は 
ほとん ど な い に 等 し く 、 彼 ら の 足取り や 身 
元 の 確認 も ほぼ 不可 能 で す 。 こ うし た 了 名 
性 を 悪用 する 者 は あと を 絶た ず 、 巨 大 な 犯 
罪 の 温床 と し な っ て いる わけ で す 。 ま た 、 非 
登録 市 民 が 起こ す “犯罪 "は も ちろ ん 、 彼 
ら が 公式 記録 上 “存在 し な い " 市 民 で ある 
た め 都 市 税 や 所 得 税 の 未納 と いう 行政 面 で 


回 で si = 回 


MI (GAMEMNTEREUON 


の 問題 も 重要 に な っ て いま す 。 


>>>>> [ここ に 出 て る “ 非 登録 市 民 ” に 
は 、 儀 ら ラ ン ナー も 含ま れる 。 連 中 は 僕ら を 
毛嫌い する よう な こと を 言っ と る が 、 島 ら が 
いな けり ゃ あい つら だ っ て 困る こと に な る 。 
必要 悪 と いう 言葉 が ある よう に 、 裏 の 世界 っ 
て いう の は いつ の 時 代 も 必要 と され る も ん 
さ ] ここ こく < 
ー 一 黒 眉 (01:10:50 プ 10-10-49) 
>>>>> [そう いえ ば 、 わ け の わか らん 調 
査 と か で 俺 た ちの 寝 ぐ ら に や っ て きた お 役人 
が いた が 、 ひ ょ っ と し て あれ が “住人 調査 " 
っ て や つ だ っ た の か ね 。 仕事 に ミス っ て 機嫌 
の 悪かっ た サム ライ に 追い 払わ れ て た が … 
…j で ぐ 克 ぐる 
ー 一 L S (08:58:21 プ 12-27-49) 
>>>>> [お と な し く 協 力 し て や りゃ いい 
も の を ……。 こ れ で また 俺 た ちの 評判 が 悪く 
な る っ て も ん だ 。 ど う せ 嘘 っ ぱち を 言っ た と 
ころ で 、 連 中 に は 本 当 の と ころ を 調べ る こと 
な ん か で きる わき ゃ な いさ 。 適当 に あし ら っ 
と きゃ いい の よ ] くく くく ぐ 
ー 一 雑学 屋 (04:23:5107-30-49) 


@@ 西 新宿 (治安 評価 : AAA) 
東京 の 行政 の 中 心地 で す 。 旧 都庁 舎 を 改 
造 し た 東京 行政 庁 を 中 心 に 、 企 業 支社 の 入 
居 す る ビル や 高層 ホテ ル が 立ち 並ん で いま 
す 。 こ の 四 〇 年 ほど の あい だ に 街並み の 高 
層 化 が 進行 し まし た 。 

西新 宿 で は 美しい 景観 の 実現 に も 力 が 入 
れ ら れ て お り 、 大 規模 な 区 画 整 理 に よっ て 
他 の 地域 と は 異な っ た 広い 街路 が 確保 され 
て いま す 。 高 層 建 築 は 街 全体 の バラ ンス を 
考え て きれ い に 配 置 さ れ て お り 、 整 然 と し 
た 街並み が 最大 の 特徴 に な っ て いま す 。 東 
側 と は 対照 的 に 非常 に 清潔 な 街 と 言え る で 
し ょ う 。 ビ ジネス タイ ム に は 、 行 政局 の 戦 
員 や 周辺 企業 の 社員 が 中 央 公園 や 路上 で 情 
報 交 換 を し て いる 姿 が 見 られ ます 。 ま た 、 
ECP は 大 量 の 人 員 を 投入 し て お り 、 パ ト 
ロー ル と 街路 の 監視 の 徹底 で 最高 に 近い 治 
安 状態 を 実現 し て いま す 。 


>>>>> [いく ら 治 安 が よ か ろ うと 、 人 の 
住む 衛 じ ゃ ね え ぜ 。 ま わり は お 堅い 連中 ば か 
り で 、 い いか げん 息 が つま っ ちまう ] くく く 
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SS 

ーー ブラ イト ・ エ ッ ジ (21:22:33 プ 10-03-49) 
>>>>> [あん た に 牙 が ある ん な ら 、 あ ん 
まり この 街 を うろ うろ し な いこ と だ 。 人 通り 
っ て いや お まわ り ば っ か り 。 十 歩 進 む ご と に 、 
呼び 止め られ ちまう 。 う ざっ て えっ た ら な か 
うた 和合] ざ で で ぐ な < 

ーー ロン グ ・ フ ァ ン グ (20:30:00 プ 10-29-49) 
>>>> ッ > [ 表 は 取り 繕 っ て る が 、 行 政局 や 
評議 会 の 中 じゃ 実は 争い が 絶え な いら し い 。 
特に 評議 員 な ん か は メガ ・ コ ー ポ の 利害 を 背 
負っ て る ん で 、 誰 が 誰 の スキ ャ ンダ ル を 暴露 
し た だ の 、 ひ どい と き に は 裏 か ら 手 を 回 し て 
暗殺 し た だ の 、 血 生臭 い 話 も いろ いろ 聞こ え 
て くる ] くく ぐ ぐ ぐ 

ーー ラン ド ・ ブ リー ズ (143333 ノ 11-18.49) 
>>> ッ > ッ > [ 事 肉 強 食 は どこ も 一 緒 っ て わけ 
か 。 利益 の た め に は 手段 を 選ば な い 。 勝負 に 
負け た 者 は すぐ に 用 な し に な る 。 つ まり 企業 
の 論理 に 支配 され て る わけ だ な ] こく こく くく 

ーー ネイ ル ・ マ ー ク (1424028 プ 11-1849) 


西新 宿 の 代表 的 な 施設 

東京 行政 局 

公共 施設 ン 西 新宿 二 丁目 プ ノ マ ネー ジャ 
eo も 下位 凌 人 ま 4 6911 一 も 1 


東京 に お ける 行政 管理 の 中 心 に な っ て い 
ます 。 評議 会 の 決定 に 沿っ て 、 さ ま ざ ま な 
部 市 整備 や 行政 政策 を 進め て いま す 。 登 録 


市 民 の 納め る 税金 の 管理 、 お よび 都市 評議 
会 選挙 の 管理 も 行政 局 の 担当 に な り ま す 。 
建物 の 外見 は 六 〇 年 以上 も 変わ っ て いま せ 
ん が 、 内 部 の セキ ュ リ ティ は 常に 最新 の 施 
設 に 更新 され て いま す . 

中 央 通信 網 監視 局 

公共 施設 西新 宿 大 丁目 プ マ ネー ジャ 
ー: 如 藤 妨 /LTG#111 (001 一 5 
3 ). 

中 央 地区 に お ける 通信 グリ ッ ド の 維持 と 
監視 を 行ない ます (企業 が 所 有する 専用 グ 
リッ ド は 管轄 外 で す )。ECP や 民間 警備 
会 社 と 連携 し て 不法 侵入 者 の 摘発 に あたる 
の で 、 マ トリ ックス の 警察 と も 言わ れ て い 
ます 。 最 近 は いく つか の 企業 が 提携 し て 、 
独自 の セキ ュ リ ティ ・ プ ログ ラム の 開発 に 
力 を 注い で いま す 。 

企業 活動 管理 局 

公共 施設 西新 宿 皿 目 プ マネ ー ジ ャ 
ーー グ LTG#1 11 (001 一 7 2). 

企業 犯罪 の 摘発 お よび 監視 を 行ない ま 
す 。 企業 間 に 起 こっ た 諸 間 題 の 調停 か ら 市 
場 物 価 の 監視 まで 、 企 業 に 関連 し た 幅広 い 
問題 に 対応 する 機関 で す 。 PWM 
に 出る こと は 珍し く 、 活 動 内 容 や 組織 に 
の Si kn 
ひび ます 。 


>>>> ッ > [企業 紛争 の 調停 な ん て 一 大 事 か 
ら 、 不 良 商品 の 摘発 な ん て 地味 な 仕事 まで 、 


いろ ん な こと に 手 を 出し て る 。 企業 か ら 独立 
し た ほとん ど 唯 一 の 機関 ら しい 。 実際 の 活動 
や ら 人 員 や ら 、 わ か らん こと も 多い し な ] < 
ぐ ぐ そ で 

ーーL S (03:37:10 プ 10-18-49) 


都市 環境 局 

公共 施設 西新 宿 二 丁 目 プ マネ ー ジ ャ 
ー : 早川 結 帆 プ LTG#111 (003 一 
2 5)。 


行政 局 の 支局 の 一 つ で す 。 行政 関係 の 部 
著 で は 最も 大 き な 予 算 が 割り 当て られ て お 
り 、 都 市 計画 の 推進 か ら 種族 問題 の 解消 ま 
で 、 東 京 の 環境" に 関す る 事業 を 担当 し 
て いま す 。 


>>>> ッ > [最近 じゃ 、ECP と 並ん で 市 民 
か ら の 苦情 処理 が 最大 の 仕事 に な っ て る らし 
| 丈 乏 且 ぐ 有 

ーー ネイ ル ・ マ ー ク (04:58:10/01-18-50) 


ECP 西 新宿 分 署 

公共 施設 / 西 新宿 大 丁目 プ マ ネー ジャ 

: 仁 藤 秀 昌 プ LTG#111 (001 一 
1 デー) 

新宿 に お ける 民間 犯 罪 の 摘発 お よび 監視 
を 行ない ます 。 西 新宿 全域 に 張り めぐ ら せ 
た 街路 監視 モニ ター や 30 分 お き の 定時 パト 
ロー ル に よっ て 、 犯 罪 の 監視 や 予防 を 担っ 
て いま す 。 西 新宿 分 署 は 東京 で は 最大 の 


ーー ーーーーー 


-。 東京 行政 局 


で っ ⑧ 企 業 活動 管理 局 
ーー @ 都 市 環境 局 
ーー⑧⑤ECP 西 新宿 分 署 
_ | 新宿 中 央 公園 
] @ 花 扇 (ハイ ラン ド ホ テル 内 ) 


| 西新 宿 


@ 中 央 通信 網 監視 局 


⑧ ス トレ ー ト ・ フ ラッ シュ 


LAW (NEDYT(K6h NEENMMGK GMNENNTERYETON 


1500 名 の 隊員 を 擁し 、 高 度 な 訓練 施設 な ど 
設備 面 も 充実 し て いま す 。 豊富 な 人 員 や 装 
備 を 誇っ て お り 、 非 常時 に は 他 分 著 の 管轄 
地域 に 出動 する こと も あり ます 。 


>>>>> [サム ライ や ら 魔 法 使 い を 封じ こ 
め る に は 、 同 じ 能 力 を 持っ た 者 が 必要 で す 。 
EC P は 千 人 以上 の 隊員 を この 西新 宿 に 置い 
て いま す が 、 そ れ で も な か な か 追い つか な い 
っ て いう の が 現状 みた いで すけ ど ] くく くく 
ぐ 

ーー シル フィ ー ド (23:18:3209-10-49) 


新宿 中 央 公園 

公園 西新 宿 二 丁目 プ マ ネー ジャ ー: 
ーーー 

行政 局 と 企業 活動 管理 局 の ちょ うど 中 央 
に あたる 公園 。 行 政局 の 職員 や 周辺 企業 の 
社員 に と っ て 絶好 の 休憩 場所 と な っ て いま 
す 。 夜間 に な る と 、 こ こ に 侵入 者 "が 集 
まる こと が あっ た た め 、 現 在 で は 夜 九 時 以 
降 は 立ち 入り 禁止 に な っ て いま す 。 


西新 宿 ハ イフ ンド ホテ ル 

ホテ ル ノ 西 新宿 二 二 目 プ ソ マ ネ ー ジ ャ ー : 
風間 涼平 / プ LTG#111 (258 一 8 
か 。 

行政 局 に 隣接 する 高級 ホテ ル で す 。E C 
分署 に 近く 、 ホ テル 独自 の セキ ュ リ ティ 
管理 も 行き 届い て いる た め 、 行 政局 や 企業 
の 寅 客 用 と し て よく 利用 きれ て いま す 。 
花房 (ハイ ラン ド ホ テル 内 ) 

レス トラ ン ノ 西新 宿 二 目 プ / マ ネー ジャ 
ー : 西 織 和 美 ZLTG#111 (258 一 
0 3). 

西新 宿 ハ イラ ンド の 最上 階 に ある 高級 料 
享 で す (中 流 以上 向け 。 オ ー ク 、 ト ロー ル 
に は 入 店 チェ ッ ク あ り )。 広 大 な フロ ア を 
占め 、 店 内 に は 和風 の 庭園 が 広がっ て いま 
す 。 入 店 時 に は 、 武 笑 携 帯 チ ェ ッ ク が あり 
ます 。 酒 も 食べ 物 も 、 超 高級 の 天然 物 を 用 
いま す 。 


>>>> ッ > [天然 物 ! く 覚 醒 > で ね じ ま が っ 
ちまっ た 動物 で も 食っ て ん の か ね ] こく ぐ 
ぐ ぐ 

ーー ブラ イト ・ エ ッ ジ (20:51:33 プ 10-03-49) 


>>>> ッ > [一 度 、 仕 事 の 依頼 人 に 呼び 出さ 
れ て 行っ た こと が ある ……。 超 高層 に 広がる 
広大 な 庭園 っ て わけ だ 。 さ す が に 圧倒 され た 
ね 。 携帯 チェ ッ ク に ひっ か か っ た 武器 は 、 店 
の あず か り に な る 。 違 法 な 武器 も 、 お と な し 
く 渡 せ は ば 見 逃し て も ら え る の が わか っ た 
上 民 | 寺 寺 な 吉 

ーー 瑞雲 (04:19:52 プ 12-11-49) 


スト レー ト ・ フ ラッ シュ 

酒場 ン 西 新宿 一 ] 目 プ ゾ マ ネー ジャ ー : 倉 
橋 千 明 /LTG 基 111 (389 一 7 5). 
中 流 以上 向け の 高級 クラ ブ で す 。 オ ー ク 
や トロ ー ル の 客 は 、 入 店 を 拒 ま れる 場合 が 
あり ます 。 


>>>>> [ここ の 従業 員 た ち は 、 接 客 用 ス 
キル ソフ ト を 使っ て な い !!” な か な か 珍し い 話 
だ が 、 そ れ だ け 高 級 っ て こと らし い ] くく 
ES 
ーー ブラ イト ・ エ ッ ジ (08:33:50/09-29-49) 
>>>> ッ > ド 伯 想 現実 " に 慣 ら さ れ て 、 人 づ 
き あ い が う まく で き な い 俸給 奴隷 ども は 、 こ 
うい うと こ に くる と 足 が す くん じ ま う っ て 話 
を 聞い た が 、 あ りゃ 本 当 か ね ?] くく くく ぐ 
ー 一 白狐 (21:03:22 プ 11-29-49) 


人 @ 東 新宿 (治安 評価 : D) 
駅 を 境界 に 接する 西新 宿 と は 、 あ ら ゆ る 
意味 で 対 明 的 な 街 と 言え を る で し ょ う 。 高層 


建築 が 少な く 、 西 側 と 比べ る と 空白 地帯 " 


と も 言わ れ ま す 。 生 活 レ ベル も 雑多 な 人 々 
が 集まる た め 治 安 レ ベル も 低く な っ て いま 
す 。 歌 舞 伎町 界隈 で は 区 画 も 整理 され て お 
ら ず 雑然 と し た 街並み で す 。 過 去 、 治 安 の 
向上 を 狙っ て 何 度 か 区 画 整理 が 試み られ た 
こと が あり ます が 、 住 人 の 反発 も あっ て う 
まく いっ て いま せん 。 

東 新宿 は 東京 有数 の 繁華 街 を 把 を て お 
り 、 歌 舞 伎町 を 中 心 と し て 酒場 な ど が 集 ま 
っ て いる の が 特徴 で す 。 恒 間 は 死ん だ よう 
な 印象 を 受け る も の の 、 夜 に な る と 息 を 吹 
きか え し て きま す 。 西 新宿 と は 活動 時 間 が 
ちょ うど 逆転 し て いる よう な 状態 で す 。 合 
法 ・ 非 合法 を 含め 、 こ の 街 で 手 に 入ら な い 
娯楽 は な いと まで 言わ れ て いる ほど で すず す 。 
また 、 こ の 街 に 多い 非 登録 市 民 の な か に は 、 
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その 了 名 性 を 活か し て 犯罪 に 関わ る 者 も 少 
な く あ り ま せん 。 


>>>>> [いつ か ら そ うな っ た の か は も は 
や わか ら な い が 、 東 新宿 に 寝 ぐ ら を 持つ シャ 
ドウ ラン ナー は 多い 。 裏 の 仕事 を 頼み た いな 
ら 、 一 度 来 て みる こと だ ] こく く ぐ くく 

ー 一 鷹 使い (23:16:34/09-30-49) 


歌舞 伎町 

東京 で る 最大 規模 の 繁華 街 で す 。 "上流 " 
か ら 路上 生活 まで 、 あ ら め ゆめ る 階層 の 
人 々 を 飲み こみ 、 夕 刻 か ら 翌 日 の 早朝 に か 
け て 非常 な に ぎわ い を 見 せま す 。 同 時 に 東 
京 の “ 影 の 部 分 を 集め る 街 で 、 東 京 で の 
シャ ドウ ラン ナー た ちの 拠点 の 一 つ に な っ 
て いま す 。 


>>>> ッ > [百年 前 か ら 、 こ こ は ち ょ っ と い 
か が わし い 街 だ っ た 。 い まこ の 街 を 開 歩 し て 
る の は 本 気 で 危険 な 奴ら ば か りさ 。 カ タキ の 
奴ら も “遊び に " 来 や が る が 、 そ の 隣 じゃ 体 
に 鋼 を 仕込 ん だ プロ が 酒 を 飲ん で る 。 俺 た ち 
に 気 や すく 声 を か けん じゃ ね え ぜ 。 俺 た ちの 
“遊び "は 生命 を 張る っ て こと だ ] くく くく ぐ 

ー 一 鷹 使い (22:38:5109-29-49) 
>>>>> [まぶし い 光 の すぐ 横 に は 、 大 き 
な 影 が で きる っ て な ] くく くく ぐ 

ー 一 黒 眉 (23:45:3110-01-49) 


東 新宿 の 代表 的 な 施設 

利 屋 

酒場 / 新 宿 二 目 / マ ネー ジャ ー : 往 木 
秋 三 LTG#114 (001 一 6 3). 
高架 路線 の 真下 近く に ある 居酒屋 。 時 代 
が 百年 以上 逆戻り し た よう な 古めかしい 和 
風 の 内 装 で 、 カ ウン ター と 座敷 席 で 構成 さ 
れ て いま す 。 出入 りす る 客 は “ラン ナー“ 
た ち が 中 心 と 言わ れ て いま す 。 

シル バー・ ム ー ン 

酒場 歌舞 伎町 プ マ ネー ジャ ー : グレ ア 
ト ・ オ ー ラ ンド グ LTG 昔 114 (001 
ーー 一 折 導 ナ 

歌舞 伎町 に ある 酒場 バー テン は ネイ テ 
ィ ブ プ ・ ア メリ カン の 男性 で す 。 こ の 界隈 で 
は 珍し く 、 上 品 な 雰囲気 が 売り 物 で す 。 こ 
の 店 に 出入 りす る 客 も “ランナー” が 中 心 
言わ 友 て で て いま すず 。 
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ッ > テラ シッ > っ [た だ ラン ナー の 客 が 多い っ て だ 
け じ ゃ な い 。 "仕事" の 夫 旋 も や っ て る っ て 噂 
が ある ] こく くく ぐ く 

ー 一 正宗 (19:24:33 プ 12-09-49) 


暁 

酒場 新宿 十 目 プ マ ネー ジャ ー : 樽 原 
統 造 プ LTG 弁 112 (501 一 7 3). 
昔ながら の 赤 提 灯 ふ う の 飲 み 屋 で す 。 大 
豆 食品 が 中 心 の 品 拉 え を で す が 、 ど れる も 見 事 
な 調理 が され て いて 、 し か も 手頃 な 値段 で 
す 。 


>>>>> [どん な 時 代 に も 、 
必要 さ ] ここ くく < 
ー 一 雅 黒 (03:03:03 グ 08-12-49) 


ご うい う 店 は 


御坂 

酒場 歌舞 伝 町 プイ マイ ネー ジャ ー : ジョ ナ 
サン ・ ウ ィ リ アム スプ LTG#117 (4 
2 1 一 5 導 )。 

和風 の 酒場 で す が 、 エ ルフ が 店 主 を 務め 
て いま す 。 こ の 店 は メタ ヒュ ー マ ン に 開放 
され て お り 、 人 間 は 入 店 を 断 わ ら れる 場合 
が あり ます 。 


>>>>> [ヒュ ー マ ニ ス に は 気 を つけ 
な | そ ぐ ぐ ぐ で 
ー 一 正宗 (20:25:33 グ 12-08-49) 


ワイ ルド ・ へ ヘヴン 

酒場 歌舞 伝 町 プ マ ネー ジャ ー: カー 
ル ・ ヒ ル シ ュ タイ ング LTG##118 (2 
3 4 一 18). 

暗い 雰囲気 の バー で す 。 常連 の 紹介 な ど 、 
コネ が な けれ ば 入 店 で きま せん 。 


>>> ッ > [この 店 の 裏 の 商売 は あん まり 知 
られ ちゃ いな いよ うだ な 。 編 覚 剤 と 解毒 剤 を 
出し て くれ る 。 娘 覚 剤 で トリ ッ プ し て 、 解毒 
剤 で “ 素 面 に 戻す っ て わけ だ 。 中 に は 、 ド 
ラッ グ が 体質 に あわ ず に 死ん じ ま う 奴 も いる 
と どか] て で く ぐ ぐ で マズ 

ー 一 瑞雲 (04:36:25/02-05-50) 


電装 整体 

ボディ ショ ッ プ ノ 歌 舞 伎町 ププ マネージャ 
ー: 巧 木 鷹 和 人 LTG#117 (257 一 
7 8). 

サイ バー ウェ ア の 不調 を 治す 医者 で す 。 
サイ バー ウェ ア は 、 ま れ に 生体 不適 合 を 起 
こす こと が ある の で 、 そ の 治療 も 行ない ま 
す 。 サ イ バ ー ウ ェ ア に 関し て は 専門 家 で 、 
埋め 込み 後 の リ ハビ リ ま で 手掛け て いま 
稼 。 


>>>>> [こない だ 妙 に 肩 が だ る く て 、 こ 
こ で 診 て も ら っ た の さ 。 そ れ が 、 普 通 の 医師 
が や る みた いな 触診 じゃ な くっ て 、 電 極 プロ 


ー ブ を 体 の あちこち に 刺し て 診断 する 。 ま っ 
た く 自 分 が 機械 その も の に な っ た よう な 気分 
だ っ た 。 そ し た ら 、 埋 めこ ん だ 筋肉 が 不調 で 、 
“肩こり” を 起こ し て る っ て 言わ れ た よ 。 機械 
に 肩こり な ん ざ 、 お か し な 話 だ が ] ここ くく ぐ 
に 

ーー ブラ イト ・ エ ッ ジ (23:56:46/02-19-50) 


テイ ププ ・ ラ イシ 

病院 新宿 二 ] 目 プ ソ マ ネ ー ジ ャ ー : 汗 崎 
重 実 /LTG#116 (465 一 29). 
“大量 治療 " を 歌い 文句 に し た 病院 で 、 サ 
イ バ ー ウ ェ ア を 埋め こん だ 改造 人 間 か ら 生 
身 の エ ルフ まで 、 こ の 病院 で 診 な い 愚 者 は 
あり ませ ん 。 治療 費 も 通常 の 七 割 程度 で す 
み ま す 。 


> ッ >>>>「" な ん で も 治す "っ て の が 建て 前 
だ が 、 と に か く 病 院 を 出る と き に 生き て りゃ 
いい っ て 方 針 ら し い 。 “マニ ュ ア ル "” に 従っ た 
流れ 治療 、 副 作用 を 気 に し な い 薬 の 乱発 、 な 
ん で も ご ざれ だ 。 ス ラッ プ ・ パ ッ チ や 薬剤 を 
多用 する “即効 治療 " が 売り も ん だ が 、 魔 法 
使い に と っ ちゃ 危険 すず ぎる ね ] こく くく くく 
影 法師 (02:23:1210-28-49) 
> ッッ > ッ > [し か し 、 治 療 費 が 安い っ て の は 
大 事 な こ と だ 。 仙 し い ス トリ ー ト の 連中 が 治 
療 を 受け る に は 、 こ うい う 病 院 に 頼ら な きゃ 
仕方 な い ] こく こく くく 

小龍 (04:41:03 プ 11-05-49) 


纏 還 リ 大 / 
に 


7 7 


由 だ) 
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シル バー・ ム ー ン 
③ 暁 

御坂 

ワイ ルド ・ へ ヴ ン 
@⑥ 電 装 整 体 
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昼間 人 口 : 22 万 人 (推定 。 西 部 に 非 登録 者 
多数 ) 

夜間 人 口 : 27 万 人 (推定 。 西 部 に 非 登録 者 
多数 ) 

治安 執行 状況 

ECP 渋 谷 分 署 ( 入 備 人 員 200 名 。2049 年 
現在 。 増 員 検討 中 ) 

和 備 班 : 5 個 、 禁 徒 鎮圧 班 : 3 個 、 機 械 
化 犯罪 処理 班 : 3 個 、 そ の 他 : 3 個 
他 民 間 和 警備 会 社 (企業 や 一 般 市 民 と 個別 契 
約 ) 

E な 所 在 官庁 : な し 


巨大 企業 の 成立 に と も な っ て 電子 や 機械 
を 中 心 と し た 基幹 産業 は 巨大 企業 の 独壇場 
に な り ま し た が 、 メ ディ ア を 中 心 と し た 情 
報 産業 に は 比較 的 小 規模 の 独立 企業 が 潜り 
こむ 余地 が 残さ れ て いま し た 。 こ の 渋谷 は 、 
そう し た メデ ィ ア 系 の 独立 企業 が 拠点 と し 
た 街 で す 。 い ま も そ の 流れ は 変わ っ て お ら 
ず 、 報道 や 音楽 関係 、 トリ デオ と いっ た メ 
ディ ア の 中 心地 に な っ て いま す 。 

流行 や 情報 の 発信 地 で も あり 、 東 新宿 と 
並ぶ 繁華 街 に た っ て いま す 。 特 に 駅 か ら 北 
西 に 延び る セン ター 街 に は 、 最 新 の テク ノ 
ロジ ー や 魔法 を 利用 し た アミ ュー ズ メ ント 
施設 が 数 多く 立ち 並ん で いま す 。 

メデ ィ ア 系 企業 が 進出 し て いる た め 、 非 
常に きら びやかな 印象 の 街 で す 。 ま ば ゆい 
トリ デオ ・ ウ ォ ー ル や 時 間 広告 に 彩 ら れ た 
ビル の 壁 。 そ し て 前 衛 的 な ファ ッ シ ョ ン に 
身 を 包ん だ 若者 た ち 。 同 じ 繁 華 街 と 言っ て 
も 、 街 その も の が 対象 に し て いる 年 齢 層 は 
東 新宿 に 比べ て か な り 低く な っ て いま す 。 
特に 十 代 か ら 二 十 代 前 半 の 若者 た ち が 中 心 
と 言え る で し ょ う 。 ラ イブ ハウ ス な ども 多 
く 、 一 獲 千 金 を 夢見 る ロッ カー た ち が 集 ま 
り ま す 。 有 名 な ライ ブ ハ ウ ス の そば で は 、 
変 声 機 を 理 め こん だ スト リー ト ・ シ ン ガ ー 
の 歌う 姿 を 見 る こと が で きる で し ょ う 。 
こう し た 特色 は 、 街 その も の に 特異 な イ 
メー ジ キ や 付 加 価 値 を 持た せ て 若年 層 を 惹き 
つけ よう と する 、 メ ディ ア 企 業 の 戦略 に よ 
る も の で す 。 二 十 世紀 の 昔 か ら 若 年 層 を 惹 
きつ ける 街 で し た が 、 正 し く は 、 そ うし た 
若者 を 購買 層 と する メデ ィ ア 企業 こそ 、 こ 


「 
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の 街 の 主役 と いう こと に な る で し ょ う 。 新 
宿 を は じ め と し た 東京 市 街 の 各所 は 、 こ う 
し た 企業 の 思惑 が 少な か ら ず 街 の 色合い に 
影響 し て いま す が 、 渋 谷 は その 最も わか り 
や すい 例 と 言う こと が で きま す 。 

また 、 こ うし た 華やか な 雰囲気 と は 対照 
的 に 、 渋 谷 の 街 は 十 年 ほど 前 か ら 西 部 地域 
で の 治安 低下 に 頭 を 悩ま せ て いま す 。 ス ト 
リー ト ・ ギ ャ ング の 台頭 で す 。 彼 ら も 、 当 
初 は “最も 先鋭 的 な ” 若者 た ちと し て 、 そ 
の 独特 の ファ ッ シ ョ ン 感 覚 と と も に メデ ィ 
ア 企業 に 取り 上 げ ら れる 程度 の 存在 に 過ぎ 
ませ ん で し た が 、 徐 々 に その 数 と 勢力 を 増 
し 、 ス トリ ー ト に 張り めぐ で ぐら せ た ネッ トワ 


ー ク で 厳然 と し た 力 を 持つ ほど に 成長 し ま 
し た 。 あ る 意味 、 現 在 の ギャ ング た ちの 友 
頭 を 招い た の は 、 他 な ら ぬ メデ ィ ア 企業 の 
イメ ー ジ 戦略 で ある と も 言え ます 。 ギ ャ ン 
グ た ちの 引き 起こ す 犯 罪 や 、 ギ ャ ング 同士 
の 抗争 に 代表 され る 暴力 事件 は 、 周 辺 の 地 
域 を 巻 きこ ん で いま で は 大 き な 社 会 問題 に 
な っ て いま す 。 

スト リー ト ・ ギ ャ ング た ち は 道 玄 坂 を 中 
心 と し た 渋谷 西部 を 根城 と し て お り 、 表 通 
り を 離れ る と 彼ら が 同上 歩 する 全 険 な 街 へ と 
姿 を 変え た ます 。 乱立 し た スト リー ト ・ ギ ャ 
ング が 抗争 を 繰り 広げ る な か に 、 横 浜 か ら 
の 進出 を 狙 う ギ ャ ング が 加わ り 、 ギ ャ ング 
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同士 の 勢力 省 い は 混 六 と し た 状態 に な っ て 
いま す 。 最 近 で は 、 こ の 街 で も 新宿 の よう 
な 東西 分 離 が 検討 され る よう に な っ て いま 
す 

スト リー ト ・ ギ ャ ング の 抗争 が 行なわ れ 
て いる 一 方 で 、 メ ディ ア 企 業 の 争い も 爆烈 
を きわ め て いま す 。 ス クー プ や スキ ャ ンダ 
ル を めぐ る 取材 合戦 や 、1 人 で も 多く の 視 
聴 者 を 獲得 する た め の 宣 伝 合戦 は 、 も は や 
日 常 的 に な っ て いま す . 


@ 井 の 頭 通 り 以 東 

(治安 評価 : B) 

東京 の 主要 な メデ ィ ア 系 企業 が 顔 を 見 せ 
る 、 最 も きら びやかな 街 と 言え を る で し ょ う 
ディ スコ や ギラ イプ バ ウス な どの アミ ュー 
ズ メ ント 施設 が 集まっ て いる た め 、 平 日 の 
夜間 や 週末 に な る と 大 勢 の 若者 が この 街 に 
集まっ て きま す 

音楽 メデ ィ ア 企業 は ライ ブ ハ ウ ス を スカ 
ウト 場所 に し て いる の で 、 和 観客 の 若者 た ち 
以外 に も 、 一 獲 千 金 を 夢見 て や っ て くる ミ 
ュー ジ シ ャ ン た ち も 少 な く あ り ま せん 。 音 
楽 熱 は 非常 に 高く 、 こ の 付近 に ある 音楽 関 
連 企 業 の 協力 に よっ て 、 毎 月 15 日 か ら 20 日 
まで の 五 日 間 、 公 園 通り 北部 (渋谷 行政 局 
周辺 ) が 24 時 間 の 歩行 者 天国 と し て 開放 さ 
れ て いる ほど で す 。 こ の 歩行 者 天国 に は 、 


当初 、 周 辺 か ら の 強い 反対 が あっ た も の の 、 


企業 側 の 熱心 な 働き か け に よっ て 実現 し ま 
し た 。 ズ スト リー ト * ミ ュー ダシ ジ シャ アン た もち も に 
と っ て は 格好 の ライ ブ ・ ス ポッ ト と な っ て 
お り 、 歩 行者 天国 の 期間 中 は 渋谷 の 人 口 が 
ー 割 増え る と いわ れ て いま す 。 若者 を 集め 
る イメ ー ジ 戦略 と し て は 、 最 も 成果 を あげ 
て いる も の の 一 つと 言え る で し ょ う 。 


> ラテ >>> [に 大 スタ ー に な る に は 才能 だ け 
じゃ 足り な い 。 強烈 な 運 が 必要 だ 。 も ちろ ん 、 
メデ ィ ア の スカ ウト は た くさ ん いる し 、 め で 
た く お 有 眼鏡 に か な っ て 一 夜 に し て スタ ー・ ダ 
ム に の し あがる 奴 も いる 。 だ が 、 そ ん な の は 
ご く 一 握り に 過ぎ な い 。 運 と 才能 が あれ ば 、 
な ん で も 思い の まま さ 。 も ちろ ん 、 捧 折 し ち 
まう 奴 だ っ て 少な く な い 。 そ うい う 奴 は 、 気 
が つき ゃ 、 自 分 が スト リー ト ・ ギ ャ ング に な 
っ て た りす る の さ 。 夢 を 追い か ける の は 悪く 
な い 。 で も 、 せ い ぜ い 気 を つけ ろ よ ] こく < くく 
の な 

ラン ド ・ ブ リー ズ (06:52:31 プ 01-21-49) 


井の頭 通り 以 東 の 代表 的 な 施設 
CIRCOUS 
放送 局 / 神 南ア マネージャー : 浜野 陽 
介 グ LTG#214 (47 8 一 01). 
ニュ ー ス 報道 を 中 心 に 、24 時 間 体 制 で 放 
送 を 行なう トリ デオ 局 で す 。 十 万 戸 以上 の 
受像 契約 を 結ぶ 局 と し て は 唯一 どこ の 系 列 


道 つ き 高速 、、 | @ 代 々 木 和 技 場 


に も 属さ な い 独 立 企業 で す 。 レ ポー ター や 
カメ ラマ ン に 優秀 な スタ ッ フ を 擁し 、 完 全 
中 立 で 正確 な 報道 が 最大 の セー ルス ・ ポ ボ ポイ 
ント に な っ て いま す 


>>>>> ド 完全 中 立 で 正確 "。 大 い に 結構 。 
CO も っ と も 、C 1RCUS が 中 立 の 立場 で 
いら れる の は 、 巨 大 企業 の スキ ャ ンダ ル を 扱 
わな いか ら だ 。 企業 に と っ て まず い 情 報 を 流 
さ な い 代わ り に 、 ど この 圧力 も 受け な いっ て 
か らく りさ 。 い ま の 御 時 世 、 中 立 な 報道 は 立 


波谷 (井の頭 通り 以 東 
①C TIRCUS 
る ②DT 1 


⑧⑤ 一 コロ シア ム 
⑥ エ ンチ ャ ント ・ バ パー ク 
② 代 色 木 公園 


[| FACT 
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派 だ と 思う が 、C 1 RCUS と いえ ど 、 企業 
同士 の し が ら み と 無関係 で は いら れ な いっ て 
わけ だ な | そそ ママ 

ーー ロン グ ・ フ ァ ン グ (11:05:23 グ 02-01-49) 


DT1 

放送 局 神 宮前 ププ マネージャー: オリ バ 
ー・ ジョ ォ ッ ンス トシ レシ /LTG# る 19 (07 
8 一 2 97. 

レポ ー ト を 中 心 と し た 報道 番組 を 扱う ト 
リ デ オ 局 で す 。 “常に 加入 者 の ニー ズ に マ 
ッ チ し た 放送 を "と いう 歌い 文句 で 、 セ ン 
セー ショ ナル な スク ー プ や スキ ャ ンダ ル を 
中 心 と し た 構成 に な っ て いま す 。 そ の た め 
“俗悪 "と いう 評価 を 受け が ち で す が 、 社 
会 的 に 衝撃 の 大 きい スク ー プ も 数 多く 扱っ 
て いま す 


一 早 
ライ ブ ハ ウ スグ ノ 神宮 前 プ マ ネー ジャ ー : 
ナタ ダリー・ ホ ワイ トマ ング LTG##214 


(9 9 8 一 4 0). 

部 の メデ ィ ア 企業 か ら は 高い 評価 を 集 
め て いる ライ ブ ハ ウ ス で す 。 無名 の ミュ ー 
ジ シ ャ ン ば か り を 出演 させ て いま す が 、 こ 
こ に 出演 し た あと 、 日 比 谷 で の “スーパ 


ー・ ジ ジュエル” に 出演 し た ミュ ー ジ シャ ン 


は 数 知れ ませ ん 。 

MM 

ライ ブ ハ ウ スグ 公園 通り プ マ ネー ジャ 
ー : 岡部 洋子 ア LTG#270 (701 一 
5 #)。 

ゲル ダ ・ ア ミュ ー ズ ・ カ ン パ ニー ( 三 浜 


系 ) と の 専 ) 人 よっ て 。 有 逢 ミュ ー ジ 
シャ ン を 中 心 に プロ グラ ム を 組む ライ ブ ハ 
ス で す Re 、 客 の 
NH チケ ッ ト は 常に 
プラ チ ナ ・ ペ ー パ ー と な っ て いま す 。 満員 
時 は 。 ド マー プ 。 オー トロ ー ル の 入 店 
を 拒む 場合 が あり ます 。 ま た 、 入 店 時 に は 
武器 の 厳重 な 携帯 チェ ッ ク も あり ます 。 
B 一 コロ シア ム 
アミ ュー ズ メ ント グ プ 井 の 頭 通 り プ マネ ー 


ジャ ー : 灯 谷 道 也 プ LTG#254 (85 
3 一 0 7 ). 
メデ ィ ア テク ノ 社 ( 滴 系 ) が 42 年 に 設立 


し た ア ー ズ メン ト 施 設 で す (六本木 の 
ge 一 コロ シア ム の 姉妹 店 に あたり ます )。 


言わ せれ ば 、 


才 Mheh 模擬 戦闘 を 楽し み ま 
す 。 た だ し 。 入 坦 PE 
書 が 必要 で す 8 こ 徹 、 he 
え 、 計 画 和 殺人 を 起こ し た 事件 が 問題 に な り 
02 EC 
も 営業 を 続け て いま す 

エン チャ ント ・ パ ー ク 

アミ ュー ズ メ ント ノ 井 の 頭 通り プ マ ネー 
ミア ・ サ リバ ング LTG#286 
(3 8 5 一 0 1). 

メデ ィ ア テク ノ 社 ( 渕 系 ) が 48 年 に 設立 
し た セン ター 街 最新 の 魔法 アミ ュー ズ メ ン 

ト 施設 で す 。 専属 の 魔法 使い が 、 さ まさ ざま 
な 魔法 を 駆使 し た アト ラク ショ ン を 提供 し 
ます 。 反応 速 度 を あげ た 射撃 が 楽し め る 
“サム ライ ・ シ ュー ト ” や 、 人 体 浮遊 の 魔 
法 を 使っ た "0G ワ ー ル ド ” が 有名 で 、 高 
い 人 気 を 集め て いま す 。 た だ し 、 料 金 も 高 


ジャ ー 


く 、 一 か 月 の うち 数 日 は V I P デ イ と し て 、 


上流 階級 の 子弟 が 借り 切る 日 が 設定 され て 
いま す 。 オ ー ク 、 ト ロー ル 、 ド ワー フ は 入 
店 を 拒 ま れる 場合 が あり ます 


> ララ > ッ > [人 間 、 娯 楽 の 追求 に は 貧 欲 な も 
の だ 。 楽し むために は 魔法 だ っ て 使う 。 一 回 


遊ぶ だ け で 、 下 層 レ ベル で ひと 月 食え る ほど 


の 金 を 払っ て も だ ] こく くく こく 
影 法師 (20:45:02 プ 11-09-49) 


代々 木 公園 

公園 ノ 代 々 木 プ マネ ー ジ ャ ー : 一 グー 
上 野 森林 (上 野 に 関す る 解説 を 参照 ) と 
は 対照 的 に 、 完 全 に 管理 され た 人 工 庭園 で 
す 。 植生 ^ 『 理 が 入 褒 され て いて 、 季節 ご と 
に まっ た く 違 っ た 色合い を 見 せま す 


>>>> ッ > [原野 育ち の シャ ー マ ン た ち は 、 
ここ に 来る と 気分 が 悪く な る らし い 。 彼ら に 
ここ の 自然 は 完全 に 歪ん を で いる 
ん だ そう だ 。 不思議 な も の で 、 同 じ シ ャ ー マ 
ン で も 都市 生き て る シャ ー マ ン た ち は な ん 
と も 思わ な いら し い 。 連中 に し て みれ ば 、 こ 
れ も ま た 自然 な ん だ ろう ] こく くく ぐ 

ー 一 神 の 手 (01:37:10 プ 01-18-50) 


代々 木 競 技 場 
アミ ュー スズ ス メ ッ トノ / 代 々 を 林 / マ ネー デ ャ 
ーー グ LTG#258 (074 一 9 9). 


和洋 全て の ニー ス に お 応え で きる 店 


受 V 17:7/ 7 


LTG396(312-88) 


メデ ィ 人 来 因 賠 軸 計 記 a で 。 2041 

FE に 最新 設備 を 投入 し た 多目的 スタ ジア 
WW さま ざま な スポ 
ー ツ ウェ イベ ペン ト 年 ラオ ゴ ・ リプ ォ ー マ デ アメ 
に 対応 し て お り 、 一 般 市 民 で も 有料 で 施設 
を 使用 する こと が で きま す 


@ 井 の 頭 通 り 以 西 
(治安 評価 : E) 
RS 、 円 山 町 店 
辺 に か け て の 一 帯 は 、 と と 丁 年 の あい だ に 
スト リー ト ・ ギ ャ ング の 進出 を 受け 、 治 安 
状態 が 悪化 し て いま す 。 古く か ら の ホテ ル 
街 は いま も 営業 を 続け て いま す が 、 ギ ャ ン 


較 
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グ た ちの 根城 と な っ て し まっ た 場所 も 少な 
く あ り ま せん 。 現 在 の スト リー ト ・ ギ ャ ン 
グ は 、 ぐ 覚醒 > 期 の 一 連 の 事件 や 人 口 減少 
に よっ て 生ま れ た “孤児 ′「 スト リー ト ・ チ 
ルド レン に 端 を 発し て いま す 。 こ うし た 身 
寄り の な い 子 供 た ち は 徒党 を 組み 、 若 者 た 
ち が 集 まる 渋谷 の 街 に 流れ 込ん を だ の で す 
当初 は バラ バラ だ っ た 彼ら は や が て 組織 
化す る よう に な り 、 現 在 の スト リー ト ・ ギ 
ャ ング が 形成 され まし た 。 現在 の 東京 で は 

上 流 か ら 路 上 生活 まで 貧富 の 差 が 拡大 し つ 
つ あ り 、 ス トリ ー ト ・ チ ルド レン も その 数 
を 増やし 続け て いま す 。 こ の た め 、 潜 在 的 
な スト リー ト ・ ギ ャ ング の 数 も 増加 の 一 途 
を た どっ て いる わけ で す 。 縄張り を めぐ る 
抗争 も 激しく 、 最 近 で は 一 般 市 民 に も 抗争 
の 被害 が 出る よう に な っ て いま す 。 

2050 年 現在 、 渋 谷地 区 に 配置 され て いる 
ECP 隊 員 で は 、 全 域 を カバ ー し 充分 な 犯 
罪 抑 止 を 行なう に は 人 員 が 不足 し て いる と 
指摘 され て いま す 。 東 部 で は 、 ま だ 大 き な 
治安 の 低下 は 見 られ ませ ん が 、 西 部 に は E 
CP の 眼 の 行き 届か な い 空 白地 帯 が で きつ 
つ あ る の が 現状 で す 。 そ の た め 、ECP 内 
で も 人 員 の 強化 が 計画 され て いま す が 、 他 
地域 と の 折り 合い も あり 、 な か な か 進展 を 
見 せ て いま せん 。 こ うし た ECP の 動き に 
対し て 、 渋 谷 に 拠点 を 持つ 企業 の な か に は 、 
民間 警備 会 社 と の 契約 を 結ん で 独自 に 安全 


確保 に 乗り 出す ケー ス が 目立つ よう に な っ 
て いま す 。 


井の頭 通り 以西 の 代表 的 な 施設 

行政 局長 官公 邸 跡 

住宅 / 松 潜 / マ ネー ジャ ー・ 一 グー 

2038 年 まで 行政 局長 官 の 公邸 と し て 使用 
され て いた 婦 宅 で す 。 旧 高級 住宅 街 で 、 ギ 
ャ ング の 進出 に 伴い 人 口 が 大 幅 に 減少 し た 
伏 湊 地区 の 一 角 に あたり ます 。 

2045 年 に は 、 ギ ャ ング の 進出 に 対抗 し て 
ECP が 徹底 し た 取り 締まり を 行ない まし 
た が 、 こ の 地区 の 住人 の 移転 に 歯止め は か 
か ら ず 、 公 邸 も 閉鎖 され る こと に な り ま し 
た 。 現在 で は 、 侵 入 者 よ け の セキ ュ リ ティ 
設備 を 持つ 無人 の 邸宅 と 化し て いま す 。 

オン フォ ー ル 

ディ スコ / モ ンタ ー 街 マネ ー ジ ャ ー : 
マー カス 飯村 LTG#285(100 一 
1 0). 

巨大 な ダン ス フ ロ ア や トリ デオ ・ ウ ォ ー 
ル で 一 時 期 話題 を 集め た ディ スコ で す 。 巨 
大 企業 の 系 列 に 属さ な い 独 自 経営 を 行なっ 
て いる 点 で も 注目 され て いま す 。 


ッッ >> ッ > [この 店 は 、 渋 谷 を 根城 に する ス 
トド トリート ・ ギャ シダ 「 み メタ ルッ ラリ シス " 
の 息 が か か っ て る 。 こ こ で 言っ て る “ 痢 自 経 
営 " っ て の は 、 連 中 が この 店 を 経営 し て る っ 


て と を ど だ 。 そ と そこ は や っ て る み で て え だ し 、 
ガキ の 集団 に し ちゃ ぁ え らい も ん だ と 思う が 、 
こう いう 店 で カタ ギ の 客 が うろ うろ し て て も 
大 丈夫 な の か ね ?] こく くく ぐ 

ーー ラン ド ・ ブ リー ズ (11:37:24/09-25-49) 


静 森 

酒場 / セ ンタ ー 街 プ マ ネー ジャ ー : 静 森 
和幸 /LTG#269 (756 一 O7). 

- 般 向け の 飲み 屋 で す 。 店 内 は 純 和 風 の 
雰囲気 で 、 ほ と ん どの 席 が 座敷 に な っ て い 
ます 。 近 くに ある メデ ィ ア 企業 の 社員 た ち 
が よく 利用 し て いま す 。 オ ー ク 、 ト ロー ル 
は 入 店 を 断 わ ら れる 場合 が あり ます 。 

サイ バー・ ワ ー ル ド 

アミ ュー ズ メ ント プ セ ンタ ー 街 マネ ー 
ジャ ー : 精 巡 一 /LTG#271 (24 
1 一 3 3). 

渕 社 系 列 の ゲー ムセン ター で す 。 武器 の 
携帯 チェ ッ ク が あり ます 。 開発 中 の ゲー ム 
が 先行 発表 され る モニ ター 店 で 、 マ ニア の 
あい だ で 人 気 に な っ て いま す 。 オ ー ク や ト 
ロー ル は 入 店 を 拒 ま れる こと が あり ます 。 


で: 
OS 


ペー ン ン ン ン 5 


と 


渋谷 井 の 台 通り 以 本 ) | 


行政 局長 官公 邸 跡 
② オ ン フ ォ ー ル 

③ 静 条 

④ サ イ バ ー・ ワ ー ル ド 
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人 @ 秋 葉 原 (治安 評価 : C) 

是 間 人 口 : 4 万 人 (推定 。 非 登録 者 あり ) 

夜間 人 口 : 1 万 人 未満 (推定 。 非 登録 者 あ 

り ) 

治安 執行 状況 

ECP 秋 葉 原 分 緒 (警備 人 員 100 名 ) 
警備 班 : 3 個 、 禁 徒 鎮圧 班 ・ 3 個 、 そ の 

他 : 3 個 

他 民 間 警 備 会 社 (企業 や 一 般 市 民 と 個別 契 


約 ) 
な 所 在 官庁 : 中 央 通信 網 監視 局 秋葉 原 支 
品 


上 野 森 林 の 外周 に 接し た ご く 狭 い 地 域 で 
す が 、 全 体 で ーー つの ショ ッ ピ ング ・ モ ー ル 
を か た ち づ く っ て お り 、 東 京 有数 の ハイ テ 
ク ・ マ ー ケ ッ ト に な っ て いま す 

街 の 印象 は 派手 の 一 言 に つき る で し ょ 
う 。 原色 を 使っ た 巨大 な 広告 スク リー ン が 
立ち 並び 、 ど こ を 見 渡し て も 何 か の 宣伝 が 
目 に 入る ほど で す 。 表 向き は 一 般 の 電子 機 
を 扱い な が ら 、 胡 で 違法 な サイ バー デ ッ 
キ や プロ グラ ム 、 果 て は 銃器 まで 扱う 店 も 
あり ます 。 こ こ で は 、 コ ネ さ え あ れ ば 手 に 


入ら な い 物 は あり ませ ん 。 各 企業 の 試作 モ 
デル が 、 実 験 的 に 秋葉 原 に 流さ れる こと も 
あり ます 

現代 の 巨大 企業 は 、 生 産 か ら 流通 まで の 
すべ て を 管理 し て いま す 。 し か し 、 す べ て 
の 品物 が そう し た “正規 の ルー ト に 乗せ 
られ る わけ で は あり ませ ん 。 秋葉 原 は 、 正 
規 の 販売 ルー ト か ら 外 れ た 品々 を 扱う な か 
ば 非 合 法 な 店 が 集まる 街 で も ある の で す 。 
こう し た 店 は 特に 紛争 後に 乱立 し まし 


た 。 巨 大 企業 も 販売 網 を 強化 し て いま す が 、 


東京 は 独立 し た 流通 業 が 商売 と し て 成り 立 
っ て いる 数 少な い 街 と な っ て いま す 。 

ハイ テク 製品 目当て の 客 が 全国 か ら 集 ま 
る た め 、 上 流 階級 向け の 地域 を 除け ば 、 東 
京 で も 有数 の 集金 力 を 持つ 地域 に な っ て い 
ます 。 ま た 、 居 法 合法 を 問わ ず 幅 広い 男 囲 
の 品物 が 扱わ れ て お り 、 と き お り 東 都 警 備 
に よる 立ち 入り 捜査 が 行なわ れる こと が あ 
り ま す 。 


>>>>> [ECP の 捜査 は 、 実 の と ころ あ 
まり 意味 が あり ませ ん 。 有力 な 販売 店 と も な 
れ ば 、 貴 法 な 品物 を 扱っ て いた と ころ で 警察 


て 前 は と も か く 、 実際 に は 違法 な 品々 も 野 放 
し に な っ て る わけ で すね ] こく くく くく 
ーー シル フィ ー ド (19:41:19 プ 11-09-49) 
>>>> ッ > [企業 が 流通 まで 握っ て いる っ て 
いう の に 、 裏 の 品物 を 扱う 店 が な く な ら な い 
の は 、 こ こ を 利用 する “ 裏 の " 購買 層 を 無視 
で き な い と いう 事情 が ある か ら だ 。 市 場 と し 
て の 東京 は 、 表 に 出 な い シ ェ ア が 意外 に 大 き 
い 。 だ か ら と 言っ て 、 企 業 が そう いう 連中 を 
公然 と 相手 に する わけ に も いか な い 。 か くし 
て 、 正 規 の ルー ト に 乗ら な い 品物 を 扱う 店 も 
な く な ら な いわ け だ ] くく くく ぐ く 
ー 一 神 の 手 (19:21:30 プ 12-20-49) 


秋葉 原 の 代表 的 な 施設 
クニ サカ 家電 


商店 電気 街 / マ ネー ジャ ー : 邦 坂 剛 ブ 
上 ず 旭 大 717 (001 一 7 1)。 

渕 を は じ め と し て 有力 企業 に 独自 の ルー 
ト を 持つ 家電 流通 の 専門 会 社 で す 。 秋葉原 
以外 に も 、 東 京 市 街 に 三 つ の 支店 を 持っ て 
いま す 。 最 新 機種 の 取り そろ え は 充分 と は 
言え を ませ ん が 、 旧 モデ ル を 非常 に 安価 で 販 
売 し て いま す 。 

ブチ ッッ テク タメ ワン ダー ズ 

商店 電気 街 / マ ネー ジャ ー : 姉 垣 統 三 
朗 /LTG#784 (1009 一 2.1)、 

渕 系 列 の 家電 販売 店 の 一 つ で 、 渕 グル ー 
プ の 家電 製品 、 サ イ バ ー デ ッ キ (登録 事務 
代行 ) 、 民 生 用 サイ バー ウェ ア の 最新 モデ 
ル を 取り そろ えて いま す 。 先行 試験 販売 の 
テス ト ・ モ デル や 地区 限定 モデ ル な どの プ 
レミ アム 商品 も 扱っ て いま す 。 


>>>> ッ > [欠陥 の ある 試作 型 の サイ バー ウ 
ェ ア が 流れ て し まっ た と いう 先例 が ある 。 洋 
は 事件 が 大 きく な ら な いう ち に うま く 揉 み 消 
し て いた が ……| くべ くく マ ご 

ー 一 小龍 (07:52:19/03-01-50) 


燈 寿 人 
商店 外 神 田 / マ ネー ジャ ー : 不明 エ 
TG 昔 不明 , 


独立 企業 が 開発 し た 一 般 向け の さま ざま 
な ユー ティ リティ ・ プ ログ ラム を 扱う 店 で 
す 。 店 内 は 和風 で す が 、 主 人 が 座る 文 机 と 
端末 が ある くら いで 非常 に 向 風 景 で す 。 


[ |] FACT HISTORY TOKYO 


>>>>> [この 店 の 主人 は 和服 姿 の 頑固 そ 
うな 初老 の 男 だ 。 常連 の 客 か ら は “旦那 " と 
呼ば れ て いる 。 し か し 、 こ の 親父 が 偏屈 で 、 
気にいっ た 相手 に し か プロ グラ ム を 売ら な い 
と きき てる] ぐ ざ で ぐ ぐ マ 
ー 一 瑞雲 (11:12:45/02-19-50) 
>>>>>[ 裏 で は それ な り に 有名 な プロ グ 
ラム ・ シ ョ ッ プ で す よ 。 非 合 法 な サイ バー・ 
プロ グラ ム も 扱っ て ます ] こく こく くく 
ーー シル フィ ー ド (00:05:3603-22-50) 


エレ クト ロ ・ モ ー ル 

商店 電気 街 プ ゾ マ ネー ジャ ー : 藤村 行 
雄 プ LTG#704 (291 一 75). 
ハイ テク 関係 の ジャ ンク ・ シ ョ ッ プ が 集 
まっ た 商店 等 で す 。 サ イ バ ー デ ッ キ や 各種 
電子 機器 の パー ツ 類 、 プ ログ ラム な ど を 揃 
えて いま す 。 最 新型 か ら 時 代 遅 れ の 旧式 ま 
で 、 根 気 よ く 探せ ば 掘 わ (だ し も の の 機械 を 
見 つけ る こと が で きる か も し れ ま せん 。 


>>>>> [サイ バー デッキ の パー ツ を あさ 
っ て た ら 、 サ イ バ ー 9 の マザー ボー ド を 見 つ 
けた 。 そ れ も 信 じ ら れ な いく らい の 安値 だ 。 
慌て て 買っ て 帰っ た ん だ が 、 寝 ぐら に 戻っ て 
よく 調べ て みり ゃ 、 よ く で きた 海賊 版 だ っ た 。 
性 能 は サイ バー 4 と 変わ りゃ し ね え 。 あ ん と 
き は 、 我 な が ら 情 け な か っ た ね ] こく くく < ぐ 


IIW131 ENVIRONS MEGACORPO 
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>>>>> [モー ル に ゃ いろ ん な 品物 が 流れ 
て くる 。 あ そこ の 店 員 は 、 そ うい う の を か た 
っ ぱし か ら 分 解 し ちゃ 、“ 部 品 ” と し て 並べ て 
いく ん だ 。 メ ー カ ー の わか らん 怪し げ な CP 
U や 、 動 作 不明 の プロ グラ ム な ん か も 並ん で 
る 。 買物 する と き に は 、 せ い ぜ い 注意 し な い 
の 肖 | を 補 基 

ー ネ イ ル ・ マ ー ク (19:41:19 プ 11-09-49) 


トリ プル ・ ゼ セ ゼット 

商店 昭和 通り プ マ ネー ジャ ー : 熊木 靖 
規 プ LTG#784 (561 一 8 9). 

護身 用 の 武器 を 扱う ガン ・ シ ョ ッ プ で 
す 。 小 型 の ハン ドガ ン の 品 揃 え は 充分 で し 
直 だ 2 


>>>>> [ここ の 主人 は 、 ほ うば ぼう の 武器 
メー カー に 顔 が 利く らし い 。 こ うい う 店 に と 
っ ちゃ 仕入れ の ルー ト が 生命 線 だ か ら 、 そ れ 
だ け で 大 し た 強み に な っ て る 。 そ れ に 、 当 然 
な が ら 普 通じ ゃ 買え な いよ うな 武器 も 扱っ て 
る わけ だ 。 人 金 と コネ と 運 が あれ は 非 合 法 な 武 
器 も 手 に 入る だ ろう ] こく くく ぐ 

ー 一 正宗 (04:32:21/01-23-50) 


エン ジェ ル ・ ク リ ニ ッ ク 

酒場 昌平 橋 / マ ネー ジャ ー: スコ ッ 
トッ ダケ アーバ LTG#7 ま 0D (407 一 
1 1 ). 


(NEDYTI(K&DD MANEEMAGK (AMEMNTERYEUTON 


記 リー 


秋葉 原 の 一 角 に 居 を 構え る 、 小 綺麗 な 医 
院 で す 。 一 般 の 愚者 より 、 ひ と くせ も ふた 
くせ も あり そう な 怪我 人 に" た ち が よ く 訪 
れ ま す 


>>>>> [この 病院 に ゃ る 、 に こ に こと し て 
や た ら 愛 想 の いい 若い 医者 と 、 す ご い 美 人 の 
看護 婦 が いる 。 表 向き は 普通 の 医者 だ が 、 違 
法 な サイ バー ウェ ア の 埋め こみ も や っ て くれ 
る 。 腕 は か な りな も ん だ ] くく くく ぐ く 
ー 一 神 の 手 (01:27:30 プ 10-17-49) 
> ッ >>> ッ > [普通 の 病院 は 不審 な 傷 を 負っ た 
患者 な ど は 警察 に 通報 し な けれ ば な ら な い 。 
これ は 、 犯 罪 捜 査 と いう より 、 企 業 が 手配 し 
た 人 物 を 捜す た めで も ある 。 し か し 、 こ この 
医者 は 、 め っ た な こと で は 警察 に 通報 し た り 
は し な い 。 ラン ナー に と っ て は 、 あ り が た い 
存在 だ ]】 くく くく < 
ー 一 正宗 (15:30:27 プ 12-12-49) 


弟 M| 科 表 嘆 


ルー テー に 


秋葉 原 
$① ク ニ サ 家電 
フチ ・ テ クノ ワン ダー ズ 
$ 燈 寿 部 
④ エ レク トロ ・ モ ー ル 
⑤ ト リプ ル ・ ゼ ッ ト 
@⑯ エ エンジェル ・ タリ ニ ッ ク 
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@ 上 野 (治安 評価 : B) 
量 間 人 口 : 20 万 人 (推定 。 不忍 池 周辺 に 非 
登録 者 多数 ) 

夜間 人 口 : 20 万 人 (推定 。 不 忍 池 周 辺 に 非 
せ 壮 者 多数 ) 

治安 執行 状況 

ECP 上 野 分 暫 (警備 人 員 150 名 ) 

警備 班 ・ 4 個 、 禁 徒 鎮圧 琲 : 2 個 、 機 械 
化 犯罪 処理 班 : 1 個 、 特 殊 犯 罪 処理 班 ( 対 
魔術 犯罪 ) : 5 個 、 そ の 他 : 4 個 
共同 体 自警 団 (特例 。 警 備 人 員数 不明 ) 

E な 所 在 官庁 : な し 


上野 は 21 世 紀 は じ め の < く 覚 醒 > 期 を 通し 
て 、 街 の 様相 が 一 変 し た 地域 で す 。 都 市 の 
な か で 自然 の 回 復 が 見 られ た 場所 の 一 つ 
で 、 都 市 の “森林 化 " と いう 珍し い 現 象 が 
起こ っ て いま す 。2010 年 か ら 二 十 年 ほど の 
あい だ に 、 上 野 の ほとん ど は 森 に 飲み こま 
れ て いま す 。 こ の 上 野 森 林 は 不 妃 池 を 中 心 
と し て 幅 2 キロ に まで 成長 し て いま す が 、 
現在 で は 拡大 は ほぼ 終息 し て いる と 言わ れ 
て いま す 

上野 で は 、 現 在 で も 分 類 不能 な 魔法 生命 
体 が 出現 し た り (ほど な く 自 然 消滅 する 場 
合 が ほとん ど )、 呪 文 が 膝 走 する な ど さ ま 
ざま な 魔法 事件 が 発生 し て いま す が 、 そ れ 
ら を 含め て も 森林 化 の 進行 は 非常 に 大 き な 
事件 で し た 。 こ の 事件 は た ん な る 環境 の 変 


化 だ た け を も た らし た わけ で は あり ませ ん 
森林 が 広がる と と も に 、 ア メリ カ を 中 心 に 


すい い 


広まっ た 沙 術 魔法 の 信奉 者 や 環境 保護 主義 
者 た ち が 入 りこ み 、 上 野 で は 大 き な 混 乱 が 
起こ り ま し た 。 ぐ 覚醒 > 期 特 有 の 魔法 事件 
も 手伝っ て 上 野 で は 以前 か ら の 住民 が 他 の 
地域 に 流出 し 、 一 時 期 人 口 が 以前 の 三 割 程 
度 に 減少 する 事態 に な っ た の で す . 

行政 局 は 住民 の 流出 を 防ぐ た め に 森 の 焼 
却 な どの 対策 を 講じ まし た が 、 森 林 化 の 速 
度 は それ を 上 回 る も の が あり まし た 
森林 破壊 反対 を 唱え る 環境 保護 主義 者 た ち 
の 反発 や 、 種 族 禁 動 を は じ め と する < 覚 
醍 > 期 の 社会 混乱 に よっ て 対応 し きれ な く 
な り 、 結 局 森林 化 に 有効 な 了 歯 止め を か ける 
こと は で きま せん で し た 。 

行政 局 の 対応 が 遅れ て いる あい だ 、 環 境 
保護 主義 者 た ち だ け で は な く 、 市 民生 活 を 
放棄 し た 魔法 使い た ちや 周辺 の 不法 居住 
者 、 あ る い は 迫害 を 逃れ た メタ ヒュ ー マ ン 
た ち が 上 野 に 流れ こむ こと に な り ま し た 
こう し た 流入 者 た ちの お か げ で 上 野 の 人 口 
減少 に は 一 応 の 歯止め が か か っ た の で す 

も っ と も 、 上 野 の 新た な 住人 た ち は 、 
贅 々 は 雑多 な 人 々 の 集まり に すぎ ませ ん で 
し た 。 行政 局 は シス テム 登録 を は じ め と す 
る 住人 の 管理 を 進め よう と し まし た が 、 上 
野 で は 覚醒 > 期 の 混乱 を 乗り きっ た 何人 
か の 有力 な 魔法 使い が 指導 的 な 立場 に 立 
ち 、 森 林 化 が いち お う の 終 息 を 迎え る 2030 
年 ご ろ に 独特 の 共同 体 を 成立 させ て いま 
す 

この 共同 体 は メタ ヒュ ー マ ン 廃絶 を 唱え 
る 人 間 至 上 主義 者 団体 一 ヒュ ー マ ニ ス ・ 


また 、 


ポリ クラ ブ と の 衝突 に 対抗 する た め に 結成 
され た も の で 、 い まで は 不忍 池 を 中 心 と し 
た 上 野 一 帯 に 大 き な 影 響 力 を 持つ ほど に 成 
長 し まし た 。 共 同体 の 定住 率 は 高く 、 こ こ 
数 年 の あい だ 人 口 は わずか ずつ 増加 の 方 向 
に あり ます 

アメ リカ を 中 心 と する 西洋 型 の 政 術 魔法 
は 、 初 期 の 頃 に は 一 種 の 見 せ 物 と し て 日 本 
に 流入 し まし た 。 そ の と き に 中 心 的 な 役割 
を 果たし た の が 上 野 公園 で の スト リー ト ・ 
パフ プ ォ ー マ ン ス で す 。 そ れ 以 来 、 上 野 は 東 
京 に お ける 魔法 の 中 心地 と な り 、 現 在 も 、 
シャ ー マ ン を 中 心 と する 魔法 使い た ちか が 数 
多く 集まり ます 

西新 宿 と は 対照 的 に 高層 建築 が 少な く 、 
地上 か ら 空 を 見 る こと が で きま す 。 中心 に 
な っ て いる 上 野 森林 は 共同 体 と 行政 局 の 取 
り 決 めも あっ て 、 新 都市 整備 法 で は 公園 地 
区 に 指定 され て いま す 。 人 の 手 に よる 管理 
は 最低 限 し か 行なわ れず ほとん ど 自 然 の ま 
ま の 状態 で 残さ れ て いま す 


> ッ >> ッ > ッ > [実際 、 森 林 化 の 勢い は か な り の 
も の だ っ た らし い 。 当時 の 記録 を 見 て みる と 、 
一 度 森 を 焼い て も 半月 後に は ほとん ど 元 に 戻 
っ て いた と いう 報告 が ある くら い だ 。 人 は 、 
自然 と 魔法 の 前 に は や は り 無 力 な の だ ろう 
か ] くく くく < 

ー 一 神 の 手 (01:18:23 プ 12-26-49) 
>>>> ッ > [魔法 使い が 多い っ て こと は 、 い 
ろ い ろ と 不思議 な こと が 起こ る っ て こと で す 。 
そし て 、 魔法 使い が 多い っ て こと は 、 魔 法 使 


WW 


1 


い 目 当て の 企業 の スカ ウト も 多い っ て こと で 
す 。 ス カウ ト た ち は 、 あ ちこ ち で モノ に な り 
そう な 術 者 に 目 を 光ら せ て いま す ] くく < 
で 


ミン スト レル (13:01:15 プ 01-08-50) 
>>>> ッ > [森林 化 が 発生 し た ころ か ら 、 こ 
の あたり に は 公 異 が 満ち て いる 。 他 と 比べ て 
ゴブ リン 化 の 影響 を 受け た 者 も 多く 、 上 野 の 
共同 体 じ ゃ 、 い まで も 魔法 使い の 生ま れる 比 
率 が 高い そう だ 。 魔法 の 公 異 が 見 た けれ ば 、 
一 度 上 野 に 行っ て みる こと だ な ] くく こく くく 
ー 一 影 法師 (05:22:37 グ 03-03-50) 


特に 不忍 池 周辺 に は 高層 建築 が な く 、 
“ 空 の 近い 街 " と 呼ば れる こと も あり ます 。 
道路 や 住居 は 最低 限度 が 確保 され て いる だ 
け で 、 森 の ほとん ど は 自然 に 近い まま の 状 
態 が 保 た れ て いま す 。 地 理 に 不 案内 だ と 迷 
っ て し まう こと も ある で し ょ う 。 木立 の な 
い 開 けた 場所 は 、 魔 法 使い が よく 魔法 陣 や 
巫 術 小屋 を 準備 する の に 使っ て いま す 。 

上 野 森 林 で は 、 魔 法 使い や メタ ヒュ ー マ 
ン た ち が 流 れこ ん だ た め 、 他 の 地域 と 比べ 
て 魔法 能力 者 と メタ ヒュ ー マ ン の 比率 が 高 
く な っ て いま す 。 正確 な 統計 は あり ませ ん 
が 、 魔 法 使い の 割り 合い は 102 (推定 魔法 
能力 者 数 二 万 )、 メ タ ヒ ュ ー マ ン の 割り 合 
い は 40% を 超え る と 言わ れ て いま す 

魔法 使い を 中 心 と する 共同 体 が 成立 し た 


| FACT% HISTORY TOKYO MY AREA 4 Pr LAW (NEDYKKD MMNEEMAGK (GAMEMNIERYEOON 
| AE ka Pa 


あと 、 行 政局 は 上 野 森 林 を 都市 整備 計画 か 


ら 外 れ た 公園 地帯 に 指定 し て いま す 。 共 同 
体 は ある 程度 の “自治 権 " が 認め られ て お 
り 、 共 同体 の な か で 起こ っ た 問題 は 、 原 則 
と し て 共同 体 の 内 部 で 解決 する こと が で き 
ます 。 つ まり 、 一 般 企 業 に 認め られ て いる 
治外法権 に 近い 権利 が 認め られ て いる わけ 
で す 。 

特に 治安 維持 や 森林 の 管理 に つい て は 明 
確 な 取り 決め が あり 、 共 同体 内 の 住人 が ト 
ラブ ル を 起こ し た 場合 は 共同 体 自 入 団 が 、 
外部 の 住人 が 共同 体内 で トラ ブル を 起こ し 
た 場合 は ECP が 処理 する こと に な っ て い 
ます 。 森林 地域 の 管理 も ち 、 た と えば 上 野 駅 
を は じ め と する 高架 路線 と 東都 高速 (| 昌 首 
部 高速 ) 一 号線 を の ぞい て 、 す べ て 共同 体 
に 管理 が 変 ね られ て いま す 。 


>>>> ッ > [ 林 化 が 進ん を で る と きも 、 ヒ ュ 
ー マ ニ ス と 共同 体 の 連中 が ぶつ か っ て る と き 
も 、 行 政局 は 何一つ 対策 を 立て る こと が で き 
な か っ た 。 共同 体 に 自治 を 認め る の に は ヒュ 
ー マ ニ ス な ん か か ら 根 強い 反対 が あっ た も ん 
だ が 、 共 同体 の 連中 は トラ ブル を 自分 た ち で 
きっ ちり 乗り きっ た こと を 主張 し た 。 結局 、 
行政 局 も 連中 の 言い 分 を 聞く し か な か っ た っ 
て ね は だ | で で で で マ 

ーー ラン ド ・ ブ リー ズ (00:36:52 プ 10-01-49) 
>>>>> [だ か ら と いっ て 、 万 々 歳 っ て わ 


け で も な いら し い 。 子供 の 市 民 登録 や ら 税金 
の 管理 や ら 、 行 政局 の 仕事 も 肩代わり し て る 
し 、 い ざっ て と き は 自分 で 自分 の 身 を 守ら な 
けり ゃ な らん 。 森 の 管理 や 侵入 者 の 監視 も 骨 
が 折れ る 。 そ れ で も 連中 は 自由 が 欲し いっ て 
わけ だ ] くく こく くく 

法師 (10:37:18 プ 10-02-49) 


不忍 池 周辺 の 代表 的 な 施設 

上 野 療養 院 

病院 上 野 公園 ノイ マネー ジャ ー : 机 原 美 
代 プ LTG#597 (052 一 7 5). 
明治 ・ 大 正 期 を 思わ せる 非常 に 古 め か し 
い 感 じ の 病院 で す 。 外 見 と は うら は ら に 
最新 の 医療 機器 を 完備 し て いま す 。 こ の 病 
院 は 東京 で は ほとん ど 唯 一 の 魔法 使い 専門 
病院 な の で す 。 魔法 使い は 治療 手段 を 間 違 
える と 、 魔力 を 失う 危険 性 が あり ます 。 そ 
れ を 防止 する た め に 設立 され た 病院 な の で 
す 。 魔法 使い で ある こと を 証明 し 、 あ ら か 
め 登録 し て お け ば 緊急 用 の 培養 組 織 を 用 
意 し て くれ ます 。 ま た 、 人 怪我 の 治療 に も 魔 
力 損失 の 可能 性 の 少な い 特別 な 処置 を 行 な 
いま す 。 


>>>> ッ > [一 般 の 病院 は な か な か 魔法 使い 
へ の 理解 が 乏しい 。 知識 と し て は 知っ て いて 
も 、 実際 に 魔法 使い を 診察 する 機会 と いう の 
は 珍し いと いう 事情 も ある 。 た と えば スラ ッ 


| 時 


 ④① 上 野 療 養 院 


| @ 東 京 魔法 科学 大 


る ② 国 立 博物 館 跡 
③ 弁 天堂 
る 上野 動物 園 


@ 東 京 大 学 跡地 
@ 天 社 
⑧ 十 日 堂 


[| FACT 


HISTORY TOKYO MMWN ENVIRONS MEGACORPO LAW 


(EDT(K6hD MANEREMMGK MMEMAIERSETON 


プ ・ パ ッ チ を 使っ た 治療 な ど 、 向 こう は 善意 
の つも り で も 、 こ ちら に と っ て は あり が た 迷 
惑 っ て こと も ある 。 ま ずい 治療 で 魔力 を 失 し 
た 奴 は 少な く な い 。 も っ と こう いう 病院 が 増 
えな いも の だ ろう か | くく くく ぐ ぐ 
影 法師 (01:57:2611-13-49) 
>>>> ッ > [数 の 少な い 魔法 使い を 専門 に 看 
る 病院 が 最新 の 医療 機械 を そろ えて や っ て い 
ける の は 、 実 は メガ ・ コ ー ポ の バッ クア ッ プ 
が ある か ら だ 。 な か で も 三 浜 と シン アワ セ は か 
な り 喰 いこ ん で る らし い 。 皮肉 な こと に 、 共 
同体 の 連中 も スポ ン サ ー に は 目 を つぶ ら な き 
や ゃ な ら な い 。 メ ガ ・ コ ー ポ も 善意 で こん な 病 
院 を 作る わけ は な く て 、 援 助 の 見 返り に 魔法 
使い に 関す る 情報 を 提供 させ て る っ て 噂 まで 
ある ] こく くく ぐ 

ーー ラン ド ・ ブ リー ズ (02:12:34 プ 11-21-49) 


国立 博物 館 跡 

公共 施設 上 野 公 園 / ノ マネージャー: 上 
原 英輔 LTG#534 (945 一 88). 

博物 館 自 体 は 2013 年 に 移転 を 終え を て お 
り 、 い まで は 残っ た 建物 を 改装 し て 共同 体 
の 指導 者 た ち が 合 議 を 開く 場所 と し て 使用 
し て いま す 

弁天 堂 ( 不 妨 池 ) 

公共 施設 上 野 公 園 / ノ マネー ジャ ー: 
ー グ LTG 一 

不忍 池 の 中 心 に ある 小さ な 寺社 跡 。 森林 
化 の 進行 で 放棄 され て いま し た が 、 現 在 で 
は シャ ー マ ニ ッ ク ・ フ ァ ッ ショ ン を 思わ せ 
る け ば け ば し い 装 飾 が 施さ れ て 再建 され て 
いま す 。 上 野 の 森 の 中 央 に 位置 する 不忍 池 
は 偉大 な る 自然 の 中 心 " と し て 一 部 の シ 
ャ ー マ ン た ち に 神聖 視 さ れ て いま す 。 そ の 
中 央 に ある 弁天 堂 が 再建 され た の も 、 そ う 
し た シャ ー マ ン た ちの 働き か けが あっ た か 
ら で し よう 

上 野 動物 園 

動物 園 ノ 上 野 公園 / ノ マネージャー : アン 
ソニ ー・ パ ター ソン グ LTG 奏 561 (1 
2 1 一 2 5)。 

上 野 動物 園 も 森林 化 の 進行 で 施設 の 維持 
が 難し く な り 、 た び た び 収容 動物 の 逃走 騒 
ぎ な ど を 起こ し まし た 。2015 年 に 一 度 閉 鎖 
され て いま す が 、 覚 醒 動 物 保護 を 唱え る 共 
同体 の 方 針 に よっ て 2040 年 に 再建 され まし 
た 。 再 建 当初 は 危険 な クリ ッ タ ー の 逃亡 事 


履 な ど が 起き 、 管 理 の 不安 が 路 か れ て いま 
し た 。 現在 で は 、 そ うし た 事故 も な く な り 、 
数 少な い ク リッ ター 専門 の 動物 園 と し て 共 
同体 以外 の 市 民 か ら も 注目 され て いま す 
危険 度 の 高い トク リッ ター も 収容 され て いる 


た め 、 入 場 料 に は 非常 時 の 保険 料 が 含ま れ 
て いま す 
東京 魔法 科学 大 


研究 施設 上野 公 園 ノ マネージ ャ ー: 賠 


部 美人 寿子 ア LTG#511 (511 一 0 
3 ). 
二 物 館 跡 の 西 に ある 大 学 で す 。 魔法 使い 


の 高等 教育 を 目指 し て 、2035 年 に 共同 体 か 
ら の 出資 に よっ て 設立 され まし た 。 研究 者 
に は 一 流 の 魔法 使い が 名 を 連ね て お り 、 高 
い 研 究 成 果 が 期待 され て いま す 。 魔法 能力 
者 以外 も 入学 する こと が で きま す 。 最 近 人 
気 が 高 まっ て お り 、 共 同体 以外 の 市 民 に と 
っ て は 狭き門 に な っ て いま す 。 
東京 大 学 跡地 

ー グ 本 卿 ノ マ ネ ー ジ ャ ー : 一 グー. 

大 学 施設 は 西 地区 に 移転 し て お り 、 跡 地 
は すでに 上 野 森林 に 埋もれ て いま す 。 
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天 社 (て ん の や し ろ ) 

酒場 上 野 公園 / ノ マネージ ャ ー : 如月 秀 
和 プ LTG#507 (269 一 8 7). 

れれ 錠 星 が トレ ー ド ・ マ ー ク の 一 風 変 わ っ 
た 雰囲気 の バー で す 。 ウ エイ ター た ちの 応 
対 も 少し ぎく し ゃ く と し て いま す が 、 無 駄 
口 を ほとん どき か な い 人 仕事 ぶり が 一 部 で 評 
判 に な っ て いる よう で す 。 魔法 の 能力 を 持 
つ 者 は 、 入 店 を 断 わ ら れる こと が あり ます 。 


>>>>> [この バー の オー ナー は " 愉 陽 誕 " 
だ っ て 話 だ 。 ウ エイ ター は 、 人 間 じ ゃ な くっ 
て 式 神 な ん だ と よ 。 確か に 口数 は 少な い が 、 
あれ は どう 見 て も 人 間 だ っ た が な ] くく くく 
ぐ て 

ー 白 狐 (14:23:17 ブ 10-04-49) 


十 日 堂 (上 野 公園 ) 

商店 上 野 公園 / マ ネー ジャ ー : 藤 条 沙 
雑 /LTG#510 (610 一 10). 

上 野 周 辺 に 多い 魔術 用 品 を 扱う 店 の 一 つ 
で す 。 最 も 古株 の 魔法 使い で ある 老女 が 店 
の 主人 で す 。 和 営業 時 間 は 午後 9 時 か ら 深 夜 
まで と 夜間 に 限ら ち れ て いま す 。 
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「] | FACT 


HTORY TOKYO MIWIGN ENVIRONS MEGACORPO LAW 


(NEDYTI(K&UDD MANEEMMGK GMAMEMNTEREION 


中 央 地区 請 計 


信 耳 代田 周辺 
(治安 評価 : AAA) 
昼間 人 口 : 1 万 人 未満 (推定 ) 
夜間 人 口 : 1 万 人 未満 (推定 ) 
治安 執行 状況 
ECP 霞 ヶ 関 分 匠 ( 入 備 人 員 150 名 ) 
交 備 班 : 3 個 、 肛 徒 鎮圧 班 : 3 個 、 機 械 
化 犯罪 処理 犯 : 3 個 、 そ の 他 : 3 個 
他 民 間 特 備 会 社 (企業 や 一 般 市 民 と 個別 契 
約 ) 
E な 所 在 官庁 : な し 


旧 官 庁 街 で 数 十 年 前 の 古い 様式 の ビル が 
ち 並 ん で いま す 。 現在 も 使わ れ て いる 建 
物 は 少な く 、 定 住人 則 は どく わずか で す 
霞ケ関 を は じ め と する 東京 御所 (| 卓 皇居) 
周辺 は 、 新 都市 整備 法 で 重要 地域 に 指定 さ 
れ て お り 、 東 都 警 備 が 上 厳 重 に 管理 を 行なっ 
て いま す 

この 地域 は 居住 が 制限 され て お り 、 過 密 
な 東京 の な か で も 非常 に 人 口 の 少な い 地 域 
に な っ て いま す 。 し か し 、 ス ラム 化 が 進む 
こと は な く 、 美 し く 、 整 然 と し た 廃 堪 と い 
っ た 印象 を 受け る か も し れ ま せん 。 千 代田 
周辺 で 騒動 を 起こ す と 、 東 都 特 備 の 武装 警 
官 が 数 分 で 駆け つけ て きま す 。 ま た 、 本 局 
の 警備 班 は 、 管 轄 の 人 口 と 比べ て 不 釣り 合 
いと 思え る ほど 強力 な 火力 を 持っ て お り 、 


旧 永 田町 に 造ら れ た 外 爺 (桜田 漂 外 苑 ) で 
の テロ 対策 に も 当たっ て いま す 。 

千代 田 周辺 で は 、 上 野 と な らん で < 覚醒 > 
や その 人 後 の 混 乱 期 を 通し て 興味 深い 現象 が 
起こ っ た こと が 知ら れ て いま す 。 特殊 な 精 
霊 の 出現 な ど 、 異 常 な 事件 が 多発 し まし た 。 
2015 年 に 当時 の 国立 大 学 の 合同 研究 チー ム 
が 実地 調査 を 行ない まし た が 、 調 査 結果 は 
残念 な が ら 公 開 さ れ て いま せん 


>>> ッ ヶ [新宿 の 高層 か ら 外 を な が め る と 
わか る で し ょ う 。 霞ケ関 の あたり は 、 き れい 
な 街なか に ひと っ こ 一 人 いま せん 。 美しく 、 
死ん だ よう な 街 な の で す ] こく くく < 
ーー ミンストレル (17:23:47 プ 12-17-49) 
>>>>> [それ だ け 人 が 少な いっ て ん な ら 、 
裏 取り 引き な ん か に は も っ て こい だ な 。 た だ 
し 、ECP の 奴ら に 見 つか ら な けれ ば だ が ] 
で 
ーー 神 の 手 (20:45:57 プ 12-17-49) 
>>>>> [ECP 本 局 に は 最強 クラ ス の エ 
リー ト が 集め られ て いる 。 人 が いな いと ころ 
に 強力 な 警備 と は 、 い っ た い ど うい うつ も り 
な の か 。 表 向き は 不法 居住 者 の 排除 が 目的 ら 
し い が 、 そ れ だ け な ら そん な 精鋭 は いら な い 
は ず だ ] てく くさ ざく 
ーー 正宗 (03:55:28 プ 12-18-49) 
>>> ッ > ッ > [不法 居住 者 の 排除 な ら 、 大 手 町 
界隈 が 特に 厳し い ぜ ] くく こく くく 


ーー ブラ イト ・ エ ッ ジ (06:42:30 プ 12-18-49) 


千代 田 周辺 の 代表 的 な 施設 

ECP 本 局 

公共 施設 霞ヶ関 / ノ マネージャー : 藤崎 
孝一 LTG#0 3 1 (1 10 一 0 1). 

東都 警備 の 本 社 で あり 、 東 京 の 各 分 署 を 
統轄 する ヘッ ドク ォ ー タ ー に な っ て いま 
す 。 流 入 者 の 排除 な ど 、 治 安 維 持 だ け で な 
く 千 代田 周辺 地域 の 全体 的 な 管理 を 行なっ 
て いま す 。 警備 専 属 の 配置 人 員 は 少な いも 
の の 、 各 分 署 の デー タ の 集中 管理 を 行なっ 
て いる た め に マト リッ クス で の 行動 技能 を 
持っ た 隊員 を そろ えて いま す 。 

レン ラク ・ デ ー タ タワ ヴー 

公共 施設 丸の内 プ マ ネー ジャ ー : 姉 木 
章 プ LTG#014 (117 一 31). 

レン ラク 社 の 所 有する 施設 で す 。 東 京 市 
街 で 利用 で きる 公共 デー タベース の 維持 ・ 
管理 を 担当 し て いま す 。 提携 メデ ィ ア が 報 
じ た ニ ュー ス 、 情 報 な ど は すべ て ここ に 集 
積 さ れ 、 一 括 管理 され て いま す 。 

東宮 祭神 舎 (大 手 町 ) 

公共 施設 大手 町 ププ マネージャー: 一 グ 
LTG# 非 公開 . 

魔法 事件 の 合同 調査 チー ム の 報告 を 受 
け 、 企 業 が 搬 退 し 無人 と な っ た 大 手 町 に 政 
府 が 建設 し た 施設 で す 。 一 種 の 宗教 的 施設 
と し て 登録 され て いま す が 、 魔 法 能力 者 が 


①ECP 本 局 
る レン ラク ・ デ ー タ タワ ー 
「 @ 東 宮 祭 神 舎 


| @ 電 子 情報 図書 館 


千代 田 周辺 | 


$ 東 京 御所 
桜田 涯 外 区 


」 ②@ 政 府 官舎 
ん @ 日 比 谷 公園 
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出入 り し て お り 、 魔法 に 関す る 重要 な 地域 
と 言わ れ て いま す 。 詳細 に 関し て は 明らか 
に され て いま せん 


>>>>> [この あたり は 覚醒 期 に 怪 事件 が 
頻発 し た 地域 と し て 知ら れ て いる 。 召喚 され 
て も いな い の に 精霊 が 出現 し た り 、 果 て は 人 
間 消 失 現象 と いう の も あっ た らし い 。 こ の あ 
た り に は 、 上 野 以上 の 神秘 が 潜ん で る っ て 噂 
まで ある くら い だ ] くく くく ぐ 
ー 一 神 の 手 (20:45:57 プ 12-17-49) 
>>>> ッ > [祭神 舎 に 出入 り し て いる の は 政 
府 派遣 の エー ジェ ント らし い 。 2015 年 の 研究 
チー ム に 関す る 記録 も ほとん ど 残 っ ちゃ いな 
い 。 こ の 施設 の 情報 も 紅 目 わ か ら な い 。 ま っ 
た く 謎 だ ら け だ 1 そ で で で で 
ー ネ イ ル ・ マ ー ク (20:45:57 プ 12-17-49) 


東京 御所 

公共 施設 / 千 代田 プ マ ネー ジャ ー : 一 / 
LTG# 非 公開 . 

邊 都 機能 の 京都 移転 に と も な い 、 日 本 政 
府 が 直接 管理 する 施設 と な っ て いま す 。 敷 
地内 に は 美しく 管理 され た 庭園 が 広がっ て 
お り 、 一 年 に 一 度 公開 され て いま す 


>>>> ッ [覚醒 ) で 世の中 が ひっ くり 返っ 
て た ころ 、 こ こ に 龍 が 降り る の を 見 た っ て 噂 
が あっ た そう で すけ ど 、 あ れ は 本 当 だ っ た ん 
で し ょ うか ?] くく くく ぐ 

ーー シル フィ ー ド (20:45:57 プ 12-17-49) 


桜田 漂 外苑 

公共 区 画 ノ 旧 永 田町 プ マ ネー ジャ 
と うー 

紛争 後 、 御 所 の 南 、I 旧 永田 町 全域 が 再開 
発 さ れ た 地域 で す 。 議 事 堂 そば に ある 議員 
会 館 な どの 施設 を 改装 し 、 外 国政 府 や 日 本 
政府 か ら や っ て きた 要 人 向け の 施設 と な っ 
て いる 。 地盤 強化 な ど 、 地 震 な どの 天災 に 
も 耐え る 処理 が 施さ れ て お り 、 ダ ミー・ ビ 
ル の 配置 な ど 対 テロ 用 の 設備 も 強化 され て 
いま す 。 
>>>>> [ひょっと し た ら 、 西 新宿 以上 に 
金 の 使わ れ た 場所 か も し れ な い 。 と ん で も な 
い 天 災 が 起こ っ た と き の 情 報 豆 失 に 備え た 地 
域 と も 言わ れ て いる ] こく くく くく 

ーー ブラ イト ・ エ ッ ジ (21:48:57 プ 12-25-49) 


EaStein 


電子 情報 図書 館 


公共 施設 /I 旧 永田 町 プ マ ネー ジャ ー: 
片山 三郎 プ /LTG#001(111 一 0 
1 

桜田 漂 外 苑 に ある 施設 の 一 つ で す 。 国 
会 図書 館 の 移転 跡 に 設け られ まし た ( 国 
会 図書 館 の 蔵書 類 や 図書 館 と し て の 機能 
その も の は 西 地区 に 新設 され た 施設 に 移 
転 し て いま す )。 東 京 で 発表 され た 電子 
出版 物 (CD や ネッ トワ ー ク 出版 ) を 専 
門 に 収集 ・ 記 録 ・ 管 理 を 行なっ て いる 施 
設 で す 。 検 索 、 閲 覧 は 一 般 に も 開放 され 
て いま す 。 西 地区 に ある 国会 図書 館 も 同 
様 の 機能 を 果たし て お り 、 お 三 い が 相互 
に 補い あう か た ち に な っ て いま す 
政府 官舎 

公共 施設 ノ I 旧 永田 町 ププ マネージャー 


回 年 ”~ < g 較 


ーー ググ も がり 1 (0 一 7 


きび 

日 本 政府 の 要 人 が 宿泊 や 外交 の 場所 
と し て 利用 する 施設 で す 

日 比 谷 公園 

公園 日 比 谷 デマ ネー ジャ ー : 的 江 
人 だ ル し 人 な が 0 の 5 (836 イー は も )。 

千代 田 周 辺 で 民間 が 管理 する 数 少な 
い 施 設 の 一 つ で す 。 渋谷 の メデ ィ ア 企 
業 が 合同 で 管理 し て お り 、 比 較 的 自由 
に 出入 り で きる 施設 に な っ て いま す 。 
も っ と も 、ECP の パト ロー ル が 頻繁 
に 行なわ れ て いま す 。 公 園内 に ある 野 
外 音楽 堂 は 、 一 年 に 一 度 、 ス ー パ ー・ 
ジュ エル と いう ライ ブ ・ イ ベン ト の 会 
場 に な り ま す 。 
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宅地 区 は A、 倉 庫 街 は D) 
昼間 人 口 : 12 万 人 (推定 ) 

夜間 人 口 : 11 万 人 (推定 、 非 登録 者 多数 ) 
治安 執行 状況 

ECP 品 川 分 赦 (警備 人 員 300 名 ) 

警備 班 : 5 個 、 虹 徒 鎮圧 班 : 3 個 、 機 械 
化 犯罪 処理 犯 : 1 個 、 そ の 他 : 3 個 
他 民 間 警 備 会 社 (企業 や 一 般 市 民 と 個別 契 
約 ) 

主 な 所 在 官庁 : な し 


新宿 と 同様 に 高架 鉄道 の 東西 で 色合い が 
葬 な る 街 で 、 東 が 倉庫 街 、 西 が 住宅 地区 に 
な っ て いま す 。 住宅 地区 に は 高層 の マン シ 
ョ ン が 多く 、ECP の パト ロー ル も 活発 に 
行なわ れ て いま す 

東京 湾 に 面 し た 東側 は 貨物 の 発着 ・ 集 積 
基地 と し て 利用 され て いま す 。 東都 高速 や 高 
貯 路線 の 列車 基地 と 連結 し て お り 、 海 路 か ら 
入り こん で くる 物資 を 各地 域 へ 流す 働き を し 
て いる の で す 。 ここ で 水揚げ され る の は 東京 
で 消費 され る 製品 類 が ほとん ど で す 。 も っ と 
も 、 海 上 輸送 の 利用 は 減少 し て お り 、 東 部 は 
無人 の 倉庫 地帯 と な りつ つ あ り ま す 。 

その た め 治 安 低下 が 懸念 され て お り 、 最 
近 で は 無人 と な っ た 倉庫 か ら 荷 物 が 奪わ れ 
る こと も 珍し く あ り ま せん 。 

西側 は 高級 住宅 街 が 控え て お り 、 西 新宿 


人 @ 品 川 周辺 (治安 評価 : 住 


と 並ぶ 高度 な 治安 維持 が 行なわ れ て いま 


革 


品川 の 代表 的 な 施設 
品川 イン ペリ アル ・ ホ テル 

ホテ ル ノ 高 輸 プ マネ ー ジ ャ ー : 西 姜 竜 
之 グ LTG 草 300 (377 一 31). 
行政 局 評議 員 が 問 繁 に 利用 する こと で 有 
名 な 高級 ホテ ル で す 。 メ タ ヒ ュ ー マ ン に 対 
する 利用 制限 は あり ませ ん 。 

鳴 抄 菜館 

レス トラ ン ノ 桜田 通り プ マ ネー ジャ ー : 
小龍 LTG#314 (185 一 07)、. 
中 華 料理 店 で す 。 下 層 以 上 。 低 価格 が 売 
り 物 の 店 で す が 、 オ ー ク や トロ ー ル は 入 店 
を 拒 ま れる こと が あり ます 


>>>>> [いま どき "本物" の 中 華 料 理 を 
出 そ う と 思っ た ら 、 え らく 金 が か か っ ちまう 。 
ここ は 、 い か に も 中 華 料 理 ら し いも の を 食べ 
させ る 店 さ 。 だ が 、 横 浜 へ 行け ば 入 く ほど 安 
い 値段 で "本物" を 食べ られ る っ て 話 だ 。 な 
に せ 、 あ そこ は 中 国 系 の 資本 が 入り こん で る 
か ら な ] くく くく < 

小龍 (01:36:10 プ 10-08-49) 


早瀬 

レス トラ ン ノ 白金 台 ゲ / マ ネー ジャ ー * 早 
瀬田 人 LTG#304 (102 一 8 9) 

中 流 以上 向け の 寿司 店 で す 。 こ の 店 の 職 


人 は 、 目 に も と ま ら ぬ 早 業 で 料理 の 妙技 を 
披露 し ます 。 味 より も 調理 を "見せる" ほ 


店 の 料理 人 の 技術 を 収め た スキ ル ソ フ ト も 
販売 され て いま す (レー ティ ング 3 か ら )。 


>>>>> [ここ の 板前 は 元 ラ ン ナ ー ら し い 。 
あん な 芸当 が で きる の も 、 強 化 反射 神経 と ス 
キル ワイ ヤ の お か げ ら し い ] こく くく ぐ 

ーー 正宗 (20:41:03/09-30-49) 


マル タック 

レス トラ ン ン 港南 アプ マネージャー : ナー 
ジャ * ダ ケン パー し て が 396 (31》 
一 8 8)、 

その 名 の 通り “万能 ′ の レス トラ ン で す 。 
決ま っ た メニ ュー は な く 、 客 の 好み で 素材 
を いろ いろ な 形式 で 料理 し ます 。 和 食 、 中 
華 、 フ ラン ス 料 理 か ら エ スニ ッ ク ま で 扱え 
な い 料 理 は あり ませ ん 。 


>>>>> [ここ の 料理 人 に な る に は 、 ス キ 
ル ワ イ ヤ が 必要 だ そう で す 。 あ れ だ け 和 器 用 な 
まね が で きる の は 、 細 分 化 さ れ た マニ ュ ア ル 
と スキ ル ソ フ ト の お か け げ け と いう わけ で 
す ] く ぐ ぐ て ぐ 

ミン スト レル (10:16:2309-10-49) 


弟 JIO 随 弄 器 


4 


| / 
レグ 


④ マ ル チ ・ ク ッ ク 
軒 


| 品川 周辺 
?① 品 川 イ ン ペ リア ル ・ ホ テル 
③ る 喝 抄 菜館 

$ 早 瀬 


FACTS HISTORY TOKYO GMT ENVIRONS MEGACORPO LAW 


EDI(K&ID MMNEEMAAK MMEMATEREION 


@ ジ ジ 浦 (治安 評価 : ) 
昼間 人 口 : 3 万 人 (推定 ) 
夜間 人 口 : 1 万 人 未満 (推定 ) 
治安 執行 状況 

ECP 逐 浦 分 暫 (警備 人 員 150 名 ) 

辻 備 班 ・ 3 個 、 禁 徒 鎮圧 琲 : 3 個 、 機 械 
化 犯罪 処理 犯 : 3 個 、 そ の 他 : 3 個 

他 民 間 警 備 会 社 (企業 や 一 般 市 民 と 個別 契約 ) 
な 所 在 官 庁 : な し 


小 規模 な ビジ ネス 街 で 、 地 方 に 本 拠 を 持 
た な い 独 立 企業 や 、 メ ガ ・ コ ー ポ レー ショ 
ン の 系 列 企業 が 集まっ て いま す 。 そ うし た 
企業 の 社員 が 利用 する 酒場 や 娯楽 施設 も あ 
り 、 企 業 の 警備 員 の 姿 が 目 に つく こと を 除 
け ば 、 数 十 年 前 の 東京 と 変わ ら な いと 言え 
る か も し れ ま せん 。 

治安 状態 は 良好 で 、 表 立っ た 騒動 が 持ち 
上 が る こと が ほとん ど あ り ま せん 。 


>>>> ッ > 表立っ た だ" 騒動 が 持ち 上 が る こ 
と は 、 確 か に 少な い 。 だ が 、 有 芝浦 は “シャ ド 
ウラ ン " の 舞台 に な る こと が 多い 。 メ ガ ・ コ 
ー ボ 同士 の 争い が 、 そ の まま 持ち こま れる 街 
で も ある わけ だ 。 ど こ か の 系 列 企業 が 、 ラ イ 
バル 社 の 系 列 企業 に 手 を 出し た り っ て いう の 
は 、 芝 浦 じ ゃ あり ふれ た 話 だ ] くく くく く 
ー 一 瑞雲 (05:24:37 グ 12-21-49) 


逐 浦 の 代表 的 な 施設 
晶 園 メ ディ カル 社 
企業 芝浦 プ マイ ネー ジャ ー : 三崎 良 
LTG 基 607 (698 一 51). 
新進 の 製薬 会 社 で 、 新 興 企業 の な か 
で は 有力 な 会 社 の 一 つ で す 。 
ジオ テッ ク 社 
企業 海岸 プ ノ マ ネー ジャ ー : 黒川 則 
ググ LTG#611 (616 一 0 828), 
独立 の 建設 会 社 で す 。 日 本 や 世界 各 
地 の 建 築 物 や 地質 な どの デー タ を 大 量 
に 蓄積 し て いま す 。 
デジ タル ・ ア ッ プ ル 
酒場 ノ 芝 浦 プ マネ ー ジ ャ ー: 一 グ L 
び 結 法 デ 
高級 な 雰囲気 を 演出 し て いる バー で 
す 。 下 層 以 上 向け 。 オ ー ク 、 ト ロー ル 
は 入 店 を 拒 ま れる 場合 が あり ます 。 


>>>> ッ > [不思議 な も ん で 、 こ の 店 の 中 に 
入る と 自分 が 上 流 階級 に な っ た 気分 が する 。 
気 の き いた ジョ ー ク くら い 飛 ば さ な け りゃ っ 
や 大 1 吉 る 写る 

ーー ネイ ル ・ マ ー ク (02:31:05/01-08-50) 
>>>> ッ > [安心 し て くだ さい 。 い まじ ゃ 、 
ジョ ー ク 用 の スキ ル ソ フ ト も あり ます よ ] 
で 

ーー ミン スト レル (10:37:40 プ 01-09-50) 


時 代 屋 

酒場 プ 逐 ププ マ ネー ジャ ー : 酒井 修 ニ ノエ 
TG#687 (068 一 24). 

居酒屋 スタ イル の 酒場 で す 。 下層 以上 向け 。 
将 玄 

酒場 / 芝 プ マ ネー ジャ ー : 草加 一 雄 プ L 
全巻 2 うま (27 8 一 6)、 

下層 以上 。 純 和風 の 飲み 屋 。 


>>>> ッ > [芝浦 に ある いろ ん な 企業 の 連中 
が よく や っ て くる 。 ま あ 、 お 高く と まっ た ス 
ー ツ 野郎 に も 、 ぐ ち を こぼす 場所 が 必要 っ て 
わけ だ ろう ] くく くく ぐ 

ー 一 神 の 手 (23:39:28 プ 11-06-49) 


東都 病院 

病院 芝浦 プ ノ マ ネー ジャ ー : 海 法 裕 /L 
上 人 な 符 な は 【 お 0 イー を 3)。 

東京 地区 で は 最大 規模 の 病院 で す 。 東 京 
紛争 の 復旧 策 の 一 環 と し て 設立 され まし 
た 。 行 政府 の 福利 厚生 策 の 成功 例 の 一 つと 
計 攻 る で し ょ よう 。 

>>>> ッ > [成功 例 の 一 つじ ゃ な く 、 ほ と ん 
ど 唯 一 の 成功 例 だ |] くく くく く 
小龍 (01:18:49 プ 12-15-49) 
>>>> ッ > [生活 レベ ル に は 関係 な く 、 わ け 
へ だ て な く 治 療 し て くれ る 。 た と え 、 支 払い 
能力 が な く て も 。 そ うい う 意 味 じ ゃ 、 確 か に 
いい 病院 さ ] くく くく ぐ 

一 正宗 (03:03:36 プ 12-19-49) 


芝 ] 
③④ 晶 園 メデ ィ カ ル 社 
ジオ テッ ク 社 
③ デ ジタル ・ ア ッ プ ル 
③④ 時代 屋 


| @ 特 玄 


@ 東 都 病 院 


FACTS HISTORY TOKYO [ii ENVIRONS MEGACORPO 


| ktz 


LAW 


(NEDYTI(K&UDD MANEE MAGK GMMEMNTEREION 


@ ハ 本 木 (治安 評価 : A) 
昼間 人 口 : 3 万 人 (推定 ) 

夜間 人 口 : 4 万 人 (推定 ) 
治安 執行 状況 

ECP 上 麻布 分 著 (警備 人 員 200 名 ) 

警備 班 : 5 個 、 禁 徒 鎮圧 班 : 3 個 、 機 械 
化 犯罪 処理 犯 : 3 個 、 そ の 他 : 4 個 
他 民 間 警 備 会 社 (企業 や 一 般 市 民 と 個別 契 
約 ) 


主 な 所 在 官 庁 : な し 


高級 な 飲食 街 で す 。 治 安 レ ベル が 高く 、 
企業 や 行政 局 関係 者 の 接待 に 問 繁 に 利用 さ 
れ て いま す 。 酒場 や さま ざま な アミ ュー ズ 
メン ト 施 設 を 中 心 と し た 人 歓楽街 で す が 、 東 
新宿 の よう な 狼 雑 な 雰囲気 は あり ませ ん 。 
“安全 な "娯楽 を 求め る な ら 最 高 の 遊 び 場 
と 言え る で し ょ う 。 娯楽 地域 と し て は 治安 
レベ ル も 高く 、 中 流 以上 の 人 々 が 集まり ま 
す 。 企業 の V IP クラ ス が 護衛 を 連れ て や 
っ て 来 て 、 少 し ば か り も の も の し い 雰 囲 気 
に な る こと も あり ます 。 


六本木 の 代表 的 な 施設 
バロック ・ テ クチ ャ ー 
酒場 六本木 / マ ネー ジャ ー: クリ ス ・ 
アン ドレ ッ テ ィ LTG#988 (794 
= 王 欠 
中 世 ヨ ー ロ ッ パ 風 の 内 装 が 特徴 の バー で 


す 。 中 流 以上 。 武器 の 携帯 チェ ッ ク が あり 
ます 。 オ ー ク や トロ ー ル は 入 店 を 拒 ま れる 
こと が あり ます . 

アス トラ ル ・ パ レス 

酒場 麻布 台 プ マネ ー ジ ャ ー : 田原 智 
で な 才 人 0S 【10 あ 一 51). 

薄暗く 、 神 秘 的 な 雰囲気 を 演出 し て いる 
バー で す 。 中 流 以上 。 武 器 の 携帯 チェ ッ ク 
が あり ます 。 オ ー ク や トロ ー ル は 入 店 を 拒 
まれ る こと が あり ます 


>>>> ッ > [ 床 の 模様 が 、 実 は 魔法 陣 に な っ 
て いる 。 ど うい う 意 味 が ある の か は 知ら な い 
が 、 と りあ え ず 危な い 話 を し て も アス トラ ル 
空間 か ら 覗 か れる 心配 は な さそ うだ ] くく く 
守っ 

ー 一 影 法師 (17:18:02 プ 10-21-49) 


時 村 

レス ネス トラップ 大 本 林 / マ ネー ジャ ー、 共 
条 昌 弘 プ LTG#924 (910 一 9 9). 
落ち 着い た 品 の ある 雰囲気 の フラ ンス 料 
理 店 で す 。 高 級 素 材 を 用 いた 豪華 な 料理 が 
売り 物 で す 。 中 流 以上 。 オ ー ク や トロ ー ル 
は 入 店 を 拒 ま れる こと が あり ます 。 


>>>>> [店 内 は コン パー トメ ント に 仕切 
られ て いて 、 ヤ バ い ぃ 密談 を する に は 持っ て 来 
い だ 。 店 の ほう も 、 盗 聴 な ん か の 予防 に は カ 
を 入れ て いる ] こく < くく 


Po 計 


ゴロ @⑥〆ー コ ロシア ム 


| 


ーー ブラ イト ・ エ ッ ジ (04:36:33 プ 10-19-49) 


アヴァ ロジ シン 

酒場 麻布 公 プ / マ ネー ジャー : 松永 信 
だ /LTG970 (169 一 47)。 
高級 クラ ブ 。“ 口 の 了 堅い" スタ ッ フ が 揃 
っ て お り 、 企 業 関係 の 利用 が 中 心 で す 


>>>> ッ > [同じ ウエ イタ ー や ホス テス で も 
気味 が 悪い くら い 静 か だ っ た り 、 や た ら 話 し 
た が っ た りす る こと も ある 。 ど う や ら 、 客 に 
合わ せ て スキ ル ソ フ ト を 使い わけ て る らし い ] 
SS SS 

ーー 神 の 手 (16:36:32/09-09-49) 


ネオ ・ コ ン セ プ ト 

レス トラ ン ン 六本木 / マ ネー ジャ ー : 佐 
山幸 半 /LTG#932 (871 一 0 3). 
"覚醒 種 料理 "と 銘打っ て 、 一 風 変 わ っ た 
料理 を 出す 店 で す 。 下層 以上 向け 。 


>> テ >> [ひら た く 言 えば ゲテモノ 料理 だ 
が ……。 自然 保護 の 連中 か ら は 、 猛 烈 に 非難 
され て いる な ] くく くく ぐ 

ーー ブラ イト ・ エ ッ ジ (22:03:51 プ 10-25-49) 


cv 一 コロ シア ム 

アミ ュー ズ メ ント ン 六 本 木 プ マネ ー ジ ャ 
ー : 川淵 義 ン LTG#994 (178 一 
0 9). 
邊 導 本 木 
| ④ バ ロッ ク ・ テ クチ ャ ー 
| @ ア スト ラル ・ パ レス 
_ ⑧ 時 村 
| @ ア ヴァ ロン 
| ネオ ・ コ ン セ プ ト 


[| FACT 


HTORY TOKYO MNT ENVIRONS MEGACORPO LAW 


EDI(K&lD INEEMAGK GMNEMATEREION 


| PRE | 


メデ ィ ア テク ノ 社 ( 渕 系 ) が 40 年 に 設立 
し た アミ ュー ズ メ ント 施設 。 渋 谷 の 』 一 コ 
ロシア ム の 姉妹 店 に あたり ます 。 も と も と 
は 、 ギ ャ ング た ちの あい だ で 流行 し て いた 
叫 開 士 の まね ご と を 、 安 全 に で きる よう に 
し た アト ラク ショ ン で す 。 アー マー・ ジ ャ 
ケッ ト を 着 こ ん で 、 刃 を 落と し た 剣 で 殴り 
合い ます 。 客 の 勝敗 を か けた 賭け が 行なわ 
れ て いる な ど 、 一 般 の 客 に は 立ち 入り に く 
い 雰 囲 気 で す 。 サ イ バ ー ウ ェ ア を 埋め こん 
だ 客 は 入 店 を 拒 ま れる こと が あり ます 。 


> シッ [サイ パー ウェ ア を 埋め こん で な 
く て も 、 ト ロー ル の 客 は 露骨 に 嫌がら れる 。 
な に せ 、 強 すず る か ら な 。 賭け が 成り 立た な 
和 避 六 で < 

ーー 瑞雲 (02:34:50/09-30-49) 


人 @ 池 袋 
年 間 人 口 : 5 万 人 (推定 。 全域 に 非 登録 者 
多数 ) 


夜間 人 口 : 5 万 人 (推定 。 全域 に 非 合 録 者 
多数 ) 
治安 拉 行 状況 

ECP 池 袋 分 暫 ( 称 備 人 員 200 名 ) 

和 備 放 5 個 、 病 徒 鎖 班 : 3 個 、 機 械 
化 罰 罪 処理 凹 : 3 個 、 そ の 他 : 3 個 

E な 所 在家 庁 : な し 


現在 、 渋 谷 の 西部 と 並ん で 治安 の 低下 が 
非常 に 深刻 に な っ て いる 地域 で す 。 こ の 地 
域 が た どっ て きた 過程 は 、 あ る 意味 で 上 野 
に 似 て いま す 。 し か し 、 上 野 の よう な " 境 
運 "” に 恵まれ る こと は な く 、 街 と し て の 輝 
き を 失っ て し まい まし た 。 

池袋 は 東京 紛争 で 最も 激しい 戦闘 が 行 な 
われ た 地域 で 、 地 上 の 建物 か ら 地 下 路線 ま 
で 非常 に 大 き な 打 撃 を 受け まし た 。 し か し 、 
紛争 後 の 東 京 再開 発 計画 は 、 洋 社 を は じ め 
と する さま ざま な 企業 の 思惑 が 入り こん だ 
た め 、 西 新宿 な ど 一 部 の 地域 を 除い て 大 き 
く 立 ち 遅 れる こと に な り ま し た 。 そ の た め 
池袋 の 再建 も 先送り に され 、 こ の 地域 の 本 
来 の 住人 た ち は 他 の 地域 へ どん どん と 流出 


し て し まっ た の で す 。 そ うし た 状況 の な か 、 


上 野 と 同じ よう を な 経緯 で 周辺 地域 の 不法 居 
住 者 や スト リー ト 系 の 住人 が 池袋 に 入り こ 
み 、 混 六 と し た 状況 に な り ま し た 。 

都市 機能 が 低下 し た 地域 に 住人 が 入り こ 
むと いう 状況 は 、 上 野 で も 見 られ た か た ち 
で す 。 し か し 、 行 政局 は この 状況 を 無視 し 
つづ け 、 こ の 街 の 新た な 住人 た ち も 上 野 の 
よう に 団結 する こと は あり ませ ん で し た 。 
各 住 人 が ば ら ば ら の まま で 、 地 域 を まとめ 
る 統率 者 が 現れ な か っ た の で す 。 

紛争 終了 後 の 2040 年 ご ろ 、 空 白地 帯 に な 
っ た 池袋 に 目 を つけ 、 ヤ ク ザ を は じ め と す 
る さま ざま な 犯罪 組織 が 進出 を 開始 し まし 
た 。 団結 の な い 住人 た ち に は 組織 立っ て そ 
れ に 対抗 する 力 は な く 、 行 政局 に も そう し 
た 状況 に 対処 する 余力 が な か っ た た め 、 結 
果 と し て 治安 が 著しく 悪化 する こと に な っ 
な わけ です 。 

その 後 も 各地 の 再 整備 に よっ て 弾き だ さ 
れ た 人 々 が 流れ 込む よう に な り 、 荒 廃 が 進 


固 で < っ ゅ 回 


ん で いま す 。2043 年 に ECP が 不法 居住 者 
た ちの 排除 を 試み た こと が ある も の の 、 ヤ 
ク ザ 組織 や ギャ ング た ち に 扇動 され た 林 動 
事件 に まで 発展 し て お り 、 排 除 活動 は 失敗 
に 終わ っ て いま す 。 

スト リー ト ・ ギ ャ ング は も ちろ ん 、 姉 川 
組 を は じ め と する ヤク ザ も 進出 し て お り 、 
この 地域 を 中 心 と し て 抗争 が 繰り 広げ られ 
る こと も あり ます 。 

池袋 の 再建 に は 企業 の 本 格 的 な バッ クア 
ッ プ が 必要 な の は 明らか で 、 現 在 、 行 政局 
は 資本 導入 の た め の 再 整備 を 計画 し て いま 
す 。 池 袋 駅 西部 を モデ ル 地 域 と し て 、EC 
P 分 紋 を 中 心 に いく つか の 建物 が 再建 され 
て いま す 。 も っ と も る 、 こ の 再 整 備 活動 も ご 
く 狭い 地域 だ け で し か は か どっ て お ら ず 、 
それ 以外 の 大 半 の 地域 で は 紛争 時 に 被害 を 
受け た 建物 が 取り 壊し も 建て 直し も され な 
いま ま 放 置 さ れ て いま す 。 

こう し た 治安 の 低下 に と も な い 、 池 袋 で 
は ECP の 人 上 員 不 足 が 問 題 に な っ て いま 
す 。 現在 の 人 上 員 体 制 で は 、 駅 の 北東 部 な ど 
パト ロー ル の 及ば な い 空 白地 域 が 増加 し て 
いる の で す 。 民 間 警 備 会 社 と 契約 する よう 
な 企業 や 市 民 も な く 、 治 安 の 低下 に 一 層 の 
拍車 が か か っ て いま す 。 


人 @ 池 袋 駅 西部 

(治安 評価 : |) 

西口 改正 通り か ら 池 袋 駅 に か け て 、200 
メー トル 四方 の 区 域 は 行政 局 に よる 再開 発 
モデ ル 地 域 と し て 整備 が 進め られ て いま 
す 。2058 年 に は 再建 計画 は 終了 し ます が 、 
現在 の と ころ 主要 企業 の 進出 は な く 、 自 動 
販売 の ファ スト ・ フ ー ド 店 や コン ビニ が 中 
心 で 街並み は 閑 前 と し て いま す 。 せ っ か く 
の 再建 区 域 も 周辺 に 住む 不法 居住 者 た ち が 
利用 する に 留まっ て お り 、 一 般 の 市 民 に は 
また 気軽 に は 近づけ な い 地 域 と 言え る で し 
ょ う 。 し か し 、 こ の 地域 の 開発 に 興味 を 示 
す 企 業 も あり 、 こ れ か ら の 開発 に は 期待 が 
寄せ られ て いま す 。 


池袋 駅 西部 の 代表 的 な 施設 
ECP 池 袋 分 署 
公共 施設 西口 改正 通り プ マ ネー ジャ 
ー : 高橋 祐子 ア LTG#814 (110 一 
1 0 ). 


[| FACT 


中 年 


池袋 の 治安 維持 を 担当 する ECP の 分 暫 
で す 。 隊 員数 は 少な いも の の 練 度 は 高く 、 
少数 精鋭 で 運営 され て いま す 


>>>> ッ > 少数 精鋭 "? も の は いい よう 
っ て や つ だ な 。 た し か に 、 池 袋 に は 優秀 な 隊 
員 が 揃っ て る と か いう 話 だ が 、ECP の な か 
じゃ 、 こ こ に 配属 され る の は 名 誉 で も な ん で 
も な いそ うだ 。 隊員 の 消耗 率 が ピカ イチ の 、 
最悪 の 分 署 だ っ て 話 だ か ら な 。 皮肉 な こと に 、 
使命 感 に 燃え て る “優秀 な ” 隊員 ほど 早死 に 
し ちまう 。 生き 残り た いな ら 、 こ この 住人 た 
ちと “仲よく” な ら な きゃ や っ て られ な い 。 
と いう わけ で 、 こ こじ ゃ ベテラン デー 悪 徳 隊 員 
っ て わけ だ ] くく くく ぐ 

ーー ロン グ ・ フ ァ ン グ (11:35:24 プ 11-30-49) 


クラ ッ ク ・ ビ ー ト ル 
アミ ュー ズ メ ント ノノ 西口 公園 南 プ マネ ー 


ジャ ー : 清水 父 プ LTG#824 (536 
ー8 7 ). 
ゲー ムセン ター。 も っ と も る 、 店 内 に ある 


の は 旧型 の ゲー ム 機 が ほとん ど で す 。 現在 
で は スト リー ト ・ ギ ャ ング の た まり 場 に な 
っ て いま す 。 

鳥 め し 屋 

販売 西口 改正 通り プ マ ネー ジャ 
ニー ュー Tv 共 一 。 

東京 に チェ ー ン 展開 する ファ スト ・ フ ー 
ド 店 (シア ワ セ 系 )。 鳥 丼 専門 店 で 、 東 京 


の 各所 に 店 舗 を 展開 し て いま す が 、 池 袋 に 
ある の は 無人 の 自動 販売 型 の 店 舗 で す 。 一 
日 に 一 度 、 チ ェ ー ン の サー ビス ・ カ ー が 巡 
回 し て きま す 

ノイ ズ ・ パ ッ ク 

アミ ュー ズ メ ント ノノ 西口 公園 南ア マ ネー 
ジャ ー : 林 明 / プ LTG#801 (967 一 
了 導 

占 く か ら あ る カラ オケ ・ ル ー ム で す 。 立 
体 ス クリ ー ン に 投影 する 以外 、“ 昔 な が ら “ 
の カラ オケ と 大 差 あ り ま せん 。 


>>>>> [カラ オケ ! そう いや 、 大 昔 は 

人 気 が あ っ た っ て 話 だ 。 い まじ ゃ 昔 を 懐か し 

が る よう な 奴 し か 来 な い が ね ] ここ く こく くく 
ーー ブラ イト ・ エ ッ ジ (00:03:46 プ 10-12-49) 


人 @ 池 袋 駅 東部 
治安 評価 : E) 

再開 発 区 域 か ら 外 れ 、 現 在 も 放置 され て 
いる 地域 で す 。 東 都 高 速 五 号 線 か ら の ラン 
プ は 現在 も 閉鎖 され て お り 、 高 架 鉄道 を 除 
いて 、 都 市 の 交通 網 か ら 切 り 離 され て いま 
す 。 こ の 地域 に は 行政 局 の 許可 を 受け て い 
な い 非 合法 酒場 や 風俗 関連 の 店 が 多く 、 治 
安 状態 が 非常 に 悪く な っ て いま す 。 廃 坊 同 
然 で 現在 で は 使わ れ て いな い 建 物 が 多く 、 
そこ に 住み つく 不法 居住 者 が 後 を 絶た ず 深 


刻 な 問題 に な っ て いる の で す 。 ま た こう し 


た 廃 ビ ル は 不法 居住 者 た ちの 寝 ぐ で ら に な る 


だ け で は な く 、 ヤ ク ザ や スト リー ト ・ ギ ャ 
ング の 隠れ 養 に も な っ て いま す 。 

東京 有数 の ヤク ザ 組 織 、 姉 川 組 も この 地 
域 に 拠点 を 持っ て いま す 。 姉川 組 は 小 規模 
な 独立 企業 を 吸収 し て 経済 進出 を 有 姓 っ て い 
る と 言わ れ て いま す が 、ECP の 調査 で も 
この 組織 に つい て は 解明 され て いな い 点 が 
山積 み に な っ て いま す 。 ヤ ク ザ 組織 と し て 
の 非 合 法 活動 は あま り 表 に 出 た こと が な 
く 、ECP や 行政 局 も 警戒 の 眼 を 強め て い 
る と どこ と ころ で す 


池袋 駅 東部 の 代表 的 な 施設 

ネオ ・ サ ン シ ャ イン 

ー グ 池袋 東 プ マ ネー ジャ ー : 非 公開 L 
TG# 非 公開 . 

旧 サ ン シ ャ イン ・ シ テ ィ 。 姉川 組 が 買い 
取り 、 独 自 に 再建 し た 建物 で す 。 高 層 ビ ル 


| 池袋 

る ECP 池 袋 分 署 | 
@ ク ラック ・ ビ ー ト ル 

る ③ 伺 めし 屋 

④ ノ イズ ・ バ パック 

⑧⑤ ネ オ ・ サ ン シ ャ イン 

⑥ 静 株 (ネオ ・ サ ン シ ャ イン 内 ) 


[| FACT HNSTORY TOKYO iMWi2I ENVIRONS MEGACORPO LAW (NEDXTICK&ID MANEEMMGK GAMENANTEROETTON 


に 傘下 企業 の オフ ィ ス 等 が 入居 し て お り 、 
姉川 組 の 重要 拠点 で ある こと は 間違い あり 
ませ ん 。 し か し 、 残 念 な が ら 詳 細 に 関し て 
は よく わか っ て いま せん 。 


>>>>> [ECP は 買収 を 阻止 し よう と し 
た らし い が 、 手 続き は 完全 に 合法 な も の だ っ 
た ん で 結局 手 が 出せ な か っ た らし い ] くく ぐ 
ぐ く ぐ 
ネイ ル ・ マ ー ク (23:27:1809-15-49) 
> ラテ >> テ > [この ピル の コン ピュ ー タ ・ シ ス 
テム は マト リッ クス か ら 切 り 離 され て る 。 お 
か け で 俺 た ち デ ッ カ ー も 手 が 出 な い 。 隠 され 
て る と 、 余 計 中 身 が 知り た く な る 。 誰か の ぞ 
いて きた 奴 は いな いか い ? ] こく こく くく 
ー 一 雑学 屋 (18:58:24 プ 12-04-49) 


静 森 
酒場 池袋 束 プ マネ ー ジ ャ ー : 鈴木 二 
郎 プ LTG# 非 公開 . 


ネオ ・ サ ン シ ャ イン の 一 階 に ある 酒場 で 
す 。 こ の 地域 に ある 酒場 と し て は 、 唯 一 行 
政局 の 許可 を 受け て 営業 し て いま す 。 


>>>>> [バー テン が すげ え 美 人 らし い 。 
で も 、 ヤ ク ザ の 寝 ぐ ら で 酒 を 飲み た いっ て 奴 
は いな い だ ろ うな ?] くく くく ぐ 

ーー ラン ド ・ ブ リー ズ (21:32:40 プ 11-01-49) 


候 肖 田 (治安 評価 : C) 

昼間 人 口 : 1 万 人 未満 (推定 、 非 登録 者 あ 
り ) 

夜間 人 口 : 1 万 人 未満 (推定 、 非 登録 者 あ 
り ) 

治安 執行 状況 

ECP 岸 分 署 (警備 人 員 250 名 ) 

辻 備 班 : 3 個 、 暴 徒 鎮圧 班 : 2 個 、 機 械 
化 犯罪 処理 犯 : 2 個 、 そ の 他 : 2 個 
他 民 間 警 備 会 社 (企業 や 一 般 市 民 と 個別 契 
約 ) 

主 な 所 在 官 庁 : な し 


空港 の 争奪 を めぐ っ て 東京 紛争 "で 激 
し い 戦 闘 が 行なわ れ た 地域 の ー つ で す 。 最 
終 的 に は 羽田 空港 も 攻撃 対象 と な り 、 手 ひ 
どく 破壊 され る こと に な り ま し た 。 紛争 終 
結 後 、 幕 張 沖 に 建設 が 進ん で いた 新 空港 に 
力点 が 置か れ た た め 、 羽 田 空 港 の 再建 は 見 
送ら れ て いま す 。 そ の 人 後 、 空 港 跡地 の 利用 
計画 を めぐ っ て 、 さ まさ ざま な 企業 に よる 駆 
け 引 き が あり まし た 。 現在 で は 、 中 米 の ア 
ズ ト ラン に 本 拠 を 置く アズ テク ノロ ジー 社 
が 主体 と な り 、 跡 地 で アス テカ 博 の 開催 が 
予定 され て いま す 。 


羽田 周辺 の 代表 的 な 施設 
アー バン ・ ブ ロウ ル 専 用 区 画 


アミ ュー ズ メ ント ン ノ 羽 田 プ マネ ー ジ ャ 
ーー : ーー 

人 工 の 新区 画 。 特 殊 素 材 で 作ら れ た 、 模 
擬 建 築 が 立ち 並ん で いま す 。 “アー バン ・ 
ブロ ウル "は 銃 や 魔法 を 使う こと が で きる 
“格闘 球技 " で 、 幅 広い 人 気 を 集め て いま 
生 。 

この 区 画 の 建物 は 、 ほ と ん ど が 薄い 灰色 
を 基調 に し て お り 、 き わ め て 無味 乾燥 な 印 
象 を 与え を ます 。 こ うし た 模擬 建築 は 分 解 や 
組み 立て が 簡単 に で きる よう に 設計 され て 
お り 、 と き お り 区 画 の 配置 変え も 行なわ れ 
ます 。 試 合 の 有無 に は 関係 な く 、 通 常 は 立 
入 禁 止 に な っ て いま す 。 


>>>>> [区 画 内 に は 不法 居住 者 た ち が 入 
り 込 ん で いる が 、 全 部 見 つけ る の は 難し いら 
し い 。 そ ん な わけ で 、 試 合 中 に は 、 不 法 居 住 
者 た ち を 巻き こん だ 不意 の “アクシデント " 
が 起こ る こと も ある 。 う が っ た 見 方 を すれ ば 、 
そう いう アク シ デ ン ト を 起こ す た め に 、 わ さ ざ 
わざ 不法 居住 者 た ち を 見 逃し て る っ て 噂 も あ 
る ほど だ ] くく くく 

ーー ラン ド ・ ブ リー ズ (12:28:3009-15-49) 


海 、 川 、 運 河 


| 


羽田 


① ア ー バ ン ・ ブ ロウ ル 専 用 区 画 


男 


ENVIRONS 39(eUt40 


| 周辺 地区 


人 @ 西 地区 (治安 評価 : A) 
間 人 口 : 15 万 人 (推定 ) 

夜間 人 口 : 15 万 人 (推定 ) 

治安 執行 状況 

ECP 西 部 支局 (警備 人 員 800 人 ) 

営 備 班 : 15 個 、 暴 徒 鎮圧 班 ・ 8 個 、 機 械 
化 犯罪 処理 犯 : 7 個 、 特 殊 犯 罪 処理 班 ( 対 
魔術 犯罪 ) 4 個 、 そ の 他 : 5 個 
他 民 間 警 備 会 社 (企業 や 一 般 市 民 と 個別 契 
約 ) 

主 な 所 在 官庁 : な し 


旧 三 鷹 市 か ら 府中 市 周辺 に あたり 、 過 密 
な 中 央 地区 か ら さ ま ざ ま な 施設 を 移転 させ 
た 文教 地区 と 位置 づけ られ て いま す 。 中 央 
地区 の よう な 建築 物 の 高層 化 も 見 られ ず 、 
非常 に ゆっ た り と し た 街並み に な っ て いま 
す 。 中央 地区 で 無人 化 が 進め られ た 地域 
(霞ケ関 周辺 な ど ) に あっ た 施設 を は じ め 
と し て 、" 国 立 の 教育 機関 な ども この 西 
地区 に 移転 し て いま す 

この 地区 は 、 中 央 地区 の よう な 過密 化 を 
さけ る た め に 、 人 口 密度 を 一 定 以下 に 押え 
る 居住 制限 " が 定め られ て いま す 。 制 限 


に は 財産 規定 が あり 、 住 民 は 比較 的 裕福 な 
暮らし を し て いる 人 々 の 比率 が 高く な っ て 
いま す 。 東 京 の 企業 や 、 渕 社 私 有 区 の ベッ 
ド タ ウ ン と いう 性 格 を 持つ 地域 で す 
東京 は 、 新 都市 整備 法 に 従っ て 新た な 開 
発 が 進め られ て いま し た が 、 最 近 に な っ て 
状況 が 少し 変わ っ て き て いま す 。2056 年 に 
東京 で す オリンピック が 開催 され る こと が 決 
定 し た の で す 。 こ の た め 、 西 地区 に 主要 な 
会 場 が 集め られ る こと が 決ま り 、 新 都市 束 
備 法 は 大 幅 な 手直し が 加え られ まし た 。 そ 
れ ま で 進め られ て いた 中 央 地区 の 整備 を 一 
ぎ 的 に 中 断 し て 、 西 地区 の 整備 が 優先 的 に 
進め られ る こと に な っ た の で す 。“ オ リン 
ピッ ク ・ ス タ ジ ア ム " や 選手 村 を 中 心 に 、 
較 送 手段 の 確保 や 競技 施設 の 建設 が 急 ビ ピッ 
チ で 進め られ て いま す 

2056 年 の 東京 五輪 の 主要 会 場 と し て 一 躍 
注目 を 浴び 、 さ ま ざ ま な 企業 か ら 大 量 の 資 
本 が 流れ こん で いま す 。 現在 、 東 京 で 最も 
裕福 な 地域 と いえ る で し ょ う 。 


ッッ >> ッ > [金持ち 連中 が 多い 閑静 な 文教 地 


区 。 オ リン ピッ ク も 行なわ れる 。 い か に も 快 


適 そ うだ けど 、 こ こ に 住む に は 居住 制限 の 
“" 拍 選 "に 当たら な けれ ば な ら な い 。 金持ち 連 
中 の 席 は 別に 確保 され て いる の に な ] くく く 
ぐ ぐ 

ー 小 龍 (02:01:56 プ 10-13-49) 


西 地 区 の 代表 的 な 施設 

オリ ン ピ ッ ク ・ ス タ ジ ア ム 

公共 施設 西 地区 アマ ネー ジャ ー : 村 本 
諾 プ /LTG174 (269 一 4 7). 
2056 年 の 東京 五輪 の 中 心 会 場 と し て 建設 
が 進め られ て いま す 。 サ イ バ ー 増 強 の 認め 
られ た 種目 に も 対応 で きる よう に 大 型 化 さ 
れ て いる 施設 も あり ます 


>>>>> [工事 中 の オリ ン ピ ッ ク ・ ス タ ジ 
アム は 、 さ まさ ざま な 勢力 の 攻撃 目標 に な っ て 
いる 。 行政 府 に 盾 突く に は 、 こ こ を 壊す の が 
最も 手 っ 取り 早い か ら な ] こく くく ぐ 

ー 小 龍 (01:23:36 プ 12-30-49) 


東京 帝国 大 学 
研究 施設 / 西 地区 マネージャー : 福井 
健一 郎 プ LTG#174 (387 一 2 1). 


NN 


| 西 地区 (一 部 ) | 


ング ※ 全 体 が 西部 高度 研究 推進 地 区 


ン と 


[| FACT 


HISTORY TOKYO CENTRL Hi ENVIRONS 3 LAW (NEXTCK&D MMMNEEMAGC GMMEMNTRGETON 


魔術 研究 に 力 を 入れ て いま す 。 最近 で は 
渕 社 の 影響 が 大 きく 、 
が さか ん !( 

武道 館 

WS 
MP ちさ が も 6 (608 一 9 7). 

38 り 、 武 道 館 
も 本 地区 に 移転 さま れ て い 6 

東京 記念 館 

公共 施設 西 地 区 プ マ ネー ジャ ー : 加藤 
壮 雄 プ LTG#170 (478 一 O1). 

0 
(2039 年 、 激 篤 の 夜 ) の 記録 な ど 、 東 京 の 
の 設立 
者 は 中 央 地区 に ある 独立 企業 の オー ナー で 
す 。 さ まさ ざま な か た ち で 圧力 が か けら れ た 
と 言わ れ て いま す が 、 つ い に 屈 する こと は 
あり ませ ん で し た 。 一 部 の 巨大 企業 の 後 押 
し が あっ た と も 言わ れ て いま す 。 


こ に 行なわ れ て いま す 


>>>> ッ > [東京 記念 館 に 残さ れ た 記録 の な 
か に は 、 か な り の 重大 問題 を は らん だ 記録 も 
ある は ず だ 。 た と えば 、 東 京 紛争 の 当事者 に 
と っ て は 二度と 思い 出し た く な いよ うな … 
…]| くく くく < 

一 正宗 (21:21:14/03-25-50) 


近代 美術 館 
美術 館 / 西 地区 アプ マネージャー: 三浦 


都 /LTG#177 (731 一 7 2). 


20 世 紀 の 美 術 品 を 展示 し て いま す 。 多く 


渕 社 の 社員 の 留学" 


は 東京 紛争 時 に 持ち 出さ れ た も の で 、 価 値 
の 高い 品 が 揃え られ て いま す 。 

国立 図書 館 

公共 施設 西 地 区 プ マ ネー ジャ ー : 倉橋 
利夫 プ LTG#172 (117 一 91). 

膨大 な 蔵書 量 を 誇る 図書 館 で す 。 電 子 メ 
ディ ア だ け で な く 、 紙 媒体 の 蔵書 も 大 量 に 
区 え られ て いま す 。 東 京 紛争 時 に 東京 各地 

の 図書 館 や 記録 施設 か ら 持 ち 出 され た も の 
が 多く 、 現 在 も 分 類 作 業 が 進め られ て いる 
と ころ で 


>>>>> [国立 図書 館 に は 、 分 類 不能 の 魔 
導 書 の た ぐい まで 集め られ て いる 。 そ れ が 、 
どう や ら 日 本 古来 の 魔法 の 系 統 に 関す る も の 
らし い ] くく くく < 
ーー 影 法師 (16:44:00/09-01-49) 

天 国 劇場 

アミ ュー ズ メ ント ノ 西 地区 プ マ ネー ジャ 
ー : 中 村 進 プア LTG#170 (617 一 0 
8J。 

丸の内 か ら 移 転 し た 、 演 劇 専 用 の 劇場 で 
す 。 す ば らし い 音 響 設備 を 備え を て いま す 
西部 高度 研究 推進 地区 (サイ バー・ パ 
ー) 

学術 機関 西 地 区 プ マ ネー ジャー: 一 グ 
LTG# 非 公開 . 

有数 の 研究 所 地区 。 私 設 ・ 官 立 、 規 模 の 
大 小 を 問わ ず 研 究 所 が 集まる 地域 で 、 重 点 
集中 警備 地区 に 指定 され て いま す 


念 洋 社 私 有 区 

( 泊 安 評価 : AA) 
昼間 人 口 : 40 万 人 (推定 ) 
夜間 人 口 : 40 万 人 (推定 ) 
治安 執行 状況 
企業 法 に 従い 独自 機関 が 執行 
な 所 在 官庁 : な し 


旧 八 王子 市 を 中 心 と する 広大 な 私 有 地 区 

、 紛 争 に よっ て 東京 か ら 撤 退 し た 渕 社 の 
和 あい ま お 私 有 区 内 に は 社員 
の 住居 な ども 整備 され て お り 、 そ れ だ け で 
完全 な 1 個 の 都市 の 機能 を 備え を て いま す 。 
測 社 自慢 の 家 備 部 隊 が 警備 体制 を 敷い て お 
り 、 関 係 者 以外 が 立ち 入る こと は 、 特 別 な 
許可 が な いか ぎり 非常 に 難し く な っ て いま 
す 

私 有 区 を 取り 巻く 境界 地帯 は 、 監 視 カ メ 
ラ な どの 保安 機器 が 巧妙 に 隠さ れ て いま 
す 。 保 安 担 当 の 魔法 使い を 使い 、 ア スト ラ 
ル か ら の 計画 も 厳重 に 行なわ れ て いま す 
西 地区 か ら つ な が る 幹線 道路 は 、 境 界 地帯 
に 厳重 な 検問 が 敷 か れ て いま す 。 渕 社 の 社 
員 ID を 持っ て いれ ば 問題 あり ませ ん が 、 
それ 以外 は 見 学 ツ アー に 参加 し な けれ ば 私 
有 区 内 に 立ち 入る こと は まず 不可 能 で す 
見 学 ツア ー に 参加 する に は 、 西 地区 に あ 
る 渕 社 の 支社 に 申し こま ね ば な り ま せん 
(クレ ッ ド ステ ィ ッ ク の 提示 が 必要 で す ) 
0 し こみ が 必要 で す 。 見 学 コ ー ス 
は 、 本 社 (一 部 研究 棟 ) 一 総合 工場 一 社員 
eS MT 衝 MW の が 

見 学者 は 、 ス クウ ィ ー ラ ー を 身 に つけ な け 
れ ば な り ませ せん (本 株 ルー ルプ ッ ク 263 ペ 
ー ジ )。 ま た 、 ツ アー の 終わ り ま で 案内 役 
が 付き 添い ます 
>>> ッ > ッ > [ 渕 桂 に か ぎら ず 、 一 つの 街 を 管 
理 する 巨大 企業 に と っ て 、 住 民 の 中 に まぎれ 
こん だ スパ イ と いう の は 頭 の 痛い 問題 だ 。 か 
な り の 規模 の 街 だ か ら 、 ス パイ が 潜り こむ の 
を 避け る の は 、 ど ん な 厳重 な 警備 を 敷い た と 
ころ で ます 無理 な 話 だ ろう 。 た と えば 、 上 級 
社員 を 拉致 し 、 そ の 指紋 や 網膜 パタ ー ン を 整 
形 し た スパ イ に 移植 し て 潜り こむ な ど と いう 
手 が あ る 。 巨大 企業 は 、 最 初 は 上 級 社 員 の 身 
辺 警護 で 対応 し て いた 。 し か し 、 や が て そう 
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し た スパ イ を 防ぐ も っ と 簡単 で 確実 な 方 法 を 
見 つけ 出し た 。 そ れ が 、 オ ー ラ 識別 だ 。 魔法 
使い が アス トラ ル の 能力 を 使っ て 調べ れ ば 、 
どん な に 見 事 な 整 形 を し た と ころ で 簡単 に わ 
か っ て し まう 。 お か け げ で 、 重 要 な 区 画 で は 専 
門 の 魔法 使い が オー ラ の 監視 を 行なう よう に 
な っ た 。 だ が 、 課 報 活動 と いう の は 根 が 深い 。 
と な れ ば 、 そ の メイ ジ を 拉致 し て …… と いう 
こと も ある らし い 。 
さて 、 オ ー ラ 識別 の お か げ で 、 上 級 社員 と 
すり 替わる と いう 芸当 は な か な か 難し く な っ 
た 。 だ が 、 そ れ に 代わ っ て 登場 し た の が 、 大 
昔 の 忍者 が 使っ た よう な “ 草 ” と いう 手段 だ 。 
すなわち 、 潜 入 し た 企業 の 社員 と し て 必要 な 
ら 子供 や 孫 の 代 まで も 仕え る 。 だ が 、 ひ と た 
び 必 要 に な れ ば 、 “本来 の " 任務 に 戻る と いう 
わけ だ 。 し か し 、 こ れ も 、 子供 の 頃 か ら の 
“ 社 へ の 中 誠心” を 植え つけ る 教育 の た め に 失 
敗 す る こと が ある と いう 。 い ずれ に せよ 、 い 
た ちご っ この 世界 だ ] くく くく < 
ー 一 雨 月 (00:30:41 プ 07-10-49) 


私 有 区 内 の 代表 的 な 施設 
渕 社 本 社 ビ ル (通称 “フチ ・ ス ター") 
企業 渕 社 私 有 区 ンプ マネ ー ジ ャ ー: リ チ 

ャ ー ド ・ ヴ ィ リ ャ ー ズ ググ LTG#990 

(990 一 9 9). 

星 型 を か た どっ た 大 型 の 本 社 ビ ル ん で す 。 

事務 棟 、 研 究 棟 な ど に 分 か れ て いま す 。 本 

社 の 研究 棟 で は マト リッ クス 関連 の 技術 が 


開発 され て お り 、 特 に 上 厳重 な 警備 が 敷 か れ 


て いま す 。 

中 央 研究 所 

企業 プ 洋 社 私 有 区 プ マ ネー ジャ ー : 非 公 
開 プ LTG# 非 公開 . 


マト リッ クス 技術 以外 の 基礎 研究 を 行 な 
う 総合 研究 施設 で す 。 渕 社 の 頭脳 と 言わ れ 
て いま す 。 


>>>> ッ > [ 渕 に と っ て は 中 研 が 最大 の 研究 
施設 で す が 、 彼 ら は 私 有 区 以外 に も いく つか 
研究 施設 を 分 散 さ せ て いま す 。 独立 企業 を 買 
収 し て 、 研究 施設 と し て 利用 し て いる わけ で 
す 。 中 研 だ け に デー タ を 集中 させ て お く と 、 
一 度 で すべ て 破壊 され て し まう 危険 も は らん 
で いま す 。 だ か ら “ 外 ” に も 研究 成果 を 分 散 
させ て いる と いう わけ で すね ] こく こく くく 
ーー シル フィ ー ド (01:03:52 プ 11-29-49) 


私 設 軍 駐屯 地 

ー ノ 洋 社 私 有 区 ンプ マネ ー ジ ャ ー : 一 グー 
渕 社 の 私 設 軍 が 駐屯 する 地域 で す 。 実 態 
は 不明 で す 。 


>>>> ッ > [東京 紛争 や カリ フォ ルニア 派兵 
(2035 年 、 カ リフ ォ ル ニア 独立 時 ) を 生き 残 
っ た 精鋭 部 隊 が 控え て いる 。 実力 は 、 推 し て 
知る べし だ ] くく くく ぐ 

ーー ネイ ル ・ マ ー ク (16:23:03 プ 11-27-49) 


総合 工場 (通称 “マス ・ フ ァ ク トリ ー") 

企業 ノ 洋 社 私 有 区 ンプ マネ ー ジ ャ ー : 非 公 
開 プ LTG## 非 公開 . 

渕 社 の 全 製品 の 八 割 近く を 生産 する 超大 
型 の 工場 で す 。 最 先端 の サイ バー デッキ か 
ら 家庭 用 の 電子 製品 まで 、 さ ま ざ ま な 製品 
を 扱っ て いま す 。 渕 社 の 生命 線 で も ある た 
め 、 マ トリ ックス を は じ め と する セキ ュ リ 
ティ は 非常 に 厳し く な っ て いま す 。 


>>>> ッ > [それ で も 製品 受注 リス ト を 書き 

換え て 、 最 高級 の サイ バー デッキ を 手 に 入れ 

た デッカ ー が いた らし いで す よ ] ぐ くく くく ぐ ぐ 
ーー シル フィ ー ド (01:34:59 プ 01-22-50) 


総合 病院 
病院 プ 渕 社 私 有 区 マネージャー : 非 公 
開 プ LTG# 非 公開 . 


私 有 区 内 の 健康 管理 を 担っ て いる 大 病院 
で す 。 私 有 区 内 の 登録 市 民 の 健康 デー タ を 
すべ て 管理 し て いま す 。 


>>>> ッ > [下級 社員 向け と 上 級 社員 向け の 
病棟 に 分 か れ て お り 、 救 急 体 制 や 入院 の 施設 
に は 大 き な 隅 た り が ある 。 も っ と も 、 治 療 に 
か か る 費用 は 会 社 持ち だ か ら 、 待 遇 が 違う か 
ら と いっ て 文句 を 言う 奴 も いな い が ね 。 文句 
が ある な ら 、 自 前 で 西 地区 や 中 央 地区 の 病院 
に 行け っ て わけ だ ] こく くく ぐ 

ーー 一 D D (21:40:2308-20-49) 


渕 社 私 有 区 (一 部 ) 


$③ 総 合 工 場 
3⑬ 洋 社 社員 養成 校 (中 等 舎 ) 


渕 社 社員 養成 校 (初等 告 、 中 等 舎 、 

等 舎 、 最 高樹) 

学術 施設 渕 社 私 有 区 / プ マネージャー: ア 
ンド リュ ー・ ヴ ィ リ ャ ー ズ グ LTG#99 
0 (98 2 一 0 1). 

私 有 区 内 の 教育 機関 。 私 有 区 に 住む 社員 
の 子弟 は 、 こ の 施設 で 教育 を 受け る こと に 
な り ま す 。 最 高 舎 は 幹部 養成 の た め の 学 校 
で 、 こ こ に 入れ る の は 一 握り 
それ も 、 上 級 社員 の 子弟 か 、 
者 に か ぎら れ ま す 。 


よほど 優秀 な 


>>>>> [か くし て 、 忠 誠心 一 流 の 社員 が 
大 量 に 養成 され る こと に な る ] こく く くく 
ー 一 小龍 (03:05:36/09-29-49) 


F 
酒場 / 洋 社 私 有 区 プ マ ネー ジャ ー : 大 崎 
高雄 プア LTG## 非 公開 . 


シム セン ス 技 術 で “酔っ た ” 感覚 を 与え 


に すぎ ませ ん 。 


る 酒場 で す 。 客 は それ ぞ れ 個室 に 入っ て 、 
シム セン ス に よっ て 酔っ た つも り に な り ま 
す 。 渕 社 の 下級 社員 専用 で 、 二 日 酔い で 業 
務 に 差し 支え る こと が な いと いう 利点 が あ 
る わけ で す 。 


>>>>> [これ は 、 潤 桂 の 社員 管理 策 の 一 
例 に すぎ な い 。 酔っ た “つもり” な ん て 最低 
な 話 だ ] くく くく 
ーー ラン ド ・ ブ リー ズ (23:12:55 プ 10-18-49) 
>>>> ッ > [飲ま ず に 酔 え る な ん て 、 俺 は 幸 
せな 話 だ と 思う ぜ ] くく くく ぐ 
ーー ドリ ンカ ー (06:12:36 プ 10-20-49) 


八王子 空港 

空港 洋 社 私 有 区 プン マネージャー : 一 グ 
LTG# 非 公開 . 

渕 社 が 所 有する 私 設 空港 で 一 般 の 航空 機 
は 乗り 入れ て いま せん 。 ま た 、 特 別 な 許可 
が な いか ぎり 、 私 有 区 の 住人 以外 は 立ち 入 
る こと が で きま せん 。 


信 旭 拓 上 海 区 
(治安 評価 : AAA) 
号 間 人 口 : 7 万 人 (推定 ) 
夜間 人 口 : 5 万 人 (推定 ) 
治安 執行 状況 
ECP 幕 張 分 贅 (警備 人 員 400 名 ) 
警備 班 : 4 個 、 双 徒 鎮圧 班 : 3 個 、 機 械 
化 犯罪 処理 犯 : 3 個 、 特 殊 犯 罪 処 理 班 ( 対 
魔術 犯罪 ) 2 個 、 そ の 他 : 2 個 
民間 警備 会 社 (企業 や 一 般 市 民 と 個別 契約 ) 
王 な 所 在 官庁 : な し 


日 本 の 他 の 都市 に 基盤 を 持つ 巨大 企業 
や 、 海 外 企業 の 支社 が 立ち 並ぶ 、 ビ ジネス 
の 新た な 中 心地 で す 。 幕 張 海上 空港 の 完成 
に よっ て 、 飛 躍 的 な 成長 を 遂げ まし た 。 幕 
張 地区 も 東都 警備 が 警察 業務 を 行なっ て い 
ます が 、 各 企業 自前 の 警備 組織 も 置か れ て 
お り 、 治 安 は 非常 に 安定 し て いま す 。 幕 張 
か ら 東 京 に か け て の 一 帯 は 、 こ うし た 企業 
の 社員 が 住む 企業 団地 に な っ て いま す 。 

巨大 企業 の 高層 建築 が ひし めい て いま す 
が 、 3 キロ 四方 程度 の ご く 狭 い 地 域 に 集中 
し て いる た め 、 中 央 地区 の よう に それ ぞ れ 
の 建物 を つなぐ 交通 手段 は コミ ュー ター・ 
へ ヘリ が 用 いら れ て いま す 。 
現在 、 幕 張 で は 、 沖 合 に 海上 空港 と 連絡 
し た 海上 コー ポレ イト ・ タ ウン を 建設 する 
と いう 計画 が 進め られ て いま す 。 ア ズ テ ク 
ノロ ジー 社 を 幹事 企業 に 、 渕 、 レ ン ラ ク の 
2 社 を の ぞい た 巨大 企業 の 手 で 基礎 工事 が 
進め られ て いま す 。2060 年 代 の 後半 に 一 部 
が 完成 する 予定 で す 。 


>>>> ッ > [狭い 地域 に 利害 の 対立 する 企業 
が 軒 を 並べ て いる わり に は 、 比 較 的 平穏 だ 。 
も ちろ ん 、 目 に 見 えな い 場 所 で の 戦い は 粒 烈 
だ が 。 ラ ン ナ ー が 関わ る よう な 直接 的 な 戦い 
は 、 芝 浦 な ど で 形 を 変え て 行なわ れる こと が 
選 と ん ど だ |] で で ぐ く ぐ 

ー 一 正宗 (02:09:2409-23-49) 


幕張 臨海 区 の 代表 的 な 施設 
幕張 スカ イフ レー ム ー 
企業 幕張 臨海 区 アノ マネージャー : 奥 寿 
坦 ン LTG#774 (375ー08) 
都 に 本 拠 を 置く 三 浜 の 東京 支社 で す 。 
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地上 70 階 の 高層 建築 で 、 基 幹 企業 の 三 浜 コ 
ンピュータ ・ テ クノ ロジ ー の 他 に も る 、 多 数 
の 三 浜 の 系 列 企業 が オフ ィ ス を か まえ て い 
ます 。 三 浜 の 東京 で の 研究 拠点 で も あり ま 
芝 。 

アレ ス ・ マ クロ テク ノロ ジー・ フ ァ ー 

イー スト 

企業 プ 幕 張 臨 海区 アプ マネ ー ジ ャ ー : アリ 
シア ・ ナ イト グン LTG#774 (061 一 
5 を き )。 

アメ リカ に 本 拠 を 置く 巨大 企業 の 日 本 支 
社 で す 。 銃 項 や 軍用 車輌 の 生産 な ど 、 軍 事 
産業 を 主力 に し て いま す 。 

アズ テ タ ノロ ジー・ オ ブッ ジャ パン 

企業 幕張 臨海 区 プ マ ネー ジャ ー : 非 公 
開 プ LTG# 非 公開 . 

中 米 の 新興 国家 アズ トラ ン に 本 拠 を 置く 
アズ テク ノロ ジー 社 の 日 本 支社 で す 。 ア ズ 
テク ノロ ジー は 、 重 工業 か ら 魔 法 ま で 、 さ 
まさ ざま な 分 野 で 活動 し て いま す 。 ア ステ カ 
の ピラ ミッ ド を 模 し た 建物 で 、 日 本 で の 総 
合 研究 施設 を 兼ね て いま す 。 


>>>>> [アズ テク と 言え ば 、 企 業 乗っ 取 
りか ら デ ー タ 至 礁 まで な ん で も ご ざれ の 海賊 
企業 だ 。 幕張 に ある ピラ ミッ ド も 、 セ キュ リ 
ティ の 厳重 さ は シア トル の 拠点 と 変わ ら な い 。 
仕事 を 仕掛 けた と ころ で 、 ち ょ っ と で も し く 
じ れ ば 、 あ っ と いう 間 に 重 武装 の 警備 員 に 囲 
まれ ちまう だ ろう ] そく そそ て 


ー 一 白狐 (01:04:42 プ 10-04-49) 


幕張 海上 空港 
空港 幕張 了 臨海 区 プ だ マネージャー : 一 プ 
LTG#770 (001 一 7 0). 


成田 空港 に 代わ る 国際 空港 と し て 使用 さ 
れ て いま す 。 設 計 段 階 で は 世界 で も 有数 の 
大 型 空港 で す 。 着 工 か ら 開 港 ま で の 期間 が 


短 く 、 い ま も な お 拡張 工事 が 進め られ て い 
ます 。 
幕張 臨海 病院 


病院 幕張 臨海 区 ノ マ ネ ー ジ ャ ー : 往 率 
ニ グ LT な 7 70 (119 一 67) 


中 流 以上 を 対象 に し た “国立 "病院 で す 。 


幕張 に 進出 し た 企業 の 後押し が あり 、 最 高 
の 医療 設備 と 最高 の 医療 スタ ッ フ を 誇っ て 
いま す 


>>>>> [下層 以下 の 連中 は 、 た と え 病 院 
の 前 で 行き 倒れ に な っ て いて も 無視 され る だ 
ろう 。 そ も そ も 幕 張 に は 、 ス トリ ー ト の 住人 
が 入り こむ よう な 隙間 な ど な い な い の だ が ] 
で 人 挟 る 

ー 一 神 の 手 (05:06:1409-25-49) 
>>>> ッ > [無視 され る だ な ん て と ん で も な 
い ! ちゃ ん と 別 の 場所 へ 捨て て くれ る さ ] 
人 くく 


小龍 (03:09:28 プ 10-02-49) 


万 息 屋 

レス トラ ン / 幕 張 臨海 区 ププ マネ ー ジ ャ 
ー: 小島 稔 ン LTG#779 (382 一 
6 6 ). 

海岸 近く に ある こぢんまり と し た 料亭 で 
す 。" 新 首都 "京都 の 老舗 料亭 が 本 家 で す 。 
上 流 以上 向け 。 守 秘 設備 は 完 盛 で 、 巨 大 企 
業 の 重役 クラ ス の 会 合 が も た れる こと も あ 
り ま す 。 入 店 時 に は 武 凌 の 携帯 チェ ッ ク が 
必要 で 、 メ タ ヒ ュ ー マ ン は 入 店 を 拒 ま れる 
場合 が あり ます 。 


>>>> ッ > [企業 の 御 偉 方 専用 。 下 級 社員 な 
ん か じゃ 、 一 生か けた と ころ で 足 を 踏み 入れ 
る こと も で き な い だ ろう さ ] くく くく く 

ー 一 小龍 (10:31:22 プ 11-12-49) 
>>>>> [ラン ナー に 仕事 を 依頼 する と き 
の 待ち 合わ せ 場 所 に 使わ も れる こと も ある そう 
で す 。 会 社 の た め に まじ め に 働い て る 方 々 じ 
や な く て 、 あ あい う は で ぐれ 者 た ち が 利 用 する 
と いう の も お か し な 話 で すけ ど ね ] くく くく 
ぐ 

ー ミ ンス トレ ル (19:25:45 プ 11-20-49) 

>>>> ッ > [幕張 は 世界 の 名 だ た る メガ ・ コ 
ー ボ の お 膝元 だ 。 万 篤 屋 に や っ て くる 客 も 、 
そう いっ た 巨大 企業 の エグ ゼクティ ブ が 多い 。 
と いう こと は 、 う まく 潜り こめ さえ すれ ば 、 
そう いっ た 御 偉 方 と 対面 で きる か も し れ な い 
っ て わけ だ ] くく くく ぐ 

一 白狐 (23:59:01 プ 11-28-49) 


いう 


N 


ヾ $ ア ズ テ クノ ロジ ー・ オ ブ ・ ジ ャ 


側 道 つ き | 


② ア レス ・ マ クロ テク ノロ ジー・ 


] 


幕張 臨海 区 (一 部 ) 


③ 幕 張 ス カイ フレ ー ム 


アァ デー リー ズ ト 


1 
@ 幕 張 臨海 病院 
⑥ 万 邊 屋 


[| | FACTS HNTORY TOKYO (ENTNAL AREA 四 MO 岬 MEGACORPO LAW (REDT(K&D MANEENAG( MMEMATEROETIO 


人 @ 封 鎖 区 (治安 評価 : ) 


※※※ 警 告 ! この ファ イル へ の ※※※※ 
※※※ ア クセ ス は 禁止 され て いま す ※※※ 


※※※ 入 告 ! この ファ イル へ の ※※※※ 


※※※ ア クセ ス は 禁止 され て いま す ※※※ 


昼間 人 口 : 不明 ( 非 登録 者 多数 ) 
夜間 人 : 不明 ( 非 登録 者 多数 ) 
治安 執行 状況 : 一 


E な 所 在 官庁 : な し 


"封鎖 区 "と いう の は 通称 で 、 正 式 名 称 は 
東部 収容 地区 と いい ます (封鎖 区 = 
BlockadeArea を 省略 し て “B エ リア "と も 
呼ば れ ま す )。 旧 江東 区 、 江 戸川 区 周辺 で 、 
東京 紛争 で 打撃 を 受け た 地域 が 割り 当て ら 


人 
封鎖 区 ( 2039 年 の 種族 禁 動 
(" 激 色 の 夜 ”) Ph の 


し た 。 そ の 当時 、 東 京 を は じ め と し て メタ 
ヒュ ー マ ン へ の 無 差 別 野 力 が 横行 し て いま 
し た 。 そ の た め 、 彼 ら の 安全 保護 を 目的 に 
この 地域 が 一 時 的 な 避難 場所 と し て 割り 当 


て られ た の で す NMeiaRYoy 
て いた メタ ヒュ ー マ ン を 対象 に 避難 命令 が 
出さ れ ま し た )。 WU 


令 は 2045 年 に 解除 され まし た が 、 現 在 で も 
メタ ヒビ ュー マン の 人 口 比率 が 非常 に 高い 地 
域 に た な っ て いま す 


ら 049 年 調査 報告 (G049 プ 01 ブ 
18) 

種族 間 時 動 以来 の 混乱 は 、 メ タ ヒ ュ ー マ 
ン た ちの 手 に よっ て 回 復 し つつ ある 。 生 活 


状態 が 一 応 の レベ ル に まで 引き 上 げ ば られ 、 
独特 の 生活 圏 を 成立 させ る よう に な っ て い 


る 。 し か し 、 外 観 的 に は 古い 建築 物 が その 
まま 利用 され て お り 、 紛 争 時 の 被害 も 色 濃 
く 残 され て いる 。 中 央 地区 か ら 生 活 物 資 の 
供給 が 行なわ れ て いる が 、 メ タ ヒ ュ ー マ ン 
擁護 者 の 手 で 不適 当 な 品物 が 持ち こま れる 
こと も ある よう で ある (監視 の 強化 が 必 
要 )。 ま た 、 封 鎖 区 内 の コン ピュ ー タ ・ シ 
ステ ム は 、 現 在 も マト リッ クス か ら 切 り 離 
され て いる 


sz  … 還 


避難 命令 解除 後 も 、 封 鎖 区 へ の 通行 の 管 
理 体制 に 変化 は な い 。 封 鎖 区 内 か ら 中 央 地 
区 へ 出る に は 、 特 別 な 許可 を 得る こと を 前 
提 と し て いる 。 こ の 体制 は 今後 も 継続 させ 
る 見 込み で ある 。 

現在 、 封 鎖 区 内 で は 、 種 族 ご と に 独立 し 
た 居住 城 を 形成 し て いる が 、 エ ルフ 、 オ ー 
ク 、 ド ワー フ は それ ぞ れ 対立 関係 に ある 
彼ら は 独自 の 治安 組織 " を 持ち 、 お 三 い 
の 率 制 に 余念 が な い 。 

また 、3 か 月 前 の ヒュ ー マ ニ ス 要 人 殺害 
事件 に 関し て 、 新 た な 事実 が 得 ら れ た の で 

告 し て お く 。 犯 人 の オー ク “ 鉄 鎖 " は 
今回 の 調査 に よっ て 、 封 鎖 区 か ら 某 企業 に 
スカ ウト され て いた こと が わか っ た 。2048 
年 3 月 頃 に 、 工 作 員 の 手引 き に よっ て 封鎖 
区 を 抜け 出し た こと が 確認 され て いる 。 そ 
の 後 、 鉄 鎖 の 行動 は 不明 な 点 が 多い が 、 何 
ら か の 意図 を も っ て 凶行 に 及 ん だ と 見 られ 

今後 は 、 外 部 か ら の 往来 も 含め て 、 監 
視 体制 の 強化 が 望ま れる 。 


>>>>> [この ファ イル を 見 て いる 方 へ 、 
真実 を お 伝え し まし ょ う 。 "封鎖 区 ” へ 通じ る 
門 に は 、 常 時 、 警 備 員 が 配置 され て いま す 。 
これ は 、 反 メタ ヒュ ー マ ン 勢力 に よる テロ を 
防止 する と いう 名 目 で 配置 され て いる の で す 
が 、 実 際 は 、 封 鎖 区 内 の メタ ヒュ ー マ ン に 鉱 
が 向け られ る こと の ほう が 多い の で す 。 す な 
ち 、 彼 ら の 本 当 の 任務 は 、 封 鎖 区 か ら メ タ 
ヒュ ー マ ン が 漏れ 出さ な いよ うに する こと な 
の で す 「! 収容 命令 の 解除 も 、 海 外 の 覚醒 種 
擁護 者 に 対す る ポー ズ と 言わ れ て いま す ] < 

ーー 
ー ロ シグ ファ ング (2 の の PP-49) 


※※※※ ア クセ ス は 中 断 し まし た ※※※※ 


封鎖 区 の 代表 的 な 施設 
黒鉄 屋 
酒場 東部 収容 地区 プ マ ネー ジャ 


ー * ーー グー 
占い ビル の 地下 を 改造 し た 酒場 で 、 ド ド ワ 
ー フ た ちの た まり 場 に な っ て いる 。 
十五夜 
酒場 東部 収容 
ーー : ーー 
エル フ た ちの た ま 


\ 地 区 プ マ ネー ジャ 


り 場 と な っ て いる 酒場 


[| FACT HITORY TOKYO (ENTRAL MREA 


| ENVIRONS MOIWWi LAW 


ロー 二 


周辺 地区 


(NEDYI(K&UDD MANEENMMGK GAMEMATEW METI 


で す 
喜び の 城 


酒場 東部 収容 地区 プ マ ネー ジャ 
ーー 

オー み 専用 の クラ デ プ 。 必 エイ ター や ホス 
テス も オー ク が 中 心 だ だ が 、 ド ワー フ や エル 
フ の 女性 も 見 られ る 。 

美童 

ー グ 東部 収容 地区 / マ ネー ジャ 
sr ーッ だ 

オー ク 、 ト ロー ル 向 け の 美容 サロ ン 。 オ 
ー ク や トロ ー ル の 女性 た ち が 利 用 し て い 
る 


>>>> [も と が 人 間 だ っ た 連中 は 、 美 的 
感覚 も 人 間 た ちと 変わ ら な いら し い が 、 生 ま 
れ な が ら の オー ク や トロ ー ル は 独特 の 美的 感 
覚 を 持っ て いる らし い 。 こ こ は 、 そ うい う 連 
中 に あわ せる た め の 店 らし い ] こく < くく 

ー 一 白狐 (20:25:31 プ 02-20-50) 


て Ei 


封鎖 区 以外 の メタ ヒュ ー マ ン 共同 体 
部 市 の 枠組 みか ら は み だ さ ざる を 得 な か 
っ た メタ ヒビ ュー マン た ち は 、 都 市 を 離れ た 
場所 に 独自 の 共同 体 を 作っ て いま す (東京 
市 街 で は 封鎖 区 の 他 に 上 野 森 林 の 外縁 地域 
に 比較 的 多く 集まっ て いま す )。 こ うし た 
共同 体 は 、 当 然 な が ら 人 間 に 対 し て 閉鎖 的 
で す 。 全体 数 は 確認 され て いま せん が 、 東 
京 の 周辺 だ なけ で も 数 十 は ある と 言わ れ て い 
ます 。 都 市 を 離れ れ ば 、 う っ そう と し た 森 
林地 帯 に な る の で 、 身 を 潜め て 生き て ゆく 
に は 持っ て 来い の 環境 と いえ る で し ょ う 。 
現在 、 行 政局 を 中 心 に 、 現状 調査 が 進め ら 
れ で て いま す 。 


>>>>> [アメ リカ で は 、 オ ー ク た ち も あ 
る 程度 の 発言 力 を 持っ て いま す 。 し か し 、 日 
本 で は どう で し ょ う ? オー ク た ち が 強 い 差 
別 を 受け 、 エ ルフ た ち で さえ アメ リカ や イ ギ 
リス の よう に 大 き な 力 を 持ち 得 な か っ た の は 
悲し むべ きこ と な の で す ] こく こく くく 
ーー ロン グ ・ フ ァ ン グ (02:51:40/09-18-49) 


鬼神 衆 

種族 比 率 

オー ク : 70% エル フ :12 多 ドド ワー 
フ :6 多 トロ ー ル :4% 人 間 :7% 


その 他 : 1% 

興 多 摩 近辺 に ある オー ク の 共同 体 で す 。 
非常 に “戦闘 的 な ” こと で 有名 で 、 渕 を は 
じ め と する 、 企 業 関連 の 輸送 便 を 狙う こと 
が あり ます . 


天 泉 郷 

種族 比率 

オー ク : 38% エル フ :40% ド ワ ー 
フ :12% トロ ー ル :5% 人 間 :4% 強 


その 他 : 1 % 未 満 

筑波 周辺 に ある エル フ を 中 心 と し た 共同 
体 で す 。 メ タ ヒ ュ ー マ ン を 積極 的 に 受け 入 
れ て お り 、 近 郊 の 都市 や 共同 体 に それ な り 
の 影響 力 を 持つ よう に な っ て いま す 。 


KATAKURA CO. LTD 
カタ クラ コー が ポレ ーション 


5s8 。 me 回 | 


較 aka Pa TOKO ads AREA ENVIRONS Met4 り LAW (REDI(K&DD MANEEMAGK GAMEMANTEROEION 


【 用 で の 故 立 


20 世 紀 末 か ら 今 世紀 の 初頭 の 混乱 は 社会 
に さま ざま な 濾 紋 を 投げ か け ま し た 。 企 業 
の 吸収 ・ 合 併 に よる 統合 も その 一 つ で 、 以 
後 の 経済 の 流れ に 大 き な 影 響 を 与え て いま 
す 

企業 の 吸収 ・ 合 併 は 社会 不安 や 経済 の 混 
知 を 乗り きる た め に 、 最 初 は 複数 の 企業 が 
お 互い の 死 点 を 補い あう た め に は じ ま っ た 
も の で す 。 し か し 、 こ の 流れ は 単なる 緊急 
遊 難 に 留まら ず 、 大 き な 流 れ に な っ て いき 
まし た 。 一 つ は テク ノロ ジー の 分 野 で 大 き 
な ブレ イク スル ー が 開か れ た こと が あり ま 
す 。 コ ジン ビュ ー タ ・ ネ ットワーク タ の 発達 や 
生活 の あら ゆる 部 分 に マイ クロ ・ コ ン ピ ビュ 
ー タ が 浸透 し て いた こと に より 、 電 子 技術 
は か つて な い ほ ど 重 要 度 が 高まっ た の で 
す 。2029 年 に は 全 世 界 で “コン ピュ ー タ ・ 
クラ ッシュ "が 発生 し 大 き な 打 撃 を 受け た 
も の の 、 そ の 打撃 か ら 立 ち 直 る た め に 必要 
だ っ た の も や は り 電 子 技術 だ っ た の で す 。 

最 先端 の 電子 技術 を 握る 企業 は 独自 に 
ら め ゆる 部 門 を こなせ る 能力 を 得る た め に 、 
多く の 企業 を 傘下 に お さめ て いき まし た 。 
さま ざま な 企業 が 異 業 種 間 で 吸収 合併 を 繰 
り 返 し た 結果 、、 そ れ ま で と は 比べ も の に な 
ら な い 巨 大 な 企業 体 が 成立 する こと に な っ 
た の で す 。 

や は り 、 核 と な っ た の は 最 先端 の 電子 関 
連 企 S : 業 の な か で も 
電子 関係 の 企業 が 多く を 占め て いる こと で 
も それ が わか る で し ょ う 。 

それ まで に 存在 し て いた 大 手 企業 は 、 巨 
大 企業 が 成立 し て いく 過程 で いく つか の パ 

ター ン に わか れ て いき まし た 。" 核 形成 "、 
"分裂 吸 収 "、“ 独 自 成長 "の 3 パタ ー ン で 
を 


核 形 成 企業 : 電子 関連 企業 、 ソ フト ウェ ア 企 業 

これ ら の 企業 は 最も 重要 な テク ノロ ジー を 握っ て いる た め 、 巨 大 企業 の 中 核 部 
門 と な っ て いき まし た 。 以下 を 見 れ ば わか る よう に 、 コ ンピュータ や サイ バー ウェ ア 
な ど 現 代 を 支え る 重要 技術 の ほとん ど は これ ら の 企業 が 保有 し て いま す 。 


① エ デン (本 社 : (2018 年 設立 、 本 社 : 東京 ) 

新 日 本 電気 本科 ・ ミ ) 

導 な 技 条 カ を 馬 る 電機 メー ー カ ー と 高い コン ピュ ー タ ・ シ ェ ア を 持つ 企業 の 合併 
は 非常 に 有力 な 企業 を 作り あげ まし た 。 


② 富士 電算 (本 社 : 東京 ) (ke 三 浜 コン ピュ ー タ 技術 (2019 年 設立 、 本 社 : 京都 ) 
立 村 電 子 (本 社 : 京都 ) 
有力 な コン ピュ ー タ ・ メ ー カ ー と ベン チャ ー 企 業 か ら 成 長 し ネッ トワ ー ク 方 面 で > 
ア を 伸ばし て いた 企業 の 合併 で す 。 


NM コン ピュ ー タ ・ シ ステ ムズ 


(2015 年 設立 、 本 社 : 千葉 ) 
日 本 テレ グラ フ (本 社 : 東京 ) 
一 方 が 通信 ・ 電 話 方 面 の トッ プ 企 業 だ っ た た め 、 コ ンピュータ ・ ク ラッ シュ 後 の 
通信 網 の 再 整備 で 飛躍 的 な 発展 を 遂げ まし た 。 
$④ 松 村 電 機 (本 社 : 大 阪 ) 一 臣 シア ワ セ ・ コ ー ポ レー ショ ン (2013 年 設 


本 社 大阪 
いま も 名 都 市 に 根強い 販売 綱 を 持つ 電機 メー カー は 、 独 自 の 路線 を 歩ん で いま す 。 


⑤ 京 陶 (本 社 : 京都 ) 一 み 山 徹 コー ポレ ーション (2024 年 設立 、 本 社 : 京都 ) 
本 
て いま す 。 


分 裂 吸収 企業 : 自動 車 な どの 重工 ・ 機 械 系 メー カー 


テク ノロ ジー の 飛躍 的 な 進展 時 に 、 電 子 関連 企業 に 主要 な 技術 を 頼っ て いた た め 、 
企業 の 分 離 ・ 合 併 の 影響 を 最も 色濃く 受け て いま す 。 各地 の 支 社 や 工場 は それ ぞ れ 別 
企業 の 重工 ・ 機 械 部 門 と し て 吸収 され る こと に な り ま し た 。 


① 豊 多 自動 車 (本 社 : 豊田 市 ) 一 豊 多 自動 車 

ニッ サン 自動 車 (本 社 : 東京 ) 一 w クラ イス ラー・ ニ ッ サ ン (2027 年 設立 ) 
この 2 社 は 、 そ れ ぞ れ 別 の 外国 企業 と 合併 し 、 中 核 部 門 は いま も 存続 し て いま す 。 
@ 倉 竣 重 工 (本 社 : 2 (2017 年 設立 一 析 渕 工業 電子 (吸収 ) 
倉 竣 電 機 (本 社 : 東京 ) 本 社 : 東京 ) 

の ae 業 を 成立 させ まし た が 、 東 京 
紛争 で 手痛い 敗北 を 喫し 、 い まで は は 渕 社 に 吸収 され て いま す 。 


独自 成長 企業 : 化学 系 企業 、 ゼ ネコ ン 

化学 系 企業 は 魔法 の 復活 に よっ て 独自 に 爆発 的 な 成長 を 遂げ まし た 。 ゼ ネコ ン 系 企 
業 は VITAS 褐 に よる 人 口 減少 で 建築 が 落ち こみ 時 代 に 取り 残さ れる か た ち に な り ま し 
た が 、 各 企業 の 地方 進出 に よる 施設 整備 を サポ ー ト する こと で 生き 残り 、 特 異な 成長 
を し て いま す 。 


① 東 化成 (本 社 : 東京 ) 一 一 み 神明 院 新 化学 (2014 年 設立 、 本 社 : 仙台 ) 
東 化 成 は 魔法 や 覚醒 種 の 研究 で 早く か ら 成 果 を あげ 、 魔 法 分 野 の 有力 企業 に の し 
あがっ て いま す 。 


る 大 清水 建設 (本 社 : Ao 妥 立 、 本 社 : 札幌 ) 
林間 組 (本 社 : 大 阪 ) 

各 企業 の 地方 進出 を サポ ー ト し つつ 、 異 業種 企業 を 取り こみ 独自 の 発展 を 遂げ て 
いま す 。 


[| FACT 


HNTORY TOKYO (CENTRALAREA ENVIRONS MO(eOt4 り LAW 


(EDTKK&D MANEEMAGK GAMNEMNTENYEOION 


現在 の 日 本 の 政府 は 、 地 方 都市 か ら の 代 
表 を 集め た 合同 評議 会 を 中 心 に 運営 され て 
いま す 。 こ の 評議 会 が 置か れ て いる の が 、 
東京 と 並ぶ “中 立 都市 "で ある 京都 で す 。 
評議 会 は 、 さ ま ざ ま な 政策 を 提示 し て 全体 
的 な か じ 取 り を 行なう こと に な っ て いま す 
が 、 実 際 に は 各 都 市 (管理 企業 ) の あい た 
の 利害 調整 が 中 心 的 な 役割 で す 。 都 市 ご と 
の 方 針 が 優先 され る の で 、 政 府 の 実質 的 な 
力 は 薄れ つつ ある の で す 。 


>>>>> [評議 会 の 議員 は 都市 の 代表 者 と 
言う より 、 企 業 の 代表 者 と 言う べき だ ろう 。 
そし て 、 企 業 の 系 列 化 は 、 同 時 に 都市 の 系 列 
化 に つなが っ て いる 一 一 も っ と も 、 裏 切り や 
買収 な ど で 系 列 の 組み 替え は 日 常 茶館 事 だ が 
90 。 評議 会 の 内 部 で は 、 企 業 同士 の 力 関係 
が は っ きり と 現われ る こと に な る 。 系列 企業 
を た くさ ん 持ち 、 評 議会 に 大 勢 の 代表 を 送り 
こん で いる 企業 ほど 、 大 き な 力 を 握っ て いる 
わけ だ 。 現在 、 特 に 有力 な の は 、 東 京 の 渕 、 
京都 の 三 浜 と 山 徹 、 千 葉 の レン ラク 、 大 阪 の 
シン アワ セ と いっ た と ころ だ 。 特に 三 浜 と 山 徹 、 
渕 と レン ラク は 、 地 理 的 に 近い こと も あっ て 
友好 な 関係 を 保っ て いる 。 そ の 一 方 で 、 渕 と 
三 浜 は 、 昔 か ら 徹 底 的 に 仲 が 悪い 。 表 だ っ た 
衝突 こそ 見 られ な い が 、 こ の 2 社 の 対立 の 根 
の 深 さ は 計り し れ な い 。 
また 、 規 模 は 小さ く と も 有力 な 技術 や 情報 
を 持つ 企業 は 、 評 議会 で も 注目 を 集め る 。 そ 
の 企業 が どの 系 列 に 加わ る か (ある い は どの 
系 列 に “移籍” する か ) に よっ て 、 評 議会 の 
力 関係 に 大 き な 影響 が 出る わけ だ ] くく くく 
な 
一 雅 黒 (03:03:0301-03-49) 


会 』 本 で 


朋 人 で % 


信 束 京 中 央 地区 
東京 の 中 央 地区 に は 、 メ ガ ・ コ ー ポ レー 
ショ ン の 系 列 企業 や 、 ど この 傘下 に も 加わ 
っ て いな い 独 立 企 業 が 集まっ て いま す 
ジオ デック 

系 列 : 独立 

業務 内 容 : 建築 の 基礎 デー タ と な る 地質 
デー タ の 収集 と 処理 。 新 工法 の 開発 
唱 園 メデ ィ カ ル 

系 列 : 独立 

業務 内 容 : 新薬 の 開発 お よび テス ト 。 ク 
リッ ター に 関す る デー タ 収 集 に も 力 を 入れ 
て いる 。 
エレ クト ロ ・ ア ー ト (EA) 
系 列 : 三 浜 

業務 内 容 : 先端 電子 機器 の 開発 (トリ デ 
オ や シム セン ス が 中 心 )。 
村 北 機械 

系 列 : 西倉 

業務 内 容 : 西倉 系 企業 が 開発 し た 機械 製 
品 の 販売 。 


人 @ 東 京 渕 社 私 有 区 
渕 工業 電子 

電子 関係 の 先端 技術 開発 を 突破 口 と し て 
軌 成 長 を と げた 巨大 企業 で す 。ASIST 
技術 を は じ め と する 高い 技術 力 で 、 一 忠 ト 
ッ プ に 躍り で まし た 。 A S I ST 技術 に 関 
し て は 、 シ カゴ の ESP シ ステ ムズ 社 と の 
あい た だ で 特許 問題 が 持ち 上 が り ま し た が 、 
その 段階 で は 補償 金 な ど 問 題 に な ら な い ほ 
どの 収益 を 上 げ て いま し た 

朋 合 企業 は 数 多い の で す が 、 京 都 の 三 浜 
社 と の 確執 は 有名 で す 。 


>> ッ > [正確 で 詳し い 三 浜 の 社員 デー タ 
な ん か が あれ ば 、 渕 は 高い 値 で 買い 取っ て く 
れる だ ろう ] くく くく < 
ー 一 白狐 (21:36:40 プ 06-13-49) 

CEO (最高 経営 責任 者 ) : リ チャ ー 
ド *・ ヴォ リ ャ ー ズ 

ビジ ネス ・ プ ブ プロフィール: マト リッ クス 
技術 、 先 端 電 子 機器 の 開発 


| 和 eo 


ほ 固 


セキ ュ リ ティ 担当 機関 : 渕 イ ンタ ー ナ 
ル ・ セ キュ リティ 

私 設 軍 : 保有 

最近 の 動向 : 幕張 海上 都市 計画 へ の 率 
制 、 三 浜 と の 争い (人 員 の 引き 抜き 合戦 、 
情報 の 奪取 な ど ) 


信 束 京 旭 張 臨海 区 
ミツ ハマ 東京 (幕張 スカ イフ レー ム ) 

京都 苑 外 に 本 拠 を お く 三 浜 社 の 東京 で の 
換 点 で す 。 。 

CE0O : 秋 寿 靖 

ビジ ネス ・ プ ロフ ィ ー ル : デー タ ・ プ ロ セ ッ サ 、 
フィ ジ カ ル ・ イ ンタ ー フ ェ ー ス の 開発 な ど 

セキ ュ リ ティ 担当 機関 * ミ ツ ハ マ 東 京 

最近 の 動向 : 幕張 海上 都市 計画 の 推進 、 
渕 社 と の 争い (系 列 企業 の 買収 、 人 員 の 引き 
抜き 、 渕 社 関係 の スキ ャ ンダ ル の 告発 な ど )、 
東京 市 場 へ の 喰い こみ (利益 を 度外視 し た 安 
価 な 製品 の 投入 、 有 名 ロッ ク ・ ス ター を 起用 し 
た キャ ン ペ ー ン 展開 な ど ) 


アズ ステ クノ ロジ ー・ ジ ャ ルン 

中 米 の 新興 国 ア ズ ト ラン の 強い 後押し を 
受け た 戦略 企業 で す 。 他 企業 が 開発 し た 技 
術 な ど を 奪い 取る 海賊 企業 と し て 悪名 を は 
せ て いま す 

し か し 、 会 社内 部 の 情報 は 不明 な 点 が 多 
く 、 主 要 株 主 や 重役 の 名 前 な ども る あきらか 
に され て いま せん 。 

CEO : 不明 

ビジ ネス ・ プ ロフ ィ ー ル : 電子 機器 の 開 
発 、 バ イオ テク ノロ ジー 技術 の 研究 

セキ ュ リ ティ 担当 機関 : 不明 

最近 の 動向 : 東京 の 独立 企業 の 買収 、 乗 
っ 取り (技術 情報 や 人 材 の 確保 を 含む ) 羽 
田 跡地 で の アス テカ 博 の 後援 


だ 12 ス *・ プア ー イ ィ イー スズ ド 

アメ リカ の デトロイト に 本 拠 を 置く 公共 企業 
で す 。 世界 で も 有数 の 重工 メー カー で 、 銃器 
や 兵器 関係 で 大 き な シ ェ ア を 誇っ て いま す 。 

CEO : ア リシア ・ ナ イト 

ビジ ネス ・ プ ロフ ィ ー ル : 武器 、 軍 用 車両 の 
開発 

セキ ュ リ ティ 担当 機関 アレ ス ・ ア ー ム ズ 

最近 の 動向 : 企 業 の 私 設 軍 へ 喰い こみ 、 電 
子 機器 面 で ニ 浜 社 と の 提携 


[| FACT 


HTORY TOKYO (ENTRALAREA ENVIRONS MHROe0(t0 LAW (NEDYI(K&UD INEENMMGK GANEMNTER ETON 


人 @ その他 地 方 都市 
レン ラク ・ コ ンピュータ ・ シ ステ ムズ (千葉 ) 
マト リッ クス や コン ピュ ー タ の デバ イス 
関係 で 特に 有名 な 企業 で す 。 東 京 の 公共 デ 
ー タ バン ク を 管理 し て お り 、 渕 社 と も 友好 
な 関係 を 築い て いま す 。 
CE0O : 姉 木 稲造 
ば メー プロ ロマ ォ ー 江 2 コア ピュ ェ ュー 


タ ・ デ バイ ス や マト リッ クス 技術 の 開発 、 
デー タ 管 理 技術 の 開発 

セキ ュ リ ティ 担当 機関 レッ ド ・ サ ムラ イ 

私 設 軍 : 不明 

最近 の 動向 : サイ バー ウェ ア の 制限 解除 ( レ 
ン ラ ク は 研究 活動 の 奨励 を 目的 に 、 サ イ バ ー 
ウェ ア の 開発 や 販売 を すべ て オー プン に し て 
いま す 。 その た め 、 他 の 都市 で は 禁止 され て 
いる サイ バー ウェ ア や 、 試 作 型 の サイ バー ウェ 
ア ま で 取り 引き され て いま す ) 


| アワセ ィ > NM 乙 前 ン (大 阪 ) 

大 阪 に 本 拠 を 買 く ハイ テク 企業 。 系 列 に 
医学 、 エ ネル ギー、 過 伝 子 に 関す る 企業 を 
持ち 、 総 合 的 な ハイ テク 企業 を 目指 し て い 
ます 。 他 企業 が 管理 する 都市 へ の 社員 派遣 


も 熱心 に 行なっ て いま す 。 


>>>> ッ > [社員 派遣 は "販売 促進 " が 表 向 
き に な っ て いる 。 し か し 、 実態 は スパ イ 活 動 
に 近い 。 こ う も 公然 と スパ イ 活 動 を 行なう 企 
業 も 珍し い ] こく くく ぐ く 

ー 一 白狐 (09:05:14/09-05-49) 


CEO: 幸 忠志 

ビジ ネス ・ プ ロフ ィ ー ル : 環境 技術 や サ 
イ バ ー ウ ェ ア の 開発 

セキ ュ リ ティ 担当 機関 : 統轄 組織 な し 
私 設 軍 : 不明 

最近 の 動向 : 社員 派遣 の 強化 、 瀬 戸 内 海 
海上 都市 構想 の 推進 


西 六 重 工 (福岡 ) 

福岡 を 基盤 都市 と する 日 本 有数 の 重工 メ 
ー カ ー で す 。 系列 に 自動 車 、 船 舶 、 航 空 
化学 な どの メー カー を 持ち ます 。 し か し 、 
西倉 重工 は 電子 関係 の 技術 を 二 浜 を は じ め 
と する 他 企 業 に 頼っ て いる た め 、 日 本 市 場 
で は や や 弱い 立場 に 立た され て いま す 。 そ 


の た め 、 現 在 で は アジ ア 地 域 に ある 有望 な 
電子 機器 メー カー の 買収 や 合併 を 進め よう 
と し て いま す 

CE 0 : 西倉 京 三 

ビジ ネス ・ プ ロフ ィ ー ル : 
舶 の 開発 

セキ ュ リ ティ 担当 機関 ウエ スト ・ サ ー 
ビス 

私 設 軍 : 保有 

最近 の 動向 : 海外 と の 取り 引き の 強化 
(特に アジ ア 地 域 ) アジ ア 地 域 の 電子 機器 
メー カー の 買収 


石動 財団 (札幌 ) 
札幌 に 本 拠 を 置く 企業 財団 で 、 資 源 問題 
や 環境 技術 に 取り 組ん で いま す 。 
CE0O : 石堂 誠一 
ビジ ネス ・ プ ロフ ィ ー ル : 建設 、 資 源 開発 
セキ ュ リ ティ 担当 機関 : 石動 警備 
私 設 軍 : 不明 


最近 の 動向 :・ も っ ぱら 北海 道内 で の 活動 
が 中 心 で 、 実 態 は 不明 


神明 院 新 化学 (仙台 ) 
仙台 に 本 拠 を 軸 く 化学 メー カー で す 。 化 
学 方 面 だ た け で な く 、 食 料 開発 な ど に も 力 を 
注い で いま す 。 和 早い 時 期 か ら 魔 法 に 関す る 
研究 を 行なっ て お り 、 遺 伝 子 や 魔法 関連 の 
系 列 企業 も 数 多く 持っ て いま す 。 
CE0O : 神木 恭一 朗 
ビジ ネス ・ プ ロフ ィ ー ル : 魔法 技術 研 
、 化 学 製品 の 開発 、 食 料 生産 
No インテ リジェ ン 


ト ・ コ スモ ス 社 
私 設 軍 : 不明 
最近 の 動向 : 魔法 の 素質 を 持つ 子供 の ス 


カウ ト “バイ オ ・ デ ザイ ン ・ パ ー ク ” の 建 
(東京 西 地 区 で 建設 が 進め られ て いる 新 
型 実 験 農場 。 一 部 で は すでに 遺伝 子 関係 の 
研究 が は じ め ら れ て いま す ) 


カタ クラ ・ コ ー ポ レー ショ ン (福島 ) 
福島 を 拠点 と する 建材 ・ 新 素材 メー カー 
で す 。 セ ラミ ッ ク を 中 心 と する 意欲 的 な 素 
材 開発 で 成長 し まし た 。 設 立 当初 は 素材 メ 
ー カ ー と し て 他社 へ の 素材 提供 を 中 心 に 行 

な っ て いま し た が 、 電 子 や 重工 関係 の 企業 
を 傘下 に 収め 、 総 合 企業 と し て の 飛躍 を め 


回 で si = 回 


車両 や 船 


ざさ し て いま す 。 素材 の 開発 で は 現在 も 有力 

で 、 工 業 素材 や 建築 資材 を は じ め 、 軍 需 関 

係 の 素材 供給 で も シェ ア を 大 きく 伸ばし て 

いま す 。 

CE 0O : 片倉 和美 

>>>> ッ > [創業 者 一 族 の あい だ で お 家 騒 動 

が あっ た と か いう 噂 を 聞き まし た が :…… 本 当 

の と ころ は どう な ん で し ょ う ?] こく くく ぐ く 
ーD ヘ ッ ド (09:06:38/06-24-50) 


ビジ ネス ・ プ ロフ ィ ー ル : 素材 お よび 加 
[技術 の 開発 

セキ ュ リ ティ 担当 機関 : 不明 

私 設 軍 : 保有 

最近 の 動向 : 軽量 セラ ミッ ク の 開発 、 特 
殊 装 甲 の 開発 で 軍需 関連 へ の 進出 、 魔 法 関 
係 で 神明 院 と 提携 交渉 中 


NN や 


N や ヾ 
\\ N 
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三 浜 コン ピュ ー タ 技術 (京都 ) 
京都 に 本 拠 を 買 く コン ピュ ー タ 企業 で 
す 。 旧 京都 市 街 は 中 立 都市 に な っ て いま す 
が 、 東 京 と は 異な っ て な か な か 立ち 入る こ 
と が で きま せん 。 二 浜 が 本 拠 を 置い て いる 
の は 上 長岡京 市 周辺 に あたり ます 。 

研究 開発 な どの 重要 部 門 は 京都 に 集中 し 
て いま す が 、 一 部 の 研究 部 門 を 幕張 スカ イ 
フレ ー ム に 移転 し つつ あり ます 。 

CE 0O : 三 浜 俊郎 

ビジ ネス ・ プ ロフ ィ ー ル : デー タ ・ プ アロ 
セッ サ や 制御 装置 の 研究 開発 

セキ ュ リ ティ 担当 機関 : 三 浜 コ ン ピ ュ ー 
タ 技 術 

私 設 軍 : 保有 

最近 の 動向 ・ シ アワ セ 社 と の 関係 強化 
(研究 面 で の 提携 、 社 員 交 流 な ど ) 


山 徹 

京都 北部 に 本 拠 を 置く ハイ テク 企業 で 
す 。 “ヒューマン ・ フ ァ ク ター・ 
アリ ング " を 掲げ 、 さ ま ざ ま な 分 野 で の 人 
間 能 力 の 拡大 を 目指 し て いま す 。 バ イオ テ 
クノ ロジ ー や サイ バネ ティ ッ ク 関 連 を 得意 
分 野 に し て いま す 。 

CEO : 岩野 紗 多 

ビジ ネス ・ プ ロフ ィ ー ル : 新型 サイ バー 
ウェ ア の 開発 、 生 命 科学 分 野 の 研究 

セキ ュ リ ティ 機関 : 統轄 機関 な し 
私 設 軍 : 不明 

最近 の 動向 : 渕 社 へ の 接近 (電子 機器 関 
連 の 技術 提携 ) 


ジウ ク 三 


>>>> ッ > [当初 は “ 三 浜 派 " で し た が 、 こ 
ご 数 年 は 独自 の 活動 を 行なっ て いま す 。 世界 
の 8 大 メガ ・ コ ー ボ ポレ ーション シン の 一 づ に 数 え 
られ て お り 、 脱 三 浜 を は か っ て いる ん で し ょ 
1] 式 記 ぐ 

ミン スト レル (16:51:08 プ 10-18-49) 


ee 
注 : 8 大 メガ ・ コ ー ポ レー ショ ン と 
は 、 溢 、 三 浜 、 レ ン ラ ク 、 シ アワ セ 、 
山 徹 (以上 、 日 本 ) 、 ア ズ テ クノ ロ 
ゲー ルル ア トラ テマ)、 デ レル レ え (アデ アメ 
リカ )、 セ ー ダ ー・ ク ラッ プ (ドイ 
ツ ) の 8 社 の こと で す 。 


部 市 の 時 』 


2050 年 代 の 日 本 は 、 一 つの 都市 が それ ぞ 
れ 独 立 し た よう な 状態 に な っ て いま す 。 
これ が どの くら い 厳 密 な も の か と 言う 
と 、 海 外 か ら 地 方 都市 へ 直接 降り 立っ た 場 
合 、 そ の 都市 か ら は 出 ら れ な い の が 普通 で 
す 。 日 本 国内 で る 都市 間 の 移動 は か な り の 
制限 を 受け ます 。 

こう し た 都市 は 1 個 の 企業 に 管理 され て 
いる の が 普通 で す (東京 と 京都 の 市 街 部 な 
ど 、 例 外 は あり ます )。 そ うし た 企業 が い 
くつ か 集まる こと で 、 一 つの 国 の よう な 都 
市 集団 が で き あ が り ま す 。 メ ガ ・ コ ー ポ レ 
ーション と いえ ど 、1 社 で すべ て を 管理 で 
きる わけ で は あり ませ ん 。 た と えば 、 一 企 
業 で カバ ー で き な い 部 分 は 、 い くつ か の 都 
市 が 寄り 集まる か た ち で 補う こと に な り ま 
す 。 都 市 を 管理 する 企業 の 得意 分 野 に 応じ 
て 、 そ れ ぞ れ の 都市 の 果たす 役割 が 決ま っ 
て くる わけ で す (この 都市 は 電子 機器 、 あ 
の 都市 は 食料 の 生産 な ど と いう 具合 で す )。 
こう し た 都市 の 集まり は “ブロック” と 呼 
ば れ ま す 。 現在 の 地方 都市 は 、 お お ま か に 
言っ て 七 つ の ブ ロッ ク に 分 ける こと が で き 
ます (大 阪 、 京 都 、 札 幌 、 仙 台 、 千 葉 、 福 
岡 、 横 浜 )。 も ちろ ん 、 こ ね れ 以外 に も 小さ 
な プ ブロッ ク が 数 多く 存在 し ます 。 


>>>>> [メガ ・ コ ー ポ レー ショ ン が 独立 
企業 を 買収 し て 系 列 化 を 進め て いる 最大 の 理 
貼 が これ だ 。 連 中 の 究極 の 目標 は 、 ま さ に 
“ゆり か ご か ら 墓 場 ま で " すべ て を 網 羅 し た 都 
市 集団 っ て わけ だ ] こく こく くく 

ーー 瑞雲 (04:18:33 グ 10-06-49) 


都市 を 管理 する 企業 と いえ ど 、 製 品 を 売 
ら な けれ ば 生き の びる こと は で きま せん 。 
その た め に は 、 管 理 す る 都市 だ け で 製品 を 
消費 する の で は な く 、 他 へ の 輸出” が 必 
要 に な り ま す 。 こ うし た 輸出 に は 二 つ の 形 
が あり ます 。 一 つ は 国外 を 対象 と し た 『 通 
常 の " 輸出 。 も う 一 つ は 、 東 京 や 他 の 都市 
を 対象 に し た “国内 輸出 " で す 。 東 京 に は 、 
お よそ あり と あら め ゆめ る 企業 の 製品 が 集まり 


回 で cs ゅ 回 


ます 。 す な わ ち 、 東 京 で 大 き な シ ェ ア を 得 
る と いう こと は 、 そ の 製品 が 世界 で も 高い 
競争 力 を 持っ て いる こと の 証明 に な る の で 
す 。 


>>>>> [か くし て 、 巨 大 企業 は 東京 で の 
シェ ア 争 い に 力 を 入れ る 。 東京 を 制す る こと 
が で きれ ば 、 そ れ は どこ で で も 売れ る と いう 
こと な の だ ] くく くく ぐ く 
ー 一 小龍 (02:02:54/09-17-49) 
>>>> ッ > [巨大 企業 と いえ ど 、 作 っ た 品物 
が 売れ な けれ ば 潰れ て し まい ます 。 だ か ら と 
言っ て 、 他 の 企業 が 管理 する 都市 に 売り こむ 
の は な か な か 難し いこ と で す 。 そ こ で 、 彼 ら 
は 海外 に 製品 を 売り こま ね ば な り ま せん 。 そ 
の た め に 、 “東京 " と いう 実験 場 を 使っ て 技術 
を 磨き 、 高 い 競争 力 を 身 に つけ た の で す 。 日 
本 の 企業 が 現在 で も 強い 力 を 持っ て いる の は 、 
都市 同士 の せめ ぎ あ い が も た らし た 結果 と 言 
える か も し れ ま せん ] くく こく くく 
ーー ミン スト レル (10:25:10 プ 10-14-49) 


巨大 企業 同士 の 争い は 料 烈 な も の が あり 
ます が 、 そ うし た 争い が 都市 同士 の "紛争" 
に 発展 する こと が あり ます 。 一般 に も よく 
知ら れ て いる の が 、 東 京 の 洋 社 と 京都 の 三 
浜 社 の 対立 で す 。 こ の 両社 が 直接 戦っ た こ 
と は あり ませ ん が 、 系 列 企業 の あい だ の 争 
い は 数 えき れ ま せん 。 三 浜 社 は 、 関 西 の 企 
業 を 中 心 と する 反 渕 勢力 の 旗頭 な の で す 。 
企業 同士 の “物理 的 な " 戦い と し て は 、 
東京 紛 汗 が 代表 的 で す 。 東 京 紛争 は 東京 の 
和 覇 権 を か けた 争い で し た が 、 単 純 な 製品 の 
シェ ア 当 いや 技術 情報 の 春 い 合い か ら 、 物 
理 的 な 戦闘 に 発展 する こと も あり ます 。 
仙台 の 神明 院 と 千葉 の レン ラク 社 の 紛争 
も よく 知ら れ て いま す (2040 年 “千葉 紛 
争 ~)。 こ の 戦い は 、 神 明 院 が レン ラク 社 の 
傘下 で あっ た 白沢 電子 社 を 系 列 企業 に 引き 
抜い た た め に 起こ っ た も の で す 。 東京 紛争 
の よう に 都市 で の 戦い に こそ な り ま せん で 
し た が 、 そ れ だ け 強 力 な 兵器 が 使用 され ま 
し た 。 一 部 で は 化学 兵器 まで 使用 され た と 
言わ れ て いま す 。 

これ 以来 大 規模 な 戦闘 は 起き て いま せん 
が 、 都 市 の あい だ の ちょ っ と し た 小 競 り 合 
い は 、 そ う 珍 し く あ り ま せん 。 
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京 を 除く 都市 の 多く は 、1 個 の 巨大 企 
業 の 城下 町 と な っ て いま す 。 合同 評議 会 の 
主要 メン バー の 本 拠 に な っ て いる 都市 を あ 
げ て お きま す 。 こ れ ら の 都市 の 周辺 に は 、 
"プロ ッ ク "が 成立 し て いま す 。 


[大 阪 ] 

人 口 : 850 万 人 (推定 ) 

人 口 比率 : 不明 

人 口 密度 : 4530 人 km (推定 ) 

古く か ら 大 阪 に 本 拠 を 置く シア ワ セ ・ コ 
ー ボ ポレ ーション が 本 拠 を 置く 都市 で す 。 東 
京 の よう な 紛争 が な く 、 企 業 に よる 管理 が 
最も 進ん だ 街 と 言わ れ て いま す 。 

市 民 の 社会 保障 や 医療 面 の 充実 を は か 
り 、 管 理 体制 を 確固 と し て 築き あげ まし た 。 

また 市 場 開拓 の た め に アパ レル 分 野 な ど 
独特 の 分 野 に も 狙い を つけ 、 シ アワ セ ャ 社 が 
持つ 独自 の 販売 ルー ト を 活か し な が ら 大 阪 
以外 の 都市 へ の 積極 的 な 売り こみ を 展開 し 
で LU\ ま す 。 

その 反面 、 極 端 な 利潤 至上 主義 で 知ら れ 、 
日 本 各地 に 派遣 され た 社員 は 、 好 成績 を 収 
め な けれ ば 大 阪 へ 帰 恒 で き な い と まで 言わ 
れ て いま す 。 シ アワ セ ャ 社 の 社員 は 、 物 腰 の 
低 さと 特徴 的 な 微笑 み が ト レー ド ・ マ ー ク 
に な っ て いま す 。 


> メタ テ タッ [そう いえ ば 、 サ イ パ ー ウ ヴェ ア の 
補助 機能 が つい た ビジ ネス ・ ス ー ツ を 売り だ 
し まし た 。 な ん で も 、 着 て る だ け で ほん の 少 
し だ け サ イ バ ー ウ ェ ア の 効率 が あがる ん だ そ 
う で です] で て で で て て 
ーー シル フィ ー ド (21:20:35 プ 11-19-49) 
>>>> ッ > [この 街 で は 、 社 員 も 自宅 へ 帰れ 
ば 一 市 民 と いう 考え か た を し て いる らし い 。 
利潤 追及 主義 で 社員 に は 最も 央 し い 街 だ が 、 
市 民 に は 最も 優し い 街 だ | くく くく ぐ ぐ 
ーー ラン ド ・ ブ リー ズ (21:18:2911-09-49) 


[京都 ] 

人 口 : 200 万 人 (推定 ) 
人 口 比率 : 人 間 65% 
人 益 すず キー タ 8 久 


エル フ 14% ド ワ 
トロ ー ル 3 そ 


の 他 1 % (た だ し 京都 行政 特別 区 の み ) 
密度 : 433 人 km 

三 浜 コ ンピュータ 技術 社 と 山 徹 コー ポレ 
ーション の 本 拠 で す 。 

し か し 、 旧 京都 市 は 現在 京都 行政 特別 区 
と し て 首都 機能 が 置か れ て いま す 。 国 会 と 
合同 評議 会 の 所 在 地 で す 。 合 同 評議 会 の 議 
員 な ど を の ぞ け ば 京都 市 街 へ 入る に は 厳重 
な 審査 を パス し な けれ ば な り ま せん ( 他 都 
市 か ら の 流入 を 防ぐ た め と 言わ れ て いま 
す )。 三 浜 や 山 徹 の 社員 と いえ ど 例 外 で は 
な く 、 両 社 の 本 社 も 市 外 に 置か れ て いま す 。 
京都 は 、 さ ま ざ ま な 政治 的 陰謀 が 渦巻 く 街 
な の で す 。 


※ 京 都 行政 特別 区 : 

現在 の 行政 都市 で す 。 企 業 の 地方 分 散 
に より か つて の 東京 ほど の 重要 さ は ま 
だ 持っ て いま せん 。 も っ と も 、 日 本 の 
巨大 企業 の 重役 た ち が 一 常に 会 する 合 
同 評議 会 を 有 し て お り 、 日 本 と し て の 
国策 な ど は ここ で 決定 され て いま す 。 
2035 年 の 移転 か ら 急 速 に 整備 が 進め ら 
れ た も の の 、 建 物 の 高層 化 は 抑え られ 、 
街並み の 印象 は 前 世紀 と 大 きく 変わ っ 
て いま せん 。 し か し 、 市街 の 中 央 部 に 
は “マジック ・ タ ワー" と 呼ば れる 施 
設 が 他 の 建物 を 圧倒 する か の よう に そ 
び え ぇ えて いま す 。 こ の 施設 は 国立 の 魔法 
研究 機関 、 京 都 高度 論理 研究 所 で 、 日 
本 土着 の 魔法 に 関す る 研究 は ここ が 最 
も 進ん で いる と 言わ れ て いま す 。 


[札幌 ] 

人 口 : 190 万 人 (推定 ) 
人 口 比率 : 人 間 58% 
ー フ 7 オー ク 15%% 
の 他 1% (推定 比率 ) 
密度 : 1.695 人 km: (推定 ) 

資源 開発 や エネ ルギー 関連 を 主力 に する 
石動 財団 の 本 拠 が 置か れ て いま す 。 

“ 樹 の 都市 " と 呼ば れる 市 街 に は 巨大 な 完 
全 環境 建築 物 ( ア ー コ ロジ ー) が 林立 し て お 
り 、 そ の 周囲 は 生 の 自然 が 残さ れ て いま す 。 
最近 に な っ て 自然 保護 主義 を 打ち た し て お 
り 、 理 想 環境 の 開発 に 力 を 入れ て いま す 。 


エル フ 145 ド ワ 
トロ ー ル 5 そ 


>>>> ッ [天候 制御 の 実験 が 行なわ れ て い 


| 午 63 


る と か 。 決し て エコ ロジ スト と いう わけ で は 
な さそ うだ ] くく くく ぐ 
ーー エコ ・ ク ラン (18:21:30 プ 12-10-49) 


[仙台 ] 

人 口 : 95 万 人 (推定 ) 
人 口 比率 : 人 間 38% 
ー フ 10% オー ク 20%% 
の 他 1% (推定 比率 ) 
密度 ・ 1.213 人 km (推定 ) 

仙台 に は 異色 の 企業 、 神 明 院 新 化学 の 本 
拠 が 置か れ て いま す 。 ぐ 覚醒 > 初期 、 ま だ 
冷笑 的 な 態度 の 研究 者 が 多い な か で 積極 的 
に 魔法 研究 を 進め 、 業 績 を 挙げ た 大 学 を 企 
業 (当時 、 東 化成 ) が 全面 援助 し た の が そ 
も そ も の は じ ま り で す 。 

その 当時 は 各種 生物 の 覚醒 種 に 関す る 研 
究 が 中 心 で 、 の ち に 人 が ふる う 魔 法 に 関す 
る 研究 に 移っ て いき まし た 。 当初 は 注目 を 
集め て いな か っ た も の の 、 懲 霊 現象 に 関す 
る 研究 で 有名 に な り ま し た 。 民 俗 学 的 な 研 
究 と オー バー ラッ プ さ せ 、 伝 承 と し て 伝 わ 
る 竹 霊 伝説 に 注目 し 突破 口 を 開い た の は 有 
名 な 話 で す 。 そ れ 以 来 、 魔 法 の 研究 に 非常 
に 重点 が 置か れ て いま す 。 

仙台 は サイ バー ウェ ア に よる 身体 改造 が 
全面 的 に 禁止 され て いる 街 で 、 時 代 錯 誤 的 
と 言わ れる こと も あり ます 。 居 古 趣味 的 な 
街並み が 特徴 的 で 、 魔 法研 究 が さか ん に 行 
な われ て いま す 。 神明 院 の 企業 軍 に は 、 魔 
法 で 強化 し た アン チ ・ サ イ バ ー 戦 士 や フィ 
ジ カ ル ・ ア デ プ ト な ど が 多く 見 られ ます 。 


エル フ 235 ド ワ 
トロ ー ル 8 そ 


>>>> ッ > [最新 の トピ ックス は 、 魔 法 能力 
を 持た な い 生 物 に 遺伝 子 処理 で 魔法 能力 を 持 
た せる 研究 だ と か ] こく くく 

ーー シル フィ ー ド (21:18:55 プ 12-30-49) 
> テテ > [けし か らん 話 だ 。 お まけ に クロ 
ー ン 技術 の 研究 も さか ん らし い 。 自然 に 反 す 
る こと ば か り を や り た が る ] こく くく ぐ 

ーー エコ ・ ク ラン (18:33:17 プ 01-01-50) 


[福島 ] 
人 口 : 31 万 人 (推定 ) 
人 口 比率 : 人 間 53% 
ー フ 8 オー ク 21% 
他 1% (推定 比率 ) 
密度 : 415 人 km (推定 ) 


エル フ 10% ド ワ 
トロ ー ル 7 多 その 
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ビス ハト ネ 還 


素材 関係 の トッ プ メ ー カ ー、 カ タク ラ ・ 
コー ポレ ーション の 拠点 都市 で す . 

過密 状態 の 他 都 市 と 比べ て 、 ゆ っ た り と 
し た 都市 整備 が な され て お り 、 買 収 し た 独 
立 企業 の 誘致 や 自社 関係 の プラ ント の 開発 
が 計画 的 に 進め られ て いま す 。 都 市 や 住民 
管理 の 面 で は 、 生 活 レ ベル に よる 住民 の 居 
住地 域 の 区 分 け な ど 、 和 軌 進 的 な 体制 が 敷 か 
れ て いま し た が 、 最 近 は その 方 針 に も 変更 
が 見 られ る よう に な っ て いま す 。 北 に 位置 
する 神明 院 と は 長い 間 緊 張 状態 に あっ た せ 
いか 、 他 都市 か ら の 旅行 者 に は 訪問 場所 の 
限定 な ど 、 厳 し い 体 制 が まだ 敷 か れ て いま 
す 。 

また 、 福 島 で は サイ バー ウェ ア に よる 身 
体 改造 に は 、 き つい 制限 が 加え られ て いま 
す 。 一 般 に は 、 デ ー タ ジャ ッ ク な どの 事務 
処理 関係 の サイ バー ウェ ア の み が 、 か ろう 
じ て 認 め ら れ て いま す 。 


[千葉 ] 

人 口 : 82 万 人 (推定 ) 

人 口 比率 : 人 間 52% エル フ 112% ド ワ 
ー フ 8 オー ク 222% トロ ー ル 6% その 
他 1% (推定 比率 ) 

密度 : 3.010 人 km2 (推定 ) 

コン ピュ ー タ や ネッ トワ ー ク な ど 電 子 関 
係 に 強い 、 レ ン ラ ク ・ コ ンピュータ ・ シ ス 
テム 社 が 本 拠 に し て いる 都市 で す 。 マ トリ 
ックス 技術 に よる 通信 網 の 再 整 備 で 大 き な 
役割 を 果たし 発展 を 遂げ まし た 。 

技術 開発 都市 を 標 科 す る 千葉 は 、 サ イ バ 
ー ウ ェ ア を は じ め と する 身体 改造 に 関す る 
規制 が 緩く 、 身 体 改造 の メッ カ と も 言わ れ 
て いま す 。 そ の た め 、 身 体 改 造 目的 の 密 流 
入 者 が あと を 絶ち ませ ん 。 

幕張 に 進出 し て いる 外国 企業 と の 競争 関 
係 が 厳し く 、 先 端 技術 の 開発 に 巨大 な 予算 
を 投入 し て いま す 。 こ の 時 代 に は 珍し く 、 
レン ラク 社 は 管理 都市 の 市 場 を 他 企 業 に も 
ある 程度 開放 し て いま す 。 


>> ッ > ッ [市 場 開放 っ て の は 、 つ まり 東京 
と 同じ よう に 街 を 一 つの 実験 場 に 見 立て て い 
る か ら だ ろう 。 身体 改造 に 関す る 規制 が 緩い 
の も 、 も ちろ ん そう いう 背景 が ある か ら だ ] 
に 

ー 一 雅 黒 (03:03:03 プ 10-09-49) 


[福岡 ] 

人 口 : 140 万 人 (推定 ) 

人 口 比率 : 人 間 68% エル フ 9% ド ワ 
ー フ 5 多 オー ク 10% トロ ー ル 7% そ 
の 他 1 (推定 比率 ) 

密度 : 3.657 人 kmz2 (推定 ) 

造船 や 機械 を 主力 に する 西倉 重工 の 本 拠 


地 で す 。 日 本 有数 の 工業 都市 で “ 銅 の 都市 " 


と 呼ば れ て いま す 。 工業 開 発 を 目的 と し た 
市 街 建 設 が 進め られ て お り 、 市街 は 拡大 を 
続け て いま す 。 

また この 街 は 覚醒 種 の 誕生 比率 が 低い こ 
と で 知ら れ て お り 、 魔 法 が うま く 働 き に く 
いと いう 報告 も あり ます 。 

また 、 ア ジア 諸国 と 独自 に 交流 し て いる 
こと で 知ら れ て いま す 。 西倉 重工 は 世界 で 
最も 有望 と 言わ れ た アジ プア 市場 の 開拓 に 早 
く か ら 力 を 入れ て いた 企業 で 、 東 京 を は じ 
め と する 日 本 国内 の 市 場 よ り 、 ア ジア で の 
シェ ア の 獲得 を 狙っ て いま す 。 


[横浜 ] 

人 口 : 290 万 人 (推定 ) 

人 口 比率 : 人 間 35% エル フ 21% ド ワ 
ー フ 12% オー ク 22% トロ ー ル 9% そ 
の 他 1 % (推定 比率 ) 

密度 : 6.658 人 km: 

VITAS が 猛威 を ふる っ た 街 で 、 日 本 
の 企業 は 横浜 を 見 放す よう な か た ち に な り 
まし た 。 そ の 後 、 中 華 系 の 資本 、 ブ ルー 
ス ・ ク ラン が 横浜 の 再建 に 乗り 出し 、 東 京 
へ の 交通 遮断 な どの 一 時 的 な 隔離 策 を 取り 
な が ら 医 療 体制 の 充実 が 凶 ら れ ま し た 。 そ 
れ 以 後 、 横 浜 は 日 本 で 唯一 、 外 国 の 資本 が 
"管理"” する 街 に な っ て いま す 。 

川崎 か ら 横 浜 に か け て は 娯楽 系 施設 の 多 
い 巨 大 な アミ ュー ズ メ ント 地域 に な っ て お 
り 、 原 色 の 多い 非常 に きら びやかな 印象 の 
街 に な っ て いま す 。 犯罪 組織 の 活動 も 活発 
の ギク ザ で は な く 。 チャ イニ ー ズ ・ マ アプ 
ィ ア が 勢力 を ふる っ て いま す 

また 、 横 浜 は 東京 と の つなが り が 強く 、 
郡市 の 出入 り に 関す る 制限 が 比較 的 緩く な 
っ て いま す 。 


に と 1 
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お 問い 合わ せ は 
LTG611(616-02) 
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條 6 法 と 企業 法 


犯罪 を 裁く 法律 は “ 
の 二 つ に 分 か れ ま す 。“ 一 般 法 ′ は 、 公 共 
の 土地 や 公道 で 起き た 犯罪 の 六 則 を 定め た 
法律 で す ("企業 が 起こ し た 犯罪 " も 一 般 
法 で 裁 か れ ま す )。 も う 一 方 の 企業 法 " 
は 、 簡 単に 言え ば 企業 の 治外法権 を 認め た 
法律 で す 。 す な わ ち 、 企 業 の 敷地 内 で 起き 
た 犯罪 に 対す る 罰則 が 定め られ て いま す 
( 宮 則 の 内 容 は 企業 に よっ て 異な り ま す )。 

東京 を 例 に あげ る な ら 、 公 共 の 土地 や 公 
道 で 起き た 犯罪 は 東都 警備 や 企業 活動 管理 
局 が 取り 締まり ます が 、 企 業 の 敷地 内 (た 
と えば 、 る 3 CHT24HNO な より で 
起き た 犯罪 は 、 企 業 が 独自 の 判断 で 処罰 す 
1 稼 PHA 


>>>> ッ > [企業 は 敷地 内 へ の 侵入 者 を 自由 
に 処分 する 権利 を 持っ て いる と いう こと だ 。 
は っ きり 言え ば 、 許 可 の な い 侵 入 者 は 、 問 答 
無用 で 撃ち 殺さ れ て も 文句 は 言え な いっ て こ 
ど に な る | で ぐる マ 

ー 一 小龍 (10:58:2209-14-49) 
>>>>> [いく ら 治 外 法 権 と は 言え 、 そ こ 
まで 厳しく は ある まい 。 企業 に も 、 外 部 に 対 
する イメ ー ジ っ て も の が ある 。 あ ん まり 血 生 
臭い まね を すれ ば 、 イ メー ジ に 傷 が つく っ て 
も ん だ 。 ま し て や 、 自 由 競 争 の 東京 な ら な お 
さら だ ろう 。 企業 の 敷地 内 で も 、 ち ょ っ と し 
た 違反 くら いな ら そ う 目 くじ ら を た て られ る 
こと も な いと 思う が ね 。 

し が か し 。 そい Y つ が シャ ドウ ラン ナー で 、 し も 
か も その メガ ・ コ ー ポ の 怒り を 買っ て た と か 
いう な ら 話 は 変わ っ て くる 。 そ ん な と き は 、 
ちょ っ と し た 違反 で “ 示 捕 " され 、" 余 罪 " を 
追及 する た め に 身柄 を 拘束 され ちまう だ ろう 
な ] そ ぐ ぐ ぐ 

ー 一 正宗 (20:18:58/09-18-49) 
>>>> ッ > [ 俺 は ひど い 噂 を 聞い た こと が あ 


般 法 と 企業 法 " 


る ぜ 。 メ カ ・ コ ー ポ じゃ 、 権 力 闘争 に 敗れ た 
重役 な ん か は すぐ に 解雇 され ちまう 。 さ ら に 、 
その 場 で “侵入 者 ”" 扱い され て 処分 され ち ま 
うこ と も ある そう だ ] くく くく ぐ 

ー ラ ンド ・ ブ リー ズ (13:20:0709-25-49) 
>>>>> [も っ と ひど いと き は 、 殺 し て か 
ら 解 雇 す る らし い ぜ ] くく くく < 

ーー ブラ イト エッ ジ (13:52:1409-25-49) 


企業 法 の 内 容 は 各 企 業 に よっ て さま ざま 
で す が 、 一 般 法 に 定め られ た 武器 の 所 持 や 
使用 に 関す る 罰則 は アメ リカ の 法律 が モデ 
ル に な っ て いま す 。 自衛 の ひ た め に 、 個 人 に 
も ある 程度 の 武器 の 携帯 が 認め られ て いま 
す が 、 そ の 種類 は 厳し く 制 限 さ れ て いる の 
の 


信 武 器 の 分 類 

武器 は 次 の よう に 分 類 さ れ ま す 。 括 弧 内 
の アル ファ ベッ ト が それ ぞ れ の 分 類 記 号 に 
で す 。 武器 と その 分 類 の リス ト を 挙げ て お 
きま し ょ う 。 ま た 、 サ イ パ バ パー ウェ ア は 武 融 
と は 異な る 分 類 に な り ま す 。 


小型 刀 語 (A) 

刃渡り 18 セ ンチ 未満 の ナイ フ で す 。 許可 
な し で 所 持 す る こと が で きま す 。 
大 型 刀 語 (B) 


刃渡り 18 セ ンチ 以上 の 剣 、 芳 、 竿 状 武 器 
ある い は サイ バー ウェ ア の ハン ド ・ レ ザー 
や スパ ー が 含ま れ ま す 。 所持 に は 行政 局 の 
許可 が 必要 で す (ハン ド ・ レ ザー や スパ ー 
る 所 持 が 認め られ て いま す )。 許 可 に は 100 
新 円 の 手数 料 が 必要 で す 。 

印 器 (C) : 


梶 棒 や 骨 株 と いっ た 鈍器 類 。 他 の 品物 を 
鈍 副 に 見 立て た 場合 も 含み ます 
射出 武器 (D) 

号 や 手 投げ 型 の 武 叶 で す 。 
ビ ピス トル (E) 

ホー ルド アウ ト ・ ビ ピス トル か ら へ ビー・ 
ピス トル まで 。 所持 に は 行政 局 の 許可 が 必 


回 で <5 避 加 


要 で 、 手 数 料 は 200 新 円 で す 。 
ライ フル (F) 

スポ ー ツ ・ ラ イフ ル と 散弾 銃 ( 長 銃身 、 
短銃 身 と も に ) は 、 す べ て ここ に 分 類 さ きれ 
ます 。 特 殊 な 場合 を 除い て 所 持 は 禁止 され 
て \$ ま すず 。 
自動 火器 (G) 

サザ サブ プ マシ シン ガン シン 、 マ シシ ・ ビ ピストル 、 デ アデ 
サル ト ・ ラ イフ ル で す 。 所持 は 完全 に 禁止 
され て いま す 。 
重 火 器 ( 昌 ) 

マンガン や アサ ザ サルト 
め と する 大 口径 火器 は 
され ます 。 当然 な が ら 
爆 楽 (| ) 
すべ て の 爆薬 類 。 
軍用 武器 (J) 

A 一 1 の 分 類 に 含ま れ な い 軍 |) 
すべ て ここ に 分 類 さ れ ま す 
軍用 防具 (K) 

軍用 、 和 警察 用 、 保 安 用 の 防具 で 、 
ャ ル ・ ス ー ツ と フル ・ ス ー ツ は ここ に 分 類 
され ます 
弾丸 (L) 

通常 の 弾丸 は も ちろ ん 、 フ レシ ェ ッ ト 絢 
や 迷 像 江 も この 分 類 に 含ま れ ま す 。 
その 他 (M) : 

ト 記 の 分 類 に 含ま れ な いも の の 、 あ る 程 
度 の 殺傷 力 を 持っ て いる 品物 や 、 武 庄 の 補 
助 装置 な を ど は ここ に 分 類 さ れ ま す 


・ キ ャ ノン を は じ 
、 す べ て ここ に 分 類 
、 所 持 は 禁止 で す 。 


用 武器 は 、 


ノバ パーン 


び ひけ イ バ ー ウ ェ ア 

ハン ド ・ レ ザー と スパ ー は 、 前 述 の “大 
型 力 剣 (B)” に 分 類 さ れ ま す 。 サ イ バ ー 
ウェ ア の 分 類 は 、" ク ラス A “クラス B" 
“クラ ス C” の 3 種類 で す 。 武 器 の 場合 と 
同じ く 、 括 弧 内 の アル ファ ベッ ト が 分 類 記 
号 に な っ て いま す 。 ま た 、 サ イ バ パ バー ウェ ア 
で は あり ませ ん が 、 未 登録 の (要する に シ 
ャ ドウ ラン ナー が 所 持 し て いる よう な ) サ 
イ バ ー デ ッ キ や サイ バー プロ グラ ム も 処 富 
の 対象 に な っ て いま す 。 


 。 AC7% HiSTORY TOKYO (CENTRALAREA ENVIRONS MEGACORP | IW 語 【& 


クラ ス A (CA) 

スマ ー ト リン ク な ど 、 武 器 の 照準 能力 を 
高め る サイ バー ウェ ア で す 。 
クラ ス 日 (CB) 

強化 反射 神経 (ワイ ヤー ド ・ リ フレ ッ ク 
ス ) 、 車 輌 制御 リグ (VCR) 、 人 工 筋 肉 ( マ 
ッ ス ル ・ リ プレ イス メン ト )、 度 膚 装甲 
(ダー マル ・ プ レー ティ ング ) は ここ に 分 
類 さ れ ま す 。 
クラ スズ ス C (CCO) 

ハン ド ・ レ ザー と スパ ー 以 外 の サイ バー 
武器 は 、 す べ て ここ に 分 類 さ れ ま す 。 
ウラ スズ G ロ (6 ロ ) 

未 登録 の サイ バー デッキ お よび プロ グラ 
ム で す 。 


人 @ 所 持 や 運搬 の 許可 

ピス トル (E) と ライ フル (F) に 関し 
て は 、 許 可 を 受け れ ば 所 持 と 運搬 が 認め ら 
れ ま す 。 実際 に は 、 武 器 を 使う 正当 な 理由 
が な けれ ば 許可 され ませ ん 。 正 規 な 申請 を 
出し 、 誠 衛 や 自衛 、 戦 業 に 関連 し た 理由 が 
あれ ば 認め られ ます 。 


>>>>> [これ は あく まで 建て 前 の 問題 だ 。 
正当 な 理由 が な いか ら と いっ て 、 ピ スト ル を 
持つ の が 認め られ な か っ た っ て 話 は 聞い た こ 
と が な い ] くく くく ぐ 


る こと で す (自宅 内 な ら 所持 (1)" に 
な り ま す )。 
威 跡 (3 ) 

公然 と 武器 を ふり か ざす こと で す 。 成 貴 
意図 が か あっ た か どう か は 関係 あり ませ ん 。 
武器 を 見 える よう に し て 持ち 運ぶ こと は 威 
呆 と 見 な され る の で す 。 


>>>>> [まあ 、 い や し くも プロ な ん だ か 
ら 、 シ ャ ドウ ラン ナー が 公然 と 武器 を 持ち 歩 
く よ う な へ マ を や っ ちゃ な ん ね え 。 仕事 を は 
じ め る まえ に お まわ り の 世話 に な る っ て の は 、 
な ん と も し ま ら な い 話 だ ぜ ] くく くく ぐ 
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使用 (4 ) 

人 間 や 保護 生物 、 公 共 や 私 有 の 財産 に 対 
し て 武器 を 使用 する こと で す 。 対 象 を 傷 つ 
ける 意思 が あっ た か どう か は 関係 あり ませ 
ん 。 た だ 使用 する だ け で 適用 され ます 。 ま 
た 、 武 器 の 使用 に よっ て 実際 の 被害 が あっ 
た か どう か も 関係 あり ませ ん 。 

犯 意 使用 (5 ) 

前 述 の “使用 (4 )”) と ほぼ 同じ で す が 、 
人 を 傷つけ た り 財 産 を 損なう 目的 で 武器 を 
使用 し た と き に 適用 され ます 。 実際 に 被害 
が あっ た か どう か は 関係 あり ませ ん 。 ま た 
被害 の 程度 に よっ て 、 同 時 に 傷害 罪 " や 
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“殺人 罪 " が 適用 され ます 。 

下 の 表 に 、 武 器 の 所 持 や 使用 違反 の 宮 則 
を まとめ て お きま す 。 こ の 表 に ある 憲 則 は 、 
一 般 法 に 定め られ た 最高 刑 で 、 企 業 の 敷地 
内 で 起こ っ た 犯罪 を 除け ば 全国 で 共通 し て 
いま す 。 た と えば 、 路 上 で ナイ フ を 振り ま 
わし た と すれ ば 、" 小 型 妃 剣 (A)” の 使 
用 (4 )" で 、 最 高 4.000 新 円 の 罰金 か 4 か 
月 以下 の 懲役 に な り ま す 。 人 を 傷つけ る た 
め に ナイ フ を 振り まわ し た な ら 、' 小 型 刀 
呈 (A) の “ 犯 意 使用 (5)” で 、 最 高 
10.000 新 円 の 罰金 か 1 年 以下 の 懲役 に な る 
わけ で す 。 こ うし た 玉 則 は 、 シ アト ル な ど 
と 比べ る と 、 全 体 に 重く な っ て いま す 。 特 
に 、 実 際 に 武器 で “脅迫 し た り 、 使 用 し 
た 場合 は 極端 に 重い 六 則 が 課さ れ ま す 。 


ーー ブラ イト エッ ジ (03:44:0909-27-49) 二 
憲 金 懲役 表 

交 備 企業 に 所 属す る 警備 員 な ど は 、 特 殊 

Se ae Es の 
な 許可 を 受け て いて 、 武器 を 無制限 に 所 持 人 1 2 4 5 
する こと が で きま す 。 こ の 許可 は 警備 企業 所 持 | 運搬 犯 意 使 用 
に 与え られ る も の で 、 個 人 で 申請 する こと A) 小 型 刀剣 ー | 一 |I\zoo0 |\400074 か 月 |\000071 年 | 
は で きま せん 。 ま た 、2 年 ご と に 更新 する | (大 型 カ 証 。 \ 109 
80 L(G 交 。  -- | 一 Yaooo ly eooo76 み lyisooo71 年 
RBS D 咽 武器 y 2 

6 店 (ビス トル  \ soo |y 0 ysooo |wsgoo/18 の 月 | 2 年 | 
@ 違 反 に 対す る 禄 則 LCF) ラ イフ ル 。 yaooo |Yeooo 
PMS eo000 
の 程度 で 、 数 字 が 大 きく な る ほど 重大 な 悦 。 |) 軍用 表 1 年 
反 に な り ます . に ーー 

(前 Ysc9| トー |ーー | ト 

所 持 (1) | LeA2zfr37 wioo9| |ー | コー イサ 
人 きれ た 、 あ る い は 本 の 基 を 所 | Grm7 2 キト ーー | -- | ー- 
持 し て いた 場合 で す (CD) 未 登録 デキ \40.000 | 
運搬 (2) お よび アプ 史 奴 7/1 年 


武器 を 持ち 歩い た り 、 乗 物 で 運ん だ りす - = - ーー 
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武器 の 所 持 や 使用 違反 は 、 対 象 に な る 武 
の 分 類 記号 と 、 違 反 の 程度 を 示す 数 字 の 
組み 合わ せ で 表わさ れ ま す 。 つ まり 、 ピ ス 
トル (E) の 所 持 (1) な ら “E1"、 自 
動 火器 (G) の “使用 (4)" な ら “G4" 
ど な 人 ます 

し か し 、 同 じ 違 反 で も 、 地 域 の 治安 状況 
に よっ て 凛 せら れ た り 、 せ られ な か っ た 
り し ます 。 た と えば 、 治 安 の 悪い 地域 で は 
軽い 犯罪 は 無視 され ます が 、 治 安 レ ベル の 
高い 地域 で は ちょ っ と し た 違反 で も 処罰 さ 
れる わけ で す 。 

下 の 表 に 、 地 域 ご と の 評価 と 治安 状況 を 
示し ます 。 地域 の 評価 は 、 そ の 地域 の 治安 
の 高 さ を 示し ます (A AA が 最高 、Z が 最 
低 で す )。 こ の 評価 は 、 深 夜 に な る と 1 段 
階下 が り ま す (AAA が AA に 、B が C に 
な る な ど )。 

評価 が “Z" の 地域 は 、 保 安 組織 (た と 
えば 東都 警備 ) の 手 が 届 か な い 空 白 の 地域 
で す 。“D”“E” の 地域 の 評価 が “Z" ま 
で 下がっ た と き は 、 緊 急 時 を 除い て 保安 組 


呈 


織 が その 地域 に 足 を 踏み 入れ な く な る こと 
を 示し ます 。 

治安 状況 に は “L” と “H" の 2 種類 が 
あり ます 。“L " で は あま り 誠 し く 取 り 締 
ま ら れ ま せん 。 ご く 普 通 の 通行 人 な ら 、 ま 
ず 呼 び 止 あら れる よう な こと は あり ませ 
ん 。“H は 誠 し く 取 り 締 ま ら れ て いる こ 
と を 意味 し ます 。 ご く 普 通 の 通行 人 で も 呼 
び 止 め ら れる こと が あり ます 。 


『 人士 俳 と 殺人 人 


武器 の 所 持 や 使用 に は 、 傷 害 や 殺人 を 伴 
うこ と が 多い で し ょ う 。 た だ 銃 を 撃っ た だ 
け な ら 武器 の 使用 まけ で すみ ます が 、 そ れ 
で 無関係 の 通行 人 を 傷つけ た りす る と 傷害 
や 殺人 の 罪 に も 問わ れ ま す 。 傷害 罪 や 殺人 
非 に は 、 以 下 の 種類 が あり ます 。 

服役 刑 の 場合 、 服 役 中 に 特に 問題 が な な け 
れ ば 、 最 低 で も 刑期 の 三 割 を 終え た 時 点 で 
仮釈放 され る こと が あり ます 。 そ の 場合 、 
刑期 の 割 を 刑務 所 外 で 過ごす こと が で き 
ます 。 ま た 、 傷 害 や 殺人 罪 は 、 立 証 さ れれ 
ば 、 魔 法 に よる 傷害 や 殺人 に も 同じ よう に 
適用 され ます 。 


| 評価 | 地域 ” | 治安 状況 。 | 
上 流 の 商業 区 H (すべ て の 違反 に 対し て ) 
AA 上 流 、 中 流 の 生活 区 域 |L (A 1 、E 1 に 対し て ) | 
H (その 他 ) 
| A 中 流 の 生活 区 域 L (A と E の 1 一 2) 
高 治安 の 工業 区 域 H (その 他 ) 
中 流 の 生活 区 域 L (AーE の 1 一 2 、 お よび F 1 ) | 
通常 の 工業 区 域 H (その 他 ) 
@ 下層 の 生活 区 域 L (AF の 1 一 3、 お よび G 1 ) 
治安 の 工業 区 域 H (その 他 ) 
下層 以下 の 生活 区 域 |L (AーF の 1 一 3 、 お よび G 1 、L 1、CA1) 
H (その 他 ) 


FE 不法 居住 以下 の 生活 区 域 | L 


(すべ て の 違反 に 対し て ) 


@ 未 ぶ 

実際 の 傷害 や 殺人 に 玉 ら な か っ た 場合 で 
す 。 危 険 の 度合 い に 応じ て 2.000 新 円 か ら 
10.000 新 円 の 員 金 、 あ る い は 6 か 月 以下 の 
懲役 が 科 さ れ ま す 。 


久 暴 行 
故意 か 過失 か に は 関わ ら ず 、 他 人 を 傷 つ 
けた 場合 で す 。 暴 行 の 度合 い に 応 じ て 、 
5.000 新 円 の 罰金 か ら 18 か 月 以下 の 懲役 が 科 
され ます 。 


人 @ 偶 発条 人 
偶発 殺人 は 全く の 偶然 に よる 殺人 で す 。 


条 人 の 意図 が 立証 で き な い 場合 に は 、 こ の 
罪 が 適用 され ます 。 通常 7 年 以下 の 懲役 が 
科 さ れ ま す 。 


き 応 殺 

謀 条 は 殺人 の 意図 が 立証 され た 場合 に 適 
用 され ます 。10 年 か ら 無 期 の 懲役 が 科 さ れ 
まま 。 


@ 計 画 殺 

計画 殺人 は 、 計 画 的 に 殺人 を 行なっ た 場 
合 に 適用 され ます 。 し か し 、 計 画 性 の 立証 
は 困難 な こと が 多く 、 あ まり 適用 され る こ 
と は あり ませ ん 。 立証 さ れ た 場合 は 、 懲 役 
30 年 か ら 仮釈放 無し の 終身 刑 が だ 科 さ れ ま 
9 


価 従 外 

容疑 者 が 直接 の 行動 に は 関わ ら ず 、 雄 行 
の 手助け を 行なっ た 場合 で す 。 殺 人 に は 従 
犯 は あり ませ ん 。 従 犯 に は 、 基 本 の 刑罰 の 
- 温 程度 の 罰 が 科 さ れ ま す 。 


>>>>> [お お 怖い 。 へ マ を や っ て 捕まっ 

た ら 、 そ れ で 終わ り っ て こと だ な 。 役 に た つ 

コネ で も 見 つけ と く か ……] こく くく く 
ーー グラ ン パ パ (23:10:1702-09-50) 
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現代 で は 、 現 金 に 代わ っ て 、 ク レジ ッ ト ・ カ 
FaIH25ー ド を 組み 合わ せ た “ ク レッ ドス テ 
ィ ッ ク ” が 広く 使わ れ て いま す 。 クレ ッ ド ステ 
ィ ッ ク は 、 暗 号 化し た 情報 を 高密 度 に 組み 込 
ん だ 棒状 の 光学 チッ プ で す 。 個人 の シス テム 
照合 番号 (SIN) と 預金 残高 が 記録 され て お 
り 、 残高 確認 用 シス テム や クレ ッ ド ステ ィ ッ ク 

照合 機 (小売 店 の レジ 代わ り に 置か れ て いる 
も の で す ) と デー タ の や り と り を 行なう こと が 
で きま す 。 その た め 、 ク レジ ッ ト ・ カ ー ド と し て 
あら ゆる 取り 引き に 使用 され て いま す 。 普通 
に お 金 を 使う よう な 感覚 で 、 ク レッ ドス ティ ッ ク 
で 支払 い を 済ま せる こと が で きる の で す 。 現 
在 、 実 際 の 通貨 (現金 ) が 使用 され る こと は 非 
常に 珍し く な っ て いま す . 


信 財 産 情 報 

クレ ッ ド ステ ィ ッ ク 
と 照合 用 の デー タ 
類 さ れ ま す 。 


ク は 、 使 用 で きる 金額 
量 に よっ て 、5 種 類 に 分 


標準 クレ ッ ド ステ ィ ッ ク 
1 = 5 千 新 円 

シル バー・ ク レッ ドス ティ ッ ク 
1 一 2 万 新 円 

ゴー ルド ・ ク レッ ドス ティ ッ ク 
1 一 20 万 新 円 

プラ チ ナ ・ ク レッ ドス ティ ッ ク タク 
最高 1 万 新 円 

エボ ニー・ ク レッ ドス ティ ッ ク 
無制限 


クレ ッ ド ステ ィ ッ ク の レベ ル を 上 げ る に は 
現時 点 で 使用 し て いる クレ ッ ド ステ ィ ッ ク の 最 
高額 の 預金 が な けれ ば な り ま せん 

クレ ッ ド ステ ィ ッ ク を 直接 つなげ て 、 お 
金 の や り と り を 行なう こと も で きま す 。 そ 


の 場合 、 銀 行 の シス テム に アク セス し て 取 
り 引 き の 情 報 を 転送 し な けれ ば な り ま せ 
ん 


人 @ 身 分 証明 レベ ル 

前 述 の 通り 、 ク レッ ドス ティ ッ ク は 一 種 
の 身分 証明 に も 使い ます 。 種 々 の レベ ル の 
身分 証明 有明 デー タ が 暗号 化 さ れ て 組み 込ま 
れ て いま す 。 使 用 する クレ ッ ド ステ ィ ッ ク 
の レベ ル に よっ て 、 身 分 証明 の た め に 必要 
な 手段 も レベ ル 分 けさ れ ま す 。 


レベ ル 1 パス コー ド 
レベ ル 2 指紋 
レベ ル 3 声 紋 


レベ ル 4 網膜 走査 
レベ ル 5 細胞 走査 
ルス コー ド 
パス コー ド は 、 最 大 30 字 まで の 英 数 字 列 


が 使わ れ ま す 。 標 準 ク レッ ドス ティ ッ ク を 
使用 する 際 に 必要 で す 。 


指紋 
ID 確認 に 指紋 が 必要 に な り ま す 。 ク レ 
ッ ド ステ ィ ッ ク に つい た 指紋 と 、 金 融 機 関 
に 登録 され た 指紋 が 照合 され ます 
ー・ ク レッ ドス ティ ッ ク を 使用 する 際 に 
は 、 パ スコ ー ド と 指紋 の 両方 が 必要 で す 。 


シル バ 


声 紋 

ゴー ルド ・ ク レッ ドス ティ ッ ク を 使用 す 
る 際 に は 、 パ スコ ー ド と 指紋 の 他 に 声 紋 る 
必要 に な り ま す 。 声 は 、 ク レッ ドス ティ ッ 
ク 照合 機 の マイ ク が 自動 的 に 聞き 取り ま 
す 。 特定 の “ 声 紋 証明 朋 の セリ フ " が 必要 
な わけ で は あり ませ ん が 、 完 全 な 文章 を 最 
低 で も 三 つ し ゃ べら な けれ ば な り ま せん 


網膜 走査 


MA 
ン を 走査 し て 、 登 録 さ れ た デー タ と 照合 


回 を se 必 回 


ます 。 プ ラチ ナ ・ ク レッ ドス ティ ッ ク を 使 


用 する 際 に ご (は 。 網膜 走査 以外 に パス コー ド 
呈 条 ha 
細胞 走査 

エボ ニー・ ク レッ ドス ティ ッ ク を 使用 す 


る 際 に は パス コー ド 、 声 紋 、 網 膜 走査 の 他 
に 、 細 胞 走査 も 必要 に な り ま す 。 細胞 走 査 
に は 、 度 魔 の ご く 一 部 な ど 、 少 量 の 細胞 サ 
ンプ ル を 用 いま す 


【 no 了 』 


口座 を 作る 場合 は 、 金 融 機関 に S I N の 
提示 せ ね ば な り ま せん 。 ま た 、 RS 
レッ ドス ティ ッ ク の レベ ル に 合わ せ て 、 
9 うり ic が RS 
タ が 必要 に な り ま す 

別々 の 金融 機関 に 口座 を 開設 すれ ば 、 複 
数 の クレ ッ ド ステ ィ ッ ク を 持つ こと も で き 
ます 。 あ る い は 、 す べ て の 口座 の 記録 を 一 
つの クレ ッ ド ステ ィ ッ ク に 収め る こと も で 
きま す 

ほとん どの 人 金融 機関 で は 、 支 払い 保証 済 
み ク レッ ドス ティ ッ ク と いう 特殊 な ステ ィ ッ ク を 
発行 し て いま す 。、 支払 い 保 証 済み クレ ッ ド ス 
ティ ッ ク に は 記録 され た 額面 の 価値 が あり ま 
す が 、 身分 証明 な し で 使用 で きま す 。 その 
た め 支 払い 保証 済み クレ ッ ド ステ ィ ッ ク は 、 誰 
で も 使用 する こと が で きま す 。 ほとん どの 金 
融 機 関 は 、 支払 い 保証 済み クレ ッ ド ステ ィ ッ ク 
を 作成 する 際 に 少額 の 手数 料 を 取り ます 。 

邊 は 人 額面 の 2 一 5 で す 。 

クレ ッ ド ステ ィ ッ ク を 使用 で きる 金融 機 
関 で は 、 ク レッ ドス ティ ッ ク 照 合 機 を 使っ 
て 口座 と 所 有 者 の 身分 確認 を 行ない ます 
NT 
的 な クレ ッ ド ステ ィ ッ ク で 、 使 用 者 が 公式 
の SIN と 正しい ID ES な お 
か つ パ スコ ー ド な ど が 一 致す る か どう か が 
確認 され ます 。 偽造 クレ ッ ド ステ ィ ッ ク や 
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偽 の ID デー タ に は 、 常 に 監視 の 目 が 光っ 
て いる わけ で す 。 


EPR 
ID の 愉 造 


クレ ッ ド ステ ィ ッ ク の 偽造 は 困難 で す 
ステ ィ ッ ク の 作成 は で き て も 、1I D 部 分 の 
複写 が 難し い の で す 。 

クレ ッ ド ステ ィ ッ ク の ID を 確認 する た 
め に 、 情 報 は 10 以 上 の 経路 で 二 重 に 照合 さ 
れ ま す 。 こ うし た 相互 照合 も 、 現 代 の コン 
ピュ ー タ ・ シ ステ ム に と っ て は 単純 な 仕事 
な の で す 。 こ の た め 、 1 D の 偽造 に は 途方 
も な い 量 の 作業 が 必要 で す 。 つ まり 、 通 常 
の クレ ッ ド ステ ィ ッ ク と 同じ よう に 、 正 確 
で 相応 し い “経歴 " を 創り 上 げ 、 世 界 中 の 
デー タ ・ バ ンク に て 妙 に 刀 び 込ま せな けれ 
ば な ら な い の で す 。 

どん な 人 物 で も 、 そ ん な こと が 独力 で で 
きる わけ は あり ませ ん 。 偽 の ID や クレ ッ 
ドス ティ ッ ク を 作る こと だ け を 目的 と し 
と 、 正 体 不明 の 組織 が 存在 し ます 。 こ うし 
た 組織 は 、 今 の と ころ 完全 に 謎 の ベー ル に 
包ま れ て お り 、 秘 密 の 連絡 経路 を 通し て し 
か 接触 で きま せん 。 一 部 の 闘 商人 が 偽造 組 
織 の 窓口 に な っ て いる と いわ れ て いま す 。 

架空 の 経歴 を 創っ て クレ ッ ド ステ ィ ッ ク 
を 偽造 する に は 相当 の 費用 が 必要 と され ま 


す 。 経 歴 が 詳細 に な っ て 信頼 性 が 高 ま れ ば 、 


クレ ッ ド ステ ィ ッ ク の レベ ル も 高く な り 、 
必要 な 経費 も 慕 大 に な り ま す . 


クレ ッ ド ステ ィ ッ ク の 費用 
レー ティ ング 


1 一 4 レー ティ ング 2 千 新 円 
お や ッ 当 レー ティ ング 1 万 新 円 
9 ン 12 レー ティ ング X 5 万 新 円 
13 以 上 レー ティ ング メ ※25 万 新 円 


この 金額 は 一 例 で す が 、 い ずれ に せよ ク 
レッ ドス ティ ッ ク の 偽造 に は 慕 大 な 金額 が 


必要 で す 。 し か し 、 偽 造 組 織 の 対応 は す ば 


や く 、12 時 間 以 内 (2 D 6 時間 以内 ) で 目 
的 の 品物 を 用 意 で きる と いわ れ ま す 。 

こう し て 完成 し た 偽造 クレ ッ ド ステ ィ ッ 
ク は 、 本 物 同然 の 精巧 さき を も っ て いま す 。 


ほとん どの 場合 な ら 、 照 合作 業 を くぐり 抜 
ける こと が で きる で し ょ う 。 最近 は 、 特 に 
高度 な クレ ッ ド ステ ィ ッ ク 照 合 機 や 個人 確 
認 シ ステ ム が で な けれ ば 対応 で き な い ほど 
に な っ て いま す 


@|D 昭 合 の レー ティ ング 

クレ ッ ド ステ ィ ッ ク 照 合 機 と 身分 証明 シ 
ステ ム に は 、 レ ー テ ィング が あり ます 。 レ 
ー テ ィング は 、 そ の 機械 が クレ ッ ド ステ ィ 
ッ ク の ID 照合 の た め に 、 ど れ く らい 詳し 
く デ ー タ ・ バ ンク を 検索 する か の 目安 に な 
っ て いま す 。 照 合 を 詳し く 行 な うほ ど レ ー 
ティ ング も 高く 、 照 合 に 必要 な 時 間 も 長 く 
な り ま す 。 


レー ディ タグ 1 ・ 

普及 型 の クレ ッ ド ステ ィ ッ ク 時 合 機 の レ 
ー テ ィング は 、 ほ と ん ど が 1 で す 。 こ の レ 
ー テ ィング は パス コー ド し か 受け つけ る こ 
と が で きず 、 一 般 商 店 や レス トラ ン と いっ 
た 、 非 合法 な クレ ッ ド ステ ィ ッ ク が 使わ れ 
る こと が 稀 で 、 5 千 新 円 まで の 買物 し か 人 行 
な われ な いよ うな と ころ で 使わ れ て いま 
す 。 照合 は 一 瞬 で 終わ り ま す 。 

レー ティ ング 1 の 照合 機 は 持ち 運び 可能 
で 、 価 格 は 1 万 2 千 新 円 で す 。 

レー ティ ング 28 一 3 : 

レー ティ ング が 2 一 3 の 照合 機 は 、 パ ス 
コー ド と 指紋 に よる 照合 が 可能 で す 。 レ ー 
ティ ング が 2 一 3 の シス テム は 2 万 新 円 以 
内 の 商 取 り 引き が 行なわ れる と ころ で 使用 
され て いま す 。 照合 時 間 は 一 瞬 で す 。 現 場 
で TID チェ ッ ク を 行なう 区 察 や 警備 の 車輌 
に は 、 こ の レー ティ ング の シス テム が 載せ 
られ て いま す 。 持 ち 運 び 可 能 な タイ プ も あ 
り ま す が 、 ほ と ん ど は マト リッ クス に 接続 
し て 使い ます 。 レ ー テ ィング 2 一 3 の 照合 
機 は 、 4 万 5 千 新 円 で す 。 持 ち 運 び 可 能 な 
タイ プ は 6 万 新 円 で す 。 

レー ディ ング 4…5 

レー ティ ング 4 一 5 の 照合 機 は パス コー 
ド 、 指 紋 、 声 紋 に よる 識別 が 可能 で す 。20 
万 新 円 以内 の 商 取 り 引き が 行なわ れる と こ 
ろ で 使用 され ます 。 照合 時 間 は 6 分 以下 
(1D 6 分 ) で す 。 

レー ティ ング 4 一 5 の 照合 機 は 、 詳 細 な 
ID チェ ッ ク が 必要 と され る 企業 や 個人 警 


回 を 5 束 園 


護 用 、 警 察 の オフ ィ ス な ど で も 用 いら れ て 
いま す 。 こ の 照合 機 は マト リッ クス に 接続 
し な けれ ば な り ま せん 。 こ の レー ティ ング 
の 照合 機 は 、 特 別 な た ルー ト で な けれ ば 手 に 
入ら ず 、 価 格 も 10 万 一 20 万 新 円 で す 
レー ティ ング 6 一 7 : 

この 段階 の 照合 機 は 非常 に 精巧 で 、20 万 
新 円 を 超え る 商 取 り 引き に 使用 さき れる の が 
普通 で す 。 さ ら に 、 外 部 か ら の TI D 照 合 に 
も 使用 され ます 。 こ の シス テム は パス コー 
ド 、 指 紋 、 声 紋 、 網 膜 走査 、 細 胞 走 査 に よ 
る 照合 が 可能 で す 。 照 合 時 間 は 12 分 以下 
(2 D 6 分 ) で す 。 

この 照合 機 は 一 流 企業 や 保安 会 社 、 そ し 
て 企業 の "情報" 特約 店 が 使用 し て いま す 。 
また 、 一 部 の 上 流 階級 の 人 々 も 、 こ の レー 
ティ ング の 照合 機 を 所 有 し て いる こと が あ 
り ま す 。 こ の 照合 機 は 、 マ トリ ックス に 接 
続 し な けれ ば な り ま せん 。 
レー ティ ング 8 一 9: 

レー ティ ング 8 一 9 の シス テム は 、100 
万 新 円 まで の 商 取 り 引き や 、 高 度 な ID 時 
合 に 使用 され ます 。 メ ガ ・ コ ー ポ レー ショ 
ン や 政府 内 部 で も 、 最 高 部 で し か 使わ れ て 
お ら ず 、 最 も 精巧 な 偽 T D で も 見 破っ て し 
まう ほど の 能力 を 備え て いま す 。 す べ て の 
照合 手段 を 用い る こと が で き 、 照 合 時 間 は 
最大 18 分 (3 D 6 分 ) で す 。 マ トリ ックス 
に 接続 し な けれ ば な り ま せん 。 

レー ディ ッ ンダ 10 以 上 : 

レー ティ ング 10 以 上 の 照合 機 は 詳細 不明 
で す 。 検索 に 必要 な デー タ と 相互 照合 の 量 
が 余り に も 募 大 に な る た め 、 技 術 的 、 コ ス 
ト 的 な 問題 を 抱 を て いる と いわ れ て いま 
す 。 開 発 は 進め られ て お り 、 試 作 機 は 存在 
する よう で すず 
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現在 、 一 般 に 知ら れ て いる 魔法 の 体系 と 
し て 、 錬 金 術 魔法 と 巫 術 魔法 の 2 種類 が あ 
り ま す 。 こ れ ら は 、 い ずれ る 西洋 の 流れ を 
くん で いま す 。 錬金術 魔法 は 地 水 火 風 の 中 
大 元素 の 思想 を 、 政 術 魔法 は 太古 か ら の 続 
く 自 然 近 拝 を 源流 と し て いる の で す ( 歳 密 
に は 、 そ れ ら が ぐ 覚 醒 > に よっ て 本 来 の カカ 
を 取り 戻し た と 言う べき で す が )。 

現代 の 日 本 で も 、 こ れ ら 二 つ の 系 統 が 主 
流 を 占め て いま す 。 錬金術 魔法 は 、 企 業 が 
研究 に 力 を 入れ た こと も あり 、 比 較 的 早く 
か ら 科 学 の 一 分 野 と し て 受け 入れ られ る よ 
うに な り ま し た 。 政 術 魔法 は 、 錬 金 術 魔 法 
が 企業 の 後押し で 発展 し た の と は 対照 的 
に 、 海 外 の 文化 に 敏感 な 市 民 た ちの あい だ 
か ら 広 まっ て いき まし た 。 巫 術 魔法 の 母体 
で ある シャ ー マ ニ ズム の 思想 が 若者 を 中 心 
と し て 熱狂 的 に 受け 入れ られ た の で す 。 西 
洋 流 の シャ ー マ ニ ズム は 一 種 の 流行 と な 
り 、 現 在 で も 根強く 支持 され て いま す 。 


>>>> ッ > [若者 た ち は シ ャ ー マ ニ ッ ク ・ フ 
ァ ッ ショ ン に 身 を 包み 、 ト ー テ ム を 象徴 する 


N 


日 本 に お ける 魔法 の 広がり 


JAPANESE 


アク セ サ リ ー を 身 に つけ 、 街 を 闘 歩 す る 。 彼 
ら の な か に は 、 本 当 に トー テム の 導き に 目覚 
め 、 真 の シャ ー マ ン と し て の 道 を 歩み な はじめ 
た 者 も 少な く な い ] こく くく ぐ 

一 黒羽 根 (18:04:13 プ 11-17-49) 


この よう に 、 現 代 の 日 本 で は 、 海 外 か ら 
取り 入れ られ た 魔法 体系 が 発展 し て いま 
す 。 し か し 、 日 本 独自 の 魔法 体系 も 存在 し 
ます 。 こ うし た 日 本 古来 の 魔術 は 、 西 洋 流 
魔術 の 流入 の 裏 に 了 れ 、 表 舞台 に は ほとん 
ど 登 場 し て いま せん 


その 代表 的 な 例 が 際 陽 道 で す 。 陰陽 道 は 、 


古代 中 国 か ら 伝 来 し た 陰陽 五行 思想 を 源流 
と し て いま す 。 陰陽 道 は 古く か ら 魔 法 的 な 
色合い を 帯び て お り 、 伝 説 的 な “ 術 使 い " 
に つい て も いく つか の 伝承 が あり ます 。 実 
宗 に 陰陽 道 を 母体 と する 魔法 能力 者 も 存在 
し ます が 、 学 者 た ちや 一 般 の あい だ で は あ 
まり 認知 され て いま せん 。 こ こ に 挙げ た デ 
ー タ は 、 そ うし た 中 で 行なわ れ た わずか な 
研究 を も と に まとめ られ た も の で す 


MAGIC 


>>>> ッ > [陰陽 師 た ち が 注 目 を 集め て いな 
い の は 、 彼 ら が 意図 的 に そう 仕向 け て いる か 
ら だ 。 “正統 な " 際 陽 師 た ち は 表 交 台 に 出る こ 
と より 、 地 下 に 潜る こと を 選ん だ 。 こ こ に 示 
され て いる デー タ も "傍流 の 陰陽 師 た ちか 
ら も た ら さ れ た も の に すぎ な い 。 “正統 な " 陰 
陽 師 た ちの 魔法 の 知識 は 門外 不 出 。 “正統 "の 
際 陽 師 こ そ 、“ 完 全 な る " 陰陽 師 な の で あ 
る ] べく で く で 

ー 一 本 梗 (10:24:36/03-11-50) 


また 、 表 舞台 に こそ 登場 し て いま せん が 、 陰 
陽 道 の 他 に も 密教 呪術 や 神道 な ど 日 本 独自 
に 発展 し た 魔法 形態 は 少な く あ り ま せん 。 特に 
武術 は 、 フ ィ ジ カル ・ ア デ プ ト の 登場 に よっ て 、 
- 躍 注目 を 集め る よう に な っ て いま す 。 こう し た 
魔法 体系 に つい て も 、 人 研究 が 進め られ て いま 
ます 


星 の 生ま れる 場所 … 


テー ジ 
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信 る 世界 


アメ リカ の シャ ー マ ン 、 イ ギリ ス の ドル 


イド な ど 、 自 然 と の 結び つき か ら 魔 力 を 引 
きだ す 巫 術 魔 法 に は いく つか 固有 の 形態 が 
あり ます 。 錬金術 魔法 は 国 や 術 者 の 種族 に 
関わ ら ず 共通 の 論理 で 働き ます が 、 小 術 魔 
法 は 個々 の 文化 に 応じ た 独特 の か た ち を 持 
っ で いる わけ で す 。 

く 覚 醒 > 世 界 で は 、 古 来 の 日 本 神話 か ら 
生ま れ た 自然 崇拝 の 流れ も る 大きな 可能 性 を 
秘め て いま し た 。 魔法 が 力 を 失っ て いた 時 
代 は 神道 と いう 宗教 と いう か た ち で 伝え ら 
れ て きま し た が 、 ぐ 覚醒 > と と も に 本 来 の 
力 を 取り 戻す こと に な っ た の で す 。 

し か し 日 本 で は 、 魔 法 の く 覚 醒 > 期 に も 
っ ぱら 錬金術 魔法 が 注目 され 、 政 術 系 統 の 
魔法 は あま り 顧 み ら れ ませ ん で し た 。 陰陽 
道 が 独特 の 魔法 を 使う こと は 比較 的 早く か 
ら 知 られ て いま し た が (も っ と も ご く 一 部 
の 研究 者 の あい だ だ け で す が ) 、 そ の 使い 
手 た ち は 注 目 を 集め る こと を 嫌い 、 あ まり 
表 に 出る こと は あり ませ ん で し た 。 そ うし 
た 状況 も 手伝い 、 研 究 者 た ち は テ クノ ロジ 
ー の 進歩 と "科学 的 な 魔法 "の 奇跡 に 眼 を 
奪わ れ 、“ 原 始 的 な ” 自然 崇拝 に 頼る 魔法 
は 影 を 潜め て いた の で す 。 

結局 、 日 本 独自 の 政 術 魔法 が 研究 者 た ち 
の 興味 を 引き つけ た の は 、2030 年 代 後半 の 

この で に だ 


>>>> ッ > [2037 年 だ っ た か 、 京都 の 三 浜 の 
研究 所 に 、 成 長 す る ゴー スト “ 急 霊 "っ て や 
つが 出 た 。 ……" 実は 状況 ひか な り ヤ バ か っ た 
らし い 。 セ キュ リティ は こと ご と くそ いつ に 
や られ 、 へ ヘタ を すり ゃ 三 浜 の 屋台 骨 を 揺るが 
すく らい の 事件 に な る と ころ だ っ た 。 と ころ 
が 、 外 か ら 助 っ 人 に き て くれ た 小さ な 巫女 さ 
ん が あっ さり 事件 を 解決 し ちまっ た らし い 。 
その 巫女 さん は 、 女 霊 を ある 社 (や し ろ ) に 
封じ こめ た と か 。 京都 の 閣 本 の あたり に は 、 
まだ この と き の 社 が ある は ず だ ] こく くく ぐ 

ー 一 粘 梗 (18:32:08/02-25-50) 


自然 染 拝 に よる 魔法 の 能力 は 、 西 洋 の 下 
術 魔法 の 一 分 野 と し て “神道 系 魔法 "と 呼 


ぶ こ と が で きる で し ょ う 。 神道 系 魔法 は 
“神道 " と いう 宗教 の か た ち で 伝え られ て 
きま し た 。 こ の 魔法 を 使い こなす に は 遺伝 
的 な 特質 は も ちろ ん 、 強 い 信 仰 心 が 必 要 で 
す 。 日 本 人 の 多く は 神道 を と り た て て 信仰 
する と いう 考え は 持っ て いな か っ た の で 
(日 本 人 独自 の 宗教 感覚 と 言わ れ ま す が 、 
あら た め て 意識 する 必要 も な い ほ ど 日 常に 
溶け こん で いた と 考え る こと も で きる で し 
ょ う )、 ぐ 覚醒 > 初期 に 現われ た 能力 者 の 
数 は ご くわ ず か で し た 

神道 系 魔法 の 能力 者 の ほとん ど は 女性 
で 、 男 性 は びく わずか し か いま せん 。 女性 
の 能力 者 は “巫女 "と 呼ば れ ま す 
研究 者 た ちの あい だ で は 、 巫 女 た ち が 使 
う 魔 法 は 一 種 の 崇拝 を 通し て 魔力 を 引き た だ 
す と 考え られ て いま す 。 崇拝 の 対象 は “ 祭 
神 " と 呼ば れ 、 特 定 の 形 を と り ま す 。 こ れ 
は シャ ー マ ン や ドル イド た ちと 同じ “トー 
テム ” の 一 種 と 考え る こと が で きま す が 、 
その 関係 は シャ ー マ ン た ちの 場合 と 大 きく 
異な り ま す 

まず 、 シ ャ ー マ ン の トー テム は 、 猫 や 狼 


と いっ た 特定 の "動物 "の 姿 を と り ま す が 、 


巫女 の 祭神 が 動物 の 姿 を と る 例 は それ ほど 
多く あり ませ ん 。 

また 、 シ ャ ー マ ン と トー テム の 関係 は 
魔法 に 関す る 志 師 と 生 佑 の 関係 に た と える 
こと が で きま す 。 シ ャ ー マ ン は 、 教 師 で あ 
る トー テム の 導き に 従っ て 魔法 の 世界 に 目 
覚め て いく わけ で す 。 し か し 、 政 女 に と っ 

の 祭神 は あく まで “仕え る "対象 で あり 
巫女 を 通し て 祭神 が 意思 を 伝え を る と いう 考 
え ぇ が 根底 に な っ て いま す 。 

俗説 で は 祭神 に 仕 を る 巫女 は 処女 性 を 重 
ん じ ら れ る こと に な っ て いま す が 、 こ れ は 
巫女 は 祭神 の た め だ け に 仕え る” と いう 
極端 な 考え か ら 出 た 発想 と され て いま す 。 
魔法 が 力 を 失っ て いた 時 代 は そう し た 徹底 
さ が 必 要 だ っ た か も し れ ま せん が 、 も ちろ 
ん 現代 の 巫女 は 一 生 を 独身 で 過ごさ ね ば な 
ら な いと いう こと は あり ませ ん 。 


>>>>> [処女 條 うん ぬん は と も か く 、 神 
道 の 魔法 使 い に は 異常 な くら い の 潔癖 症 が 多 
いっ て の は 、 ど う や ら 本 当 み た い だ な 。 綺 豚 
な まま で 、 で きる 仕事 ば か り だ と いい ん だ が 
Sieiaeieie ] < 
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ー 一 神 の 手 (22:38:4503-08-50) 


シャ ー マ ン た ちの トー テム に さま ざま な 
姿 が ある よう に 、 祭 神 に も 千 差 万 別 の 姿 が 
あり ます 。 自然 崇 拝 の 考え を 引く 神道 で は 


“ 八 百 万 の 神 " と いう 言葉 に 表わさ れる よ 
うに 、 絶 対 の 神 で は な く あ ら ゆ る も の に 神 
が 宿る と いう 考え か た を し ます 。 た だ し 
* 神 "と は 言っ て も 西洋 の 絶対 神 の よう な 
存在 と は 異な り ま す 。 神道 系 魔法 の “ 神 " 
と は 、 つ まり 自然 の 形態 の 一 つ (た と えば 、 
大 陽 、 海 、 山 ) な の で す 

祭神 は 自分 に 仕え る 巫女 を 通し て その 意 
思 を 伝え を ます 。 これが “ 神 引 り Je 
り ) " MS で す 。 神吉 り に な っ 
た 小 女 は 祭神 の 能力 を 引き だ し FN 
TP ま こと が で きる と され て いま 
す 。 つ まり 、 そ れ が 呪文 の 使用 や 自然 精霊 
の 召喚 で 、 真 に 神 引 り の 状態 に な れる の は 
魔法 の 能力 を 持つ 者 だ た け な の で す 。 


人 ジ の 9 
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この 章 で は 、 こ の ソー ス ブ ッ ク で 新た に 
加わ っ た 魔法 ヤク リッ ター の ゲー ム 的 な デ 
ー タ を 中 心 に 解説 し て いき ます 。 陰陽 師 キ 

ラク ター の 作成 方 法 、 産 女 の 祭神 に 関す 
る ゲー ム ・ デー タ 、 且 本 芋 着 の クタ リッター 
な ど 、 主 に ゲー ム マ スタ ー 向 け の 内 容 に な 
っ て いま す 。 ゲ ー ム マス ター は 、 こ れ ら の 
内 容 が 自分 の キャ ン ペ ー ン に ふさ わし いと 
判断 すれ ば 、 ど ん どん 取り 入れ て いっ て く 
だ さい 。 

また 、 ゲ ー ム マス ター だ け で な く 、 陰陽 
道 や 巫女 の キャ ラク ター を 作っ て みた いと 
いう プレ イヤ ー も 、 目 を 通し て お いて くだ 
さい 。 


隊 陽 道 


陰陽 道 の 基礎 と な っ て いる 陰陽 五行 説 
は 、 本 来 は 古代 中 国 で 生ま れ た 思想 で す 。 
し か し 、 そ の 思想 は 日 本 の 内 部 で 独自 に 消 
化 さ れ 、 西 洋 と は 異な っ た 魔術 体系 を 成立 
させ て いま す 。 超人 的 な 陰陽 師 た ち が 活 躍 
し て いた か つて の 日 本 で は 、 陰 陽 道 が 時 の 
権力 と 結び つき 、 宗 教 的 な 要素 を 持っ て い 
まし た 。 現在 で も る 、 こ うし た 面 は 受け 継が 
れ て いる らし く 、 際 陽 師 た ちの 集団 は 秘密 
結社 の よう な 色合い を 帯び て いま す 。 

西洋 流 の 魔法 体系 の 研究 を 続け て いた 研 
究 者 た ち は 、 陰陽 道 の 扱い に 苦労 し て いま 
す が 、 東 洋式 の 錬金術 魔法 の 一 派 と し て 位 
置 づ け よ うと いう 意見 が 多く な っ て いま 
す 。 

際 陽 道 は 際 陽 五行 説 と いう 思想 が 基本 に 
な っ て いま す 。 こ れ は 、 世 界 を “五行 " と 
呼ば れる 五 つの 元素 ( 木 、 火 、 土 、 金 、 水 ) 

と その 陰陽 の か ら み あい で 読み 解 こ うと す 
る も の で す (世界 を 構成 する 元素 は 、 陰 陽 
五行 思想 で は 、 錬 金 術 で 扱う 四 大 元素 より 
ー つ 多く な っ て いま す ) 。 た だ 、 西 洋 流 の 
錬金術 魔法 と は 異な り 、 五 行 の か ら み あい 
を 読み 解く こと を 重視 し て お り 、 五 行 の か 
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ら み あい を 操 ろ うと は し ませ ん 。 こ うし た 
こと か ら 、 五 行 説 に 対応 し た 元素 の 精霊 が 
存在 し な いと 論じ る 学者 も いま す が 、 実際 
の と ころ は わか り ま せん 。 陰陽 師 た ち は ほ 


と ん ど 表 舞台 に 登場 せ ず 、 公 に 人 研究 され て 
いる 例 も 少な い の で す 。 
また 、 現 代 の 陰陽 道 に は 、“ 正 統 " と 


"傍流" の 二 つ が ある と 言わ れ て いま す 。 
平安 時 代 に 活躍 し た 大 陰陽 師 、 安 部 晴明 の 
流れ を くむ 一 派 が “正統 と され て お り 、 
それ 以外 の 数 多く の 流派 は すべ て “傍流 " 
と され て いま す 。 し か し 、 魔 法 の 使い 手 で 
ある 陰陽 師 た ちの デー タ は 少な く 、 両 者 の 
違い に つい て は あま り 研 究 が 進ん で いま せ 
ん 。 


念 隊 陽 師 

陰陽 道 に よる 魔法 の 実践 者 た ち で す 。 現 
在 、 公 の 研究 で 認め られ た 隣 陽 師 た ち は 個 
人 に よっ て 能力 が 大 きく 異な り 、 倫 竹 を 使 
っ た 占い を 専門 に 行なう だ け の 者 か ら 、 
* 式 神 " と 呼ば れる 魔法 的 な 存在 を 使い こ 
な す 者 まで さま ざま で す 。 

本 来 は 、 天 皇 や 貴族 に し た が う 魔 術 的 な 
専門 職 と いう 存在 で し た 。 学 問 的 な 探求 か 
ら 、 技 能 を 活か し た 護衛 まで 幅広 い 分 野 を 
カバ ー し 、 平 安 期 に は 、 災 い を な す 存 在 か 
ら の 守護 を 担う ゴー スト ・ ス イー パー 的 性 
格 も 併せ も つよ うに な っ て いま し た 

半生 正統 、 
傍流 を 問わ ず 、 彼 ら は な ん ら か の か た ち で 
政府 機関 に 関連 が ある と 言わ れ て いま す 。 

こう し た 陰陽 師 た ち は 、 マ ジ カ ル ・ ア デ 
プ ト や フィ ジ カ ル ・ ア デ プ ト と 同じ 、 ア デ 
プ ト ・ ク ラス の 能力 者 ば か り で す (陰陽 師 
の キャ ラク ター を 作成 する 場合 、 魔 法 へ の 
優先 度 は 人 間 な ら ば B、 メ タ ヒ ュ ー マ ン な 
ち C と いう と と に な り ま ず )。 

陰陽 師 の キャ ラク ター を 作成 する 場合 、 
フィ ジ カ ル ・ ア デ プ ト と 同じ よう に 、 魔力 
の 能力 値 ま 使っ て 、 さ ま ざ ま な 能力 を “ 買 
う " か た ち に な り ま す 。 こ の た め 、 同 じ 陰 


回 を 2 ウ 園 


陽 道 の 使い 手 で も 、 占 い ( 
ば 、 式 神 を 扱う の に 長け た 者 も ちい ます 。 陰 
陽 師 の 能力 は 、 個 々 によって さま ざま な の 


= 長け た 者 も いれ 


で す 。 ま た 、 プ レイ ヤー・ 
Mn こす る 場合 、 必 ず 傍流 " 
に な り ま す 

能力 を “買う” こと で 、 魔 力 の レー ティ 
ング が 実際 に 消費 され る わけ で は な いこ と 
に 注意 し て くだ さい 。 魔力 の レー ティ ング 
は 、 陰 陽 師 が 身 に つけ る こと が で きる 能力 
の 目安 に な っ て いる の で す 。 ま た 、 陰 陽 師 
は 、 魔 力 を 費やし て 特定 の 能力 を 身 に つけ 
て お か な けれ ば 、 魔 術 技能 を 覚え る こと が 
で きま せん 。 さ ら に 、 錬 金 術 魔法 の 元素 精 
培 や 下 術 魔法 の 自然 本 幸 を 召喚 する こと も 
( 消 減 さき せる こと も ) で きず 、 ア スト ラル 
知覚 や アス トラ ル 投 射 を 行なう こと も で き 
ませ ん 。 
呪文 を 使え る 陰陽 帥 は 、 収 東 具 や 呪 物 を 
使う こと が で きま す が 、 陰陽 師 独特 の も の 
が 必要 で す 。 価 格 や 性 能 は 通常 の 収束 具 や 
呪 物 と 同じ で す が 、 メ イジ や シャ ー マ ン と 
共有 する こと は で きま せん 

際 陽 師 も 、 他 の 魔法 使い と 同じ よう に 魔 
カカ の レー ティ ング が 下がっ て じ ま う こと が 
あり ます 。 魔力 の 損失 は 、 陰 陽 師 が 身 に つ 
けた 能力 に 影響 し ます 魔力 を 1 雇 失う ご 
と に 、 必 要 魔 力 1 点 分 の 能力 を あき ら め ね 
ば な り ま せん 


キャ ラク ター を 
の 陰陽 師 
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信 隊 陽 師 の 能 

魔術 行使 

必要 魔力 : 0.5 

魔術 技能 を 身 に つけ て 、 呪 文 が 使え る よ 
うに な り ま す 。 陰陽 師 が 呪文 を 使う に は 、 
この 能力 を 必ず 身 に つけ な けれ ば な り ま せ 
ん 。 

習得 し た 魔術 技能 に 応じ て 、 マ ジッ ク ・ 
プー ル を 得る こと も で きま す 。 た だ し 、 魔 
術 技能 の 専門 化 や 集中 化 は で きま せん 。 魔 
術 技能 に 関し て は 、 本 体 ル ー ル の 72 ペ ー ジ 
を 見 て くだ さい 


アス トラ ル 知 覚 

必要 魔力 : 1 

陰陽 師 が アス トラ ル 空 間 を 見 通す た め に 
必要 な 能力 で す 。 し か し 、 こ の 能力 だ け で 
は 、< く アス トラ ル 投 射 > を 行なう こと は で 
きま せん 。 


アス トラ ル 投 射 

必要 魔力 : 3 

陰陽 師 が アス トラ ル 投 射 を 行なう に は 、 
この 能力 を 身 に つけ ね ば な り ま せん 。 こ れ 
を 身 に つけ れ ば 自動 的 に アス トラ ル 知 覚 を 
行なう こと が で きま す 。 別個 に 身 に つけ る 
必要 は あり ませ ん 。 償 物 の 能力 を 使う に は 、 
まず この 能力 を 身 に つけ て お か ね ば な り ま 
せん 。 


償 物 (ちあ が も の ) 

必要 魔力 ・ 1 

儀式 魔術 で か けら れ た 呪文 を 、“ 償 物 " 
と 呼ば れる 紙 の 人 型 に そら せる 能力 で す 
普通 に か けら れ た 呪文 に は 効果 が あり ませ 
ん 。 こ の 能力 を 使う に は 、 ま ず ア スト ラル 
投射 の 能力 を 身 に つけ な けれ ば な り ま せ 
ん 。 

アス トラ ル 投 射 を 行なっ て 送 呪 さ れ た 呪 
文 を 見 つけ る こと が で きれ ば 、 呪 文 の フォ 
ー ス を 目標 値 に 魔力 で テス ト を 行ない ます 
(アス トラ ル ・ プ ー ル の サイ コロ を 加え る 
と と は で きま せん )。 こ の テス トト で 、 か け 
られ た 呪文 の 成功 数 を 1 個 で も 上 回 れ ば 、 
あら か じ め 用 意 し た 人 型 に 呪文 を そ を ら せ る 
こと が で きま す 。 そ の た め 、 本 来 の 目標 は 
呪文 の 効果 を 逃れ る こと が で きる わけ で 


す 。 さ ら に 、 呪 文 の 成功 数 を 3 個 以上 上 回 
れ ば 、 呪 文 を 術 者 に 返す こと も で きま す 。 
テス ト に 成功 し て も 呪文 の 成功 数 より 少な 
けれ ば 、 儀 式 魔 術 で か けら れ た 呪文 は その 
まま 目標 に 効果 を 及ぼ し ます 。 ま た 、 テ ス 
ト に 失敗 する と 償 物 の 能力 を 使っ た 陰陽 和 師 
に 呪文 の 効果 が 及び ます 


償 物 ( あ が も の ) 

必要 魔力 : 2 

こち ら は より 強力 な 能力 で 、 普 通 に か け 
られ た 呪文 も る 償 物 に そら せる こと が で きま 
す 。 こ の 場合 も 、 や は り ア スト ラル 投射 の 
能力 は 必要 で す 。 

あら か じ め 、 目 標 の DNA パタ ー ン を 含ん だ 
人 型 を 用 意 し て お きま す (髪の毛 を 織り こむ 
な ど ) 。 か けら れ た 呪文 を 任意 に 償 物 に そら 
せる こと で 、 フォ ー ス を 3 点 減 少 さ せる こと が 
で きま す (特に 判定 の 必要 は あり ませ ん ) 。 た 
だ し 、 償 物 は 1 度 し か 使用 で きま せん 。 


方 忌み (か た いみ ) 

必要 魔力 : 0.5 

行動 を 起こ す と き に 、 不 吉 な 方 角 を 感じ 
取る 能力 で す 。 具体 的 に は 、 後 述 す る 方 
位 呪術 "技能 を 身 に つけ る た め に 必要 な 能 
AP です っ 

また 、 ゲ ー ム マス ター は 、 適 当 な 判定 を 
行なう こと で 、 不 吉 に 思え る 方 角 (た と え 
ば 、 敵 の 数 の 多い 方 角 ) を お ぼろ げに 感じ 
取れ る よう に し て も いい で し ょ う 


式 神 使役 

必要 魔力 : 3 

式 神 召 喚 の 技能 を 自 に つけ る こと が で き 
ます 。 式 神 召喚 技能 に つい て は 、74 ペ ー ジ 
を 参照 し て くだ さい 


占 答 (せん ぜ い ) 
必要 魔力 : 1 
特殊 な 占 術 を 駆使 し て 、 未 来 を 読み 解 こ 
うと する 能力 で す 。 あ る 対象 に 対す る 占い 
を 行なう こと が で きま す 。 こ の 能力 を 使う 
に は 占う 対象 を 眼 の まえ に し て 、 具 体 的 に 
何 を 占う の か を 宣言 せ ね ば な り ま せん 。 陰 
陽 師 の 知力 レー ティ ング を 用 いて ゲー ム マ 
スタ ー が 判定 し ます 。 基 本 の 目標 値 は 6 で 
す (以後 、 を その セッ ショ ン の あい だ 、 こ の 


能力 を 使う た びに 目標 値 が 十 2 され て いき 
ます )。 ゲ ー ム マス ター は 、 成 功 数 に 応じ 
て 与え る 情報 を 調和 館 し ます 。 も っ と も 、 証 
う 内 容 に 対し て 成功 数 が 少な いと 感じ た 場 
合 は 正直 に 答え な く て も か まい ませ ん 。 占 
い に は 、 見 立て 違い と いう こと も ある の で 
す 。 


調伏 奈 祀 

必要 魔力 : 05 

際 陽 師 が 儀式 魔術 を 行なう の に 必要 な 能 
力 で す (前 提 条 件 と し て 、 魔術 行使 の 能力 
を 身 に つけ て いな けれ ば な り ま せん )。 陰 
陽 師 の 行なう 儀式 魔術 (調伏 祭祀) に は 、 
か な ら ず 誘導 素材 が 必要 で す が 、 通 常 の 魔 
法 使い が 行なう 儀式 魔術 より 誘導 の 目標 値 
が 低く な っ て いま す 。 


誘導 素材 表 
目標 の 位置 目標 値 
部 市 が わか っ て いる 3 
地方 や 国 が わか っ て いる 5 
大 陸 が わか っ て いる 7 
不明 9 


その 他 の 点 は 通常 の 儀式 魔術 と 同じ で す 
(本 体 ル ー ル 136 ペ ー ジ を 参照 し て くだ さ 
い ) 。 ま た 、 集 団 で 調伏 を 行なう と き は 、 
儀式 の 指導 者 が その 呪文 を 使え を な けれ ば な 
り ま せん (調伏 に 参加 する 他 の 陰陽 師 は 、 
呪文 を 使え を な く て も か まい ませ ん ) 


調伏 祭祀 
必要 魔力 : 2 


より 上 位 の 強力 な 呪 殺 の 能力 で す 。 前 提 
と し て 魔術 行使 の 能力 を 身 に つけ て いな け 
れ ば な り ま せん 。 こ の 能力 に は 前 述 の 調伏 
祭祀 を 行なう 力も 含ま れ ま す 。 最初 の 手順 は 
同じ で 呪文 誘導 の 経路 を まず 開き ます (判定 
は 通常 の 儀式 魔術 と 同じ )。 誘導 の 経路 が で 
きた 段階 で 、 術 者 は 呪文 を か ける 代わ り に 
(12 一 目標 の エッ セン ス ) を 目標 値 に 魔術 技 
能 で 判定 し 、 目 標 は 意志 力 か 強 征 力 の どちら 
か 高い ほう で 抵抗 (目標 値 は 術 者 の 魔術 技 
能 ) し ます 。 術 者 の 成功 数 が 1 個 上 回 る ご と に 
術 者 が 指定 し た 肉体 能力 値 を 1 点 減退 させ る 
こと が で きま す 。 し か し 、 調 伏 を 行なっ て いる 
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あい た 魔術 的 な 経路 は つなが っ た まま に な る 
の で 、 相 手 に アス トラ ル 投 射 の 能力 が あれ ば 
簡単 に 術 者 の 位置 を た どる こと が で きま す 。 
能力 値 を 0 に すれ ば 、 目 標 を 調伏 する こ 
と が で きま す 。 た だ し 、 判 定 は 1 日 1 回 し 
か 行 な を を ませ ん 。 ま た 、 途 中 で 儀式 を や め 
る と 、 目 標 の 能力 値 は 1 日 に 1 点 の 割り 合 
いで 回 復 し て いき ます 

計 :GM は 、 こ の 能力 が PC に 適当 で な 
いと 判断 し た 場合 、NPC 専 用 と し て も か 
まい ませ ん 。 


符 呪 結 界 

必要 魔力 : 1 

紙 に 記し た 符 を 使っ て 、 簡 単 な 結 界 を 作 
り ま す (結界 に つい て は 76 ペ ー ジ を 見 て く 
だ さい 。 魔法 的 な 障壁 と し て 働き ます )。 
一 時 的 に アス トラ ル 空 間 か ら の 攻撃 を 防ぐ 
の に 役立つ で し ょ う , 

符 呪 結界 の 能力 で 結界 を 作る に は 、 専 用 
の 符 を あら か じ め 用 意 し て お か ね ば な り ま 
せん 。 符 に よる 障壁 の レー ティ ング は 常に 
1 で す 。 ま た 、 こ の 結界 は 1 時 間 し か も た 
な いう え に 、 符 を は が され る と 自動 的 に 消 
減 し て し まい ます 。 ま た 、 こ の 符 呪 結界 に 
は も ろ い 部 分 が 存在 し ます 。 北 東 の 方 角 は 
常に 結界 が 弱く な っ て し まい 、 式 神 (後述 ) 
に その 方 向 を 突 か れる と 、 結 界 は 簡単 に 破 
られ て し まい ます 。 

結界 用 の 符 は 、“ 符 呪 作成 "の 技能 を 身 
に つけ て いれ ば 自分 で 用 意 す る こと が で き 
ます が 、 そ れ 以 外 は 、 陰陽 道 に 通じ た タリ 
スモ ン ガ ー を コン タク ト に し て お か ね ば 手 
に 入れ る こと が で きま せん 。 価格 は 、 符 1 
枚 が 100 新 円 で す 。 


反 閑 (へ ん ば い ) 

必要 魔力 : 05/1 

呪 衣 の 言葉 と 魔術 的 な 動作 を 組み 合わ せ 
る こと で 、 魔法 生物 (陰陽 師 の 魔法 と は 異 
な る 原理 で 召喚 され る 精霊 な どの 存在 ) を 
排除 し ます 。 一 般 的 な 魔法 使い が 使う “ 召 
嘆 " の 能力 の 裏返し と 言え る か も し れ ま せ 
ん 。 

必要 魔力 05 で は 、 元 素 精霊 や 自然 精 報 を 
消 減 させ る こと が で きる よう に な り ま す 。 
判定 方 法 は 普通 の 魔法 使い が 精 圭 を 消滅 さ 
せる 場合 と 同じ で す 。 


必要 魔力 1 で は 、 特 殊 な ゴー スト で ある 

" 窟 吉 (87 ペ ー ジ 参照 )” を 灰 う こと が で き 
ます 。 判 定 方 法 は 精 報 を 消滅 させ る 場合 と 
同じ で す が 、 術 者 の 魔力 と 灰 う 対象 と な る 
乃 霊 の エッ セン ス で 、 そ れ ぞ れ 相 手 の レ ー 
ティ ング を 目標 値 に 判定 を 行ない ます 。 


@ 隊 陽 師 の 特殊 技能 

次 に ボ す 技能 は 、 陰陽 師 だ けが 修得 で き 
る 特殊 技能 で す 。 た と えば 、 式 神 の 如 
使役 に は 、 通 常 の 召喚 技能 と は 異な る 特別 


の 技能 が 必要 に な り ま す 。 技 能 に よっ て は 、 


特定 の 障 陽 師 能力 を 自 に つけ て いな けれ ば 
修得 で き な い も の も あり ます 。 


式 神 召 喚 

式 神 を 召喚 し 使役 する た め の 技 能 で す 。 
“ 式 神 使役 ” の 能力 が な けれ ば 身 に つけ る 
こと は で きま せん 。 ま た 、 こ の 技能 を 集中 
化 や 専門 化す る こと も で きま せん 。 こ の 技 
能 は 、 式 神 を “返す” た め に 用 いる こと も 
で きま す (詳し く は 75 ペ ー ジ 、 式 神 と 式 神 
返し を 見 て くだ さい )。 式 神 召喚 で は 、 精 
霊 収 東 具 を 使う こと は で きま せん 。 

式 神 を 召 嘆 す る 場合 は 、 式 神 召 喚 技 能 で 
テス ト を 行ない ます 。 使役 する 時 間 数 が テ 
スト の 目標 値 に な り ま す (た と えば 、 式 神 
を 召喚 し て 3 時 間 使 役 す る つも りな ら 、 テ 
スト の 目標 値 は 3 に な り ま す )。 成功 数 を 
数 え 、 2 個 成功 し て いる ご と に フォ ー ス が 
1 ずつ 大 きく な り ま す (成功 数 が 1 一 2 個 
な ら 式 神 の フォ ー ス は 1 。 それから 2 個 成 
功 し て いる ご と に フォ ー ス が 1 大 きく な り 
ます )。 た だ し 、 通 常 は フォ ー ス が 4 以上 
の 式 神 を 召喚 する こと は で きま せん 。 

式 神 を 召喚 し た 陰陽 師 は ドレ イン に よっ 
て 精神 力 を 消耗 する か も し れ ま せん 。 ド レ 
イン の コー ド は “(フォー スベ 2 ) 工 精神 " 
で 、 魅 力 で 抵抗 し ます 。 陰陽 師 は 、 魅 力 の 
レー ティ ング と 同じ 数 まで 式 神 を 操る こと 
が で きま す 。 ま た 、 吾 史 し た と き に 特殊 な 
* 符 ” を 使う こと で 、 使 役 の 時 間 を 延ばす 
こと も で きま す 。 符 を 1 枚 消費 する ご と に 
1 時 間 で 、 最 大 3 時 間 ま で 使役 時 間 を 延 ば 
すこ と が で きま す 。 使役 時 間 の あい だ は い 
くつ で も 命令 する こと が で きま す が 、 使 役 
時 間 を 過ぎ る と 式 神 は 姿 を 消し て し まい ま 


回 年 742 周 


ーー 結 の 


す (詳し く は 、75 ペ ー ジ 、 式 神 と 式 神 返し 
を 見 て くだ さい )。 


符 呪 作成 

侍 呪 結界 を 張る た め の 符 を 作成 する 技能 
で す ( 符 の レー ティ ング は 1 。 こ の 符 は 、 
式 神 の 召喚 時 間 を 延び す の に 使う こと も で 
きま す )。 符 を 作成 する 場合 、 符 呪 作成 技 
能 で 目標 値 3 の テス ト を 行ない ます 。 作成 
に 必要 な 基準 時 間 は 1 時 間 で 、 成 功 数 で 基 
準 時 間 を 割っ た 値 が 実際 の 作成 に 要 し た 時 
間 に な り ま す 。 


方 位 呪術 : 

キャ ラク ター に と っ て な に か 大 き な 行 動 
(た と えば 、 命 の 危険 の ある 戦闘 な ど ) を 
起こ す と き に 、 不 吉 な 方 角 を あら か じ め 察 
知 し て 、 有 利 に 行動 する 技能 で す 。 こ の 技 
能 は 、" 方 忌み ” の 能力 を 身 に つけ て いな 
けれ ば 覚え る こと が で きま せん 。 

この 能力 を 使う に は 、 凶 方 を 見 立て る た 
め の 準 備 時 間 が 必要 で 、 具 体 的 な 行動 の 内 
容 が 決ま っ た うえ で な けれ ば 使う こと が で 
きま せん 。 行動 の 内 容 が 決ま っ た ら (た と 
えば 、 あ る 施設 を 何 日 の 何時 に 襲撃 する ) 、 
陰陽 師 は 技能 の レー ティ ング で 目標 値 6 の 
判定 を 行ない ます 。 基 準 時 間 は 48 時 間 で 、 
それ を 成功 個数 で 割っ た だ け の 時 間 が 必要 
に な り ま す (端数 切り あげ 。 こ の 判定 で カ 
ル マ ・ プ ブー ル を 使っ て も 、 見 立て の 対象 と 
な っ て いる 行動 が 終了 する まで 回 復 し ませ 
ん )。 最 低 で も 一 個 成功 し な けれ ば 、 凶 方 
の 見 立て は 無効 に な り ま す 。 行動 を 起こ す 
まで に 見 立て が 間に合わ な か っ た 場合 も 、 
技能 は 効果 を 発揮 し ませ ん 

見 立て が 間に合っ た 場合 は 、 対 象 と な る 
行動 が 終了 する まで の あい だ (具体 的 に は 
ゲー ム マ スタ ー が 判断 し ます )、 チ ー ム ・ 
カル マ の 点数 を 大 きく する こと が で きま 
す 。 準備 の 段階 で 二 個 成功 し て いる ご と に 、 
チー ム ・ カ ル マ の 点数 が 一 点 大 きく な り ま 
す 

この 技能 は 、 対 象 と な る 行動 の 範囲 を 絞 
る こと で 集中 化 を 行なう こと が で きま す 
(戦闘 、 和 建物 へ の 侵入 、 追 跡 な ど )。 


魔術 : 
通常 の 魔術 技能 と 同じ で す が 、 魔 力 を 費 や 
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し て “魔術 行使 "の 能力 を 身 に つけ て いな け 
れ ば 覚え る こと が で きま せん 。 この 技能 を 集中 
化 や 専門 化す る こと は で きま せん 。 


人 @ 式 神 

“ 式 神 " は 、 陰 陽 師 が 使役 する 魔法 生物 で 
す 。 精霊 と よく 似 て いま す が 、 よ り 東 縛 の 少な 
い 存 在 と 言え を る で し ょ う 。 た だ 、 さ ま ざ ま な 能力 
と いう 面 で は 精霊 に 及び ませ ん 。 召喚 し た 陰 
陽 師 に は 忠実 で 、 あ る 程度 の 命令 を 理解 する 
こと が で きま す 。 

し か し 、 式 神 の 召喚 に は 、 重 大 な 欠点 が 
あり ます 。 陰陽 師 が 式 神 を 召喚 し た と き 、 
式 神 と 陰陽 師 の あい だ に “つながり "が 生 
まれ ます 。 こ の “つながり " は 、 収 東 具 を 
使っ た と き と 同 じ よ うに 、 ア スト ラル 空間 
か ら 見 る こと が で きる の で す 。 す な わ ち 、 
アス トラ ル 空 間 に い る 魔法 使い は 、 式 神 を 

し た 陰陽 師 を アス トラ ル 空 間 か ら 魔 法 
で 攻撃 する こと が で きる わけ で す 。 

し か し 、 こ の “つながり” が ある た め 
陰陽 師 は か な り 自 由 に 式 神 を 操る こと が で 
きま す 。 た と えば 、 一 定 の 範囲 内 な ら 、 式 
神 の 感覚 を 通し て 物 を 見 た り 聞 いた りす る 
こと が で きる の で す 。 こ れ は アス トラ ル 空 
間 で も る 物質 空間 で も 有効 で す 。 

式 神 は 、 術 者 の 好き な 姿 を 取ら せる こと 
が で きま す 。 小 さ な 鬼 の よう な 姿 で も 、 肥 
の よう な 姿 で も か まい ませ ん 。 た だ し 、 大 
き さ は 小動物 か ら 、 最 大 で も 人 間 の 上 半身 
程度 の 大 き さ に 制限 され ます 。 

次 に 、 式 神 の 能力 を あげ て お きま す 。 


捜索 : 

式 神 は 陰陽 師 が 具体 的 に 指定 し た 人 物 や 
場所 を 見 つけ る こと が で きま す 。 た だ 、 杏 
只 者 が よく 知っ て いる も る の で も る 、 無 生物 を 
見 つけ る こと は で きま せん (魔法 の 品 
別 で す が )。 

ー (陰陽 師 の 知力 )" を 目標 値 に 、 ゲ ー ム 
マス ター が 式 神 の フォ ー ス ・ レ ー テ ィング で テ 
スト を 行ない ます 。 式 神 は 、 陰 陽 師 の 心 に 浮 
か ん だ 像 を “覚え て "捜索 を 行ない ます 。 捜 
索 に 必要 な 時 間 は 、 生 き 物 を 捜す 場合 カ 
(120+ 成功 数 ) 分 、 魔法 の 品物 を 捜す 場合 
が (240+ 成功 数 ) 分 、 場 所 を 捜す 場合 が 
(360+ 成 功 数 ) 分 で す 。 テ スト に 失敗 する と 、 
式 神 は 、 所 用 時 間 が 経過 する まで 、 あ て も な 


くう ろう ろ と さま よい ます 

捜索 中 に 目標 が 魔法 の 障 員 (魔法 陣 、 

術 小屋 、 結 界 ) の 中 に 入っ て し まう と 、 0 
神 は そこ で 手がかり を 見 失っ て し まい ま 
す 。 そ の 場合 、 た だ ち に 陰陽 師 の も と に 戻 
っ て 失敗 を 報告 し ます . 


鬼門 破り : 

式 神 は 、 陰 陽 師 が 作っ た 魔法 障壁 ( 符 呪 
結界 。 後 述 ) を すり ぬけ る こと が で きま す 
た だ し 、 す り ぬ ける に も 方 向 の 制限 が あり 
常に 北東 の 方 角 か ら 入 り 、 北 東 の 方 角 か ら 
出 て いか ね ば な り ま せん 


感覚 転写 : 

際 陽 師 は 、 式 神 の 感覚 を 共有 する こと が 
で きま す 。 し か し 、 こ の 能力 が 有効 な の は 
式 神 の フォ ー ス と 同じ キロ メー トル の 範囲 
まま 


結 縁 ・ 

式 神 を 特定 の 目標 に 物理 的 に 接触 させ る 
こと で 、 調 伏 の 経路 を 作る こと が で きま す 
(呪文 を 誘導 し た の と 同じ 効果 が 得 ら れ ま 
す )。 結 綴 を 行なう に は 、 式 神 が 接近 戦闘 
で 目標 に 攻撃 を 命中 させ ね ば な り ま せん 
1 度 攻撃 を 命中 させ る こと が で きれ ば 、 経 
路 が 開か れ ま す 


物理 的 な 作業 : 

感覚 転写 の 有効 な 寺 囲 内 な ら 、 式 神 が 理 
解 で きる 男 囲 の 簡単 な 作業 を 行なわ せる こ 
と も で きま す (た と えば 、 ボ タン を 押す な 
ど )。 相手 を は っ きり と 指定 すれ ば 、 式 神 
を 戦わ せる こと も で きま す 。 た だ し 、 離 れ 
た と ころ に いる 敵 を 攻撃 する に は 、 ま す 式 
神 が そ の 相手 を 捜し 出さ ね ば な り ま せん 。 
式 神 が 物 質 空間 で 戦う 場合 、 銃 革 な どの 
通常 の 武器 も 効果 が あり ます 。 


式 神 の 能力 値 
- 強 敏 筋 魅 知 意 エ 反 
Fl1FX3 F2 F F F (PA F12 
(能力 値 の レー ティ ング は 最低 で も 1 ) 
攻撃 : 接近 昔 闘 。 
ダメ ー ジ は (筋力 ) L 
パワ ー : 実体 化 


、 反 応力 で 判定 


園生 75 


人 @ 式 神 返し 

他 の 陰陽 師 が 使役 し て いる 式 神 は 、 術 者 
の も と へ “返す " こと が で きま す 。 す な わ 
ち 、 そ の 式 神 を 奪い 取っ て 、 も と の 陰陽 師 
を 攻撃 させ る の で す (し か し 、 式 神 召喚 の 
技能 が な けれ ば 、 式 神 を 返す こと は で きま 
せん )。 式 神 返 し の 手順 は 、 精 霊 の 支配 競 
考 と 同じ で す (本 体 ル ー ル 145 ペ ー ジ を 参 
照 し て くだ さい )。 

式 神 返 し を 試み る 陰陽 師 は 、 式 神 を 返す 
こと を 宣言 し ます 。 式 神 を 放っ た 陰陽 師 は 
その 段階 で 行動 で きる か どう か に は 関係 な 
く 抵抗 を 試み ます 。 式 神 を 返 を そう と する 陰 
坦 師 は 、 式 神 の フォ ー ス に 2 を 加え た 値 を 
目標 値 に 、 式 神 召喚 技能 で テス ト を 行ない 
ます 。 式 神 を 放っ た 陰陽 師 も 、 式 神 の フォ 
ー ス を 目標 値 に 式 神 召 喚 技 能 で テス ト を 行 
な いま す 

式 神 を 放っ た 陰陽 師 の ほう が 多く 成功 し 
て いれ ば 、 何 も 変化 は あり ませ ん 。 式 神 を 
返 そ うと し た 陰陽 師 は 、 実 際 に その 式 神 を 
召喚 し た の と 同じ よう に 、 ド レイ ン 抵 抗 テ 
スト を 行なわ ね ば な り ま せん 。 

式 神 を 返 そ うと し た 陰陽 師 の 成功 数 の ほ 
う が 多 けれ ば 、 式 神 を 返す こと が で きま す 。 
し か し 、 両 方 の 陰陽 師 が ドレ イン 抵抗 テス 
ト を 行なわ ね ば な り ま せん 。 

式 神 返 し を 試み て 両方 が テス ト に 失敗 す 
る と 、 ど ちら も ドレ イン 抵抗 テス ト を 行なわ ね 
ば な ら な いう え に 、 式 神 が 消え 去っ て し まい 
ます 。 ド レイ ン 抵 抗 テ スト は 、 陰 陽 師 が その 式 
神 を 召喚 し た か の よう に し て 行ない ます 。 

返さ れ た 式 神 は 、 も と も と の 召 嘆 者 の も と 
に 現われ て 攻撃 し よう と し ます 。 返さ れ た 式 
神 は その 戦闘 フェ イズ に 現われ 、 た だ ち に 実 
体 化し ます 。 式 神 を 返さ れ た 陰陽 師 が 、 さ ら 
に その 式 神 を "返す" こと は で きま せん 。 

も っ と も る 、 式 神 も 魔力 の 一 形態 で ある こ 

に 変わ り は あり ませ ん 。 式 神 使い の 能力 
を 持た な いり 陰陽 師 や 普通 の 魔法 使い も 式 神 
を “消滅” させ る こと は で きま す (手順 は 
精 圭 を 消滅 させ る 場合 と 同じ で す )。 
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人 結界 

陰陽 師 は 、 メ イジ の 魔法 陣 や シャ ー マ ン 
の 巫 術 小屋 と 同じ よう に 、 陰 陽 道 の 様式 に 
し た が っ た 祭壇 を 作っ て 結界" を 張る こ 
と が で きま す 。 結界 に は 魔法 陣 な ど と 同じ 
よう に レー ティ ング が あり 、 そ の 大 き さ や 
扱い か た も 魔法 陣 と 同じ で す 。 調 伏 祭祀 を 
行なう 場合 は 、 か け よ うと する 呪文 の フォ 

ス に 対応 し た 祭壇 を 用 意 し て 結界 を 張ら 

ね ば な り ま せん (特定 の 呪文 や 特定 の 召喚 

に 浴 備 し ます )。 祭 境 を 用 意 し て 結界 を 
形作る に は 、 レ ー テ ィング と 同じ 時 間 だ け 
休ま ず 作 業 し な けれ ば な り ま せん 。 結界 の 
大 き さ は 基本 の 直径 が 3 メー トル で 、 さ ら 
に レー ティ ング と 同じ メー トル 数 だ け 大 き 
く 交 生ま すず す 。 つ まり 。 レ レー ディン マダ 6 の 精 
界 な ら 、 直 径 は 9 メー トル に な る わけ で す 
結界 の レー ティ ング に よっ て 、 そ の 中 で 行 
な う 作 業 の レー ティ ング の 上 限 が 決ま り ま 
す 。 結 界 の 材料 の 価格 は 巫 術 小 屋 と 同じ で 
す 

また 、 符 呪 作成 の 能力 が あれ ば 、 作 成 し 
た 待 を 使っ て 祭壇 と 同じ よう な 結界 を 作る 
こと も で きま す 。 た だ し 、 符 呪 結界 の レー 
ティ ング は 和 常に 1 で 、6 時 間 し か 効果 が あ 
り ま せん 。 し か し 、 簡 単 な 結界 と は 言っ て 
も 、 ア スト ラル 空間 で は 障壁 の 働き を する 
の で 、 ア スト ラル 空間 か ら の 脅威 に 対し て 
ある 程度 の 防護 が 得 ら れる わけ で す 。 符 呪 
結界 は 、 物 質 空間 で 符 を 剥が せ ば 崩れ 去 - 
て し まい ます 

また 、 際 陽 師 の 作る 結界 に は 弱点 が あり 
ます (通常 の 結界 、 符 呪 結界 共通 で す )。 
后 界 の 北東 の 部 分 が 臓 く な っ て し まい 、 式 
神 に ここ を 突 か れる と 結界 は 簡単 に 破れ て 
し まい ます 


人 @ 陣 陽 師 の 類型 

陰陽 師 に は さま ざま な タイ プ が 存在 し ま 
す 。 次 に 、 そ うし た さま ざま な 陰陽 師 の な 
か か ら 、 二 つの 特異 な タイ プ を 挙げ て お き 
まし 中 作 つ は 式 神 を 使い こなし 、 み ず 
か ら も 前 に 出 て 戦う “ 式 神 使 い "、 ea 及 
つが 調伏 に よっ て 敵 を 倒す “調伏 屋 " で す 
0 の 科 拓 芝 ン 2 の 
C と し て 使う こと が で きま す 
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【 還 - 


| わし に 頼み た いこ と が ある 
聞い た か 知ら ん が 、 わ し を 訪ね て くる MA 
な か な か 賢明 な 判断 が で 
きる よう だ 。 お まえ さき ん 
は 最後 の 望み と し て 、 わ 
し を 頼る こと に し た ん だ 
案 ず る こと は な 


ろう ? 
も 

「 わ し は 、 他 の 魔法 使い ども と 
は 違う 。 ま ず 、 そ れ を は っ きり 
さ ぜ て お こう 。 わし の まじ な い 
の 力 は 強力 た 。 ここ ご に 居 な が 
ら に し て 、 あ ら め ゆめ る 場所 に 力 を 送 
る こと が で きる 。 

「 相 手 の 髪 を 持っ て きた ? 
話 は は や い 。 お まえ さん は 、 
入 0 ま すか 9 ゝ い 


な ら ば 、 
16Y 
わ 


能力 値 
強 東 力 
破 捧 力 
肪 力 
魅力 
知力 
意志 カカ 
モッ ゼ セ ジス 
魔力 
反応 力 

イニ シア ディ ブ : 5『 十 似 6 

技能 
魔術 : 6 
魔法 理論 : 3 
小 火器 : 6 
武 半 戦 闘 : 3 
念 儀 作法 (企業 ) 

陰陽 師 能力 
魔術 行使 
調伏 祭礼 (2 ) 


し 


*・ と 


し は 、 見 えな い 場 所 に まじ な い の 手 を 反 症 (05) 

ES アス トラ ル 投 射 

うじ ゃ な いか ダイ ス ・ プ ー ル 

「 さ あぁ 、 報 酬 の 話 を し よう 。 も ちろ ん 、 わ ! が ド み 5 当 

し の 力 に 見 合っ た だ け の も の は 必要 だ が ] 1 マジ ッ ク : 6 

解説 : 日 本 独自 の 特殊 な 魔法 使い " 栓 陽 KT 呪文 

MeU ( 火 2 和 堤 成 : 6 
場所 に いる 相手 に 魔法 を 使う こと に 長け (] (反射 増強 十 1) : 1 


0 みず か ら は 動か ず 、 遠 く 離 
れ た 場所 か ら 魔 法 に よる 攻撃 で 敵 を 倒 そ う 


と し ます 。 実際 、 誘 導 素 材 と な る 物 を 手 に 

入れ れ ば 、 非 常に 強力 な 力 を ふる うこ と が 
で きる で し ょ よう 

依頼 され て 人 を 「 呪 殺 " する の が 、 彼 の 
E な 使命 に な り ま す 。 信頼 が 第 一 で 、 ど ん 
な 場合 で も る 失敗 る こと は 許さ れ な いで し 
ょ う 。 万 ー、 調 伏 祭礼 に よる 攻撃 が 敗れ た 
電 合 は 、 み ず か ら 武 首 を と っ て 戦う こと も 


頁 い ませ ん 


(仮面 〉 : 5 
( 代 明 化 ) s 間 
(魔力 破 〉 : 6 
ザイ パー ジェ ア 
も 
コン タク ト 
コン タク ト を 2 つつ 選ぶ 
装備 
アレ ス ・ プ レデ ター (弾丸 50 発 ) 
の し 8 が 3) 
HK22 7 (弾丸 50 発 ) 
呪文 固定 具 ( 《 反 射 増強 士 1》 ) 
結界 用 祭壇 の 材料 (レー ティ ング 3 ) 
ドク ・ ワ ゴン 中 約 (ペー シッ ク ) 
[中流] の 生活 レベ ル (3 か 月 分 支払 い 
済み ) 
最初 の 所 持 金 : 12.055 \ 


| 


ジャ ケッ ト 
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LAW 
ロ | 
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能力 値 
強 捉 力 6 (8) 
式 神 合 し 1 大 捧 力 人 衣 
肪 力 4 
[は っ は っ は 。 恐 れる こと は あり ませ ん 魅力 5 
わた し が 命じ な いか ぎり 、 式 神 が あ な た に 知力 4 


手 を 出す こと は な い 。 意志 カカ を 前 
「 わ た し は 、 能 書き ば か り の 魔法 使い と は 
違い ます 。 呪文 ? 方 術 の 世界 は 時 と し て 
不安 定 で す 。 わ が 式 神 の 力 が あれ ば 、 そ ん 
な 不安 定 な 代物 に 頼る こと は あり ませ ん 。 
すばやく 確実 に 英 を 静 り た いな ら 、 呪 
文 な を ど あ て に し て は いけ な い 。 
[信じ る に 値する の は 、 銃 と 式 神 の 力 だ 
け で す 。 そ う 。 手 足 と な る 忠実 で 有 能 
な し も べ 、 式 神 た ちの 力 は 信じ る に 値 
する 。 そ し て 、 わ た し は その 力 を 意 
の まま に 操る こと が で きる の で す 
れ な 呪文 な ど 比 べ も の に な ら な い 
ほど 、 正 確 に 働き ます 。 
[も し 、 わ た し に で き な い こと が ある 
と すれ ば 、 そ れ は 他 の 誰 に も 不可 能 
な こと な の で す 。 さ ぁ 、 報 酬 の 話 を 
し まし ょ う 。 も ちろ ん 、 わ た し の 実 
力 に 見 合っ た だ け の も の は 用 意 し て 
も らい ます が 
解説 : さま ざま な 陰陽 師 " の 中 で 
も 、 式 神 の 使役 を 専門 と する の が この 
タイ プ で す 。 彼 は 、 式 神 を さま ざま に 
駆使 し た 戦い か た に 秀 で て いま す 。 ま 
た 、 銃 を 扱う 能力 も 優秀 で 、 状 況 に 応 
じ て 精 霊 と 銃 を 使い こなし 、 不 利 な 状 
況 さえ ひっ くり 返し て し まう の で す 
彼 が 信じ て いる の は 式 神 と 、 そ し 
て 銃 の 力 で す 。 魔力 を 削り 、 体 に 機 
械 を 埋め こん で で も 、 敵 を 葬る 銃 の 
力 を 追い 求め ます 。 い ざと いう と き 
に 頼り に な る の は 、 結 局 は 銃 の 力 だ 
と 考え て いる の で す 。 そ れ は 、 あ る 
い は 呪文 を 使え な い コ ンプ レッ クス 
の 裏返し な の か も し れ ま せん 


(NEDYI(K&D MMMNEEMMOK 


エッ セン ス : 41 


魔力 ・ 4 

反応 力 s 3 

イニ シッ アテ デ ティブ : 3 二 1D6 
技能 


式 神 召 喚 : 6 

小 火器 : 4 
隠密 : 3 
コン ピュ ー タ : 5 
礼儀 作法 (スト リー ト ) : 2 
陰陽 師 能力 

式 神 使役 
ダイ ス ・ プ ー ル 

コル パッ ト : ち 5 
サイ バー ウツ ウェア 

デー タ ジ ャ ッ ク 

サイ バー アイ ( 低 光 量 視野 ) 
スマ ー ト リン ク 

皮膚 装甲 : 2 


コン タク ト 
コン タク ト を 2 つ 選 ぶ 。 
装備 


アレ ス ・ プ レデ ター (スマ ー ト リン ク 内 
大 、 弾 丸 50 発 ) 

HK227 
50 発 ) 

ドク ・ ワ ゴン 上 WW 契約 (ベー シッ ク ) 

マイ クロ トロ ニク ス ・ ワ ー ク ショ ッ プ 
(卓上 型 パ ー ソ ナル ・ コ ンピュータ : 100M 


(スマ ー ト リン ク 内 蔵 、 弾 丸 


P ) 
デー マー・ ジ ャ ケッ ト (5 ググ 3) 
ヤマ ハ ・ レ イ ビ ピア 


[中流] の 生活 レベ ル (2 か 月 分 支払 い 
済み ) 
最初 の 所 持 金 : 13.340 \ 


[| FACTS HISTORY TOKYO (ENTRALAREA 


ENVIRONS MEGACORPO LAW 


(NEDYIKAM 


中 MEMANTEREHION 


政 女 


(神道 系 魔法 ) 


次 に 、 政 女 の キ ャ ラク ター に つい て 述べ 
で いき まし ゅ う 。 

巫女 は 政 術 魔法 の 使い 手 に 分 類する こと 
が で きま す 。 巫 女 が 呪文 を 使っ た り 、 精 電 
を 召 嘆 し た りす る 場合 は 、 本 体 ル ー ル ブッ 
ク に ある シャ ー マ ン と 同じ よう に 扱い ま 
す 。 ま た 、 政 女 の キャ ラク ター を 作成 する 
場合 も 、 通 常 の シャ ー マ ン と 同じ ルー ル に 
従い (人 間 な ら 魔 法 の 優先 度 を A に 、 メ タ 
ヒュ ー マ ン な ら 魔 法 の 優先 度 を B に し ま 
す )、 ト ー テ ム の 代わ り に 祭神 を 決め ます 。 
祭神 に よっ て は 、 能 力 値 や 技能 の レー ティ 
ング の 割り ふり に 制限 が ある 場合 が あり ま 
す 。 こ の あたり の 処理 は 通常 の シャ ー マ ン 
ど ま っ た く 同 じ で す 。 

し か し 、 神 道 系 の 魔法 は 宗教 と し て の 色 
合い を 強く 残し て いる た め 、 巫 女 が 魔法 の 
能力 を 使う 場合 、 し きた りや 作法 に 従う こ 
と が 重んじ られ て いま す 。 巫 女 は 自分 が 所 
属す る 社会 の 礼儀 作法 に 通じ て いな けれ ば 
な り ま せん (巫女 の キャ ラク ター を 作成 す 
る 場合 、 所 属す る 文化 の 礼儀 作法 技能 に 最 
低 で も 3 点 を 割り ふら ね ば な り ま せん )。 

こう し た 点 は 呪文 の 詠唱 時 や 精霊 の 召 史 
時 の 動作 に も 現われ ます 。 即興 的 な 欧米 流 
の シャ ー マ ン と は 異な り 、 形 式 を 非常 に 重 
ん じ る の で す 。 複雑 な 動作 は 必要 な いも の 
の 、 玉 申 ( 呪 物 ) の 振り か た や 手足 の 動か 
し か た は 常に 一 定 で す 。 

また 、 動 作 の 他 に も 言葉 が 非常 に 重要 で 
す 。 動 作 と 同時 に “祝詞 " と 言わ れる 言葉 
を 唱え な けれ ば な り ま せん 。 も っ と も 、 儀 
式 化し た 神道 で は 非常 に 長 々 し い 言 葉 を 唱 
えな けれ ば な り ま せん で し た が 、 魔 法 が 力 
を 取り 戻し た 現代 で は 二 一 三 音節 程度 の 短 
い 言 葉 で 事足り ます 。 

さら に 、 祭 神 は 清浄 で ある こと を 貴 び ま す 。 
巫女 は 常に 体 を 清潔 に し て お か ね ば な り ま 
せん 。 また 、 魅 力 の 能力 値 よ り 高 い フ ォ ー ス 
の 精 報 を 召 史 す る 場合 、 き れい な 水 で 体 を 
清め な けれ ば な り ま せん (も っ と も 、 小 さ な コ 
ッ プ 一 杯 程度 の 水 を 体 に 振り か ける だ け で 
構い ませ ん ) 。 また 、 巫 女 は サイ バー ウェ ア を 
体 に 理 め ゆこ むこ と も で きま せん 。 


人 祭神 
祭神 は “ 神 " と いう 名 が 示す 通り 、 人 格 
を も つつ 存在 に よく な ぞ ら えら れ ま す が 、 本 
質 的 に は 自然 の 一 形態 を 象徴 する 存在 で 
す 。 た だ 、 祭 神 に は あら ゆる 自然 現象 や 自 


然 物 (た と えば 木 や 巨岩 ) が 含ま れ て お り 、 
人 型 以外 に も 動物 な ど さ ま ざま な 姿 で な ぞ 


ら え られ ます 。 祭 神 の 特徴 は 、 そ れ に 仕え 
る 小 女 た ちの 性 格 に も 強い 影響 を あたえ ま 
す 。 
次 に 代表 的 な 祭神 を 挙げ ます が 、 こ の 他 
に も 多く の 祭神 が 存在 し ます 。 


日 神 

特徴 : 人 の 形 を と っ た 場合 は 一 般 に 女性 
形 に な り ま す (た と えば 天 照 大 神 )。 非 常 
に 魅力 的 で 、 あ ら め る 祭神 の 統率 者 と され 
て いま す 。 生命 活動 の 発展 、 季 節 や 時 間 の 
備 環 も 表し て お り 、 自 然 を 愛し 、 非 常に 折 
り 目 正しい 性 格 で す 。 そ の 反面 プラ イド が 
高く 、 容 姿 に こだわ り 、 非 常に 頑固 で す 。 
一 度 へ そ を 曲げ る と 、 な か な か 機嫌 が よく 


回 で  z 回 


寺 /- 上 2- 人 ツ ョ ツ 


SS 


な り ま せん 。 

好む 環境 : 太陽 の 光 を 浴び る こと が で き 
る 開け た 場所 。 

長所 : 身体 呪文 と 探知 呪文 の サイ コロ 
を 十 2 個 、 直 射 日 光 の も と で 精霊 を 召 吹 す 
る 場合 も サイ コロ を 十 2 個 し ます 。 

短所 : 日 の 光 が さ さ な い 夜間 に 精霊 を 召 
嘆 す る 場合 、 目 標 値 に 十 2 の 修正 が あり ま 
す 。 非 常に 気 難 し く 、 意 に そ わ な い 仕 事 は 
断固 と し て 受け ませ ん 。 ま た 、 プ ライ ド の 
高 さ も 折り 紙 つ き で 、 自 分 に 対す る 人 矯 辱 を 
見 逃す こと が で きま せん 。 こ の 場合 、 意 志 
力 で 目標 値 4 の テス ト を 行なわ ね ば な り ま 
せん 。 和 怒り は 4 戦闘 ター ン 続 きま す が 、 意 
志 力 の 判定 で 2 個 成 功 し て いる ご と に 怒り 
は 1 ターン ず つ 短 く な り ま す 。 判 定 に 失敗 
し た 場合 は 、 戦 い に 訴え て で も 作 辱 を 撤回 
さ 芝 よう た だす 有る あ で し も しょ う 。 

また 、 こ の 祭神 に 仕え を る キ ャ ラク ター を 
作成 する 場合 、 魅 力 の 能力 値 に 最低 で も 4 
点 を 割り ふら ね ば な り ま せん 。 
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海神 

特徴 に: 人 の 形 を と る 場合 は 男性 形 が 多い 
と され て いま す 。 海 を 経て 異 文化 を 持ち こ 
む 漂 流 者 で 、 未 知 の 知識 の 担い 手 と いう 部 
分 を 持っ て いま す 。 竹 や か で 注 洋 と し て い 
る 反面 、 と き に は 荒れ 狂う 海 の よ うに 攻撃 
的 な 面 を 見 せる こと も あり ます 。 ま た すべ 
て の 生命 を 生ん た 豊科 さも あわ せ 持 ち 、 強 
い 生 命 力 を 担っ て いま す 。 人 型 以 外 に も 海 
蛇 の 姿 と し て 崇拝 され て いる 例 も 報告 され 
て 4 ます 。 


好む 環境 : 海岸 付近 や 岬 な ど 、 
に 見 渡せ る 場所 。 

長所 : 身体 呪文 と 変化 操作 呪文 の サイ コ 
ロ を 十 2 個 、 海 洋 精 圭 を 召喚 す る 場合 も サ 
イコ ロ を 十 2 個 し ます . 

g 所 : 他 の 祭神 以上 の 極端 さ で 汚れ を 嫌 
いま す 。 常に きれ いな 海水 が 体 の そば に な 
けれ は ば 行動 判定 の 目標 値 が 十 2 され て し ま 
いま す (持ち 歩く 水 の 量 は 、 普 通 の コッ プ 
に 半分 ほど の 量 で 構い ませ ん )。 化 学 物質 
な ど で ひ どく 汚染 され た 水 が 身 近 に ある 場 
合 も 、 あ ら ゆ る テス ト の 目標 値 が 十 2 され 
て し まい ます 。 

また 、 物 惜しみ せ ず 、 自 分 が 持っ て いる 
物 を 他 者 に 分 け 与え る こと を 拒み ませ ん 

また 、 探 求 心 が 吐 成 で 、 ま だ 知ら な い 知 
識 の 吸収 に 非常 に 貧 欲 で す 。 隠 され た 秘密 
が ある こと が わか っ た 場合 、 意 志 力 で 目標 
値 4 の テス ト を 行なわ ね ば な り ま せん 。 失 
敗 す る と 、 ど ん な 困難 を 乗り 越え て で も 、 
その 秘密 を 知 ろ あう と し て し まい ます 


海 が 近く 


山神 

特徴 : 人 の 形 を と る 場合 は 女性 形 が 多い 
と され て いま す 。 物 静か で 、 常 に 物事 に 動 
じ な い 神 秘 さ を 持ち あわ せ て いま す 。 山 は 
死者 の 帰る 場所 、 つ まり 祖先 や 祖 霊 の 住む 


世界 で 、 山 神 は 生命 を 操る 術 に 長け て いま 
す 。 ま た 、 古い 知識 に も 通じ て いま す 。 山 


は 水 や 木 の 母 体 で も あり 、 
常に 自 感 で す 。 

好む 環境 : 深い 森 に 包ま れ た 山 順 

長所 : 身体 呪文 に サイ コロ を 士 2 個 、 山 
岳 精 霊 の 召喚 に サイ コロ を 十 2 個 し ます 
短所 : 都市 の 環境 に な じ む こと が で きま 
せん 。 特 に 、 周 囲 に 人 が いな い 状 態 で 孤立 


自然 の 環境 に 非 


し て し まう と 、 沙 ち 着 き を 欠い て し まい ま 
す 。 ま た 、 た と え ぇ 木々 の 小枝 を 折る 程度 で 
も 、 自 然 を 壊す こと が で きま せん 


画 神 

特徴 : 人 の 形 を と る 場合 は 男性 形 が 多い 
と され て いま す 。 天 を 揺るが す 破 壊 の 力 の 
象 微 で す 。 戦 いと の つなが り が 深く 、 常 に 
自信 に 満ち 非常 に 勇 逆 で す 。 大 き な 声 で し 
ゃ べり 、 あ まり 遠慮 と いう こと を 考え ませ 
ん 。 人 を 黙ら せる よう な 威厳 も 備え を て いま 
す 

好む 環境 : 
所 

長所 : 戦闘 呪文 に サイ コロ を 十 2 個 、 気 
界 の 精 圭 ( 雲 務 精 幸 、 旋 風 精霊 ) の 召 嘆 に 
サイ コロ を 十 2 個 し ます 。 ま た 、 雷 雨 の 状 
況 で 精 報 を 召喚 する 場合 サイ コロ を 十 2 個 
し ます 。 

短所 : 直情 な と ころ が あり 、 考 える 前 に 


二 鳴 の 聞こ える 空 の 開け た 場 


行動 し て し まい ます 。 駆け引き を 使う より 、 


戦闘 を 仕掛 けた り 、 い き な り 後 を つけ た り 
と いっ た 直接 的 な 行動 を 選び が ち に な っ て 
し まい ます 。 ま た 、 戦 い を 好み 、 戦 いか ら 
引く こと を 知り ませ ん 。 直 接 的 な 行動 を 思 
い 止 まっ た り 、 一度 は じ め た 戦い を 途中 で 
や め る に は 、 意 志 力 で 目標 値 4 の テス ト に 
成功 せ ね ば な り ま せん 。 


祭神 は 自然 の 一 形態 を 象 箇 す る も の で す 
が 、 例 外 的 に 実在 の 人 物 が 祭神 に な る こと 
が あり ます (あま り し ば し ば 見 られ る 例 で 


は あり ませ ん ) 。 こ れ は 人 間 の 社会 に 部 市 
が 成立 し て か ら 登場 し た 祭神 で 、 比 較 的 


“新しい "祭神 と 言え を る で し ょ う 。 そ うし 
た 祭神 の 存在 は 、“ 竹 霊 " (日 本 土着 の クリ 
ッ タ ー。 後述 ) と それ に 対す る 巫女 独特 の 
能力 に 関係 し ます 。 

実在 の 人 物 が 祭神 と な っ た 場合 、 人 格 は 
抽象 化 さ れ 、 特 定 の 志向 を 持つ 祭神 と し て 


祭 ら れ ま す 。 二 面 性 を 秘め た 祭神 に な る 場 
合 が 多い と 言わ れ て いま す 。 
天神 


特徴 : 謀略 に よっ て 無念 の 死 を と げた 人 
物 の 狂 霊 が 鎮め られ 、 祭 神 と な っ た も の で 
す 。 高い 知性 を 備え 、 知 識 や 学問 に 通じ て 
いま す 。 性格 は 竹 や か で 、 街 その も の を 強 


回 で so 呈 固 


く 愛 し て いま す 。 同 時 に 、 
か ら 愛 され て も いま す 
好む 環境 : 都市 。 
長所 : 探知 呪文 に サイ コロ を 十 2 個 、 都 
市 精霊 の 召喚 に サイ コロ を 十 2 個 し ます 
短所 : 都市 を 離れ る と 落ち つき を 失っ て 
し まい ます (あら ゆる テス ト の 目標 値 が 十 
2 )。 平静 さ を な くさ な いで いる に は 、 梅 
の 枝 を 離さ ず 身 に つけ て いな けれ ば な り ま 
せん 。 ま た 、 人 を 陥れ る 謀略 に 加担 し た り 、 
それ を 知っ て 見 逃す こと が で きま せん 。 な 
に か 人 ら ね ば な ら な い 場 
合 は 、 意 志 力 で 目標 値 4 の テス ト に 成功 せ 
ね ば な り ま せん 判定 に 失敗 する と 、 我 を 
忘れ て 怒り 狂っ て し まい ます (ひど い 場 合 
こ は 戦 い を 仕掛 ける こと も あり ます )。 
この 祭神 に 仕え を る キャ ラク ター を 作成 す 
る 場合 、 知 力 の 能力 値 に 最低 で も 4 点 を 割 
り ふ ら ね ば な り ま せん 。 


多く の 住人 た ち 


鎮護 神 

特徴 : 建物 や 土地 の 守護 を つか さ ど り ま 
す 。 建 物 や 土地 に 強い 執着 を も っ て いた 活 
霊 が 、 そ の 場所 を 鎮護 する 神 と し て 鎮め ら 
れ た 祭神 で す 。 強 力 な 鎮護 神 に な る と 、 一 
つの 都市 全体 に 影響 を 及ぼ す 場 合 も あり ま 
す 。 

この 祭神 は 守護 する 場所 を こよ な く 愛 
ROHS 
許さ な い 茜 烈 な 性 格 が 同居 し て いま す 。 
護 する 場所 に 対す る 執着 は 非常 に 強く 、 8 
略 者 や 自分 に 圧迫 を 加え て くる 者 に 対し て 
は 徹底 的 に 敵対 し ます 

好む 環境 : 守護 する 場所 に 応じ た 環境 。 
長所 : 戦闘 呪文 に サイ コロ を 十 2 個 、 都 
市 精霊 の 召喚 に サイ コロ を 十 2 個 し ます 。 
短所 : どん な か た ち で あれ 、 守 護 する 場 
所 や 地域 を 侵す 存在 を 許す こと が で きま せ 
ん 。 こ うし た 相手 に は 、 敢 然 と 戦い を 挑み 
ます 。 自 分 に で きる 最高 の 手段 を 使っ て 、 
相手 を 排除 し よう と し ます 。 は っ きり と し 
た 決着 が つく まで 、 こ の 戦い を や め る こと 
は で きま せん 


念 呪 物 

巫女 は 呪文 の 補助 用 と し て 独特 の 呪 物 を 
使い ます 。 通常 の シャ ー マ ン や メイ ジ が 使 
う 呪 物 は 扱う こと が で きま せん 。 
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再 利用 可能 な 呪 物 が “ 玉 加 "で す 。 こ れ 
は 横 と いう 常緑 樹 の 枝 に 紙 垂 (か み し で ) 
と いう 飾り を つけ た 物 で す 。 

使い 捨て 呪 物 は “ 御 鱗 ( み け )” と 呼ば 
れ ま す 。 こ れ は 神 に 捧げ る 食べ 物 と いう 意 
味 で 、 清 め た 酒 、 堀 、 米 、 餅 な ど が 用 いら 
れ ま す 。 

どちら る 通常 の タリ スモ ン ガ ー で は な か 
な か 扱っ て いな いも の で す が 、 自 分 が 仕え 
て いる 祭神 を 祭る 社 に 行け ば 手 に 入れ る こ 
と が で きる で し ょ う 。 価格 は 通常 の 呪 物 と 
同じ で す 。 


信介 座 所 

神道 の 小 女 も 、 シ ャ ー マ ン と 同じ よう に 
呪文 の 学習 な ど に 特殊 な 空間 を 必要 と し ま 
す 。 し か し 、 シ ャ ー マ ン た ちの 政 術 小屋 を 
使う こと は で きま せん 。 神 の 降り る 御座 所 
と いう 空間 が 必要 な の で す 。 

まず 石 や 和 常緑樹 な ど 、 自 然 に 存在 する も 
の を 神 の 降臨 する 場所 と みな し 、 それ を 一 
定 の 作法 に 従っ て 清め た あと 、 注連縄 を 使 
っ て 他 者 が 不用 意 に 立ち 入れ な いよ うに 確 
保 し ます (直径 が 御座 所 の フォ ー ス と 同じ 
メー トル 数 に な り ま す )。 木 、 岩 、 泉 な ど 
御座 所 の 対象 は 巫 女 自身 が 決め る こと が で 
きま す が 、 自 分 が 仕え る 祭神 の 属性 に で き 
る だ け 近 いも の で 、 な お か つつ 自然 界 に 存在 
する も の で な けれ ば いけ ませ ん 。 

御座 所 の “清め "に は 御座 所 の フォ ー ス 
と 同じ だ け の 時 間 数 と 、 清 め に 必要 な さま 
ざま な 品物 が 必要 で す (価格 な どの 入手 難 
度 は 通常 の 政 術 小屋 の 材料 と 同じ で す )。 


人 嘆 下 いい 

巫女 は 極端 に “汚れ (けが れ ) "を 嫌い 
ます 。 こ れ は 必ず し る 物理 的 な 汚れ ( よ ご 
れ ) を 意味 する わけ で は あり ませ ん 。 魔法 
的 な “汚れ "に 敏感 な の で す 。 

た と えば 、 命 令 を 受け ず に さま よっ て い 
る 精霊 を " 灰 う "こと が で きま す 。 メ イジ 
や シャ ー マ ン た ち も る 精霊 を 消滅 させ る こと 
が で きま す が 、 巫 女 の 場合 は 消滅 させ る の 
で は な く 、 本 来 あ る べき 世界 に 帰す と いう 
意味 を 持っ て いま す 。 

巫女 が 精 報 を “ 不 う "場合 、 自 動 的 に サ 
イコ ロ が 十 2 個 さ れ ま す (判定 の 手順 は 精 
吉 の 消滅 と 同じ で す 。 本 体 ル ー ル ブッ ク 


145 ペ ー ジ を 参照 し て くだ さい )。 
同じ よう に し て 、 巫 女 は 亡霊 
本 体 ル ー ル ブッ ク 236 ペ ー ジ ) を 革 う こと 
も で きま す 。 ゴ ー ス ト を 大 う 場合 、 召 喚 技 
能 の サイ コロ を 十 2 個 し ます 。 術 者 の 召 
技能 と ゴー スト の エッ セン ス で 、 そ れ ぞ れ 
お 互い の レー ティ ング を 目標 値 に し て テス 
ト を 行ない ます 。 以 後 の 手順 は 精霊 を 消 減 
させ る 場合 と 同じ で す 。 成功 数 の 差 に 応じ 


て 、 ゴ ー ス ト は 自分 の エッ セン ス 、 巫 女 は 
自分 の 魔力 が 削ら れ て いき ます 。 最終 的 に 


どちら か が 0 に な っ た 段階 で 勝負 が つき ま 
す (本 体 ル ー ル 145 ペ ー ジ を 参照 し て くだ 
さい )。 

この 能力 は 巫女 に と っ て 非常 に 重要 な 意 
味 を 持っ て いま す 。 日 本 に は ゴー スト より 

に 強力 な 魔法 存在 が 出現 する こと が あ 

り ま す 。 そ れ に 確実 に 対処 する こと が で き 
る の は 、 現 在 の 研究 段階 で は 巫女 の 違 不 い 
の 能力 し か な いと され て いる の で す 。 

その 強力 な 魔法 存在 が “ 息 霊 "で す 。 

日 本 の アス トラ ル 空 間 の 特性 な の か も し 
れ ま せん が 、 魔法 使い が 生命 を 落と し た と 

に 魔法 的 な 人 格 と し て 残り や すい と いう 
特徴 が あり ます 。 こ うし た 素質 の ある 者 が 
強い 恨み や 執着 を 残し て 死ぬ と 、 魔 法 的 な 
人 格 と な っ て 固定 され て し まう こと が ある 
の で す 。 そ れ が “ 息 霊 " で す 。 

窟 霊 は 通常 の アス トラ ル 体 と は 異な り 、 
いつ まで も 物理 空間 や アス トラ ル 空 間 に 留 
まっ て いる こと が で きま す 。 ま た 、 《 盛 
化 ) と いう パワ ー を 持っ て お り 、 非 常に 強 
力 な 存在 に な る 可能 性 を 秘め て いま す 
( 《 感 化 ) 以外 に も 生前 の 能力 に 応じ て さ 
まさ ざさ まな パワ ー を 使い ます )。 

つま り 、 寺 霊 は 《 感 化 ) し た 他 者 を 魔法 
的 に 取り こん で "成長" する こと が で きる 
の で す 。 多 く の 人 間 を 感化 し た 息 霊 は 、 最 
終 的 に 強力 な 精霊 す ら 超 える 非常 に 強い パ 
ワー を 持つ よう に な り ま す 。 伝承 に 登場 す 
る 平 将 門 や 菅原 道真 が その 例 と 言わ れ て い 
ます 。 さ まさ ざま な 天変 地異 を 起こ し 、 多 く 
の 人 た ち に 災い を 巻き 起こ し まし た 。 


ッッッ >> [な ん だ か 、 や た ら 恐 ろ し い 奴 み 
た い だ が ……… 。 そう いや どっ か の 研究 所 が ゴ 
ー ス ト を 人 工 的 に 発生 させ る と か いう 実験 を 
考え て る っ て 噂 を 聞い た こと が ある 。 い っ た 


固 で si s 固 


(ゴー スト 。 


0 還 あ 


い ど うい うふ うに や る の か 知ら ね え が 。 ま さ 
か 、 た だ 人 を 殺し て 化け て 出さ せる っ て わけ 
じゃ ある まい ? まかり 間違え て 紛 霊 を 出し 
ち ま わ ね えよ うに 注意 し て も らい た いも ん 
だ 1 で で て 

ーー ネイ ル ・ マ ー ク (23:52:01 プ 01-15-50) 


この 夕 霊 を 鎮め る こと が で きる の か 小 女 

の 宰 式 い の 能 力 で す 。 

し か し 、 あ まり に 強力 に な っ た 紛 霊 は 完 
全 に 消し 去る こと は で きま せん 。 な ん と か 
名 め る こと し か で き な い わけ で す 。 BN 
ゴー スト を うと き と 同 じ 手順 を 使う 

っ た で 

ie ー つ と し て 精霊 の よう な 存在 に 
る こと が で きる の で す 。 巫 女 は 少な く 0 

自分 の 召喚 技能 と 同じ フォ ー ス を 持つ 御座 
所 に 蘭 り 、 短 霊 を 鎮め る 行 法 に 集中 し な け 
れ ば な り ま せん 。 判 定 の 手順 は ゴー スト を 
大 う 場 合 と 同じ で 、 息 霊 の エッ セン ス と 巫 
女 の 召 喚 技 能 で 対抗 テス ト を 行ない ます 
(儀式 は 非常 に 長く 複雑 な 祝詞 を 唱え ます 。 

- 回 の 判定 に 1 時 間 は 必要 で す ) 。 強 力 な 
狼 霊 の エッ セン ス は 10 を は る か に 超え ま 
す 。 霊 に 対し て 寂 式 い を 行なう 場合 、 巫 
女 は 自分 の グッ ド ・ カ ル マ を 3 点 消 費 す る 
ご と に 目標 の エッ セン ス を 1 ずつ 小さ くす 
る こと が で きま す 。 最終 的 に 乱 霊 の エッ セ 
ンス を 0 に する こと が で きれ ば 、 そ の 息 霊 
を 鎮め る こと が で きま す 。 し か し 、 巫 女 の 
魔力 が 0 に な っ て し まう と 、 和 鍋 霊 は 自分 に 
で きる 最高 の 手段 で その 巫女 に 報復 し よう 
と し ます 。 

この と き 鎮 め ら れ た 和 絶 霊 に は 祭神 と し て 
特定 の 役割 が 与え られ ます (首都 鎮護 の 神 
や 学問 の 神 な ど 。GM が 決定 し ます )。 

窟 吉 を 鎮め た 巫女 は それ まで 仕え て いた 
祭神 を 離れ 、 み ず か ら が 鎮め た 乱 需 を 新た 
な 祭神 と し な けれ ば な り ま せん 。 ま た 、 息 
霊 に 対し て 相 基 い の 能 力 を 使え る の は 一 度 
だ け で す 。 そ れ か ら 以 後 、 そ の 祭神 か ら 離 
れる こと は で き な く な っ て し まう わけ で 
す 。 
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日 本 土着 の 
覚醒 種 


世界 の 各地 に は 、 生 物 相 の 多様 さ を 反 映 
て 、 地 域 ご と に 多種 多様 な 覚醒 種 ・ ク リ 
ッ タ ー が 存在 し ます 。 本体 ルー ル に は 多く 
の クリ ッ タ ー が 紹介 され て いま す が 、 了 欧米 
の クリ ッ タ ー が 中 心 に な っ て いま す 


日 本 を 含む 東 ア ジア 一 帯 に も 、 独 特 の ク 
リッ ター が 存在 し ます 。 
欧米 で 報告 され た クリ ッ タ ー の 亜 種 と 見 


られ る も の も 存在 し ます が 、 欧 米 で は 報告 
例 の な い 独 特 の パワ ー を 持っ て いま す 。 


@ ア イキ ラー 

身体 特徴 : 日 本 に 生息 する アイ キラ ー は や 
や 小型 で 、 体 長 が 5 メー トル 、 肩 まで の 体 
高 2 メー トル 、 体 重 が 150 キ ロ で す 。 フ ク 
ロウ を 思わ せる 巨大 な 頭 が 特徴 で 、 眼 は 大 
きく 、 頭 を 到 う 大 羽根 は 、 音 を 感じ る 著 官 
に な っ て いま す 。 フ クロ ウ な どの 猛 高 類 が 
〈 覚 醒 > し た と 考え られ て お り 、 一 様 に E 
大 な 鳥 の 姿 を し て いま す 。 ア イキ ラー の 羽 
毛 は 、 灰 色 か 褐色 が 普通 で す 。 一 対 の 脚 を 
持ち 、 先 端 は 釣 爪 を 持つ 4 本 の 指 に な っ て 
いま す 。 頭 装 に は くち ば し が あり ます 
居住 環境 : 山岳 

魔法 の 能力 : 生 待 

習性 : 夜行 性 。 アイ キラ ー は さま ざま な 生き 物 
OCN 
を 作り ます 。 アイ キラ ー は 一 生 を つが いで 暮 
らし 、 共 ( Mo 
は 8 年 、 野 生 で の 寿命 は 7 年 で す 。 繁殖 期 は 
春の な か ば で す 。 

子供 : 雌 の アイ キラ ー は ご つ 一 組 で 卵 を 産み 
ます 。 先 に 財 化 し た 雛 は 、 残 っ た 卵 を 巣 か 


ら 落 と す 性 質 を 持っ て いま す 。 ま た 、 茸 は 、 


財 化 か ら 3 週間 で 巣立ち ます 。 
棲息 地域 : 中 部 山 二 
パワ ー : (電撃 〉 、 
視野 、 聴 覚 増 幅 ) 


(感覚 強化 〉 ( 低 光 量 


@$ ヴ ァ ン バイ ア 

身体 特徴 : 欧米 の ヴァ ン パ イア と 共通 で す 
が 、 吸 血 鬼 化 を 起こ す ウ イル ス は 日 本 固有 
の も の で は な く 、 海 外 か ら 入 りこ ん だ と 考 
えら れ て いま す 。 こ れ は 、 学 術 的 な 研究 で 
も 明らか に され て お り 、 日 本 に 棲息 する ヴ 
ァ ン パイ ア も 、 欧 米 と 同様 の 検査 方 式 (H 
MH VV 感 染 テ スト ) で 見 分 ける こと が で 
きま す 。 

た だ 、 日 本 で 確認 され る ヴァ ン パ イア の 
な か に は 、 非 常に 変わ っ た 身体 特徴 を 示す 
個体 が 存在 し ます 。 い ずれ も 犬歯 が 牙 状 に 
発達 する の は 欧米 の ヴァ ン パ イア と 共通 し 
て いま す が 、 一 対 の 巨大 な 角 が 生え た り 
赤 や 再 と いっ た 目立つ 体 色 に 生 異 する 場合 
が 報告 され て いる の で す 。 こ れ ら は 伝承 の 
“ 鬼 ” に 近い 身体 特徴 を 持っ て いる た め 、 
その 多く は オー ク や トロ ー ル と 誤認 され る 
こと が あり ます 。 確か に 外見 だ け で 区 別 す 
る の は 難し く 、 完 全 な 識別 に は HMHVV 
感染 テス ト が 必要 で す 。 

この 特殊 を ヴァ ン パ イア と オー ク 、 ト ロ 
ー ル は 、 生 物 学 的 に は 完全 に 別個 の 種 で す 。 
貞 作 県 05> テッ イア 結 放 半 
する の で 、 通 常 は 都市 に 住み ます 。 


魔法 の 能力 : 潜在 。 ウ イル ス に 感染 し た 人 
間 は 、 感 染 し て いな い 人 間 よ り 高 い 比 率 で 
魔法 の 能力 を 示し ます 。 こ れ が ウイ ルス の 
副作用 に よる も の な の か 、 そ れ と も 保菌 者 
が 魔法 の 能力 を 持つ 人 間 を 優先 的 に 選ん で 
いる の か は わか っ て いま せん 。 

習性 : ヴァ ン パ イア が 生き る に は 生 血 が 必 
要 で す が 、 血 液 と 一 緒 に 精神 的 な エネ ル ギ 
ー も 吸い 取ら ね ば な り ま せん 。 

棲息 地域 : 全国 

計 : すべ て の ヴァ ン パ イア が 、 一 般 に 信じ 
られ て いる よう な 無慈悲 な 吸血 鬼 と いう わ 
け で は あり ませ ん 。 多 く は 自発 的 に 血液 を 
提供 し て も ら う の を 好み 、 あ る 相手 か ら 何 
度 も エッ セン ス を 吸収 し た り は し ませ ん 。 
こう し た ヴァ ン パ イア が 相手 を “殺す "の 
は 、 相 手 が ヴ ァ ン パイ ア へ の 変化 を 受け 入 
れ た 場合 だ け で す 。 

前 述 し た “ 鬼 " 型 の ヴァ ン パ イア は 強い 
加 虐 性 を 持ち 、 犠 牲 者 を 狩り た て る 性 質 が 
あり ます 。 ま ず 、 犠 牲 者 の 恐怖 心 を 魔法 的 
な 滋 差 に 3 


変え て 吸収 し あと 、 さ ら に 吸血 に 
| 和 82 


ュ ユ 国 


よっ て エッ セン ス を 吸い 取り ます 。 こ の 場 
SM 
に 精神 に 異常 を きた すこ と が あり ます 。 ま 
“ 殆 " 型 の ヴァ ン パ イア は 、 犠 牲 者 の 
肉体 を 食べ る 性 質 も 報告 され て いま す 
パワ ー : 《 身 体 能力 増強 ) 、 《 感 覚 強化 〉 
(聴覚 、 唄 覚 、 熱 映像 視野 )、 《 エ ッ セ ンス 
吸収 ) 、 《 耐 性 ) (老化 、 毒 物 、 病 原 体 ) 、 
(感染 ) 、 《 肥 化 ) 、 《 再 生 》 
弱点 : アレ ルギー (大 陽光 、 重 度 ) 、 休 過 
(空気 の 欠乏 に よる )、 エ ッ セ ンス 品 失 、 脆 


弱 性 ( 木 ) 、 心 理 的 な アレ ルギー ( 聖 印 、 
重度 ) 
言い 伝え を に ある ヴァ ン パ イア の 弱点 の 多 


く は 誤り で す が 、 ヴ ァ ン パイ ア が ある 制約 
を 受け る こと も 確か で す 。 血液 の 他 に は 食 
べ 物 も 飲み 物 も 必要 あり ませ ん が 、 人 快適 に 
食事 を する こと も で きま せん 。 ヴ ァ ン パイ 
ア は 、 食 べた り 飲ん だ りす る と 、 数 分 も 経 
た な いう ち に 苦痛 を 示し 、 摂 っ た も の を 1 
時 間 以 内 に も ど し て し まい ます 。 特 に アル 
コー ル を 嫌い 、 飲 むと 吐き 気 を 起こ し て 数 
分 の うち に も ど し て し まい ます 。 

ヴァ ン パ イア は 他 の 人 間 型 生物 より 水 に 
浮き に くく な っ て いま す (泳い だ り 浮 か ん 
で いた りす る 場合 、 技 能 や 能力 値 の テス ト 
の 目標 値 が 十 3 され ます )。 ヴァン パイ ア 
が 流れ る 水 に 弱い と いう 言い 伝え は 、 お そ 
らく ここ か ら 産 まれ た の で し ょ う 。 ヴァン 
パイ ア は 流れ る 水 を 簡単 に 飛び 越え る こと 
が で きま す が 、 水 に 落ち る と 沈ん で し まい 、 
休 過 状 態 に な っ て し まい ます 。 

こう し た 食事 や 水 に 対す る 弱点 は 通常 の 
ヴァ ン パ イア に は 当て は まり ます が 、" 鬼 " 
区 M の ヴァ ン パ イア に は これ ら の 弱点 を も た 
な い 個体 も 存在 し ます 
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の ウェ ン デ ィ ゴ 

身体 特徴 : 白い 体毛 を 持つ 、 巨 大 な 人 型 生 
物 で す 。 欧米 と 同様 、HMH V V に 感染 し 
た オー ク が 変異 し た も の と 考え られ て いま 
す 。 こ れ も 、 ヴ ァ ン パイ ア と 同様 に 、 海 外 
か ら 流 入 し た ウイ ルス の 影響 と され て いま 
す が 、 学 術 的 に ウェ ン デ ィ ゴ と 分 類 さ れる 
個体 で あり な が ら 、 日 本 独特 の 変異 を 遂げ 
る 場合 が 確認 され て いま す 。 

白い 毛皮 や 釣 爪 な どの 特徴 は 共通 し て い 
ます が 、 や せ 細 っ た 体 に 変異 する 個体 が 存 
在 す る の で す 。 遠目 に は 、 バ ン シ ー や 人 間 
の 女性 と 誤認 され る こと が あり ます 。 こ れ 
ら の 特殊 な 個体 は 都市 で は 見 られ ず 、 主 に 
深い 山中 や 森林 内 で の み 確 認 さ れ て いま 
す 。 た だ 、 基 本 的 な 性 質 は 通常 の ウェ ン デ 
ィ ゴ と 変わ ら な いた め 、 必 要 に 応じ て 、 近 
隣 の 人 間 に “接触 " する と 考え られ て いま 
す 。 


居住 環境 : 森林 
魔法 の 能力 : ほとん ど が 魔法 的 に 活性 で 
す 。 
習性 : ウェ ン デ ィ ゴ は 夜間 に 活動 し ます 。 
人 肉 を 食べ 、 犠 牲 者 の 精神 か ら 滋養 を 引き 
出す と 考え られ て いま す 。 ま た 、 な ん ら か 
の 手段 で 犠牲 者 を 誘惑 し 、 す すん で 食 人 の 
宴 に 加わ ら せ る の が 普通 で す 。 ウ ェ ン ディ 
ゴブ に 上 魅入 られ た 者 は 、 新 た な 犠牲 者 を 捜し 
て 、 ウ ェ ン ディ ゴ に 捧げ よう と する よう に 
な り ま す 。 ウ ェ ン ディ ゴ は 、 そ うし た 犠牲 
者 の 住居 に 住 拠 を 作り 、 食 人 を 続け ます 。 
寿命 は わか っ て いま せん 。 
子供 : 超常 自然 主義 者 た ち は 、 ウ ェ ン ディ 
ゴ が ヴァ ン パ イア と 同じ よう に 、 生 殖 で は 
な く 吸 血 鬼 化 ウ イル ス を 感染 させ て 繁殖 す 
る の で は な いか と 考え て いま す 。 
棲息 地域 : 本 来 の 棲息 地 は 、 極 地帯 と 、 北 
アメ リカ や アジ ア の 北部 で す 。 明 ら か に 人 
間 の 姿 で 犠牲 者 に 接触 し た 例 も あり 、 人 研究 
者 た ち は 、 ウ ェ ン ディ ゴ が さま ざま な パワ 
ー 以 外 に も 《 仮 面 ) の 呪文 を 維持 で きる の 
で は な いか と いう 考え を 強め て いま す 。 
往 : 既知 の ウェ ン デ ィ ゴ は 、 す べ て シャ ー 
マン と し て の 能力 を 持っ て いま す 。 

ウェ ン デ ィ ゴ は 取り 締まり の 対象 に な っ 
て お り 、 有 有罪 が 証明 され れ ば 自動 的 に 死刑 
が 科せ られ ます 。 ウ ェ ン ディ ゴ へ の 協力 や 


教唆 も 、 通 常 は 同罪 に な り ま す 。 司法 機 関 
の 多く は 、 ウ ェ ン ディ ゴ に 賞金 を か け て い 
ます 。 

パワ ー : (感化 〉) 、 
(感覚 強化 〉) ( 低 光 量 視野 、 鋭 敏 視覚 、 聴 
覚 、 吊 覚 )、 《 エ ッ セ ンス 吸収 》) 、 《 恐 
怖 ) 、 《 耐 性 ) (老化 、 病 原 体 、 毒 物 ) 、 
(感染 ) 、 《 再 生 》 

弱点 : アレ ルギー (大 陽光 、 重 度 )、 エ ッ 
セン ス 壁 失 、 脆 弱 性 (金属 ) 


⑱ ジ ャ イア ント ・ エ イプ (大 猿 ) 
身体 特徴 ジャ イア ント ・ エ イプ は 身長 が 
3.5 メ ヌメ ー ト ル 、 体 重 が 200 キ ロ ほ どの 巨大 な 
類人猿 で す 。 巨 大 な 類人猿 と 言っ て も ゴリ 
ラ と は ずい ぶん 異な っ た 印象 で 、 顔 と 礁 部 
を の ぞい て 全身 が 長い 毛 に 才 わ れ て お り 、 
ーー 足 歩行 する 巨大 な 日 本 猿 と いう 表現 が 最 
も 適当 で し ょ う 

手 の 爪 は 非常 に 長く 、 強 力 な 武 閉 に な り 
ます 。 ジ ャ イア ント ・ エ イプ の 頭蓋 に は 歯 
が 28 本 あり ます 。 雌 に は 二 つ の 乳房 が あり 
ます 


(身体 能力 増強 ) 、 


類似 種 : ジャ イア ント ・ エ イプ は 、 サ スカ 
ッ チ や ウェ ン デ ィ ゴ と 外見 が 似通っ て お 
り 、 和 夜間 な ど 視 界 の 悪い 状態 で は 誤認 され 
る 場合 が あり ます 。 た だ 、 サ スカ ッ チ や ウ 
ェ ン ディ ゴ の 体毛 は 白 が ほとん ど で す が 、 
ジャ イア ント ・ エ イプ の 体毛 は 褐色 の た 
め 、 熟 練 者 に は は っ きり と 区 別 す る こと が 
で きる で し ょ よう 。 

居住 環境 : 森林 

魔法 の 能力 : 生得 

習性 : 二 足 で 歩行 する こと が で き 、 空 いた 
前 足 で 簡単 な 道具 を 使う くら い の 知 能 を 持 
っ て いま す (し か し 、 報 告 例 が 少な く 、 知 
性 体 と し て 認知 され て いる わけ で は あり ま 
せん )。 基 本 的 に 単独 で 生活 し て お り 、 家 
族 や つが いで 行動 する こと は あり ませ ん 。 
繁殖 期 や 詳し い 習 性 な ど は 、 ま だ 不明 の 部 
分 が 多い まま で す 。 

子供 : 現在 確認 され た ジャ イア ント ・ エ イ 
プ は 、 そ の 九 割 まで が 雄 で す 。 他 の 野生 の 
類人猿 の 雌 と 交配 し て 子孫 を 残す と いう 報 
告 も あり ます が 、 確 認 は され て いま せん 。 
棲息 地域 : 主 な 棲息 地 は 、 日 本 一 一 特に 中 


] 
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部 の 山 生地 帯 で 数 多く の 発見 例 が 報告 され 
て いま す 
能力 値 : 強 提 力 9 役 捧 力 S プ 巻 力 9 グ 魅 
カー 知力 3/5/ 意 志 力 4 プ エ ッ セン ス 
6 / 魔 カー グ 反 応力 5 
イニ ジア ティ プ ブ : 5 士 1D6 
視界 : 暗 視 
武器 : 格闘 (ダメ ー ジ : 8 M。 長 さ 十 1 、 
反応 力 5 で 判定 ) 
パワ ー : 《 了 瞬間 能力 増強 ) < 
(3 点 ) 
防具 : 対 弾 対 衝撃 :1 ブ 1 
ジャ イア ント ・ エ イプ に は 、 次 の よう な 
特殊 能力 が あり ます 
(瞬間 能力 増強 ) : 強 動力 、 筋 力 、 租 振 
力 の いずれ か を 、 2 ター ン の 間 、 エ ッ セ ン 
ス の レー ティ ング 分 だ け 増 大 させ ます 。 こ 
生 M J を 持つ 生き 物 が 行動 する フェ イズ 
、 和 複雑 動作 を 費やす こと で 能力 が 発揮 さ 
ie (その フェ イズ か ら 有 効 )。 強 各 力 
や 静 力 を 増大 させ た 場合 、 体 形 の 急激 な 変 
狐 な ど 、 外 見 に 明らか な 変化 が 出 ま す 。 こ 
の パワ ー を 使っ た 生き 物 は 、 持 続 時 間 が 切 
れ た あと 、 意 志 力 で "(エッ セン シス ) M" 
の 精神 ダメ ー ジ に 抵抗 せ ね ば な り ま せん 
《 生 命 回復 ) : 1 ターン ご と に 、 そ れ ま 
で 失っ た 生命 力 を 一 定 ポ イン ト ず つ 回 復 し 


(生命 回 復 》 


て いき ます 。 こ の 回 復 は 、 各 ター ン の は じ 
め に 行なわ れる も の と 考え ます 。 ど の くら 
IM クリ ッ タ ー 
こよ っ て さま ざま で す 


この パワ ー は 《 再 生 》 と は 異な り ま す 
いか に この パワ ー を 持っ て いて も 、10 以 上 
の 身体 ダメ ー ジ を 受け れ ば 生命 力 を 回 復 す 

る こと が で きず 、 そ の まま 死ん で し まう 可 
能 性 が 大 きく な り ま す 


人 @ 右 (ぬえ ) 


身体 特徴 : 人 は 体高 15 メ ー ト ル 、 


体重 は お 
よそ 300 キ ロ で す 。 鳥 を 思わ せる 形態 を し 
て お り 、 長 さ 1 メー トル の 尾 を 持っ て いま 
す 。 全 身 が 黒い 羽毛 で 旨 わ れ て いま す が 、 
腕 部 は こう も り の よう な 要 に な っ て いま 
す 。 頭 部 は 酸 悪 な た 人間 を 思わ せる 造作 に な 
っ て お り 、 長 く 垂 れ 下 が っ た 鼻 を 持っ て い 
ます 。 頭蓋 に は 28 本 の 紫 が あり 、 大 了 歯 が 長 
い 牙 の よう に 突き だ し て いま す 


類似 種 : 欧米 で 報告 され て いる ハー ビー と 
同じ く 、 コ ウ モ リ な どの 翼 手 類 が < 覚醒 > 
し た も の で ある と 考え られ て いま す 

居住 環境 : 都市 な ど に も 現われ ます が 、 基 
本 的 に は 人 間 と は 隔絶 し た 環境 を 好み ま 
す 。 断崖 な どの 高 所 に 巣 を 作り ます 

習性 : 完全 な 夜行 性 で 、 小 型 の 鳥 や 貴 乳 類 
を 捕食 し ます 。 近年 、 礁 が 都市 に 棲み つい 
た と いう 例 が 多く 報告 され て お り 、 そ の 場 
合 は 残飯 捨て 場 な ど 、 餌 を 手 に 入れ や すい 
環境 に 巣 を 作っ て いま す 。 非常 に 耳障り な 
鳴き 声 を あげ る た め ー 一 また 、 


それ を 聞い 


た た め に 強烈 な 麻痺 ka す と いう 実害 も 
ある た め 一 一 都市 に よっ て は 和 の 駆除 に 募 
PWM 人 は 基本 的 
に 単独 行動 を と り 、 群 れ を 形成 する こと は 
あり ませ ん 。 捕獲 状 態 で の 寿命 は 10 年 程度 
で す が 、 野 生 状 態 で は 20 年 以上 の 寿命 が 報 
五 さ れ て いま す 

子供 : 繁殖 期 の 雌 は 5 個 程 度 の 卵 を 産み ま 
す 。15 日 で 商 化 し 、 子 供 は 6 か 月 の 成長 期 
間 を 経て 成 吾 し た 個体 と な り ま す 
1 般 に 害 獣 と 見 な され て お り 
党 金 が か けら れる 場合 が あり ます 

本 候 地 域 : 日 本 、 東 北部 

能力 値 : 強 勅 力 9 / 催 捧 力 5 筋力 9 魅 
カー グ 知 力 3/5 ノ 意志 力 4 プ エ ッ セン ス 
6 魔 カ ー グ 反応 力 5 
(アディ ダ ? 呈 叶 ! 和 6 

視界 : 暗 視 

武器 : 格闘 (ダメ ー ジ : 8 M。 長き さ 十 1 、 
反応 力 5 で 判定 ) 

パワ ー : 《 麻 痺 史 叶 ) 

防具 : 対 弾 / 対 衝撃 : 1] 
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@ レ シー( 日 本 亜 種 ) 

身体 的 特徴 : 欧米 で “レシ ー" と し て 分 類 
され て いる 覚醒 種 (本 体 ル ー ル ブッ ク 250 
ペー ジ ) の 量 種 で す 。 身長 は お よそ 1.7 メ ー 
トル 、 体 重 は 60 キ ロ 程 度 の 人 間 型 生物 で す 
木の葉 を 衣服 の よう に し て 纏う 性 質 が あ 
り 、 緑 の 中 で は まわ り の 風 景 に まぎれ こん 
で し まい ます 。 放 上 膚 は 赤く て 、 所 々 に 緑 が 
か っ た 体毛 が あり 、 晶 幅 を 思わ せる 顔 の 中 
で も 長く 伸び た 鼻 が 印象 的 で す 。 頭蓋 に は 
赤 が 24 本 あり 、 雌 の レシ ー に は 乳房 が 二 つ 
あり ます 


居住 環境 : 森林 
魔法 の 能力 : 欧米 の レシ ー と 同様 に 、 こ の 
日 本 亜 種 も 高い 比率 で 魔法 の 能力 を 持っ て 
いま す 。 魔法 の 素質 を 持つ レシ ー は 、 す べ 
て シャ ー マ ン と し て の 能力 を 示し 、 森 林 精 
AN 吉 を 扱う 能力 に 秀 で て いま す 。 
習性 : この クリ ッ タ ー は 、 高 い 木 の 上 に 
FR つが いで 
暮らし ます 。 縄張り に は 非常 に 敏感 で 、 不 
用 意 な 侵入 者 に は 攻撃 を 仕掛 け ま す 。 攻撃 
を 仕掛 ける 場合 は 、、 み ず か ら ( 混 乱 》 の パ 
ワー を 使う か 、 フ ォ ー ス 4 の 森林 精霊 や 山 
岳 精 幸 を 呼び だ し (常に こつ の 助力 を 得る 
こと が で きま す ) 、 そ の パワ ー を 使っ て 侵 
入 者 を 追い は ら お うと し ます . 

昼夜 を 問わ ず 活 動 で きま す が 、 早 朝 と 深 
夜 に 最も 活動 的 で す 。 木 登り と 跳躍 が 得意 
で 、 木 か ら 木 へ 飛び 移っ て 捕食 動物 や 追跡 
を うま く 避 け て し まい ます 。 レ シー は 、 木 
の うろ 、 天 然 の 倒木 や 手 を 加え た 倒木 、 放 
棄 さ れ た 小屋 や 建物 に 巣 を 作り ます 。 行動 
範囲 は 巣 か ら 5 キロ に 及び ます 。 共 同体 の 
基本 的 な 構成 単位 は 小 家 族 で 、 た と え ぇ 距離 
が 離れ て いよ うと 、 境 界 を 接する 家族 と は 
親密 な 関係 を 保ち ます 。 ま た 、 阪 立 し た 個 
体 も 珍し く あ り ま せん 。 繁殖 期 は か ぎら れ 


て いま せん 

子供 : 1 子 

棲息 地域 : 日 本 、 本 州 

計 : レシ ー は 縄張り に 非常 に 敏感 で す 。 縄 


張り の こと を 熟知 し て お り 、 縄 張り の な か 
を 並外れ た 速 さ で 移動 する こと が で きま 
す 。 レ シー は 自分 た ちの 縄張り へ の 侵入 を 
妨害 し 、 縄 張り を 通り 抜け よう と する 相手 
に は 思 を 仕掛 け ま す 。 慎 慌 す る と 、 重 量 物 


を 隊 を キ ク を 仕込 ん だ 落と し 


、 反 動 で 飛び 出す 串刺し 装置 を 仕掛 け て 、 


2 ほ 路 を 変え よう と し ます 。 
外見 的 な 特徴 や 性 質 か ら 、 天 狗 の 伝承 と 
合わ せ て 語 られ る こ と の 多 四 種 で す が 


(実際 、 こ の 亜 種 を "天狗" と 呼ぶ 研究 者 
も いま す )、 山 岳 や 森林 に は 未知 の 覚醒 種 


や 知性 体 が 残っ て いる と いわ れ て お り 、 こ 
の 亜 種 が 直接 に 天狗 の 伝承 と 関わ る か どう 
か は わか り ま せん 
能力 値 : 強 動 力 4 プ 座 捧 力 4 筋力 3 魅 
力 3 ノ 知 力 3 ノ 意志 力 3 ノエ ッ セ ンス 8 
魔 カ ー グ 反応 力 4 


イニ タタ アテ ィ ブ : 4 呈 %D6 
視界 : 暗 視 
武器 : 格闘 (ダメ ー ジ : 3 M 精 神 、 反 応力 
4 で 判定 ) 
パワ ー : 《 混 乱 ) 、 《 背 景 同 化 ) 、 《 飛 
耕 》 
防具 : な し 

レシ ー 亜 種 に は 次 の よう な 特殊 能力 が あ 
り ま す 

(背景 同化 ) : 体 色 を 複雑 ・ 功 妙 に 変化 


せ 、 背 後 の 景色 に ほぼ 完全 に 溶け こん で 
し まい ます 。 場所 は 選び ませ ん 。 た と え 普 
通 は 山 の 中 で 生活 し て いる 生き 物 で も 、 都 
市 で この パワ ー を 使え ば 都市 の 景観 に ま ぎ 
れこ むこ と が で きま す 。 

この パワ ー で 次 を 隙 し て いる 生き 物 を 見 
つけ る に は 、 知 力 の 判定 に 成功 せ ね ば な り 
ませ ん 。 目標 値 は せ 、 そ の 生き 物 の エッ セン 
ス の 2 倍 で す 

(背景 同化 ) を 使っ て いる 生き 物 

、 魔 法 使い が 呪文 を 使っ て いる 場合 と 同 
Si 

(飛翔 ) : エッ セン ス ※10 メ ー ト ル の 距 
離 を 飛行 し ます 。 高 さ は 最大 で 、 エ ッ セ ン 
ス と 同じ メー トル 数 まで で す 。 空 気力 学 的 
に 揚力 を 得 て い る わけ で は な い の で 、 翼 の 
な い 生 き 物 で も この パワ ー が あれ ば 飛翔 す 
る こと が で きま す 


回 を ss 叶 国 


オーガ ・ ス バイ ダー 

身体 的 特徴 : 体長 4 メー トル 、 脚 の 長 さ ヵ 
4 メー トル と いう 非常 に 巨大 な クモ で 、 頭 
部 に は 巨大 な 吾 が 、 0 
思わ せる 鮮やか な 模様 が あり ます 。 発 見: 

時 は 通常 の クモ の 400 
と 考え られ て いま し た が 、 そ の 人 後 の 研 究 
よっ て 独立 し た 種 で ある こ NMoSN 
し た 。 土 中 に 大 き な 巣 穴 を 掘り 、 一 生 の ほ 
と ん ど を その 上 巣 穴 で 暮らし ます 。 地 上 に 出 
て くる の は 獲物 を 捕獲 する と き が 普通 で 


居住 環境 : 土 中 
魔法 の 能力 : 生得 
習性 : オー ガ ・ ス パイ ダー は 土 中 に 掘っ た 
大 き な 巣 穴 に 棲息 し ます 。 上 巣 穴 は 差し 渡し 
が 8 メー トル 以上 、 高 さ が 2 メー トル 以上 
あり 、 地 上 へ の 大 き な 開 口 部 が あり ます 。 
オー ガ ・ ス パイ ダー は 非常 に 猪 猫 な 性 質 
で 、 巣 穴 に 近づく 動物 を ほとん ど 無 差別 に 
捕食 し ます 。 基 本 的 に 穴 か ら 地 表 に 遣い た 
し て 獲物 を 襲い ます が 、 特 殊 な 狩り を する 
場合 も あり ます 。 オ ー ガ ・ ス パイ ダー が 尻 
か ら 分 泌 す る 粘液 は 、 土 を 粘土 状 に 変質 さ 
せる こと が で きま す 。 こ の 寺 を 開口 部 の カ 
バー に し て 、 一 種 の 落と し 穴 を 作っ て 捕食 
する 例 が 数 例 報告 され て いま す 

オー ガ ・ ス パイ ダー は 巨大 な 吾 で の 噛み 
つき で 獲物 を 攻撃 し ます 。 こ の 噛み つき に 
は 標的 を 麻痺 させ る 力 が あり ます (噛み つ 
き 攻 撃 が 命中 する と 、 実 際 に ダメ ー ジ を 受 
け な く て も 標的 の 敏 捧 力 が 2 D 6 分 間 、6 
点 減少 し ます 。 何 度 も 攻撃 を 受け れ ば 、 倫 
力 の 減少 も 累積 し て いき ます 。 敏 捧 力 が 
0 に な っ た 場合 は 、 本 体 ル ー ル ブッ ク 2 3 
0 ペー ジ に ある 《 麻 痺 接触 ) に よる 攻撃 を 
受け た 場合 と 同じ よう に 解決 し ます 。 時 間 
が 経過 する 前 に 応急 処置 を 施せ ば 、 命 を 落 
と すこ と は あり ませ ん )。 

また 、 通 常 の 格 開 の ほか に も 、 特 殊 な 攻 
撃 能 力 を 持っ て いま す 。 吾 に よる 攻撃 の 男 
囲 外 に いる 獲物 に 対し て は 、 毒 性 の ある つ 
ば を 吐き か け て 麻痺 させ よう と し ます ( 射 
程 は 6 メー トル 。 こ の 攻撃 は 、 反 応力 を 用 
いて 通常 の 射撃 と 同じ よう に 解決 し ます 
を 受け た キャ ラク ター は 、 強 電力 で “6 
M 精 神 " の ダメ ー ジ に 抵抗 せ ね ば な り ま せ 
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ん 。 ま た 、 こ の 毒 に は 防具 の 効果 は あり ま 
せん ) 。 

子供 : 雌 は 、 冬 に 数 十 か ら 百 の 卵 を 含ん だ 
巨大 な 卵 塊 を 産み ます 。 卵 の 状態 で 冬 を 越 
し 、 春 先 に 山 化 し ます 。 
棲息 地域 : 日 本 全国 

能力 値 : 強 動 力 4 プ 敏 捧 力 6 筋力 3 プ 魅 
カー グ 知 旋 1/4/ 意 志 力 4 プ エ ッ セン ス 
6 ノ / 魔 カー グ 反 応力 5 

イル オー シン アデ ティ ブ : 8 十 六 DB 

視界 : 赤外線 視力 

武器 : 格闘 (ダメ ー ジ : 3 M、 反 応力 5 で 
判定 ) ノ 麻 痺 毒 (ダメ ー ジ : 6M 精 神 、 反 
応力 で 射程 6 メー トル の 射撃 と し て 解決 、 
毒 を 受け た キャ ラク ター は 強 抽 力 で 抵抗 ) 
パワ ー : 《 麻 痺 接触 〉 


畑 ら が も 


人 @ 河 曹 

身体 特徴 : 河 章 は 身長 1.3 メ ー ト ル 、 体 重 40 
キロ 程度 の 小さ な 人 型 生物 で す 。 外 見 的 に 
は 、 痩 せ た 人 間 の 子供 の よう な 姿 を し て お 
り 、 不 釣り 合い に 長い 腕 と 大 き な 足 が 特徴 
で す 。 長 い 耳 を し て お り 、 品 の 周囲 が 叶 状 
に 盛り あがっ て いま す 。 体毛 は 一 切な く 、 
皮膚 は な め ら か な ぬめり を 持っ て いま す 。 
皮膚 の 色 は 青白 いも の か ら 薄 緑 、 薄 桃色 な 
ど さ ま ざま で す 。 外 見 的 に は 、 頭 頂部 に あ 
る 黒い 皿 状 の 緒 官 と 、 育 中 を 才 う 甲 羅 の よ 
うな 組織 が 最大 の 特徴 に な る で し ょ う 。 甲 
状 の 組織 は 背中 の 皮膚 が 高度 に 角質 化し 
た も の で 、 外 英 か ら の 防御 用 と 考え られ て 
いま す 。 頭 頂部 の 皿 状 器 官 は 、 当 初 、 水 中 
で の 複合 感覚 器 (視覚 、 聴 覚 、 史 覚 ) と 考 
えら れ て いま し た が 、 近 年 に な っ て アス ト 
ラル 知覚 を サポ ー ト する た め の 器 官 で は な 
いか と いう 報告 が 出さ れ た た め 、 魔 法 分 野 
の 研究 者 た ちの あい だ で 注目 を 集め て いま 
す 。 河 童 の 頭蓋 に は 上 び が 28 本 あり 、 雌 は 二 
つの 乳房 を 持っ て いま す 

居住 環境 : 山間 部 の 河川 周辺 

魔法 の 能力 : 河童 は 、 そ の ほとん ど が 魔法 
の 能力 を 持つ と 考え られ て いま す が 、 確 認 
され た 例 で は すべ て シャ ー マ ン の 能力 を 示 
し て いま し た 。 

習性 : 河童 は 、 基 本 的 に 夜行 性 で す 。 泳 ぎ 
を 非常 に 得意 に し て お り 、 河 川 に 棲む 魚 を 
好 ん で 捕食 し ます 。 通 常 は 10 一 20 体 程度 の 


集団 で 行動 し 、 高 度 な 社会 性 を 持っ て いる 
と 言わ れ て いま す 。 河 川 周辺 の 石 や 木 の 枝 
を 組み 合わ せ て 、 簡 単 な 住居 の よう な も の 
を 作る と と は よく 知ら れ て いま す 。 ま た 、 
独特 の 甲高い 声 を 複雑 に 組み 合わ せ て 、 個 
体 同士 で 意志 を 疎通 させ る こと が 確認 され 
て いま す が 、 言 語 体 系 は まっ た く と 言っ て 
いい ほど 解明 され て いま せん 。 性質 は 非常 
に 温厚 で 、 魚 を 捕る 以外 に 他 の 動物 を 攻撃 
する こと は あり ませ ん 。 他 の 生物 に 襲わ れ 
た 場合 は 、 可 能 な か ぎり 逃走 し ます 。 し か 
し 、 勝 病 と いう わけ で は な く 、 襲 われ た 個 
体 を 逃がす た め に 、 集 団 で 組織 的 な 行動 一 
一 襲撃 者 の 気 を そ を らし た り 、 場 合 に よっ て 
は 阻 に な っ た り 一 一 を と る こと が 知ら れ て 
いま す 。 ま た 、 強 い 好 奇 心 を 持っ て お り 、 


生態 調査 に 来 た 研 究 班 を 送 に “観察 " し て 、 


その 行動 を 機械 的 に まね た りす る こと が あ 
る ほど で す 。 寿 命 は 50 年 以上 と 考え られ て 
いま す 。 繁殖 期 は か ぎら れ て いま せん 

子供 : 1 子 、 と き に は 2 子 の 場合 も ある 。 


妊娠 期間 は 3 か 月 。 親 は 、12 一 18 か 月 の あ 
い だ 子 供 を 世話 し ます 

棲息 地域 : 日 本 、 北 海道 以外 

計 : 2010 年 代 に は 、 頭 頂部 の 器官 が 好事家 
た ちの あい た で 珍重 され 、 こ の 覚醒 種 が 棲 
息 す る 山間 部 で 激しい 乱獲 が 行なわ れ ま し 
た 。 そ の 人 後 、 知 的 覚醒 種 認定 委員 会 は 詳し 
い 学 術 調査 を 重ね 、 河 章 を 知性 体 と し て 認 
定 す べく 国連 に 勧告 し て いま す 。 し か し 、 
日 本 政府 は この 対応 に 冷や か な 反応 を 示し 
て いま す . 

能力 値 : 強 動力 3 / 傾 捧 力 4 筋力 3 プ 魅 
ガー グ 知 力 3 ノ 意 志 力 3 ノエ ッ セン ス 6 デ 〆 
魔力 6 反応 力 3 

オン シン デア ティナ: 3 寺 1D8 
6 : 水中 の み ) 
視界 : 暗 視 能力 

武器 : 格闘 (ダメ ー ジ : 


(5 手 #D 


3 M、 反 応力 3 で 


判定 ) 
パワ ー : (身体 能力 増強 》) (水中 の み ) 
具 : な し 
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( 往 : 現在 まで 日 本 国内 だ け で 確認 され た 
特殊 を ゴー スト で す 。 学術 的 に 完全 に 確認 
され た 息 霊 の 例 は まだ 少な く 、 充 分 な デー 
タ が 集まっ て いま せん 。 以下 の 記録 は 、 そ 
の わずか な 研究 例 か ら 導 きだ され た 仮説 の 
ー つ に 過ぎ ませ ん ) 


身体 特徴 : いま まで 多く の 報告 が ある ゴ 
ー ス ト (本 体 ル ー ル ブッ ク 2 3 6 ページ) 
に 非常 に よく 似通っ て いま す 。 た だ 、 竹 霊 
は 魔法 能力 を 持っ た 者 " が 一 一 能力 が 目 
覚め て いる か どう か に は 関係 な く 一 一 非常 
に 強い 恨み や 執着 を 抱い て 死ん だ と き に 、 
魔法 的 な 一 種 の 人 格 と し て 産み だ され る と 
言わ れ て いま す 。 も っ と も 、 死 後 も 精神 だ 
けが 存在 し 続け る か どう か は 議論 が 分 か れ 
る と ころ で 、 ピ 明確 な 結 論 は まだ 出さ れ て い 
ませ ん 。 い ずれ に せよ 、 笑 霊 は 故人 の 姿 を 
正確 に 映し ます 。 も っ と も 、 そ の 表情 は 絶 
え ず 激しい 色 り や 恨み に 歪ん を で いる と され 
て いま ます 。 

居住 環境 : 息 器 は どこ で も 自由 に 出現 す 
る こと が で きま す 。 し か し 、 常 に 敵対 的 で 、 
執着 を 残し た 場所 や 恨み の ある 一 族 に 好 ん 
で 取り 遇 き 、 さ ま ざ ま な “県 り ” を 引き 起 
こし ます 。 

習性 : 乱 霊 は 《 実 体 化 ) の パワ ー を 有 し 
て お り 、 は っ きり と 眼 に 見 え 、 そ れ が 発 す 
る 音 を 聞く こと も で きま す 。 行動 原理 は 簡 
単 で 、 自 分 の 執着 や 恨み を 晴らす た め だ け 
に 行動 し ます 。 そ し て 、 数 少な い 報 告 例 の 
な か で も 共通 し て いる の が 、 息 霊 は いずれ 
も 《 感 化 ) の 能力 を 使っ た と いう こと で 
ふ 

執着 の ある 場所 に 近づく 者 や 、 取 り 趣 い 
< 一 族 を まず 《 感 化 ) し て いき ます 。 笑 霊 
に 感化 され た 者 は その 息 霊 の 目的 を 叶え る 
べく 活動 し て いき ます (一 族 内 で 争い を 起 
こし た り 、 さ ま ざ ま な 妨害 を な す と いう か 
た ち に な り ま す )。 

こう し た 報告 の な か で ひと きわ 眼 を ひく 
の が 、 強 力 な 竹 霊 は 感化 し た 者 の エッ セン 
ス を みず か ら の も の と し て 取り こむ こと が 
で きる と いう 点 で す 。 未 確認 で す が 、 即 霊 
は 他 か ら エ ッ セ ンス を 取り こむ た びに 新 し 
い パ ワー を 得る こと が で きる と 考え られ て 
お り 、 こ れ が 事実 な ら 一 度 強く な り は じ め 


た 乱 霊 は や が て 歯止め が 利 か な い ほ ど 強 力 
な 存在 に な っ て し まう こと に な り ま す 。 
棲息 地域 : 日 本 (部 市 部 ) 
計 : 乱 霊 に 関し て は 確認 例 が 少な く 、 政 女 
や 陰陽 師 だ けが 灰 え る 点 な ど を 含め て 、 神 
道 系 魔法 の 研究 と 並ん で 研究 者 の 注目 を 浴 
び て い ま す 。 現在 は 過去 の 伝承 (道真 や 将 
門 の 伝説 ) か ら 事 実 を 拾い だ そう と いう 人 研 
究 が 中 心 に な っ て いま す 。 
能力 値 : 強 勅 力 (6 ) ノ 敏 兵 力 (6 ) ノ 筋 
力 (6 ) ノ 魅 力 6 グ 知力 6 意志 力 6 ノエ 
ッ セ ンス 8 A ン 魔力 6 反応 力 7 
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括弧 で 直さ れ た 能力 値 は 、 実 体 化し た 場 
合 の 値 で す 。 

リョー ョ ジテ イグ ィ は イア 二 1D6 
視界 : 赤外線 視 

武器 : 格闘 (ダメ ー ジ : 6 M、 反 応力 7 で 
判定 ) 

パワ ー : 《 感 化 ) 、 


(実体 化 時) 


(強制) 、 《 実 体 化 ) 、 
《 エ ッ セ ンス 吸収 ) 、 《 念 動 ) 、 《 気 絶 の 
息 》) な ど 。 こ れ は 確認 で きた 男 囲 内 の パワ 
ー で す が 、 故 人 の 能力 に 応じ て 、 ほ か に も 
さま ざま な パワ ー を 使う と 考え られ て いま 
す 。 


TOKYO ソ ー ス ブッ ク 
シャ ドウ ラン ・ ソ ー ス ブッ ク 
平成 8 年 15 月 10 日 初版 発行 


〔 閉 者 
江川 晃 プ グル ー プ SNE 
〔 装 帆 ・ デ ザイ ン 〕 
シグ マ CC 株 式 会 社 


〔 発 行者 
福田 全 孝 


発行 所 〕 
富士 見 書房 
東京 都 干 代田 区 冨士 見 1 一 1 ら ー14 
営業 部 03(3238)8531 
編集 部 03(3238)8588 


〔EH 刷 所 〕 
図書 印刷 


〔 製 本 所 ] 
本 間 製 本 


19886 Fujimishobo, Printed in Japan 
ISBN4-829 1-7337-8 CO076 
の 1996 Group SNE/Fujimishobo/FASA Corporation 
落 ] 乱 十 は お と りか えい た し ます 。 
定価 は カバ ー に 明記 し て いま す 。 


2 


NN の 


2 
SS 


| 


78482917337 


1910076038007 


TSBN4-8291-7/337-8 


C0076 P3800E 


FPNEDCDVWISUIN 


定価 3.800 円 (本体 3.689 円 ) 


